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●土曜午前の部会

4 教会役員の支持
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

6 教会の弱い者や純朴な者
十二使徒定員会会長代理　
ボイド・K・パッカー会長

9 ともに堪え忍ぶ
管理ビショップリック第一顧問
リチャード・C・エッジリービショップ

11 家庭と家族を強める
中央若い女性会長会第二顧問
メアリー・N・クック

14 なぜ，唯一まことの教会の会員なのでしょうか
七十人　エンリケ・R・ファラベラ長老

16 尊
たっと
く，大いなる約束を求める

七十人　スペンサー・J・コンディー長老

18 喜んでよい理由はないだろうか
十二使徒定員会　
ディーター・F・ウークトドルフ長老

21 パットン夫人――その物語の続き
大管長会第一顧問 トーマス・Ｓ・モンソン管長

●土曜午後の部会

25 信仰，家族，概要，実
十二使徒定員会　M・ラッセル・バラード長老

28 いちばん大切な戒め
十二使徒定員会　ジョセフ・B・ワースリン長老

31 打ち砕かれた心と悔いる霊
七十人　ブルース・D・ポーター長老

33 『わたしの福音を宣
の
べ伝えなさい』──

会員と宣教師をつなぐ道具
七十人　エリック・W・コピシュカ長老

35 小さなことから
七十人　マイケル・J・テー長老

37 内なる人を生かす御霊
み た ま
を消してはいけない

七十人　キース・K・ヒルビッグ長老

40 唯一のまことの神と，その神がつかわされた
イエス・キリスト
十二使徒定員会　ジェフリー・R・ホランド長老

43 聖文の証
あかし

十二使徒定員会　ラッセル・M・ネルソン長老

●神権部会

46 バーを上げる
十二使徒定員会　L・トム・ペリー長老

49 今，実行しなさい
七十人 ドナルド・L・ホールストロム長老　

51 心の清い人々は皆，幸いである
七十人　L・ホイットニー・クレートン長老

53 今がその時です
七十人　ウォルター・F・ゴンサレス長老

55 神は忠実な神権者を助けてくださる
大管長会第二顧問　
ヘンリー・B・アイリング管長

59 王国の神権者
大管長会第一顧問 トーマス・Ｓ・モンソン管長

62 怒りをおそくする
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

●日曜午前の部会

66 記憶にとどめ，覚えておきなさい
大管長会第二顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

70 恐れではなく，信仰によって生きる
十二使徒定員会　クエンティン・L・クック長老

73 今日
き ょ う
できることを明日に延ばさない

七十人会長会　
クラウディオ・R・M・コスタ長老

76 真理を知る母親
中央扶助協会会長　ジュリー・B・ベック

78 小さな，簡単なこと
七十人　
クリストフェル・ゴールデン・ジュニア長老

80 手が清く，心のいさぎよい者
十二使徒定員会　デビッド・A・ベドナー長老

83 山から切り出された石
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長

●日曜午後の部会

86 個人の啓示――預言者たちの教えと模範
十二使徒定員会　ロバート・D・ヘイルズ長老

90 真理――正しい決断の基
十二使徒定員会　リチャード・G・スコット長老

93 神の善い言葉で養う
中央日曜学校会長会第一顧問　
ダニエル・K・ジャッド　

95 神の神殿に神性の力が現れる
七十人　オクタビアノ・テノリオ長老

98 わたしたちが最善を尽くした後
七十人　クラウディオ・D・シビック長老

100 わたしたちが知っている事柄を認識する
七十人　ダグラス・L・カリスター長老　

102 奉 仕
七十人会長会　スティーブン・E・スノー長老　

104 良いこと，より良いこと，最も良いこと
十二使徒定員会　ダリン・H・オークス長老

108 閉会に当たり
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

●中央扶助協会集会

109 末日聖徒の女性が秀でている事柄──
力強く確固として立つ
中央扶助協会会長　ジュリー・B・ベック

113「わたしの羊を養いなさい」
中央扶助協会会長会第一顧問
シルビア・H・オールレッド

115 わたしはあなたを強くし，あなたを助ける
中央扶助協会会長会第二顧問
バーバラ・トンプソン

118 あなたを導く3つの目標
大管長会第一顧問 トーマス・Ｓ・モンソン管長

64 末日聖徒イエス・キリスト教会中央幹部

122 変わる力
ジェームズ・E・ファウスト管長
（1920－2007年）

125 チャーチ・ニュース

128 中央補助組織会長会
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大会の音楽
土曜午前の部会

“Press Forward, Saints,”Hymns，81番；

「いにしえの聖徒の」『賛美歌』42番，ロングハー

スト編曲，ソノス刊；“Come unto Him,”Hymns，

114番；「いざ救いの日を楽しまん」『賛美歌』

5番；“Where Can I Turn for Peace?”Hymns，

129番，ウィルバーグ編曲，未刊；「救い主，われ

信ず」『賛美歌』72番，ウィルバーグ編曲，未刊

土曜午後の部会

「来たれ，喜べや」『賛美歌』8番，アンスワー

ス編曲，未刊；「麗しき朝よ」『賛美歌』18番，ケ

ーセン編曲，ジャックマン刊；「恐れず来たれ，

聖徒」『賛美歌』17番；“Oh, May My Soul

Commune with Thee,”Hymns，123番，ダルト

ン編曲，プラム刊

神権部会

「イスラエルの救い主」『賛美歌』4番；“Sweet

Is the Peace the Gospel Brings,”Hymns，14

番，ステーリー編曲，未刊；「山の上に」『賛美歌』

2番；“We Ever Pray for Thee,”Hymns，23番，

ケーセン編曲，未刊

日曜午前の部会

「導きたまえよ」『賛美歌』41番；“O Thou

Kind and Gracious Father,”Hymns，150番；

「子供のいのり」『子供の歌集』6，ペリー編曲，

ジャックマン刊；「神の子です」『賛美歌』189番；

“God So Loved the World,”The Choirbook，

28，IRI刊；「主のみ言葉は」『賛美歌』46番，ウ

ィルバーグ編曲，未刊

日曜午後の部会

「み空に麗し」『賛美歌』27番，ウィルバーグ編

曲，未刊；“Our Prayer to Thee，”パリー作曲，

ラッセル・M・ネルソン作詞，ウィルバーグ編曲，

未刊（ソリスト: スコット・ミラー）；「感謝を神に捧

げん」『賛美歌』11番；「わかれにまた」『賛美歌』

88番，ウィルバーグ編曲，未刊

中央扶助協会集会

「イスラエルの救い主」『賛美歌』4番；「天より

の声聞け」『賛美歌』166番，ウェッブ編曲，未

刊；「山の上に」『賛美歌』2番，ウェッブ編曲（ソ

プラノ部分），未刊；「主は光」『賛美歌』47番，ケ

ーセン編曲，ジャックマン刊

総大会の収録物の入手
総大会の各部会を収録したものは，http://

www.lds.org にアクセスすれば，多くの言語で

聞くことができます。CDとDVDは，通常，教会

管理本部配送センターから大会後2か月以内に

入手できるようになっています。

インターネット上での大会説教
インターネットにより，多くの言語で総大会説

教にアクセスすることができます。アドレスは次

のとおりです。──http://www.lds.orgにアク

セスし，“Gospel Library”，“General Conference”

の順にクリックし，言語を選択してください。

（訳注──日本語版の総大会号を閲覧するに

は，http://www.ldschurch.jpにアクセスし，

「教会員の方へ」「ライブラリー」「リアホナ」の順

にクリックしてください。）

ホームティーチングおよび家庭訪問
ホームティーチングまたは家庭訪問用のメッ

セージとしては，訪問する会員の必要に最も適

した総大会説教を一つ選んでください。

表紙──
写真／クレーグ・ダイモンド

大会の写真
総大会の写真は以下のカメラマンによって撮

影されました。クレーグ・ダイモンド，ウェルデ

ン・C・アンダーセン，ジョン・ルーク，マシュー・ラ

イアー，クリスティーナ・スミス，レス・ニルソン，

スコット・デービス，ロッド・ボーム，エミリー・リ

ーシュマン，ジェフリー・マカリスター，マーク・ワ

インバーグ，コーディー・ベル，カミラ・コムズ。イ

ンド──メリンダ・カトラー。カナダ──ローラ

ン・ルクイス。デンマーク──リサ・アルス・クレ

イン，アン－マリ・アルス・リンドバーグ。西インド

諸島──デビッド・フーソン。ブラジル──ラウ

レニ・フォシェット。ペルー──ライアン・ブラウン。

南アフリカ──ロブ・ミルン。メキシコ──レイ

ナルド・マルティネス。

総大会での教えと，それに基づく学習
今大会の「わたしたちの時代のための教え」

に関する指示，「アロン神権者および若い女性

用リソースガイド」「大会で話された実話や物語

の索引」は，http://www.lds.orgにアクセスす

れば，インターネット上で閲覧することができま

す。http://www.lds.orgにアクセスし，“Gospel

Library”，“General Conference”の順にクリッ

クし，言語を選択してください。次に，最新の

大会をクリックしてください。（訳注──日本語

版の総大会号を閲覧するには，http://www.
ldschurch.jpにアクセスし，「教会員の方へ」

「ライブラリー」「リアホナ」の順にクリックしてく

ださい。）

「わたしたちの時代のための教え」の予定
第4日曜日のレッスン教材

2007年11月－2008年4月──『リアホナ』2007

年11月号掲載の説教＊

2008年5月－2008年10月──『リアホナ』2008

年5月号掲載の説教＊

＊ステーク会長および地方部会長は，レッス

ンに用いる説教を指定することができます。ま

たは，この責任をビショップおよび支部会長に

委任することもできます。
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これから教会の中央幹部，地域七
十人，ならびに中央補助組織会
長会の名前を提議しますので，

賛意の表明をお願いします。その前に，
大管長会の第二顧問を務めたジェーム
ズ・E・ファウスト管長の最近の訃

ふ

報
ほう

につい
て触れておきます。ファウスト管長は，実
に有能な兄弟であり，偉大な信仰と力量
を備え，教会の集会のために大いに貢献
しました。ファウスト管長がいないことを
寂しく思います。最愛の伴

はん

侶
りょ

であるルー
ス姉妹をはじめ，遺族の方々に哀悼の意
を表します。
預言者，聖見者，啓示者，末日聖徒イエ

ス・キリスト教会の大管長としてゴードン・
ビトナー・ヒンクレーを支持してくださるよ
う，また，大管長会第一顧問としてトーマ
ス・スペンサー・モンソンを，大管長会第二
顧問としてヘンリー・ベニオン・アイリング
を支持してくださるよう提議します。賛成
の方はその意を表してください。

反対の方がいれば，その意を表してくだ
さい。
十二使徒定員会会長としてトーマス・ス
ペンサー・モンソンを，十二使徒定員会会
長代理としてボイド・ケネス・パッカーを，ま
た十二使徒定員会会員として，ボイド・K・
パッカー，L・トム・ペリー，ラッセル・M・ネ
ルソン，ダリン・H・オークス，M・ラッセ
ル・バラード，ジョセフ・B・ワースリン，リ
チャード・G・スコット，ロバート・D・ヘイル
ズ，ジェフリー・R・ホランド，ディーター・
F・ウークトドルフ，デビッド・A・ベドナー，
クエンティン・L・クックを支持してくださる
よう提議します。
賛成の方はその意を表してください。
反対の方がいれば，その意を表してくだ
さい。
大管長会顧問，十二使徒を預言者，聖
見者，啓示者として支持してくださるよう
提議します。
賛成の方は皆，その意を表してください。
反対の方がいれば，同様にその意を表

してください。
わたしたちは，チャールズ・ディディエ，
メリル・J・ベイトマン，ロバート・C・オーク
ス，クエンティン・L・クックの各長老を七十
人会長会から解任します。また，メリル・
J・ベイトマン，モンティ・J・ブラフ，ジーン・
R・クック，ロバート・K・デレンバック，Ｗ・ロ
ルフ・カーの各長老を七十人第一定員会
から解任し，名誉中央幹部に任命します。
賛成してくださる方は，その意を表して

ください。
カー長老は教会教育システムの教育委
員長として引き続き奉仕します。
また，わたしたちは，D・レックス・ジェ

レット，ロバート・F・オートン，ウェイン・S・
ピーターソン，R・コンラッド・シュルツ，H・
ロス・ワークマンの各長老を七十人第二定
員会から解任します。
この兄弟たちに感謝の意を示してくだ
さる方は，手を挙げてください。

教会役員の支持
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

●土曜午前の部会
2007年10月6日



わたしたちは，クラウディオ・R・M・コ
スタ，スティーブン・E・スノー，ウォルター・
F・ゴンサレスの各長老を，七十人会長会
の会員として支持するよう提議いたします。
賛成の方は皆，その意を表してください。
反対の方。

そのほかの中央幹部，地域七十人，中
央補助組織会長会を現状のまま支持して
くださるよう提議します。
賛成の方はその意を表してください。
反対の方がいれば，その意を表してくだ

さい。

提議は，全員一致で賛成の表明が得ら
れたようです。兄弟姉妹，皆さんの変わら
ぬ信仰と祈りに感謝します。では，アイリン
グ管長と，クック長老，ゴンサレス長老は，
それぞれの席にお座りください。

5／ 22 0 0 7 年 1 1 月 号

大会の部会前のひととき，楽しげに言葉を交わす指導者たち。（奥から手前に）クエンティン・L・クック長老，デビッド・A・ベドナー長老，
ディーター・F・ウークトドルフ長老，ジェフリー・R・ホランド長老，トーマス・S・モンソン管長，
ゴードン・B・ヒンクレー大管長，ヘンリー・B・アイリング管長。
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ジェームズ・E・ファウスト管長に
敬意を表します。ファウスト管
長がこの場にいないことをさび

しく思います。今朝この部会に参加して
いる，愛する夫人のルース姉妹にわたし
たちの愛をお伝えします。また，ヒンク
レー大管長から発表された責任に新しく
召された方 を々歓迎します。
今日
きょ う

皆さんから支持を受けたすべての
人を代表して，わたしたちに寄せられた
信頼にこたえられるよう最善を尽くすこと
を心から約束します。
わたしたちは，厳粛で神聖な手順に基
づいて，教会の中央役員を支持しました。
これは，指導者や教師がその職に召され，
または解任されるとき，あるいはステーク
やワード，定員会や補助組織が再組織さ

れるときに必ず用いる手順です（教義と聖
約124：123，144参照。教義と聖約20：
65－67；26：2も参照）。これは末日聖徒
イエス・キリスト教会に特有のものです。
わたしたちはいつも，指導し，教える
業にだれが召されるかを知らされ，その人
を支持するか，あるいは反対するかを表
明する機会を与えられます。この方法は，
人によって考え出されたのではなく，啓示
によって示されました。「だれか権能を持
つ者によって聖任され，そして権能を持っ
ていることと，教会の長たちによって正式
に聖任されたことが教会員に知られない
かぎり，だれもわたしの福音を宣

の

べ伝え
るために出て行くこと，あるいはわたしの
教会を築き上げることは許されない。」（教
義と聖約42：11，強調付加）これによって，
教会は，定員会やワード，ステーク，ある
いは教会全体を支配しようとする偽り者
から守られているのです。
主の教会に特有の原則がもう一つあり
ます。教え，導くあらゆる責任を果たして
いるのが，教会の会員だということです。
これについても聖文の中に示されていま
す。教義と聖約の中のある節によって，
現在も今後も有効な，教会の指導者に関
する秩序が確立されました。これは過去
の歴史で例のないことです。ほかのキリ
スト教の教会には，過去にも現在にもこ
のような慣行は存在しません。
「主なるわたしは，地に住む者に下る災
いを知っているので，わたしの僕

しもべ

ジョセ

フ・スミス・ジュニアを訪れ，彼に天から語
り，戒めを与えた。……
世の弱い者たちが出て来て，力ある強
い者たちを打ち破る。……
すべての人が主なる神，すなわち世の
救い主の名によって語るため，
信仰もまた地に増すため，
わたしの永遠の聖約が確立されるため，
わたしの完全な福音が弱い者や純朴な
者によって世界の果てまで，また王や統治
者の前に宣べられるためである。
見よ，わたしは神であり，わたしがこれ
を語った。これらの戒めはわたしから出
ており，わたしの僕たちに，彼らの弱さの
あるままに，彼らの言葉に倣

なら

って与えられ
た。それは，彼らが理解できるようにする
ためである。」（教義と聖約1：17，19－24）
わたしは，主が「世の弱い者たち」を使わ
れるというこの聖句に深く感謝しています。
教会員はそれぞれ，奉仕の召しを受け
入れる責任があります。
J・ルーベン・クラーク・ジュニア管長は言
いました。「主に仕えるに当たって大切な
のは，どこで奉仕するかではなくどのよう
に奉仕するかです。末日聖徒イエス・キリ
スト教会において，人は正当に召される
べき職を受けます。いかなる人もその職
を求めるべきではなく，また断るべきでは
ありません。」（「み旨のまま行かん」『リア
ホナ』2002年11月号，68で引用）この教
会に職業聖職者はいません。世界のどこ
においても，指導する責任に召される人は
会員の中から選ばれます。職業としての指
導者を訓練する神学校もありません。
教会で行われるすべての業，すなわち
導くこと，教えること，召すこと，聖任する
こと，祈ること，歌うこと，聖

せい

餐
さん

を準備する
こと，助言をすること，そのほかあらゆる
事柄が，「世の弱い者」である普通の会員
によって行われています。
ほかのキリスト教会は，聖職者を探す
のに苦労しているようです。しかし，わた
したちにそのような問題はありません。
ひとたび福音が宣べ伝えられ，教会が組
織されたなら，証

あかし

を持ち，奉仕の召しに喜
んでこたえる忠実な兄弟姉妹は尽きること
がないのです。彼らは主の業に自らをささ

教会の
弱い者や純朴な者
十二使徒定員会会長代理
ボイド・K・パッカー会長

主が，ある会員をほかの会員より尊ばれることはありません。



げ，求められる標準に従って生活します。
会員はバプテスマを受けた後，聖霊を

授けられます（教義と聖約33：15；35：6参
照）。聖霊は会員たちを教え，慰めをお
与えになります。すると彼らは，責任や必
要とされることが何であれ，導きと指導を
受ける備え，また過ちを正される備えが
できるのです（ヨハネ14：26；教義と聖約
50：14；52：9；75：10参照）。
この原則において，わたしたちの教会
は世界のすべてのキリスト教の教会と一
線を画しています。この教会は，世界中の
あらゆる国民，部族，国語の民，民族の中
から数限りない教師や指導者を召すこと
ができるという，非常にまれな状況にあり
ます。会員は平等であり，それはこの教会
独特のものです。だれも，自分はほかの
人よりも価値があると考えてはなりません
（教義と聖約38：24－25参照）。「神は人
をかたよりみないかたで，神を敬い義を
行う者はどの国民でも受けいれて下さる
……。」（使徒10：34－35。ローマ2：11；教
義と聖約1：35；38：16も参照）
若いころ，ある大変高齢の姉妹のホー
ムティーチャーだったことがあります。彼
女は自身の経験から大切なことを教えて

くれました。
彼女が幼かったとき，ブリガム・ヤング大
管長がブリガム・シティーを訪れました。
彼の名前を取って名付けられたこの町に
とっては一大行事となりました。大管長に
敬意を表すために，初等協会の子供たち
は全員白い服を身に着け，町に入る道路
に沿って並び，大管長の馬車が進むのに
合わせて花を投げるため，花かごを持っ
て待っていました。
ところが，何かが気に障った彼女は「大
管長だってわたしのラブランドおじいちゃ
んより少しも立派なわけじゃないわ」と
言って，花を投げずに馬車の前に石を
けったそうです。その言葉がだれかの耳
に入り，彼女はひどくしかられました。
この幼いジェーニー・スティードの言葉
を聞いて真っ先にうなずくのは，ブリガ
ム・ヤング大管長に違いないとわたしは確
信しています。大管長は，自分がラブラン
ドおじいさんやほかの忠実な教会員よりも
偉いと思うことは決してなかったでしょう。
主御自身は，とても簡潔にこう言われま

した。「あなたがたの間でかしらになり
たいと思う者は，僕とならねばならない。」
（マタイ20：27）「神から聖任され，遣わさ

れる者は，最も小さい者であってすべて
の者の僕であるにもかかわらず，最も大い
なる者となるように任命されているのであ
る。」（教義と聖約50：26）
何年も前に，ある責任を受け，初めて
わたしの写真が新聞に載ったときに，高
校時代の先生が非常に驚いてこのように
言っていたことを人から聞きました。「外
見だけじゃ，カエルはどれほど高く跳ぶか
は分からないということだね。」
跳び上がらずに泥の中でじっとしてい
るカエルの姿は，与えられた責任を前に
して，自分の力不足を痛感していたわたし
と重なるものがあります。
そのような気持ちになった経験があれ
ば，自分がほかの人より勝っているなどと
考えることはありません。そのようには決
して思わないのです。
それからもう一つ，長い時間をかけて
理解したことがあります。46年前，37歳
だったわたしはセミナリーのスーパーバイ
ザーをしていました。所属していたリンド
ンワードでは，教師補佐の召しを受けて
いました。
そんなわたしが，デビッド・O・マッケイ

大管長に会うようにと言われたときにはほ

7／ 22 0 0 7 年 1 1 月 号
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んとうに驚いてしまいました。大管長は
わたしの両手を取り，わたしを十二使徒
定員会補助として中央幹部に召しました。
数日後，教会の中央幹部として大管長
会から任命を受けるため，ソルトレーク・シ
ティーに行きました。当時，デビッド・O・
マッケイ大管長の二人の顧問はヒュー・
B・ブラウン管長とヘンリー・D・モイル管
長でしたが，大管長会全員と会うのは初
めてのことでした。
マッケイ大管長はわたしに，十二使徒定

員会とともに特別な証人となり，イエスが
キリストであられることを証することが十
二使徒補助の責任の一つだと説明してく
れました。わたしは次の言葉に圧倒され
てしまいました。「任命する前に，あなた
の証を聞かせてください。あなたにそのよ
うな証があるかどうかを知りたいのです。」
わたしは精いっぱいの証をしました。
それは自分のワードの断食証会でするよ
うな証と変わりませんでした。すると驚い
たことに，大管長会の兄弟たちは満足そ
うな様子で，そのままわたしをその職に聖
任しました。
わたしは考え込んでしまいました。こ
のような職に召される人は，特別な，普通
の会員とは違った，驚くほど強い証と霊的
な力を持っていなければならないと考え
ていたからです。
それから長い時間がたち，ようやくこの
なぞが解けました。わたしは，その職に
召されるための必要条件をあの時点で満
たしていたのです。求められていたのは，
預言者ジョセフ・スミスを通して完全な福

音が回復されたこと，また天の御父が生
きておられ，イエス・キリストがわたしたち
の贖
あがな

い主であられるということに対する変
わることのない証でした。完全に理解し
ていたわけではありませんでしたが，あ
のとき確かにわたしには証があり，喜んで
学ぼうとしていました。
そのときのわたしは恐らく，モルモン書
に登場する次の人 と々何ら違っていな
かったと思います。「打ち砕かれた心と悔
いる霊をもってわたしのもとに来る者に，
わたしはレーマン人に授けたように，火と
聖霊によってバプテスマを授けよう。レー
マン人は改心したときにわたしを信じた
ので，火と聖霊によるバプテスマを受け
た。しかし，彼らはそれを知らなかった。」
（3ニーファイ9：20，強調付加）
これまでの長い年月をかけて，わたし
は飾りけのない純朴な証がいかに大切か
が分かるようになってきました。また天の
御父がわたしたちの霊の御父であられる
ことが理解できるようになりました。（民数
16：22；ヘブル：12：9；教義と聖約93：29
参照）御父は，父親としての優しい愛の
すべてを持っておられます。イエスは言
われました。「父ご自身があなたがたを
愛しておいでになるからである。それは，
あなたがたがわたしを愛したため，また，
わたしが神のみもとからきたことを信じた
ためである。」（ヨハネ16：27）
以前，わたしはマリオン・G・ロムニー管

長とともに，スイスのジュネーブで開かれ
た伝道部会長夫妻との集会に出席しまし
た。ロムニー管長は，そのときから50年前

に若い宣教師としてオーストラリアで伝道
していたときの経験を話しました。ある日
の夕方近く，勉強するために図書館に行
きました。外に出るともう暗くなっていま
した。夜空の星を見上げたとき，それは
起こりました。御

み

霊
たま

が心に触れ，管長の中
に確かな証が生まれたのです。
それからロムニー管長は伝道部会長た
ちに向かい，50年前にオーストラリアで伝
道していたときに知っていたこと，つまり，
父なる神が生きておられ，イエスがキリス
トであり，神の御子であり，父なる神の独
り子であられること，そして完全な福音が
回復されたことに関する知識は，その後
大管長会の一員として持っている知識と
何ら変わりがないと話しました。証の中
で変わったことといえば，主から答えを受
けることがはるかに容易になったというこ
とだったそうです。50年前より主をさらに
身近に感じ，また主をよりよく知ることが
できるようになったと話していました。
わたしたちは生来，管理する責任に支
持される人々を見ると，彼らは教会の中
で，あるいはその家族にとって，普通の会
員よりも高い地位にあり，より価値のある
存在だと考える傾向があります。不思議
なことに，彼らのほうが自分よりも主に
とって価値があると感じてしまうのです。
しかし，決してそうではありません。
もし我が家の子供のうちの一人でも「父
と母は，家庭でも教会でも，自分のことを
わたしたち子供よりも上だと思っている」も
しくは「あの責任は，ほかの責任よりも尊重
されている」「この責任は大して重要では
ない」などと思っているなら，それはわたし
たち夫婦にとって非常に残念なことです。
最近，息子の一人がワード伝道主任に
召されました。召しを受けてどんなに喜
んでいるかを義理の娘が話してくれまし
た。それくらいの意気込みがあれば伝道
主任という多忙な責任を果たすことがで
きるでしょう。息子には伝道の精神があ
ります。伝道中から磨き続けてきたスペ
イン語を大いに使うこともできるでしょう。
わたしたち夫婦も息子の召しを心から喜
びました。
息子夫婦にとって教会やこの世で行う

部会の開会を待ちながら談笑するクエンティン・L・クック長老（左），デビッド・A・ベドナー長老（中央），
ディーター・F・ウークトドルフ長老。



どんなことよりも貴い業は，彼らの幼い子
供たちのためにしていることです。息子
夫婦が行う主への奉仕の中で，互いに自
らをささげ，また幼い子供たちに尽くすこ
とよりも重要なものはありません。教会で
行う事柄の究極の目的は，家庭と家族を
強めることなのです。
教会の中央幹部であるわたしたちは皆
さんとまったく同じであり，皆さんもわたし
たちとまったく同じです。皆さんは，家族
や仕事，受けている召しに関して，わたし
たちと同じように啓示の力を受けることが
できます。
また，教会に関する事柄には秩序があ

るのも事実です。皆さんがある責任に召さ
れるとき，その責任に関する啓示を受ける
のは皆さんであり，ほかの人ではありません。
主が，ある会員をほかの会員より尊ば
れることはありません。決してそのような
ことはないのです。主は御父，すなわち
わたしたちの御父であられることを覚え
てください。主は「人をかたよりみないか
た」なのです。
わたしは世界中を旅する中で，トンガの

ヌクアロファのトゥオタイ・パレトゥア兄弟と
奥さん，チリのサンティアゴのカルロス・
C・シフエンテス兄弟と奥さん，オランダの
ピーター・ダレバウト兄弟と奥さん，日本の
佐藤龍猪兄弟と奥さん，そのほか数多くの
人たちに会いました。発展する主の業に
おいて，わたしはこの人たちよりも偉いわ
けではありません。決してそのようなこと
はないのです。
教会は成長を続けます。ごく普通の家族
の中で，普通の生活を送る立派な会員が，
聖霊と，内に宿るキリストの光に導かれな
がらこの教会を発展させているのです。
福音が真実であることを証します。人
の価値，すなわちすべての人の価値が神
の目に大いなるものであること，またこの
教会の会員であるという祝福をわたした
ちが受けていることを証します。わたしに
は自分が受けている召しにふさわしい証
があります。わたしはこの証を，何年も前
に大管長会に会ったあのときから持つよ
うになりました。このことをイエス・キリス
トの御

み

名
な

により証します，アーメン。

何年か前，地元誌で，ユーモアに
富んだ記事を書くことで知られ
るコラムニストが，深く考えさせ

られるまじめなテーマを採り上げていま
した。その記事を紹介したいと思います。
「ユタに住んでいて毎週教会に行くモルモ
ンは，ワードの会員同士が非常に親しく生
活しています。5分前の町の出来事を知ら
ない人がワードにいないほどです。」
そしてこう続けています。「このように顔
を突き合わせて生活することによって，つ
いつい他人の生活に干渉したりすること
もありますが，……大きな力ともなってい
ます。」
筆者は続いてこのように記しています。

「火曜日に，わたしは職場で正午のニュース
を見ていました。交通事故で大破した1台
のバンが映し出されていました。若い母
親と二人の小さな子供がヘリコプターと救
急車で病院の集中治療室に向けて搬送さ

れていました。……数時間後，そのバンは
ヘリマンにある我が家の向かいに住む若
夫婦エリック・キグリーとジーナのもので
あることを知りました。
キグリー家族とは教会でいつも会って
いるだけでなく，……事故のあった前日の
晩に近所の人たちと集まってディナーパー
ティーを開いたばかりでした。わたしの孫
たちはキグリー家の娘ビアンカとミランダ
の遊び友達でした。……
1歳2か月のミランダは頭部に受けた重
傷により，3日後に初等協会小児病院で亡
くなりました。
こんなときに，親しく生活をしているこ
とが功を奏します。家から数マイルも離
れた場所で事故が起きたにもかかわらず，
通りがかったワードの会員は，急いで車
を止めると，大破した車の中を捜索し始
めました。そして，警察や救急隊が到着す
る前に，ワードの会員たちに事故の一報
が行き渡っていました。
会員たちは搬送先の3つの病院に向か
い，職場にいたエリックに連絡し，作業班
を組織しました。すぐに駆けつけられな
かった人たちは，何か手伝うことはない
か懸命に探しました。
48時間以内にキグリー家では芝刈りと
掃除，洗濯が終わり，冷蔵庫に食べ物が
蓄えられ，見舞いに訪れた親

しん

戚
せき

に食事が
用意され，地元の銀行に支援金の口座が
設けられました。もしキグリー家が犬を
飼っていたら，シャンプーまでしていたこ
とでしょう。」
筆者は味わいのある言葉で結んでいま
す。「一人一人の生活をつぶさに知ってい

ともに堪え忍ぶ
管理ビショップリック第一顧問
リチャード・C・エッジリービショップ

ワードはきわめて大きな試練や悲しい出来事に直面している人々の必要を満たすために
組織されています。

9／ 2 0 0 7 年 1 1 月 号
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るわたしたちのワードには良い面があり
ます。……一人に起きたことは全員に起
きたことなのです。」（“Well-Being of
Others Is Our Business，”Salt Lake
Tribune, 2005年7月30日付，C1）
この悲惨な事故に際してワードの会員
たちが示した哀れみと奉仕は，この出来
事だけに限った特別なものではありませ
ん。モルモン書の預言者アルマはキリスト
に従おうとしていた人々にこう説明しまし
た。「あなたがたは神の羊の群れに入っ
て，神の民と呼ばれたいと願っており，重
荷が軽くなるように，互いに重荷を負い合
うことを望み，また，悲しむ者とともに悲し
み，慰めの要る者を慰めることを……望
んでいる。」アルマが説明しているように，
彼らはバプテスマを受ける準備ができて
いました（モーサヤ18：8－9参照）。この
聖文は，最も哀れみに満ちた方法で教え

導き，世話をするうえでよりどころとなって
います。
ワードはきわめて大きな試練や悲しい
出来事に直面している人々の必要を満た
すために組織されています。ビショップは，
しばしばワードの「父」と見なされ，助言
と援助を与えてくれます。さらに，メルキ
ゼデク神権とアロン神権の指導者，扶助
協会会長会，ホームティーチャー，訪問教
師，ワードの会員たちが待機しています。
ワードの会員たちはいつでも身近にいま
す。必要なときに慰めを与え，哀れみを
示すために全員がそこにいるのです。
わたしの身近にもこれまでに幾つもの
痛ましい悲劇が起きました。1998年10月
に，我が家から東に3軒目の家に住む19
歳のザック・ニュートンが交通事故で亡く
なりました。
それから2年もたたない2000年7月に

ニュートン家の真向かいに住む19歳のア
ンドレア・リチャーズが交通事故で亡くな
りました。
2006年7月のある土曜日の午後に，我
が家から通りを隔てて北に2軒目の家に
住む，帰還宣教師で28歳のトラビス・バー
スティアンと15歳の妹デジリーが，自動車
事故で亡くなりました。
1か月後の2006年8月，我が家の隣に住
んでいた32歳のエリック・ゴールドが若くし
て世を去りました。この近隣にはほかに
も，自身と神以外にだれも知らないつら
い目に遭って，ひっそりと堪え忍んでいる
人たちがいます。
狭い地域の中で5人もの若い人たちが
亡くなったことについて，試練の数が多す
ぎると思う人がいるかもしれません。火
急の必要があるときにすべきことを知って
いる会員が集う，気心の知れた面倒見の
いいワードだからこそ，試練の数が多いよ
うに感じるのではないかと，わたしは考
えます。それは，アルマや救い主の訓戒
に従っている会員たちのいるワードです。
彼らは，愛と関心を持ち，互いの重荷を
負い，悲しむ者とともに悲しみ，慰めの要
る者を慰め，ともに堪え忍ぶことを望んで
います。
これらの出来事の度に，わたしたちは
愛と奉仕と哀れみが注がれる様子を見て
きました。皆にとって心を鼓舞される経験
でした。ビショップが到着し，ホームティー
チャーと訪問教師が行動を起こし，メル
キゼデク神権とアロン神権定員会，扶助
協会が物心両面の必要を満たすために編
成されました。冷蔵庫に食品を補充し，
家を掃除し，芝を刈り，庭木を剪

せん

定
てい

し，
フェンスにペンキを塗り，祝福が施され，
傷ついた心に慰めが与えられました。あ
らゆるところに会員たちがいました。
いずれの場合も，愛する人を失った家
族は，信仰を強め，救い主への愛を深め，
贖
あがな

いにいっそう感謝し，精神的，霊的に
大きな助けを必要とする自分たちにこた
えてくれた組織に対して心からの感謝を
表しました。これらの家族は逆境を通し
て主を知ったと語ります。つらい経験か
ら得たすばらしい経験について語り，悲



痛からもたらされ得る祝福について証す
るのです。彼らは主をたたえ，口をそろ
えてヨブの言葉を語ります。「主が与え，
主が取られたのだ。主のみ名はほむべき
かな。」（ヨブ1：21）
ワードの会員として互いに重荷を負った

経験から，わたしたちは幾つかの教訓を
学んできました。

1．精神面や霊性面で緊急の支援を必要と
している人 を々知り，助けるうえで，主の
組織は十分に対応できます。

2．逆境によって，祈りと贖いについての理
解を深め，さらに神に近づくことができ
ます。贖いは，苦痛と苦悩を，それに伴
う様 な々霊的な顕

あらわ

れを通して，癒
いや

してく
れます。

3．悲劇に直接さいなまれた会員たちは，
愛と哀れみ，思いやりが増し加えられる
のを経験します。ほかの人 を々慰め，哀
れみを示すうえで，かつて悲劇を経験し
た人たちは，まっ先に駆けつける人，最
後まで気をかけてあげられる人となれ
ます。そして往々にして最も効果的な働
きかけができる人となれるのです。

4．ともに堪え忍ぶときに，家族と同様，
ワードも一つになります。一人に起きた
ことは全員に起きたことなのです。

5．恐らく最も大切なことは，わたしたちが
いっそうの哀れみと思いやりを持てる
ようになることでしょう。なぜなら，わ
たしたちが各自の試練と経験を通して
成長する機会を得るからです。このよう
にして，わたしたちは，ともに堪え忍ぶ
ことができるのです。

わたしはそのような愛と思いやりにあ
ふれた組織にいることを喜びとしていま
す。互いの重荷を負い，悲しむ者とともに
悲しみ，慰めの要る者を慰める方法をこ
れほどよく知っている人たちはほかにいま
せん。わたしはこれが「ともに堪え忍ぶこ
と」だと考えています。一人に起きたこと
は全員に起きたことなのです。
わたしたちがほかの人の重荷を軽くす
る助けとなれますよう，イエス・キリストの
御
み

名
な

によって祈ります。アーメン。

毎週日曜日，モンゴルからマン
チェスター，そしてミシシッピま
で，教会の若い女性は霊感され

た次の言葉を繰り返します。「わたしたち
は……家庭と家族を強め，神聖な聖約を
交わして守り，神殿の儀式を受け，昇栄の
祝福にあずかる備え〔をします。〕」（「若い
女性のテーマ」『成長するわたし』5）
これは若い女性のテーマですが，教会
のすべての青少年にも当てはまります。わ
たしの若い兄弟姉妹である皆さん，この
言葉から，たとえどのような状況にあって
も，皆さん一人一人の行動には，家庭と
家族を強める力があるということを理解し
てほしいと思います。たとえば，皆さんの
中には，家族の中で自分だけが教会員と
いう人もたくさんいるでしょう。
『若人の強さのために』にはこうありま
す。「家族がいるというのは，とても大き
な祝福です。……家族全員が同じ性格で

はないかもしれませんが，天の御父の計
画では一人一人皆大切です。」（10ページ）
理想的な家族でも，問題を抱えている
家族でも，すべての家族を強める必要が
あります。皆さんはそれに貢献できます。
事実，家族の中で霊的に強いのは皆さん
だけという場合もあります。福音の祝福を
家族にもたらすうえで，主は皆さんを頼りに
しておられます。
皆さん自身の生活を義にかなって整え
ることが大切です。そうすれば，家族がど
のような状況にあっても，良い模範を示す
ことができます。
義にかなった生活の模範を示せば，家
族を強めることができます。ヒンクレー大
管長は，今年の春，中央若い女性の集会
で，若い女性に「必ず幸せになれる……
簡単な4つのポイント」を紹介しましたが，
これは皆さんだけでなく，皆さんの家族
をも祝福します。大管長はわたしたち一
人一人に（1）祈り，（2）勉強し，（3）什

じゅう

分
ぶん

の
一を納め，（4）集会に出席するように勧告
しました（ゴードン・B・ヒンクレー「絶えず
徳であなたの思いを飾るようにしなさい」
『リアホナ』2007年5月号，115）。
祈りを通して毎日主の助けを求めるな
ら，家族は大いに祝福されます。こう自問
してください。「わたしは自分の祈りを通
して，家族の中のだれを祝福できるだろ
う。」「家族で祈れるように，わたしには何
ができるだろう。」
個人で聖文の勉強をするにつれ，救い
主と主の教えが理解できるようになりま
す。主の模範から，家族を愛し，奉仕し，
赦
ゆる

す方法が分かるようになります。聖文か

家庭と家族を強める
中央若い女性会長会第二顧問
メアリー・N・クック

皆さんの永遠の家族の昇栄を実現するために，主は皆さんの助けを頼りにしておられ
ます。

11／ 2 0 0 7 年 1 1 月 号
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ら学んだことを家族に分かち合う方法を
考えてみてください。
ヒンクレー大管長はわたしたちに「でき
るだけの教育を受ける」ようにと何度も勧
告しています（『リアホナ』2007年5月号，
116）。教育は現在の家族だけでなく，将
来の家族をも必ず祝福します。良い教育
を受ける計画と準備のために，今何がで
きるでしょうか。
ヒンクレー大管長はこう教えています。

「什分の一はお金で納めますが，もっと大
切なことは，信仰をもって納めることです。」
（『リアホナ』2007年5月号，117）皆さん
は信仰をもって什分の一を納めることか
ら祝福を得ていますか。この戒めに従う
とき，主は「天の窓を開いて」皆さんと皆
さんの家族を祝福してくださいます（マラ
キ3：10）。
集会，特に聖

せい

餐
さん

会に出席することによっ
て，皆さんと家族はどのように祝福される
でしょうか。定期的に聖餐を受ければ，バ
プテスマの聖約を守りやすくなります。ふさ
わしく生活し，毎週聖約を新たにするなら，
御
み

霊
たま

の導きを受けることができます。聖霊
は皆さんを導き，家族を祝福するためにな

すべきことを教えてくださいます。
このように義にかなって生活することを
決心するなら，皆さんは生涯祝福され，模
範によって家族を強めるための霊的な基
盤を築くことができます。テモテへの第一
の手紙の中でパウロは模範についてわた
したちに教えています。「あなたは，年が
若いために人に軽んじられてはならな
い。むしろ，言葉にも，行状にも，愛にも，
信仰にも，純潔にも，信者の模範になりな
さい。」（1テモテ4：12）
『若人の強さのために』の家族の項目に
は，家庭の中で「信者の模範」になるため
のすばらしい方法が書かれています。
「明るく，いつでも相手を助け，思いや
りを示してください。……家族の必要に心
を配ってください。
親には愛と尊敬を示し，従うことによっ

て尊んでください。……家族の活動や伝
統，例えば家族の祈り，家庭の夕べ，家族
でする聖典の輪読などに加わってくださ
い。こうした習慣は家族を強め，一致を促
します。
弟や妹，兄や姉との関係を強めましょう。
彼らはあなたのいちばん身近な友達にな

るはずです。」（10－11ページ）
模範はしばしば最高の教師となります。
皆さんの模範からだれが祝福を受けるで
しょうか。弟，妹，お母さん，それともお
父さんですか。
わたし自身の経験をお話ししましょう。
わたしの兄の義にかなった生活と模範が
家族に永遠の祝福をもたらしたのです。
兄もわたしも,「善い両親」から生まれま
した（1ニーファイ1：1）。両親は兄とわたし
を愛し，わたしたちのために大きな犠牲を
払ってくれましたが，わたしの家族は聖な
る神殿の儀式を受けていませんでした。
何年も前の12月の暮れのことでした。
カリフォルニア州北伝道部で伝道していた
兄から手紙が届きました。封筒の表には
こう書いてありました。
「家族全員がそろうまで，封を切らない
でください！」
父と母とわたしがそろったところで封を
切り，7枚の便せんにタイプされた，祈りに
ついての兄の証

あかし

を読みました。聖句を交
えて永遠の家族の教義が説明されていま
した。求道者がバプテスマの儀式を受け
る準備をするのに，断食と祈りが役立っ
たという経験も書かれていました。わた
したち家族も，断食と祈りによってきっと
祝福されるとあり，次のような提案で結ば
れていました。「数か月前，スタンフォード
ワードのビショップからとても感動的な話
を聞きました。……その話を聞いて，人生
で達成したい目標について改めて考えま
した。わたしが家族と一緒に達成したい
いちばん大切な目標は，……それはもち
ろん，お父さんお母さんと，主の宮で永遠
に結び固められることです。家族を心か
ら愛しています。家族が永遠に結ばれる
よう望んでいます。」
そして，最後にこう書かれていました。

「この大切な決断をするに当たり，みんな
が主の導きを受けて，一緒に祈れますよう
に。それがわたしの願いです。」
10代だったわたしも，家族でその祝福
が受けられるように祈りました。兄の手紙
のおかげで，わたしの義にかなった望み
について希望が持てるようになりました。
新年は家族が生活を変える機会となり



ました。それから何か月もたった後，わた
したちは義にかなった生活習慣を築き上
げました。一緒に祈り，家族で神殿の儀
式について勉強し，什分の一を納め，定
期的に集会に出席しました。兄が伝道か
ら帰って来てから間もなく，わたしたちは
神殿の儀式を受ける準備が整いました。
神殿で聖壇を囲み，永遠の家族として結
び固められたとき，主がわたしたちの祈
りを聞き，こたえてくださったことが分か
りました。
皆さんにも家族を変える力があるでしょ
うか？ あります。兄があの力強い手紙を
書かなかったら，わたしの家族の永遠の
進歩はどうなっていただろうと，よく考えま
す。兄の義にかなった生活習慣と模範が
わたしたちの人生を変えたのです。
ロバート・D・ヘイルズ長老はこう述べて
います。「両親から良い模範を受けられ
なかったとすれば，その悪循環を断つの
は自分の責任です。……だれでもさらに
良い道を学び，その過程で現在の自分の
家族を祝福し，幾世代にもわたって正し
い伝統を伝えることができるのです。」
（「どのように子供の心に残る親か」『聖徒
の道』1994年1月号，10）
忘れないでください。「家族は神の子
供たちの永遠の行く末に対する創造主の
計画の中心を成すもの」です（「家族――
世界への宣言」『リアホナ』2004年10月号，
49）。永遠の家族を構成するのは一人一
人の家族なのです。「幸せな家庭を築く
ために，あなたは自分の役割を果たして
ください。」（『若人の強さのために』10）
義にかなった生活習慣を身に付けてくだ
さい。そして，信者の模範になってくださ
い。皆さんの永遠の家族の昇栄を実現す
るために，主は皆さんの助けを頼りにし
ておられます。
わたしはイエス・キリストが生きておら

れることを知っています。主は皆さんを御
存じで，愛しておられます。主はわたしと
わたしの家族を祝福されたように，皆さん
と皆さんの家族も祝福してくださいます。
イエス・キリストの御

み

名
な

により，へりくだり
証します。アーメン。

13／ 22 0 0 7 年 1 1 月 号
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なぜ，わたしたちは唯一まことの
教会の会員なのでしょうか。わ
たしには1,300万人の全会員を

代表してこの質問に答えることはできませ
んが，心を込めて幾つか答えを挙げてみ
ましょう。多分，皆さんの答えとも一致す
ることでしょう。

永遠の富
「見よ，永遠の命を持つ者は豊かであ
る。」（教義と聖約6：7）
子供のころは，豊かではありませんで

した。父ときょうだい4人の5人家族で，母
はわたしが5歳のときに亡くなりました。
父のわずかな収入は家族の食べ物を買う

のに使われ，服を買うことは最後まで後
回しにされました。
ある日，少し困った事態になり，父に言

いました。「お父さん，靴を買ってくれな
い？ ほら見てよ，ぼろぼろで穴から親指
が見えてるんだよ。」
「じゃ，直そう。」そう言うと父は黒の靴
墨で靴を磨き始めました。しばらくして父
は言いました。「直ったぞ。」
わたしは答えました。「だめだよ。まだ
指が見えてるもの。」
「それも直せるぞ。」父は，また靴墨を
手に取ると，わたしの足の指に塗ったの
です。程なく，足の指も靴のようにぴかぴ
かになりました。こうしてわたしは幼いと
きに，幸せはお金に左右されないことを
学びました。
時が過ぎ，わたしたちは1組の宣教師か

ら，回復された福音という富，救いの計画
の教義や永遠の家族という富について教
わり，バプテスマを受けました。父が地方
部会長の召しを果たすことになったとき，
父の最初の目標は，神殿に行って，犠牲
のゆえにもたらされる祝福を受けることで
した。それは，往復で15日かかる4,800マ
イル（約7,725キロ）の旅でした。満足に整
備されていない高速道路に，乗り心地の
悪いバスという，つらくてうんざりすること
の連続でした。わたしたちは行き方さえ
知らなかったのです。しかしわたしたち

は，これから受ける儀式への期待でいっ
ぱいでした。
アリゾナ州メサに着くと，通りの先に見
える，麗しく輝く主の宮を目指して歩きま
した。そのときの心に満ちた喜びを今も
思い出します。全員が神をたたえて歌い
だしました。多くの聖徒たちの頬

ほお

を涙が
伝いました。
その後神殿の中で，わたしたち家族は
ひざまずき，永遠の家族に関する美しい約
束を聞きました。その場にはいなかった
母が，今や確かに，永遠にわたしたちの母
親になったのです。永遠の家族になれた
という確信から来る平安を感じました。
こうして，永遠の命の約束は，わたした
ちに永遠の富を与えてくれました。
「見よ，永遠の命を持つ者は豊かであ
る。」（教義と聖約6：7）

回復された神殿
イエス・キリストの教会は，神権が存在
し，「王国の神権者，聖なる民」（欽定訳
1ペテロ2：9から和訳）がいる教会です。
回復された教会は，祝福を授ける神の
力を備えた神権者を家庭に与えてくれま
す。これまで何度，家で，「お父さん，祝
福してくれる？」とささやく，幼い子供のか
わいい声を聞いたことでしょうか。その度
に，苦しく，つらい思いをしている子供の
頭に手を置き，慰めと癒

いや

しの祝福を宣言
し，神権の力がその影響力を発揮するの
を見てきました。そして翌日，幼い声が
「お父さん，ありがとう。夕べはよく眠れた
よ」と言ってくれるのです。その力を持っ
ている「特別な人」を外に探しに行く必要
はありません。その力がわたしたちの中
にあるからです。子供たちにこの原則を
教えることができるのはすばらしい祝福
です。このような祝福を家族に与えてくれ
るのは，地上でこの教会だけなのです。
この力を通してわたしは，息子たち全
員を神権に聖任し，神の儀式を行う神の
力を与えることができました。
ですから，これもわたしがこの教会の
会員である理由です。つまり，神権の力が
再び地上に存在し，わたしたちの家庭に
影響を及ぼしているからです。

なぜ，
唯一まことの教会の
会員なのでしょうか
七十人
エンリケ・R・ファラベラ長老

わたしたちが持つことのできる最も価値ある力とは，主イエス・キリストに対する個人
の証
あかし

という宝物です。



個人の証
わたしたちが持つことのできる最も価
値ある力とは，主イエス・キリストと主の贖

あがな

いの力に対する個人の証という宝物です。
ふさわしい生活を送り，祈り求めるとき，
証はもたらされます。主は預言者ジョセ
フ・スミスにこう勧告しておられます。「御

み

霊
たま

は信仰の祈りによってあなたがたに与
えられるであろう。」（教義と聖約42：14）
わたしはかつて，ステーク大会に出席し

なければならないのに，聖徒たちに何を
教えたらよいか分からなくて悩んでいたこ
とがありました。そのことを知った6歳の息
子ダニエルは，そばに来て言いました。
「お父さん，そんなの簡単だよ。」子供には
何でも簡単に思えるものです。
「そうか，簡単って言うんなら，何につい
て話したらいいか教えてくれるかい。」
「お祈りについて話せばいいよ。」彼は
言いました。
「それはいいテーマだね。でも，皆はお
祈りについて，もういっぱい聞いているよ。
どんな新しいことが話せるだろうね。」

「それも簡単だよ。最初にこう言えばい
いよ。『天のお父様に話しかける前に，何
を話したいか，考えてください』って。」
「それはすばらしい考えだね。それから？」
「『話すことを考えたら，お父様に話して
ください。それが終わったら，お父様が
言いたいことがあるかどうか，様子を見て
ください』って言うんだよ。」
このように，御霊は祈りを通してわたし
たちの霊に語りかけ，救い主の実在につ
いて証してくれます。
救い主イエス・キリストが示してくださっ
た愛に，わたしはただ驚くばかりです。主
は天の家から降

くだ

って，ほとんどの人が主
の教えを拒む世に来られました。人々に
は主の命を取る力はありませんでしたが，
主を死に定めました。キリストは，わたし
の罪，病気，苦難，悲しみの代価を支払っ
てくださいました。主の苦しみは言葉で
表すことはできません。ルカはただ次の
ように言っています。「……その汗が血の
したたりのように地に落ちた。……」（ル
カ22：44）

わたしが教会の会員でいる何よりの大
きな理由は，聖霊がわたしの心を貫き，
次のことを知らせてくださったからです。
すなわち，キリストが生きておられること，
主が救い主であられること，主がわたし
の罪の代価を支払ってくださったこと，そ
して主が，その教えに従って生活するなら
約束されたすべての祝福を享受できるよ
うに道を備えてくださった，ということです。
数週間前，父は亡くなりました。そして
今，神が豊かで美しい教えを下さったこと
を，これまで以上に感謝しています。
家族生活は，死を超えて続き得ます。
王国の神権は地上に回復されました。御
霊がわたしの霊に語りかけ，救い主イエ
ス・キリストが生きておられるという証を下
さいました。また，主の執り成しを通し，
わたしの忠実さによって主とともに住める
ようになるという証を下さいました。これ
らをはじめ，様々な理由により，わたしは
地上で唯一まことの教会の会員なのです。
そして，そのことに永遠に感謝します。イ
エス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。

15／ 22 0 0 7 年 1 1 月 号
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南太平洋に住む忠実な聖徒たち
から，皆さんへの愛とあいさつ
を送ります。

福音の第一の原則は，主イエス・キリス
トを信じる信仰です。この信仰には，主
の神聖な降誕と天からの受け継ぎを信じ
る信仰，また御父の指示の下に主が地球
とそこに住まうすべてのものを創造された
こと（ヨハネ1：10；モーサヤ3：8参照）を信
じる信仰が含まれます。キリストを信じる
信仰の中核を成すのは，主の贖

あがな

いの犠牲
により，わたしたちの罪がたとい……緋

ひ

の
ようであっても，雪のように白くなるという
確信です（イザヤ1：18参照）。
キリストを信じる信仰にはまた，主が十

字架におかかりになった後に墓から出ら
れ，そして復活されたおかげで全人類が
再び生きることができるようになったとい

う知識が含まれます（1コリント15：21－23
参照）。キリストを信じる信仰とは，御子と
御父がジョセフ・スミスという若者に御

み

姿
すがた

を現し，時満ちる神権時代にすべてのも
のを回復する道を備えられたという確信
です。イエス・キリストはその聖なる名を
受けている教会の頭

かしら

です。
主イエス・キリストを信じる信仰は，わた
したちが主の教えを信じ，「尊く，大いな
る約束」を求め，「神の性質にあずかる者」
（2ペテロ1：4）となるときに表れます。数
え切れない約束が主の預言者により宣言
されました。そして主は「わたしの言葉は
過ぎ去ることがなく，すべて成就する。わ
たし自身の声によろうと，わたしの僕

しもべ

たち
の声によろうと，それは同じである」と約
束されています（教義と聖約1：38）。
この末日において，主は「神から祝福
を受けるときは，それが基づく律法に従う
ことによる」ことを明らかにされました（教
義と聖約130：21）。主は惜しみない約束
を与え，それらの約束を果たすと保証し
ておられます。「あなたがたがわたしの言
うことを行うとき，主なるわたしはそれに
対して義務を負う。しかし，あなたがたが
わたしの言うことを行わないとき，あなた
がたは何の約束も受けない」と言われた
からです（教義と聖約82：10）。

尊く，大いなる約束
主が与えてくださる，尊く，大いなる約
束は数え切れませんが，その一つは，わ
たしたちの罪が「告白し，そしてそれを捨

てる」ときに赦
ゆる

されることです（教義と聖
約58：43参照。教義と聖約1：32も参照）。
忠実に什

じゅう

分
ぶん

の一を払う人には，天の窓が
開かれるという約束が与えられます（マラ
キ3：10参照）。また，知恵の言葉を守る
人には「知識の大いなる宝」を見いだすと
いう約束が成就します（教義と聖約89：
19）。
安息日を聖

きよ

く保つ人には，世の汚れに染
まらないという祝福が約束されています（教
義と聖約59：9；出エジプト31：13参照）。
「キリストの言葉をよく味わう」人（2ニーファイ
32：3），そして「聖文を自分たちに当てはめ」
る人（1ニーファイ19：23）は，神からの導きと
霊感という約束を受けます。
主は「与えられると信じて，わたしの名
によって父に求めるものは，正当であれ
ば，見よ，何でもあなたがたに与えられる」
とも約束されました（3ニーファイ18：20）。
わたしたちはまた，「絶えず徳で〔わたし
たちの〕思いを飾る」とき，常に聖霊を伴

はん

侶
りょ

とすることができるという約束を受けて
います（教義と聖約121：45－46参照）。ま
た，断食を通して霊的に解放されるとい
う約束もあります。断食が「悪のなわを」
ほどき，「くびきのひもを」解き，「すべての
くびきを折る」のです（イザヤ58：6）。
聖なる神殿で結び固めを受け，忠実に
聖約を守る人は神の栄光を受けます。そ
の栄光とは「とこしえにいつまでも子孫が
満ちて続くこと」です（教義と聖約132：19）。
この世に生きるわたしたちは時として
忍耐ができず，主の尊い約束を見失うこと
があります。そして約束が果たされるよう
従順であり続けることができなくなってし
まいます。主はこのように宣言されました。
「主は言う。わたしが約束をして，果た
さなかったことがあるであろうか。
わたしが命じて，人々が従わないと，わ
たしは命じたことを取り消し，彼らは祝福
を受けない。
すると，彼らは心の中で，『これは主の業
ではない。約束が果たされていないから』
と言う。しかし，このような者は災いである。
彼らの報いは下に潜み，上からは来ない
からである。」（教義と聖約58：31－33）

尊
た っ と

く，大いなる約束を
求める
七十人
スペンサー・J・コンディー長老

主は惜しみない約束を与え，それらの約束を果たすと保証しておられます。



約束をはるかに望み見て
信仰には，忍耐，寛容，そして最後まで
堪え忍ぶという大切な要素が含まれてい
ます。使徒パウロはアベル，エノク，ノア，
アブラハム，サラの信仰について詳しく
語ったとき，最後にこのように締めくくりま
した。「これらの人はみな，信仰をいだい
て死んだ。まだ約束のものは受けていな
かったが，はるかにそれを望み見て喜び，
そして，地上では旅人であり寄留者であ
ることを，自ら言いあらわした。」（ヘブル
11：4－13参照）これらの忠実な聖徒は，
地上の人生は旅の途中であり，終点では
ないことを知っていました。
アブラムが75歳だったとき，主はこのよ
うに約束されました。「わたしはあなたを
大いなる国民と〔する〕。しかしこのとき，
アブラムとサライには子供がいませんでし
た。（創世12：2）サライのつかえめだった
ハガルが「イシマエルをアブラムに産んだ」
とき，アブラムは86歳でした（創世16：16）。
そして主はアブラムの名前をアブラハ
ムに，サライの名前をサラに変えられまし
た。アブラハムが100歳くらい，そしてサラ
が90歳のとき，二人はサラが男の子を産
み，その子をイサクと名付けるだろうとい
う約束を受けました（創世17：17，19）。
この約束を信じられなかった二人に，主
はこう尋ねられました。「主にとって不可
能なことがありましょうか。」（創世18：14）
そして，「サラはみごもり……年老いたア
ブラハムに男の子を産」みました（創世
21：2）。そして主は約束を与えてこう言わ
れました。「わたしは……大いにあなた
の子孫をふやして，天の星のように，浜べ
の砂のようにする。」（創世22：17）
若いイサクは大人になり，40歳のときに
リベカを妻にめとりました。「イサクは妻が
子を産まなかったので，妻のために主に
祈り願った。主はその願いを聞かれ，妻
リベカはみごもった。」そしてリベカは双
子を産み，エサウとヤコブと名付けました。
イサクが60歳のときでした（創世25：20－
26参照）。
成長し大人になったヤコブを，イサクと

リベカはラバンの家に行かせました。そ
こでヤコブは，ラバンの二人の娘であるレ

アとラケルに会います。ヤコブはラバンに
言いました。「わたしは，あなたの妹娘ラ
ケルのために七年あなたに仕えましょう。
……こうして，ヤコブは七年の間ラケルのた
めに働いたが，彼女を愛したので，ただ数

日のように思われた。」（創世29：18，20）
皆さんも覚えているように，ラバンは若
いヤコブを欺き，ヤコブが最初にレアと，
その後にラケルと結婚するようにさせまし
た。「主はレアがきらわれるのを見て，そ
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の胎を開かれたが，ラケルは，みごもらな
かった。」（創世29：31）そしてレアはルベ
ン，シメオン，レビ，ユダを産みましたが，
ラケルには子供がいませんでした（創世
29：32－35参照）。
ねたみの気持ちがますます高まり，自

暴自棄に陥ったラケルは，ある日ヤコブに
向かって「わたしに子どもをください。さ
もないと、わたしは死にます。」と猛

もう

烈
れつ

な
勢いで迫ります（創世30：1）。レアはその
後，さらに二人の息子と一人の娘を産み
ました。

主は約束の実行を遅くしておられるので
はない
使徒ペテロは「ある人々がおそいと

思っているように，主は約束の実行をおそ
くしておられるのではない。ただ〔わたし
たちに〕忍耐しておられるのである」と証

あかし

しました（2ペテロ3：9）。1時間で仕上が
るドライクリーニング店や1分で食事が出
てくるファーストフード店のあるこの時代に
あって，時折，愛ある主から与えられた尊
い約束が忘れられたり，保留にされたり，
または誤ってほかの人のところに行ってし
まったように思えたりするときがあるかも
しれません。ラケルもそのように感じてい
ました。
しかし，時は過ぎ行き，聖文の中にこの
上なく美しい次の言葉が現れます。「神は
ラケルを心にとめられ〔た。〕」（創世30：22）
ラケルはヨセフ，そして後にベニヤミンとい
う二人の息子を授かりました。今

こん

日
にち

，地
上にはヨセフの子孫が大勢います。彼ら
は，自分自身の努力により「地のすべての
氏族は，……救いの祝福すなわち永遠の
命の祝福である福音の祝福を授けられる
であろう」というアブラハムの聖約を受け
ています（アブラハム2：11）。
天の約束が時折はるかかなたに思える
とき，皆さん一人一人がこれらの尊く，大
いなる約束を抱き，決して手放さないよう
にと祈ります。ラケルを心に留めておられ
たように，神は皆さんを心に留められるで
しょう。このことをイエス・キリストの御

み

名
な

により証します。アーメン。
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今朝皆さんと一緒に次の賛美歌
を歌いましたが，わたしは，今
なお，「楽しまん」というすばら

しい気持ちに浸っています。

「いざ救いの日を楽しまん
もはや迷うことはなし
よきおとずれは世に響き」
（「いざ救いの日を楽しまん」『賛美歌』5番）

ウィリアム・W・フェルプス兄弟の書いた
この歌詞は，悪い知らせにばかり焦点を
当てる世界の趨

すう

勢
せい

とはまったく正反対の
内容です。もちろん，わたしたちの生きる
この時代は，聖文に預言されているとお
り，「様々な地における戦争と戦争のうわ
さと地震」の時代であり（モルモン8：30），
「全地が混乱し，人々は気落ちするであろ

う」と言われている時代でもあります（教
義と聖約45：26）。
しかし，そのことは，末日聖徒イエス・
キリスト教会の会員であるわたしたちに
どのような影響があるでしょうか。わたし
たちは，不安と恐怖と心配の中で生活し
ているでしょうか。山積する問題のただ
中にあって，喜んでよい理由はないので
しょうか。
わたしたちは皆，人生でそれぞれ異
なった経験を積みます。喜びに包まれる
経験もしますし，悲しみと不安に包まれる
経験もします。
わたしは，家族が苦しい状況の中で生
活していた幼年時代のことをよく覚えてい
ます。1944年の冬のことでした。第二次
世界大戦中で最も寒い冬だったかもしれ
ません。戦線はわたしたちの町に迫って
来ていました。母は，家財をすべて残し
たまま，わたしたち4人の子供を連れて，
数百万という避難民の中に加わりました。
生き残るための場所を求めての悲惨な逃
避行でした。父はまだ軍務に就いていま
した。しかし，父と母は，もし戦争中に家
族が離れ離れになるようなことがあった
ら，祖父母の故郷の町で再会しようと事
前に話し合っていました。その場所なら
避難と安全のための最高の希望を与えて
くれるはずだと感じていたのです。
夜は爆弾が落とされ，昼は戦闘機の攻
撃がある中で，何日もかかってようやく祖
父母の家までたどり着きました。わたし
の当時の記憶は，暗

くら

闇
やみ

と寒さだけです。

喜んでよい理由は
ないだろうか
十二使徒定員会
ディーター・F・ウークトドルフ長老

この教会は喜びに満ちた宗教であって，そこには希望と力と解放感があります。



父は負傷することなく，帰還しました。
しかし，わたしたちの将来には一筋の光
さえ見えませんでした。戦後のドイツのが
れきの中で，将来に対する希望もなく，暗
黒の中を，寒 と々した思いで生活していた
のです。
この絶望のさなか，わたしの家族は，

末日聖徒イエス・キリスト教会とイエス・キ
リストの回復された福音にある癒

いや

しの
メッセージについて学びました。そして，
このメッセージがあらゆる変化をもたらし
たのです。日々の悲惨な思いからわたし
たちを高めてくれました。生活はまだい
ばらの道で，取り巻く状況も惨めなもので
したが，福音はわたしたちの生活に光と
希望と喜びを運んでくれたのです。福音
の分かりやすく簡潔な真理は，わたした
ちの心を温め，思いに光を注ぎました。
自分自身や周囲の世界を，異なった見方
で，はるかに高い視点から見る方法を教
えてくれたのです。
愛する兄弟姉妹の皆さん，イエス・キリ

ストの回復された福音とキリストの教会の
会員であるということに，喜んでよい大き
な理由はないでしょうか。
皆さんがこの地上のどこに住んでいよう
と，どんな生活をしていようと，わたしは皆
さんに次のことを証

あかし

します。イエス・キリスト
の福音には神聖な力があり，時には耐えら
れないような重荷や弱さと思われるような
地点から，はるかな高みに皆さんを引き上
げてくれます。主は，皆さんの状況や問題
についてよく御存じです。主はパウロに，
そしてわたしたちすべてに向けてこう言わ
れました。「わたしの恵みはあなたに対
して十分である。」これに対して，パウロ
と同じようにわたしたちは答えます。「『わ
たしの力は弱いところに完全にあらわれ
る。』それだから，キリストの力がわたし
に宿るように，むしろ喜んで自分の弱さを
誇ろう。」（2コリント12：9）
イエス・キリスト教会の会員であるわた
したちは，イエス・キリストの福音を受け入
れたときに聖約や儀式を交わしました。
わたしたちには，その中で約束されてい
る祝福を受ける権利があるのです。

イエス・キリストの福音とは何でしょうか
イエス・キリストの福音とは，よい知らせ
であり，喜ばしいおとずれであり，それ以
上のものです。また，イエス・キリストおよ
びその使徒や預言者たちが繰り返し宣言
しているように，救いのメッセージでもあ
ります。わたしは，神から発せられるあら
ゆる真理や光が，イエス・キリストの福音の
中に含まれていることを確信しています。
愛に満ちた天の御父である神は，御自
身の業と栄光は「人の不死不滅と永遠の
命をもたらすこと」であると言われました
（モーセ1：39）。父なる神は福音を定めら
れた御方であり，福音は，神の救いの計
画，すなわち贖

あがな

いの計画の中心を成すも
のです。福音が「イエス・キリストの福音」
とも呼ばれるのは，贖

しょく

罪
ざい

と救いを可能に
するのがイエス・キリストの贖いだからで
す。キリストの贖いにより，人は老

ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

を問わず，無条件で肉体の死から贖われ
ています。そして，イエス・キリストの福音
を受け入れ従うという条件で，すべての人
は自分自身の罪から贖われるのです（教
義と聖約20：17－25；76：40－42，50－
53；モーセ6：62参照）。
キリストの福音は唯一まことの福音で
す。「キリストの御

み

名
な

のほか，またその御
名を通じてでなければ，どのような名も道

も方法も，人の子らに救いをもたらすこと
はでき〔ません〕。」（モーサヤ3：17。使徒
4：12も参照）
福音の教えの核となる要素は，あらゆる

聖文で述べられていますが，モルモン書と
預言者ジョセフ・スミスへの啓示の中で，そ
れが最も明確に述べられています。そこで
は，イエス御自身がその教義と福音につ
いて分かりやすく宣言されています。神の
子供たちは，「永遠の命を得る」ためにそ
れに従う必要があります。（教義と聖約
14：7。3ニーファイ11：31－39；27：13－
21；教義と聖約33：11－12も参照）。
福音は明確で分かりやすい教えです。
人生の最も複雑な疑問にも答え，幼い子
供たちでも理解し，応用することができま
す。ニーファイもこう言っています。「わた
しは，分かりやすいことを喜びとする。主
なる神は分かりやすい方法で，人の子ら
の中で業を行われるからである。主なる
神は理解力に光をお与えになる。主なる
神は，人々が理解できるように彼らの言葉
に倣

なら

って語られる。」（2ニーファイ31：3）
預言者ジョセフ・スミスは，世界に向
かって「福音の第一の原則と儀式」につい
て説明するとき（信仰箇条1：4），同じよう
に明確に分かりやすく語りました。わたし
たちも，福音の永遠の祝福を受けるため
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には，「福音の第一の原則と儀式」に従う
必要があります。
最初は，主イエス・キリストを信じる信

仰です。つまり神の御子である贖い主を
信じ，「確固とした信仰をもって……人を
救う力を備えておられるこの御方の功徳
にひたすら頼」り，さらに，「キリストを確固
として信じ，……力強く進まなければな
〔りません〕。……キリストの言葉をよく味
わいながら力強く進」むのです（2ニーファ
イ31：19－20）。
2番目は悔い改めです。これには，心に

変化を起こし，「打ち砕かれた心と悔いる
霊を，犠牲として」ささげ，罪を捨て，「幼

おさな

子
ご

」のように柔和で謙
けん

遜
そん

な者となることが
含まれます（3ニーファイ9：20，22）。
3番目は，罪の赦

ゆる

しを受けるために，神
の戒めを守りキリストの御

み

名
な

を引き受ける
という聖約のしるしとして行われるバプテ
スマです。
4番目は，聖霊の賜

たま

物
もの

を授かるための
按
あん

手
しゅ

です。これは火のバプテスマとして知
られています。この儀式は，わたしたちを
清め，神から生まれた「新たな者」として
くれます（モーサヤ27：26；1ペテロ1：23
も参照）。
聖霊の賜物は，権能を持つ人の執り行

う儀式を通じて，天の御父から授けられ
るものですが，これには憐

あわ

れみに満ちた以
下の約束が伴います。「あなたがたがその
道によって入り，聖霊を受けるならば，聖霊
は，あなたがたがなすべきことをすべてあ
なたがたに示されるであろう。」（2ニーファ
イ32：5）絶えず聖霊を伴

はん

侶
りょ

とすることに
よって，教会員はだれでも，いつどこに
あっても，直接「キリストの言葉」を受ける
ことができます（2ニーファイ32：3）。神か
らこのように個人的な導きを受けることに
よって，わたしたちはイエス・キリストの証
に雄 し々くいることができ，生涯の終わり
まで堪え忍ぶことができるのです。何と
すばらしいことでしょうか。
喜んでよい理由はないでしょうか。

最後まで堪え忍ぶとはどういうことで
しょうか
聖文の教えによれば，バプテスマと確

認の儀式を受けた人には，「最後まで堪
え忍ぶ」という務めが伴います（2ニーファ
イ31：20）。
子供のころのわたしにとって，「最後ま
で堪え忍ぶ」というのは，おもに，教会の
集会の最後まで目を覚まして話を聞かな
いといけないということでした。その後10
代になっても，この聖句の意味があまり理
解できず，「最後まで堪え忍ぶ」とは，愛す
る年配の兄弟姉妹が生涯の最後まで，な
んとかしてがんばり続けることだろうと，
若者らしい思いやりの気持ちを込めて，
考えていました。
最後まで堪え忍ぶ，つまり，生涯を通じ

てイエス・キリストの福音の律法と儀式に
対して忠実でいることは，神の王国で救
いにあずかるために最も重要な要件で
す。この信仰こそ，末日聖徒とほかの数
多くのキリスト教会との顕著な違いです。
ほかの教会では，救いとはイエスがキリス
トであられると信じ，告白する人にはだれ
にでも与えられるものであると教えてい
るのです。しかし，主は次のように明言さ
れました。「わたしの戒めを守り，最後ま
で堪え忍ぶならば，あなたは永遠の命を
得るであろう。この賜物は，神のあらゆる
賜物の中で最も大いなるものである。」

（教義と聖約14：7）
ですから，最後まで堪え忍ぶとは，人
生の困難な状況にあって消極的に耐えて
いるだけとか，しがみついているだけとい
うものではありません。わたしたちの教
会は積極性を旨とする宗教です。細くて
狭い道を歩む神の子供たちがこの世の生
涯を通じて，持てる能力を最大限に発揮
し，いつの日か神のみもとに帰れるように
助けてくれる宗教です。この観点から見
れば，最後まで堪え忍ぶというのは，実
に前向きで，栄光に満ちた教えであって，
暗く悲観的な教えではないのです。この
教会は喜びに満ちた宗教であって，そこ
には希望と力と解放感があります。「アダ
ムが堕落したのは人が存在するためであ
り，人が存在するのは喜びを得るため」な
のです（2ニーファイ2：25）。
最後まで堪え忍ぶとは，人生のどんな
瞬間であっても，時々刻 ，々日の出から日
の出まで，実践していかなければならな
いプロセスのことを指しています。その達
成のためには，神の戒めに従うことによっ
て，自分を律していくことが必要です。
イエス・キリストの回復された福音とは，
人の生き方そのものです。日曜日だけの
ことではありません。習慣や伝統として行
うだけでは，約束された祝福をことごとく
得ることは望めません。「まちがってはい
けない。神は侮られるようなかたではな
い。人は自分のまいたものを，刈り取る
ことになる。」（ガラテヤ6：7）
終わりまで堪え忍ぶとは，神の戒めを
守る努力を続けつつ（2ニーファイ31：10参
照）「耐え忍んで善を行」うということであ
り（ローマ2：7），「義の業を行う」というこ
とでもあります（教義と聖約59：23参照）。
そのためには犠牲と勤勉さが必要です。
最後まで堪え忍べるよう，わたしたちは天
の御父に信頼を置き，賢明な選択をする
必要があります。それは，什

じゅう

分
ぶん

の一やそ
の他の献金を納めることであり，神殿の聖
約を尊び，教会の召しや責任を通じて率
先して忠実に主と同

はら

胞
から

に仕えることでも
あります。それは人格の高さであり，無私
の心であり，謙遜さでもあります。また，
主と同胞に対する高潔さと誠実さでもあ



ります。さらに，わたしたちの家庭を強固
なとりで，世の悪に対する避け所とするこ
とでもあります。また，伴侶や子供たちを
愛し，敬うということでもあるのです。
最善を尽くして最後まで堪え忍ぶと，わ
たしたちの人生に精錬による麗しい変化
が訪れます。「敵を愛し，悪意をもって〔わ
たしたちを〕利用しようとする者のために
祈れ」るようになります（欽定訳マタイ5：44
から和訳）。この世で最後まで堪え忍ぶ
ことによってもたらされる祝福は，現実の
ものとなり，非常に意義深いものとなりま
す。そして，その祝福は，次の世ではわた
したちの理解を超えたものとなるのです。

イエス・キリストは皆さんの成功を望ん
でおられます
愛する兄弟姉妹の皆さん，これからも，

皆さんが苦しみを感じ，心が重くなり，頭
こうべ

を垂れてしまう日はあるでしょう。そのよ
うなときこそ，贖い主イエス・キリストがこ
の教会の頭

かしら

であられることを思い出してく
ださい。これは，主の福音です。主は皆
さんの成功を望んでおられます。この目
的のために主は命をささげられたのです。
主は生ける神の御子であり，このように約
束しておられます。
「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとに来なさい。あなたが
たを休ませてあげよう。」（マタイ11：28）
「山々が去り，丘が動いても，わたしの慈

いつく

しみはあなたがたから去ること……がな
い。」（3ニーファイ22：10）「『わたしは……
あなたを憐れもう』と，あなたの贖い主で
ある主は言われる。」（3ニーファイ22：8）
わたしの友である皆さん，救い主は打
ち砕かれた心を癒し，その傷を包まれま
す（詩篇147：3参照）。皆さんがどのような
問題を抱えていようとも，この地上のどこ
に住んでいようとも，末日聖徒イエス・キリ
スト教会にあって忠実な会員であり続け
るかぎり，イエス・キリストの福音の神聖な
力により，皆さんは祝福され，喜んで最後
まで堪え忍ぶことができます。
このことについて，わたしは全身全霊
を込めて，イエス・キリストの聖なる御名に
より証します，アーメン。

わたしの同僚であったジェーム
ズ・Ｅ・ファウスト管長が今日

きょ う

ここ
にいないことを寂しく思います。

そして，ファウスト管長の愛する奥さんとご
家族にわたしの愛をお伝えします。ファウ
スト管長はきっと今，霊界にあって主に仕
えていることでしょう。また，新たに支持
された中央幹部の兄弟たち，アイリング管
長とクック長老，ゴンサレス長老を歓迎す
るとともに，今後わたしが3人を全面的に
支援することを約束します。
38年前，テンプルスクウェアのタバナク

ルで開かれた総大会において，わたしは，
若くして亡くなった幼友達，アーサー・パッ
トンについて話しました。「パットン夫人，
アーサーは生きています」1 という題名で，
アーサーの母親であるパットン夫人に向

けて話しました。彼女は教会員ではな
かったので，実際にパットン夫人がわたし
の話を耳にする望みはほとんどありませ
んでしたが，希望と愛をもたらす栄えある
福音のメッセージを，わたしの声が届くか
ぎり多くの人と分かち合いたいと思ったの
です。最近わたしは，再びアーサーについ
て話して，わたしの最初のメッセージの後
にあった出来事を皆さんに伝えなければ
ならない，という気持ちを強く感じました。
まず，アーサーについて話しましょう。
金髪の巻き毛をした彼は，いつも満面に
笑みをたたえていました。1940年当時，
第二次世界大戦を引き起こした大きな争
いがヨーロッパのほぼ全域を襲っていま
した。クラスでいちばん背が高かった彼
は，徴兵官に年を偽って，15歳の若さで
海軍に入りました。アーサーをはじめ，ほ
とんどの少年にとって戦争は大冒険でし
た。海軍の制服に身を包んだアーサーが
どんなに格好良かったかを，今もよく覚え
ています。わたしたちはもう少し年が上
だったら，せめてもう少し背が高かったら
入隊できたのに，と思ったものでした。
青年期は，人生でとても特別な時期で
す。ロングフェローはこう書いています。

美しき若者，その輝き
その幻想と願いと夢
人生という書物の中で，
青年期は序章であり，
終わりなどないかのようである。

パットン夫人――
その物語の続き
大管長会第一顧問
トーマス・Ｓ・モンソン管長

天の御父は彼女の必要を心にかけ，慰めとなる福音の真理を聞いてほしいと思われたの
だと，わたしは確信しています。
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この書物の中では，
すべてのおとめはヒロインで，
すべての男は友である。2

アーサーの母親は，リビングの窓に飾っ
た青い星をとても誇りにしていました。通
りかかる人すべてに，息子が祖国の制服
を身に着け，祖国のために熱心に働いて
いることを示していたからです。パットン
夫人は，わたしが通る度にドアを開けて
招き入れ，アーサーから届いたばかりの
手紙を読んで聞かせてくれました。涙で
読めなくなると，わたしに読むようにと頼
むのでした。夫のいない彼女にとって，
アーサーがすべてでした。
わたしは今でも，手紙を丁寧に封筒に

しまうパットン夫人のささくれだった手を
鮮明に覚えています。働き者の手でした。
パットン夫人は，町のオフィスビルの清掃
をして生計を立てていました。日曜日以
外は毎日，バケツとブラシを手に歩道を
歩く彼女の姿が見えました。白い髪を後
ろで一つにまとめた彼女の肩には，重労
働の疲れが漂い，年齢のせいで腰は曲
がっていました。
1944年3月，戦争が激しさを増す中，
アーサーは駆逐艦U.S.S.ドロシーから，空

母U.S.S.ホワイトプレーンズに移されまし
た。南太平洋のサイパンで彼の空母が攻
撃され，アーサーは多くの戦友とともに海
で戦死しました。
パットン家の通りに面した窓に飾られて
いた青い星は，その神聖な場所から姿を
消しました。そして，青い星が表していた
人が戦死したことを伝える，金の星がそ
れに取って代わりました。パットン夫人の
人生を照らしていた光が消え，彼女は完全
な暗
くら

闇
やみ

と深い絶望の中をさまよいました。
一介の少年がどんな慰めの言葉をかけ
られるだろうという思いと祈りを胸に，わ
たしは通い慣れた道をパットン家に向か
いました。
ドアが開き，パットン夫人は自分の息子

にするように，わたしを抱き締めました。
家は礼拝堂となり，悲しみに打ちひしが
れた母親と，頼りない少年がともにひざ
まずいて祈りをささげました。
パットン夫人は立ち上がると，わたしの
目をじっと見詰めてこう言いました。「ト
ミー，わたしはどこの教会の会員でもない
けれど，あなたは違う。教えて。アーサー
は生き返るかしら。」わたしは力のかぎ
り，アーサーは確かに生き返ることを彼女
に証
あかし

しました。

何十年も前の総大会でこの話をしたと
き，「パットン夫人との連絡は途絶えてしま
いましたが，『アーサーは生き返るかしら』
という彼女の問いかけに再び答えたいの
です」と話しました。
わたしは世の救い主について話しまし
た。主は，現在わたしたちが厳粛な思い
で聖地と呼ぶ村々の，ほこりっぽい道を歩
まれ，盲目の人の目を開き，耳の聞こえな
い人の耳を開き，足の不自由な人を歩け
るようにし，死者をよみがえらせられまし
た。そして優しい愛に満ちた言葉でこう
言われました。「わたしは道であり，真理
であり，命である。」3

わたしは人生の計画について説明し，
その永遠の道が天地の主であるイエス・
キリストによってわたしたちに開かれてい
ることを話しました。死の意味を理解す
るには，人生の目的を十分に理解しなけ
ればなりません。
この神権時代に，主が次のように告げ
られたことを話しました。「さて，まことに，
わたしはあなたがたに言う。わたしは初
めに父とともにいた。わたしは長子であ
る。」4「人もまた初めに神とともにいた。」5

預言者エレミヤはこう記録しています。
「主の言葉がわたしに臨んで言う，



『わたしはあなたを……つくらないさき
に，あなたを知り，あなたがまだ生

うま

れない
さきに，あなたを聖別し，あなたを立てて
万国の預言者とした。」6

荘厳な霊の世界から来たわたしたち
は，神から命じられたすべてのことに従
順であることを証明するために，この人生
という壮大な舞台に立っています。現世
において，何もできない赤ん坊から，知り
たがりやの子供となり，やがて思慮深い大
人へと成長します。喜びや悲しみ，達成
感や失意，成功や失敗を経験し，人生の
甘さと苦さの両方を味わいます。これが，
現世です。
そしてだれにも，死という経験が訪れま
す。免れる人はいません。すべての人が
死の門をくぐらなければならないのです。
ほとんどの人にとっては，死と呼ばれる
招かれざる客は，不吉でなぞめいていま
す。恐らく，未知なるものへの恐れから，
多くの人は死の訪れにおびえるのでしょう。
アーサー・パットンは若くして世を去りま
したが，長く生き長らえる人もいます。神
が啓示された御

み

言
こと

葉
ば

を通して，わたした
ちは「すべての人の霊は，この死すべき体
を離れるやいなや，……彼らに命を与え
られた神のみもとへ連れ戻される」ことを
知っています。7

わたしはパットン夫人とすべての聴衆
に，神は決してわたしたちをお見捨てに
はならないこと，そして神はその独り子を
世に遣わされたこと，また御子はわたした
ちがいかに生きるべきかを模範によって
教えてくださったことを伝えました。御子
は全人類を贖

あがな

うために十字架上で亡くな
られました。嘆き悲しむマルタと弟子た
ちにかけられた主の御言葉は，今

こん

日
にち

のわ
たしたちにも慰めを与えてくれます。
「わたしはよみがえりであり，命である。
わたしを信じる者は，たとい死んでも生
きる。
また，生きていて，わたしを信じる者は，

いつまでも死なない。」8

「わたしの父の家には，すまいがたくさ
んある。もしなかったならば，わたしはそ
う言っておいたであろう。あなたがたの
ために，場所を用意しに行くのだから。

……またきて，あなたがたをわたしの
ところに迎えよう。わたしのおる所にあ
なたがたもおらせるためである。」9

わたしは啓示者ヨハネと使徒パウロの
証を告げました。ヨハネは書いています。
「死んでいた者が，大いなる者も小さき
者も共に，御

み

座
ざ

の前に立っているのが見
えた。
……海はその中にいる死人を出し……
た。」10

パウロはこう宣言しました。「アダムに
あってすべての人が死んでいるのと同じ
ように，キリストにあってすべての人が生
かされるのである。」11

わたしたちは復活の朝までは信仰に
よって歩むことを，パットン夫人に話しまし
た。「わたしたちは，今は，鏡に映して見
るようにおぼろげに見ている。しかしそ
の時には，顔と顔とを合わせて，見るであ
ろう。」12

わたしはパットン夫人に，イエスが彼女
とすべての人を招いておられることを確信
をもって伝えました。
「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとにきなさい。あなたがた
を休ませてあげよう。
わたしは柔和で心のへりくだった者で

あるから，わたしのくびきを負うて，わた
しに学びなさい。そうすれば，あなたが
たの魂に休みが与えられるであろう。」13

わたしは，メッセージの中でパットン夫
人に向けて，このようなことを知っていれ
ば，心痛に耐えることができ，信仰を持た
ない悲劇の人に決してならずに済む，と説
明しました。そのような人たちは，息子の
なきがらを入れたひつぎが母なる大地に
埋められるのを見詰めながら「さようなら，
わたしの坊や。永遠にさようなら」と，口
にすることでしょう。しかし，頭を高く上
げ，勇気と揺るぎない信仰を持てば，穏
やかに波打つ青い太平洋のかなたを見上
げ，「さようなら，愛しい息子，アーサー。さ
ようなら，また会う日まで」とささやくこと
ができる，と話しました。
わたしは，あたかも息子が彼女に語り
かけるかのように，テニソンの詩を引用し
ました。

「夕陽が沈み，空には宵の明
みょう

星
じょう

が輝き，
私を呼ぶ澄みきった声が聞こえる!
私が船出をする時，この砂

さ

州
す

からは，
悲しみの声が漂ってこないことを，
私は切に願う。

黄
たそ

昏
がれ

の色濃く，
夕べの鐘が鳴り響いている，
まもなく，漆黒の夜がやってこよう!
私が遠い船出の旅に出る時，
誰もその別れを悲しまないでほしいのだ。

なぜなら，――たとえ，
人間の時間と空間の境界から
さらに遠いところへ，
この潮路が私を運んでゆくにしても，
私がこの砂州を無事に渡り終えた時，
神と相

あい

見
まみ

えることを，
私は望んでいるからだ。」14

何十年も前，そのメッセージを終えるに
当たり，わたしは特別な証人として，自ら
の証をパットン夫人に伝えました。父なる
神が彼女を心にかけておられ，心からの
祈りを通して神と交わることができるこ
と，神もまた，主イエス・キリストという御
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子を亡くされたこと，イエスが御父に対す
るわたしたちの弁護者，平和の君，救い
主，聖なる贖い主であられること，そして
わたしたちはいつの日か，顔と顔を合わ
せて主にまみえることを証しました。
わたしは，パットン夫人へのこのメッ

セージが，愛する人を失った人たちのもと
にも届き，その心に触れるように，と願い
ました。
兄弟姉妹の皆さん，これから話すのは，
この物語の続きです。1969年4月6日に総
大会で話したとき，先ほども話したように，
パットン夫人が実際その話を耳にする可
能性はほとんどありませんでした。教会
員でない彼女が総大会の説教を聞くなど，
考えられないことでした。しかしその後，
奇跡とも言えるような出来事があったこと
を知ったのです。テレシー・パットンの
引っ越し先であるカリフォルニアで，隣人
の末日聖徒が，彼女に総大会の一つの部
会の放送を一緒に聞かないか，と誘った
のです。その隣人は，だれがどんなテー
マで話すかをまったく知りませんでした。
彼女はその誘いに応じました。こうして彼
女は，わたしが彼女に向けて個人的にし
た，まさにあの部会での話を聞いてくれて
いたのです。
1969年5月の最初の週に届いた手紙を
読み，わたしは驚嘆と喜びの声を上げま
した。それは1969年4月29日のカリフォル
ニア州パモナの消印が入った，テレシー・
パットンからの手紙でした。その一部を
読みます。
「親愛なるトミー
トミーと呼ぶことを許してください。わ
たしの心の中では，あなたはいつもトミー
なのです。あなたが語ってくれた，慰めに
満ちたお話に対して，どのように感謝を伝
えたらよいか分かりません。
アーサーは海軍に入隊したとき15歳で
した。そして，19歳の誕生日を迎える1か
月前の1944年7月5日に亡くなりました。
あなたがわたしたちのことを思い出し
てくれたことは，わたしにとって特別なこ
とでした。アーサーが亡くなったときと今
回のお話の中で，あなたがわたしにかけ
てくれた慰めの言葉に，どう感謝していい

か分かりません。長年多くの疑問を抱い
てきましたが，あなたが答えをくれました。
アーサーについて考えるとき，今は平安を
感じています。……神の祝福と守りが，い
つもあなたとともにありますように。
愛を込めて，
テレシー・パットン」15

兄弟姉妹，わたしが1969年4月の総大会
で，特にそのメッセージを伝えようという
思いを感じたのは偶然ではなかった，と
わたしは信じています。また，パットン夫
人が近所の人から総大会の特にあの部会
を聞くように誘われたのも，偶然ではな
かったと信じています。天の御父は彼女
の必要を心にかけ，慰めとなる福音の真
理を聞いてほしいと思われたのだと，わ
たしは確信しています。
パットン夫人が亡くなって久しいですが，
天の御父がどのように，夫と息子に先立

たれた彼女の必要を満たし，祝福してく
ださったかを皆さんに伝えるべきだとい
う強い思いを感じました。天の御父がわ
たしたち一人一人を愛しておられること
を，わたしは全身全霊を込めて証します。
パットン夫人に対してされたように，天の
御父は謙

けん

遜
そん

な人々の祈りや，助けを求め
る叫びを聞いてくださいます。救い主で
あり贖い主である神の御子は，今日もわ
たしたち一人一人に呼びかけておられま
す。「見よ，わたしは戸の外に立って，た
たいている。だれでもわたしの声を聞い
て戸をあけるなら，わたしはその中には
い〔るであろう〕。」16

わたしたちは戸をたたく音に耳を傾け
るでしょうか。その御

み

声
こえ

を聞こうとするで
しょうか。その扉を開けて主に近づき，
主がすぐにも与えてくださる助けを受けよ
うとするでしょうか。わたしたちがそうで
きるように，イエス・キリストの聖なる御

み

名
な

によって祈ります，アーメン。
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兄弟姉妹の皆さん，1997年の教
会設立150周年以来，世界中で
教会についての問い合わせが

劇的に増えています。このように関心が高
まっている理由として，教会の急速な発展
や，ここソルトレーク・シティーで開催され
た冬季オリンピックやそのほかのイベント，
また，多くの教会員が職業で成功を収め
ていることが挙げられます。。
このような問い合わせは教会だけでな
く，皆さん一人一人にも寄せられているこ
とでしょう。わたしたちのことをほとんど，
あるいはまったく知らない人たちに，教会
という大きなテーマについて，あるいは，
回復されたすばらしい福音について説明
するのは簡単なことではありません。一つ
の質問から関連する別の質問が出てきて
しまい，答えるのが難しくなることもある
でしょう。問い合せの中でいちばんよく聞
くのは，「あなたがたの教会について少し

教えてください」という実に簡単なもので
す。ここで重要なのは「少し」という言葉
です。つまり，「知っていることを全部教え
てください。それから，ほかのことをみん
な教えてくれる人を遣わしてください」と
言っているのではないのです。
もちろん，関心を持ってくれる方々は大

歓迎ですし，わたしたちの教義と信仰に
ついてもっと教えてほしいと思う方は増え
てくることでしょう。そのような理由で，教
会には，自費で奉仕する専任宣教師が世
界中に5万3,000人以上いるのです。
しかし，関心と単なる好奇心には違い
があることを覚えておく必要があります。
単にどんな教会なのか知りたいというだ
けの人もいるのです。このように漠然とし
た好奇心しかない人たちにも，教会員で
あるわたしたちが直接，正しい情報を明
確に提供する必要があります。そうしなけ
れば，メディアや外部の人による不十分な
答えや事実の一部しか含んでいない話，
あるいは誤った情報に頼らざるを得なく
なります。教会に関して多くの誤解や誤っ
た情報があるのは，ある面で，わたした
ち自身が，どんな人間で何を信じている
かを，はっきり説明していないせいでもあ
るのです。
わたしが奉仕する教会の広報委員会
は，教会の現状について基本的なことを
知りたいという人たちに，簡単明瞭

めいりょう

に説
明することが非常に必要であると認識し
ています。わたしたちが見つけた効果的
な方法を紹介しましょう。宗教の異なる友
人や知人に，わたしたちの信仰について
説明するために，自分で簡単なテーマを

リストアップしておくと助けになります。わ
たしも実行しているのですが，現在の教
会に関する情報を1枚の紙にまとめ，信仰
箇条のコピーと一緒に渡すのも役に立つ
ことでしょう。
これから話す4つのテーマは，教会の
基本的なことについて説明する際に役立
ちます。それぞれのテーマについて，簡単
な説明が付け加えてあります。これは教会
についてほとんど知らない人が読んだり
聞いたりすることを想定して書きました。
その4つとは，教会の「概要」「信仰」「家族」
そして回復された福音の「実」です。

●概要

教会の「概要」には，以下が含まれるで
しょう。

1．「モルモン」という名は，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の通称です。会員はよ
く「モルモン」「末日聖徒」あるいは
「LDS」と呼ばれています。「聖徒」とい
うのは「会員」という意味です。

2．教会は，ジョセフ・スミスを最初の預言
者および大管長として，1830年，ニュー
ヨーク州北部で回復されました。今日

こんにち

の預言者はゴードン・B・ヒンクレー大管
長であり，教会本部はソルトレーク・シ
ティーにあります。

3．現在，176の国と地方に1,300万人以上
の教会員がいます。そのうち600万人が
アメリカに住み，キリスト教としてはアメ
リカで4番目に大きい宗派です。世界で
最も成長しているキリスト教の教会の
一つであり，休日を除いて1日1つの
ペースで新しい教会堂が完成していま
す。会員は，収入の10パーセントを什分

じゅうぶん

の一献金として納め，そのお金は，教会
堂の建設やその他の活動に使われてい
ます。

4．各地の教会は，会員の無給の奉仕に
よって運営されています。男性も女性
も，割り当てを受けて，指導的な立場
で奉仕します。

5．モルモンは政治の舞台でも活躍してい
ます。（例えばアメリカの連邦議会では，
二つの党から合計16人の議員が活動し

信仰，家族，概要，実
十二使徒定員会
M・ラッセル・バラード長老

教会の評判が高まり，教会に関する問い合わせが増えている今こそ，皆さんが架
け橋となり，人と親しくなり，正確な情報を提供するのにとてもよい機会です。

●土曜午後の部会
2007年10月6日
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ています。）教会員は，世界中で，ビジネ
ス，医学，法律，教育，スポーツ，芸能
などの分野で高い地位に就き，信頼を
得ています。

●信仰

次に知ってもらうとよいテーマは，わた
したちの「信仰」についてです。わたした
ちは伝統的な価値観を重んじる敬虔

けいけん

なク
リスチャンです。信仰箇条とともに，次の
点も説明しましょう。

● わたしたちは，魂が永遠であって，神
がわたしたちの霊の御父であられ，わ
たしたちは死後再び神のみもとへ戻れ
ることを信じています。

● わたしたちは，イエス・キリストをわたし
たち一人一人の救い主であると信じ，
イエスとその教えに従って生きようと努
力しています。日曜日の礼拝では，ほか
の教会の聖体拝領に似た方法で，キリ
ストの贖

あがな

いの犠牲を記念します。わた
したちは，イエス・キリストを神の御子
および全人類の救い主と信じるすべて
の人を，同じクリスチャンとして受け入れ
ます。クリスチャンの中には，わたした
ちとの間に共通点がたくさんあることを
知らない人が大勢います。ジョセフ・ス
ミスは，イエス・キリストがわたしたちの
信仰の中心であり，それ以外のことは二
次的なものにすぎないと教えました。
（Elders Journal, 1838年7月号，44参照）
教会の名称は「末日聖徒イエス・キリス
ト教会」です。

● わたしたちは，イエスが最初に設立さ
れた教会が一度失われ，それが現代に
回復されたと信じています。神権，すな
わち神の御名

み な

によって行動する権能が
回復され，わたしたちを導く使徒や預
言者，ならびに救いに必要なすべての
儀式が回復されました。

● わたしたちは旧約聖書と新約聖書の両
方を信じ，使用しています。

● また，モルモン書その他の書物も聖文
として信じています。それらは聖書を
支持し，その正しさを立証し，キリスト
の務めとキリストの神性，そして神が現

在も人に啓示を与えられることを証
あかし

して
います。確かにモルモン書は「イエス・
キリストについてのもう一つの証」なの
です。

●家族

次に知ってもらうとよいテーマは，わた
したちの教義と生活が「家族」を中心とし
ているということについてです。繰り返し
ますが，教会についてはあまり知らない
けれど，教会員が家族を大切にしている
ことには興味があるという人には，簡潔な
説明が効果的です。

● モルモンは，家族を教会と社会の基本
的な単位として特に強調しています。わ
たしたちは，（一人の男性と一人の女性
の結びつきという意味での）結婚を非
常に重視しています。一夫多妻は教会
初期の開拓時代にごく限られた規模で
行われていましたが，今からおよそ117
年前の1890年に廃止されました。

● 教会員も，そうでない方も，礼拝堂で行
われる日曜日の礼拝に家族で，あるい
は個人で参加することができます。教
会ではともに礼拝し，互いに聖文から
教え合います。

● 末日聖徒の家族では，毎週1度，通常は
月曜の夜に，家庭の夕べを行うように
奨励されています。家庭の夕べは，親

が子供たちに価値観を教え，一緒に楽
しむための時間です。教会員でない
方々にも，家庭生活にぜひこの活動を
取り入れてくださるようお勧めします。

● 教会には，家族を支援するために，女
性，青少年，子供のための組織がありま
す。これらの組織は，宗教教育，クリス
チャンらしい奉仕，スポーツ，演劇，音
楽，ボーイスカウトなどを行う機会を提
供しています。

● 教会はまた，親族関係，系図，家族歴
史にも重点を置いていて，そのため，年
配の人も若者も，先祖や家族への強い
帰属意識を持っています。教会で最も
神聖な儀式は，生きている家族にも，
亡くなった家族にもかかわるもので，そ
のような儀式の幾つかは神殿で行われ
ます。

●実

このように，「教会の概要」や，教会員の
「信仰」や「家族」の大切さについてより正
確な知識を得てもらうことは非常に大切
です。しかし，救い主は「あなたがたはそ
の実によって彼らを見わけるのである」と
言われました（マタイ7：20，強調付加）。
どの教会も，そのほかの生き方も，その
「実」，つまり，それがもたらす結果によって
判断されるべきです。アメリカの統計から
例を挙げてみましょう。しかし，（定期的に
教会に出席し，神殿に参入している）敬虔
なモルモンなら，世界中どこでも同じよう
なことが言えるでしょう。

● 教会員の享受している実の一つは　寿
命が長いことです。様 な々研究から，敬
虔なモルモンは全国平均よりも健康で，
長生きすることが分かっています。1833
年，主はジョセフ・スミスに，知恵の言
葉という，健康で長生きする生き方を示
されました。

● 第2の実は，神殿で結婚していて定期的
に神殿に参入している夫婦の離婚率が
全国平均および世界平均に比べてずっ
と低いということです。

● 第3の実は，教育レベルが全国平均より
高いということです。



● 第4の実は，7万人以上の会員が自発的
に，自費で1年半あるいは2年間，人道
支援や，教会の奉仕の割り当て，専任
の伝道活動のため世界中で奉仕してい
ることです。

● 第5の実は，自立と仕事に対する高い倫
理観を非常に重視していることです。
教会員は，地域社会の活動に積極的に
参加して，奉仕するよう勧めています。
教会として世界の人道的救済のために
多くの資金や物資，サービスを提供して
います。それだけではなく，会員は災害
の後片付けや救援活動に，膨大な時間
を提供しています。

兄弟姉妹の皆さん，わたしは，忙しい
現代社会では，一度に2つか3つ以上の情
報を読んだり，注意を向けたりする人はほ
とんどいないということに気づきました。
友人や知人に教会の何について紹介する
か決め，それを書き出し，内容が正しい
ことを確認してください。簡略に短くする
ことが大切です。
教会の評判が高まり，教会に関する問
い合わせが増えている今こそ，皆さんが
架け橋となり，人と親しくなり，正確な情
報を提供するのにとてもよい機会です。し
かし，同時に，わたしたち自身とわたした
ちの信仰に関する情報を自分たちが伝え
ず，外部の人が伝えるままにするなら，誤
解や，時には偏見さえ生んでしまう大きな
危険もはらんでいるのです。
一般的に言って，教会員を直接知って
いる人たちは大丈夫です。しかし，教会
員をだれも知らない人たちが何百万人も
いるのです。わたしは教会についてほと
んど何も知らないそのような人たちが，教
会についてもっと知りたいという気持ちに
なるように願っています。そのような人た
ちが教会員と知り合いになるように，また，
無知な人たちや，場合によっては故意に
欺き中傷する人が流す，誤った情報に基
づいてわたしたちを判断しないように
願っています。
皆さんは教会員として，それを実現させ
ることができます。そのために，人 と々交
わり，信仰箇条にある基本的な情報を伝

え，さらに，教会の概要，信仰，家族，福
音の実を紹介してください。
また，わたしたちがどう生きているか，
そして福音の喜びでどれほど輝いている
か，人とどのように接しているか，またキリ
ストの教えにどれほど誠実に従っている
かが，人々の質問に答える最善の方法に
なり得ることも覚えておくべきです。
この教会のことについて，ここで話した

基本的なことよりもさらに深く知りたい人
については，宣教師に連絡して，『わたし
の福音を宣

の

べ伝えなさい』の第3章にある
教義を教えてもらうことができます。宣教
師はそのような人の質問により詳しく答え
る方法を知っていて，そのような人を改宗
とバプテスマに導くことができます。
今こそ，わたしたち一人一人が，人 と々交

わり，自分について話すべき時です。今日
きょう

話したような簡単な情報を書き出して，教
会について少し知りたいと思っている人た
ちの質問に答え，福音の回復について
もっと知りたくなるように導いてください。
兄弟姉妹の皆さん，躊躇

ちゅうちょ

することなく，
愛をもって誠実に証を述べてください。
証はだれにも否定できません。証を聞い
て，もっと知りたいと思うようになった人が
大勢います。わたしはそれが真実である
ことを知っています。また，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会が真実の教会であること
をわたしが知っているという確かな証を
皆さんに残し，イエス・キリストの御名

み な

に
よってこのことを皆さんに証言します。
アーメン。
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兄弟姉妹の皆さんに，とても大切
な質問を一つします。「末日聖
徒イエス・キリスト教会の会員は

どのような人々ですか」という問いに対す
る最も正確な答えは何でしょうか。
今日
きょう

はこの問いの答えについて話します。
紀元1世紀，発展著しいコリントの教会
の会員は，福音にとても熱心でした。会
員のほとんどが最近の改宗者で，その多
くが使徒パウロやそのほかの伝道者を通
して福音に引きつけられた人々でした。
しかし，コリントの聖徒は議論好きでも
あり，論争が絶えませんでした。人を見下
したり，互いを裁判に訴えたりすることも
ありました。
パウロはこれを聞いて失望し，もっと一

致するようにと嘆願する手紙を書きました。
パウロはコリントの教会員の間で論議の
的となっている多くの質問に答えました。
そして，その手紙の最後の方で，「最もすぐ

れた道」を示したいと語りました。1

それに続けてパウロが書いた言葉を皆
さんは覚えていますか。
彼はこう語っています。「たといわたしが，
人々の言葉や御使

みつかい

たちの言葉を語っても，
もし愛がなければ，わたしは，やかましい
鐘や騒がしい鐃鉢

にょうはち

と同じである。」2

パウロから当時の新しい聖徒へのメッ
セージは，慈愛がなければ何をしても同
じであるという，簡潔で直接的なものでし
た。異言を語り，預言の賜物

たまもの

を持ち，あ
らゆる奥義を理解し，すべての知識を得
たとしても，また，たとえ山を動かす信仰
があったとしても，慈愛がなければ，何の
益にもならないのです。3

「この慈愛はキリストの純粋な愛であ
〔る〕。」4 救い主は，御自身をさげすみ憎
む人々から迫害されたときですら，この愛
を実践し，教えられました。
あるとき，パリサイ人がイエスをわなに
かけようと，答えられそうにない質問をし
ました。「先生，律法の中で，どのいまし
めがいちばん大切なのですか。」5

パリサイ人はこの質問について議論を
重ね，600以上の戒めを数え上げていま
した。6 学者ですら，それらに優先順位を
付けるのは大変でした。それで，ガリラヤ
出の大工の息子が答えるなど不可能に決
まっていると考えたのです。
ですから，主の答えを聞き，弱点を指
摘されたパリサイ人は，当惑したはずで
す。主は言われました。
「『心をつくし，精神をつくし，思いをつ
くして，主なるあなたの神を愛せよ。』
これがいちばん大切な，第一のいまし

めである。
第二もこれと同様である，『自分を愛す
るようにあなたの隣り人を愛せよ。』
これらの二つのいましめに，律法全体

と預言者とが，かかっている。」7

その日以来，この霊感あふれる宣言は
何世代にもわたって繰り返されてきまし
た。現在，わたしたちにとって，愛の大き
さは，魂の偉大さを測る尺度です。
聖文にはこうあります。「人が神を愛す
るなら，その人は神に知られているので
ある。」8 何とすばらしい約束でしょう。神
に知られるのです。自分が天地の創造主
に知られ，純粋にまた永遠に愛していた
だけると考えると，胸が高鳴ります。
1840年，預言者ジョセフは十二使徒へ
の手紙の中で次のように教えました。「愛
は神の大いなる特質の一つであり，神の
息子となることを望む人々が示さなけれ
ばならないものです。神の愛に満たされ
た人は，自分の家族に祝福を与えるだけ
では満足せず，全人類に祝福を与えたい
と望み，全世界を巡ります。」9

周囲の人を愛するとき，「自分を愛する
ように，あなたの隣り人を愛せよ」という，
偉大な戒めの後半部分を果たしているの
です。10

この二つの戒めは両方とも必要です。
なぜなら，わたしたちが互いの重荷を負
い合うときに，キリストの律法が成就する
からです。11

弟子の道は愛に始まり，愛に終わります。
愛は慰め，助言，癒

いや

し，安らぎを与えます。
死の陰の谷を通り，死のとばりを越えると
きにも，わたしたちは愛によって導かれ，
最終的に，栄光と威厳に満ちた永遠の命
へと導かれるのです。
わたしにとって，預言者ジョセフ・スミス

はキリストの純粋な愛を常に身をもって示
す模範でした。非常に多くの人々がジョ
セフに従い，離れて行かないのはなぜだ
ろうと，ジョセフはたくさんの人から尋ねら
れました。彼の答えはこうでした。「わた
しに愛の原則があるからです。」12

ある14歳の少年の話です。彼はノー
ブーの近くに住む兄を捜しにやって来ま
した。少年が到着したのは冬で，お金も

いちばん大切な戒め
十二使徒定員会
ジョセフ・B・ワースリン長老

天の御父の子供である最も小さい者を助けるために努力するとき，それは主にし
ていることになります。



なく，友人もいませんでした。だれかに兄
のことを尋ねると，ホテルのような大きな
家に連れて行かれました。そこで一人の
男性に会い，次のように言われます。「入
りなさい。わたしたちが君の面倒を見て
あげよう。」
少年はその言葉に甘えて中に入り，食
事をし，体を温め，ベッドで休ませてもら
いました。
翌日は身を切るような寒さでしたが，少

年は兄が滞在している町まで13キロの道
のりを歩くために準備をしました。
家の主人はその様子を見ると，もうしば

らくとどまるように言いました。もうすぐ幌
ほろ

馬車が来るから，その幌馬車が帰るとき
に乗せてもらえばいいと言うのです。
少年は「お金がないですから」と言って

辞退しましたが，主人は「心配ない，わた
したちが面倒を見るから」と言いました。
後に少年は，この家の主人こそほかな
らぬモルモンの預言者，ジョセフ・スミスで
あったということを知りました。少年は残
りの生涯この慈愛に満ちた行為を忘れま
せんでした。13

モルモンタバナクル合唱団の「ミュー
ジック・アンド・スポークンワード」の最近の
メッセージで，結婚して何十年にもなる老
夫婦の話が語られました。妻は少しずつ

視力が衰え，これまで長年してきたように，
自分の身の回りのことができなくなりまし
た。夫は妻から頼まれたわけでもないの
に，妻のつめにマニキュアを塗ってあげる
ようになりました。
「目の前で指先をかざすと妻にはつめ
が見えること，そしてマニキュアが塗って
ある自分のつめを見ながらほほえむこと
を夫は知っていました。夫は喜ぶ妻を見
るのが好きでした。そこで，妻が亡くなる
まで5年以上もの間，マニキュアを塗り続
けました。」14

これはキリストの純粋な愛の一例です。
最も偉大な愛は，詩人や作家が描く劇的
な場面には見いだせないことがあります。
最も偉大な愛は，わたしたちが人生という
旅路で出会う人々に示す素朴な親切と思
いやりの中に見られることが多いのです。
真の愛は永遠に続きます。それは永遠
の忍耐と赦

ゆる

しであり，すべてを信じ，望み，
堪え忍びます。それは天の御父がわたし
たちに対して抱いておられる愛です。
人は皆，そのような愛を切望しています。
過ちを犯したとき，自分に欠点があって，
愛されるに値しないときにこそ，愛された
いと望むのです。
欠陥だらけの自分でも，天の御父が愛

してくださっていると知っているわたした

ちは，何と祝福されていることでしょう。
御父の愛は深く，わたしたちが自分自身
を見捨てたとしても，御父は決してお見捨
てになりません。
わたしたちは自分自身の過去と現在の
姿を見ます。天の御父は永遠という観点
から御覧になります。わたしたちは低い
次元で満足するかもしれませんが，天の御
父は違います。御父はわたしたちの輝か
しい可能性を御覧になっているのです。
イエス・キリストの福音は変化の福音で
す。この福音は，地上の存在であるわたし
たち人間を精錬し，永遠の存在へと変化
させます。
人はキリストのような愛を示すことに
よって精錬されます。この愛に，和らげる
ことのできない痛み，取り除くことのでき
ない苦しみ，消すことのできない憎しみ
はありません。ギリシアの劇作家ソフォク
レスはこう書いています。「人生のあらゆ
る重荷と苦痛から解放する一つの言葉が
ある。その言葉とは愛である。」15

人生で最も大切で神聖な瞬間は，愛の
精神にあふれた瞬間です。わたしたちの
愛が大きければ大きいほど，喜びもそれ
だけ大きくなります。結局のところ，そのよ
うな愛をはぐくむことが，人生の善

よ

し悪
あ

し
を測る真の尺度なのです。
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皆さんは主を愛していますか。
主とともに時間を過ごしてください。主

の御言葉
み こ と ば

について深く考えてください。主
のくびきを負ってください。理解と従順を
求めてください。「神を愛するとは，すなわ
ち，その戒めを守ること」16 だからです。
主を愛するなら，従順は重荷ではなく，喜
びになります。主を愛するなら，自分の利
益を求めなくなります。人 を々祝福し，高め
る事柄に心を向けるようになります。
主への愛が深まるにつれて，思いと心
が清められます。「悪を行う性癖をもう二
度と持つことなく，絶えず善を行う望みを
持つように，……わたしたちの心の中に大
きな変化」17 が生じます。
兄弟姉妹の皆さん，調和と霊性を増し，

神の王国を築くために何ができるか祈り
の気持ちで考えるときに，主と隣人を愛す
るよう人々に教えるという神聖な義務につ
いて考えてください。これこそわたしたち
が存在する最大の理由なのです。慈愛，
すなわちキリストの純粋な愛がなければ，
どのようなことを成し遂げたとしても，無
に等しいのです。慈愛があれば，すべて
のものが活気づき，いきいきしてきます。
心を愛で満たすように人々に勧め，教

えると，自己犠牲や奉仕という形で，内か
ら外へ従順の精神が流れ出します。そう

です，例えば，責任感でホームティーチン
グに行く人は，義務を果たすかもしれま
せん。でも，主と同胞

はらから

に対する本物の愛
からホームティーチングを行う人は，非常
に異なる態度で取り組むことでしょう。
最初の質問に戻りましょう。「『末日聖

徒イエス・キリスト教会の会員はどのような
人々ですか』という問いに対する最も正確
な答えは何でしょうか。」わたしならこう答
えます。わたしたちは心を尽くし，精神を
尽くし，思いを尽くして主を愛し，自分を
愛するように隣人を愛する民です。
これがこの民の際立った特徴です。わ
たしたちがだれの弟子であるかを世に示
すかがり火のようなものです。18

終わりの日に，救い主はわたしたちが
どのような召しを受けたかについてはお
尋ねになりません。この世での財産や名
声についてもお尋ねになりません。主が
お尋ねになるのは，わたしたちが病人を
癒
いや

したか，飢えた人々に食物や飲み物を
与えたか，獄にいる人々を訪れたか，疲
れている人々を助けたかについてです。19

天の御父の子供である最も小さい者を助
けるために努力するとき，それは主にして
いることになります。20 それがイエス・キリ
ストの福音の真髄なのです。
もしほんとうの愛し方を知りたければ，

救い主の生涯について深く考えさえすれ
ばよいのです。聖餐

せいさん

の象徴にあずかると
きに，わたしたちは世界の歴史を通じて
最も偉大な愛の模範を思い起こします。
「神はそのひとり子を賜わったほどに，こ
の世を愛して下さった。」21

救い主はわたしたちを深く愛するがゆ
えに，「神であって，しかもすべての中で
最も大いなる者であ〔りながらも〕，苦痛の
ためにおののき，あらゆる毛穴から血を
流」されたのです。22

救い主がわたしたちのために命を捨て
られたので，23 わたしたちには，現世の生
涯を終えた後で再び救い主とともに住め
るという，輝かしい希望と，確信と安心感
があります。イエス・キリストの贖

あがな

いを通して，
罪から清められ，全能の父なる神の賜物
にあずかる者となれます。そのとき，神が
「ご自分を愛する者たちのために備えられ
た」24 栄光を知ることができるのです。
これが人を変える慈愛の力です。
「わたしがあなたがたを愛したように，
あなたがたも互

たがい

に愛し合いなさい」25 とい
う新しい戒めをイエスが弟子たちに与えた
とき，現世の幸福と来世の栄光を得るため
の重要な鍵

かぎ

をお与えになったのです。
愛はすべての中でいちばん大切な戒め
です。ほかのすべてが，それに懸かって
います。それは生けるイエス・キリストに従
う者が焦点を合わせるべき戒めなので
す。愛という特質を極めるなら，人生は非
常に改善されることでしょう。
わたしは証

あかし

します。神は生きておられ
ます。神の愛は無限であり，永遠です。そ
の愛は神のすべての子供たちに注がれて
います。神は人を愛するがゆえに，今の時
代の人を導く預言者と使徒を与えてくださ
いました。神はわたしたちを教え，慰め，
鼓舞するために，聖霊を与えてくださいま
した。
神は人に聖文を下さいました。キリスト
の純粋な愛を理解する心を一人一人に与
えてくださったことに，わたしは語り尽くせ
ないほど感謝しています。
わたしたちの心がその愛で満たされま
すように。天の御父と人々に，新たな目と
新たな信仰をもって近づくことができます

大会で指導者の言葉を聴くことを心待ちにしている，インド，ニューデリーの姉妹たち。



ように。そうするなら，これまで以上に人
生が豊かになるのを目

ま

の当たりにするこ
とができると証します。イエス・キリストの
御名
み な

により，アーメン。
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どれほどジョセフ・B・ワースリン長
老のことを愛していることでしょ
う。1899年，詩人のラドヤード・

キップリングは，大英帝国に向けて高慢に
対する警告の言葉を記しました。

喧騒
けんそう

と叫び声がやみ，
司令官や王は世を去っても，
いにしえの主の犠牲と，
へりくだり悔いる心は残る。
（God of Our Fathers, Known of Old，
Hymns，80番）

キップリングが「いにしえの犠牲」とし
ての悔いる心について話したとき，詩篇
第51篇にあるダビデ王の次の言葉が心に
あったのかもしれません。「神の受けられ

るいけにえは砕けた魂です。……砕けた
悔いた心〔です〕。」（詩篇51：17）ダビデの
この言葉から分かるように，主の民は，さ
さげるべきは心であり，燔祭

はんさい

だけでは十
分でないことを，旧約聖書の時代にすで
に理解していました。
罪ある人類を神と和解させることがお
できになったのは救い主だけであり，モー
セの神権時代に命じられていた犠牲は，
このメシヤの贖

あがな

いの犠牲を象徴していま
す。アミュレクは次のように教えています。
「見よ，これが律法の目的そのものであり，
すべての部分がこの大いなる最後の犠牲
を指し示している。……〔それが〕神の御
子である……。」（アルマ34：14）
復活したイエス・キリストは新世界の
人々にこう宣言されました。
「あなたがたの犠牲と燔祭は取りやめ
なさい。わたしはこれから，〔それらを〕
受け入れないからである。
あなたがたは打ち砕かれた心と悔いる
霊を，犠牲としてわたしにささげなさい。
打ち砕かれた心……をもってわたしのも
とに来る者に，わたしは……火と聖霊に
よってバプテスマを授けよう。」（3ニーファ
イ9：19－20）
打ち砕かれた心と悔いる霊とは何で
しょうか。なぜそれが犠牲と見なされる
のでしょうか。
すべてについて言えることですが，救
い主の生涯は，わたしたちにとって完全
な模範となっています。ナザレのイエスに

打ち砕かれた心と
悔いる霊
七十人
ブルース・D・ポーター長老

打ち砕かれた心と悔いる霊を持った人は，神のおっしゃることであれば何であれ，
抵抗せず，怒ることなく，喜んで行います。
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はまったく罪がありませんでしたが，御父
の御心

みこころ

に従った生涯に示されるとおり，
打ち砕かれた心と悔いる霊をもって生活
されました。「わたしが天から下ってきた
のは，自分のこころのままを行うためでは
なく，わたしをつかわされたかたのみここ
ろを行うためである。」（ヨハネ6：38）主は
弟子に言われました。「わたしは柔和で
心のへりくだった者であるから，……わた
しに学びなさい。」（マタイ11：29）贖いに
不可欠な究極の犠牲を払う時が来たとき，
キリストは身を引くことなく苦い杯

さかずき

を飲み，
完全に御父の御心に従われました。
救い主は完全に永遠の御父に従順でし
た。それこそが，打ち砕かれた心と悔い
る霊の完全な模範です。キリストの模範
は，わたしたちに，打ち砕かれた心が神
の永遠の属性の一つであることを教えて
います。心が打ち砕かれているとき，人は
神の御霊

みた ま

をことごとく受け入れ，自分があ
らゆる点で神に依存していることを認識
します。そのために求められる犠牲は，
いかなる形であれ高慢を捨て去ることで
す。熟練した陶器職人の手にあって，容

易に形を変えられる粘土のように，打ち
砕かれた心を持つ者は，主の手の中で形
作られ，磨かれるのです。
打ち砕かれた心と悔いる霊は，悔い改
めの必須条件でもあります。リーハイはこう
教えました。
「したがって，贖いは聖なるメシヤによっ
て，またメシヤを通じてもたらされる。……
見よ，メシヤは律法の目的を達するため，
打ち砕かれた心と悔いる霊を持つすべて
の人のために，罪に対する犠牲として御自
身をささげられる。このような人々のため
にしか，律法の目的は達せられないので
ある。」（2ニーファイ2：6－7）
罪を犯して赦

ゆる

しを願うとき，打ち砕かれ
た心と悔いる霊とは，「悔改

くいあらた

めに導〔く〕」
「神のみこころに添うた悲しみ」を体験す
ることを意味します（2コリント7：10）。そ
れは，罪から清められたいという思いが
非常に強いために，心が悲しみで痛み，
天の御父による平安を感じたいと切望す
るときにもたらされます。打ち砕かれた心
と悔いる霊を持った人は，神のおっしゃ
ることであれば何であれ，抵抗せず，怒る

ことなく，喜んで行います。自分の方法で
行うのをやめ，神の方法で行うようになり
ます。このように従順であるとき，贖いは
効力を発揮し，真の悔い改めができます。
すると悔い改めた人は，聖霊の聖

きよ

めの力
を受けて，良心の平安と，神と和解でき
た喜びで満たされるのです。神聖な属性
が見事に調和している神は，打ち砕かれ
た心をもって歩むようにと教えると同時
に，喜び，元気を出しなさい，とも言ってお
られます。
罪の赦しを受けると，打ち砕かれた心
は誘惑に対する神の盾として働きます。
ニーファイはこう祈りました。「わたしの心
は打ち砕かれており，わたしの霊は悔い
ていますので，地獄の門がいつもわたし
の前に閉じていますように。」（2ニーファイ
4：32）またベニヤミン王は，心底謙遜

けんそん

にへ
りくだって歩むなら，喜びを感じ，「神の愛
で満たされ，またいつも罪の赦しを保て
るであろう」と民に教えました（モーサヤ
4：12）。わたしたちが心を主にゆだねる
とき，世の魅力はたちまちにしてその輝き
を失います。
打ち砕かれた心には，キリストがわたし
たちのために受けてくださった苦しみに
対する深い感謝の念を持つというもう一つ
の特徴があります。ゲツセマネで救い主
は「万物の下に身を落と」し（教義と聖約
88：6），全人類の罪の重荷を負われまし
た。ゴルゴタで，主は神の子供たちへの
完全な愛のゆえに，「死にいたるまで，自
分の魂をそそぎだし」，その偉大な心臓は
文字どおり砕かれました（イザヤ53：12）。
救い主とその苦しみを思い出すとき，わた
したちの心も，油注がれた者への感謝で
打ち砕かれるのです。
自分が持っているものすべて，そして，

今の自分自身のすべてを主に犠牲として
ささげるとき，主はわたしたちの心を平安
で満たしてくださいます。「心のいためる
者をいやし」てくださり（イザヤ61：1），「ど
んな甘いものよりも甘く……どんな清いも
のよりも清い」神の愛をもってわたしたち
を祝福してくださいます（アルマ32：42）。
これらのことをイエス・キリストの御名

み な

に
よって証

あかし

します。アーメン。



先日，二人の姉妹宣教師を我が
家の昼食に招きました。食事の
後で，霊的なメッセージを伝え

てくれるように頼みました。よく準備ので
きていた彼女たちは，聖文を読んで印を
付ける方法を紹介してくれました。二人
は新しいモルモン書を1冊と色鉛筆を1箱
持って来ていました。わたしたちは宣教
師が勧めてくれたとおりに行うことにしま
した。以来，毎日家族でモルモン書を読
む方法が変わりました。すべての章で，イ
エス・キリストに関する箇所を見つけては
様々な色で印を付けるようになったので
す。この方法で聖文を読む度に，あの宣
教師たちを思い出します。

宣教師たちがこの活動を紹介してくれ
たとき，すぐにそれが『わたしの福音を宣
べ伝えなさい』に提案されている聖文研
究の方法であると気づきました。わたし
たち家族は，このすばらしく，力強い伝道
ツールに感謝しています。
これまでの3年間，世界中の宣教師が

『わたしの福音を宣べ伝えなさい』を活用
してきました。これにより，伝道活動が飛
躍的に変わりました。ヒンクレー大管長の
偉大な展望が成就しつつあります。それ
は，宣教師が「レッスンの概念を完璧

かんぺき

にマ
スター」することであり，「聖なる御霊

みた ま

の導
きの下に自分自身の言葉で概念を教え
る」ということです（「伝道活動」『世界指導
者訓練集会』2003年1月11日，19参照）。
宣教師は，『わたしの福音を宣べ伝え
なさい』を深く研究することにより，伝道と
いう重要な務めをさらによく果たすうえで
役立つ，大切な教義や原則を学び応用す
るようになります。とはいえ，宣教師には
会員からの様 な々助けと支えが必要です。
宣教師と会員の力を合わせて初めて，わ
たしたちは「全世界に出て行って，すべて
の造られたものに福音を宣べ伝えよ」と
いう古代と現代の使徒に与えられた偉大
な命令を果たすことができるのです（マル
コ16：15）。
これらの努力が実を結ぶためには，会
員と宣教師が一つになり，互いに理解し

合う必要があります。皆さんは宣教師を
常に理解しているでしょうか。わたしが言
いたいのは言語のことではありません。
彼らがどのように伝道しているかを理解
しているかということです。宣教師が福音
を聞くよう人々に勧める姿は，わたしたち
にとって見慣れた光景です。彼らのする
事をわたしたちは注意深く見ています。
宣教師は福音の原則を教え，興味を抱い
た人には，生活を変えてバプテスマを受
け，教会の会員として確認の儀式を受け
るように勧めています。
彼らを理解して助けたいと望むなら，
わたしたち会員も宣教師が信仰を抱くよ
うに信仰を抱き，宣教師が考えるように
考え，宣教師が感じるように感じなけれ
ばなりません。どのようにすればよいでし
ょうか。
宣教師のそばで彼らのすることを見る
ことも，もちろん有効な方法です。しかし，
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』をよく学
び，伝道活動について知識を深めるとい
う方法もあります。マッケイ大管長が「す
べての会員は宣教師である」と述べて以
来（Conference Report，1959年4月号，
122），会員はより積極的に福音を人に伝
えるように努めてきました。『わたしの福
音を宣べ伝えなさい』は，この勧めを実践
するうえでさらによい助けとなるすばらし
いガイドです。『わたしの福音を宣べ伝え
なさい』を自ら進んで研究するなら，宣教
師への理解と感謝を深められるだけでな
く，自身の生活でも助けを受けられるで
しょう。
我が家では，家族の全員が『わたしの
福音を宣べ伝えなさい』を持っています。
この書物を研究することは，わたしたち
が強い証をはぐくむのに大いに役立って
います。根本的な福音の原則と，主に仕
えたいという熱意を理解できるようにな
ります。ここで，『わたしの福音を宣べ伝
えなさい』（iii）に載っている見出しを幾つ
か紹介しましょう。
このような見出しがあります。
御霊を認識し，理解するにはどうした
らよいでしょうか。
効果的に研究し，教える準備をするに

『わたしの福音を
宣
の

べ伝えなさい』──
会員と宣教師をつなぐ道具
七十人
エリック・W・コピシュカ長老

宣教師と会員は，……一つとなって福音を宣べ伝える業に携わらなければなりま
せん。
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はどうしたらよいでしょうか。
何を研究し，教えたらよいでしょうか。
モルモン書の役割は何でしょうか。
キリストのような特質を伸ばすにはどう
したらよいでしょうか。
これは皆，だれもが学びたい事柄では
ないでしょうか。より良い会員宣教師とな
り，宣教師を手助けする方法を学びたい
人にとって，『わたしの福音を宣べ伝えな
さい』には力強いアイデアや考え方が満載
です。宣教師が教える人々を見つけるた
めに会員には何ができるのか，また，ど
のように宣教師と力を合わせれば教会に
ついて学んでいる人々を助けることがで
きるのかを知ることができます。そのほ
か，行動を起こすように力強く勧めること
がイエス・キリストを信じる信仰を増すの
に役立つのはなぜか，教会について学び
ながら，改心という，生活を変える偉大な
過程を経験している友人を助けるにはど
うすればよいのか，といったことが分かる
ようになります。
宣教師は毎日，聖文研究に加えて『わ

たしの福音を宣べ伝えなさい』も勉強して

います。原則や技術を学び，日々の伝道
で応用しています。また特に，伝道活動
において御霊の導きを取り入れる方法を
学んでいます。宣教師が学んでいるよう
に学びたければ，わたしたち会員も『わた
しの福音を宣べ伝えなさい』を注意深く
研究し，宣教師の日々の働きを観察しな
ければなりません。
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』の

「はじめに」にはこのようにあります。──
「『わたしの福音を宣べ伝えなさい』は，教
会の専任宣教師のために作成されていま
す。しかしながら，ここで教えられている
原則と教義は，主の王国を築くために働
くワード宣教師と指導者にも当てはまるも
のです。本書をしばしば研究することに
より，彼らも会員宣教師としての責任を果
たし，専任宣教師との一致を深めること
ができるようになります。」（『わたしの福音
を宣べ伝えなさい』xi）
リチャード・G・スコット長老は，すべて
の会員が『わたしの福音を宣べ伝えなさ
い』を注意深く研究すべきだと教え，この
ように述べています。「『わたしの福音を

宣べ伝えなさい』が導入されてから……
非常に多くの事柄が成し遂げられてきま
した。しかしこの実にすばらしい伝道の
ツールにすべての人がさらに熟達すると
き，このガイドによって収められる成功は，
最高潮に達することでしょう。」（「『わたし
の福音を宣べ伝えなさい』の持つ力」『リ
アホナ』2005年5月号，31）
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』の研
究に割ける時間は限られているように思
えるかもしれません。そこで，役に立ち
そうな事柄を提案します。
伝道に出る準備をしている青少年は聖
文研究をする際に，『わたしの福音を宣べ
伝えなさい』も注意深く研究するべきです。
宣教師を家に招待してください。『わた
しの福音を宣べ伝えなさい』の中から一
つの原則か教義を教えるよう彼らに頼ん
でください。
時々，家庭の夕べで『わたしの福音を
宣べ伝えなさい』を活用してください。10
代の子供がいれば，宣教師になったつも
りで教えてもらいましょう。我が家では，
子供たちが目を見張るほどすばらしいレ

カナダで大会に参加する宣教師たち。



ッスンをしてくれたことが何度かありまし
た。子供たちが簡潔な原則を非常に上手
に教えたことに驚きました。また，わたし
たち家族は時 ，々そうしたレッスンに友人
を招くこともあります。
福音の教義クラスなどで教える教師は

『わたしの福音を宣べ伝えなさい』にまとめ
られている，福音を教えるための原則を
活用することができます。これらは，福音
を分かりやすくかつ効果的に教えるうえで
役に立つ原則であり，所定の学習コースの
補助資料として用いることができます。
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』は教
会員が話すほぼすべての言語に翻訳され
出版されています。教会の歴史が浅く規
模も小さい国々では，福音を学んだり教
えたりするあらゆる場面で，『わたしの福
音を宣べ伝えなさい』を聖典とあわせた
情報源および基礎資料として用いること
ができます。
スコット長老は地元の教会指導者に，

「……会長会や神権役員会，ワード評議会
で……」これらの資料を活用するよう勧告
しています（『リアホナ』2005年5月号，31）。
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』を訓
練，話，霊的なメッセージ，レッスン，ファ
イヤサイド，個人の研究の資料として活用
してください。
伝道に関するこのガイドが神からの霊
感によって作られていることを証

あかし

します。
わたしたちは，宣教師とその務めについ
てよりよく理解できるようにこのガイドをさ
らに注意深く研究しなければなりません。
宣教師と会員は一つの言葉で話さなけれ
ばなりません。一つとなって福音を宣べ
伝える業に携わらなければなりません。
そうすることにより，わたしたちはさらに
よく主の御手

み て

に使われる道具となること
ができるのです。主はこのように言われ
ました。「同じように，わたしは地の四方
からわたしの選民を，すなわち，わたしを
信じてわたしの声に聞き従うすべての者
を集めよう。」（教義と聖約33：6）
主の教会の会員として，わたしたちは
栄光あるこの集合の過程に携わるよう期
待されています。イエス・キリストの御名

み な

によってこの真理を証します。アーメン。

ィリピンのすばらしい民から「マ
ブハイ」（こんにちは）。
歴史上最も古く，深遠な質問の

一つは，非常に興味深いことですが，カイ
ンが弟アベルを殺して間もなく，神から発
せられた質問に問い返した言葉です。
「わたしが弟の番人でしょうか。」1 これは
主の御心

みこころ

を実践しようと努めている人で
あれば，当然，真剣に検討すべき質問で
す。この質問に対する一つの答えはアル
マの教えの中にあります。
「あなたがたは神の羊の群れに入って，
神の民と呼ばれたいと願っており，重荷
が軽くなるように，互いに重荷を負い合う
ことを望み，
また，悲しむ者とともに悲しみ，慰めの
要る者を慰めることを望……んでいる。」2

主イエス・キリストの弟子として，わたし
たちは兄弟姉妹に関心を持ち，奉仕する
責任があります。良いサマリヤ人のたとえ

を話すことで，イエス・キリストは敵を言い
伏せただけでなく，御自身に従おうとする
すべての人々に偉大な教訓をお与えにな
りました。わたしたちは自分が影響を及
ぼす範囲を広げる必要があります。ほか
の人々への奉仕は，人種，皮膚の色，社会
的地位，あるいは様々な人間関係とは関
係なく行うべきものです。なぜなら，「弱
い者を助け，垂れている手を上げ，弱く
なったひざを強めなさい」3 という戒めに，
条件はいっさいついていないからです。
有意義な奉仕を行うためには，入念に
計画を立て，委員会を組織しなければな
らないと考えている人が大勢います。もち
ろん，そのような価値あるプロジェクトの
多くが奉仕の機会を提供してくれています
が，今日

こんにち

の世界で必要とされている奉仕
のほとんどは，日常的な人間相互のつな
がりと関連しているのです。そのような機
会は，通常，家庭や地域社会，そしてワー
ドの中で見いだすことができます。
C・S・ルイスの『悪魔の手紙』で，欺瞞

ぎまん

に
満ちた大悪魔スクルーテイプがおいの見
習い悪魔ワームウッドに次のような助言を
与えますが，そこに現在のわたしたちの
多くを苦しめる共通の問題が描かれてい
ます。「君がどうしようと，患者の魂には
悪意と同時に慈悲心も幾分生まれるであ
ろう。大切なことは，その悪意を毎日顔を
合わせるすぐ近所の人たちに向け，その慈
悲心を遠い周辺，すなわち彼の知らない
人たちに向けることである。こうして悪意
はすっかり本物となり，慈悲心は多分に架
空のものとなる。」4

だれもが知っている賛美歌の歌詞に完

小さなことから
七十人
マイケル・J・テー長老

主イエス・キリストの弟子として，わたしたちは兄弟姉妹に関心を持ち，奉仕する
責任があります。
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全な治療法が処方されています。

人の重荷軽くして
わが手貸したるか
病みて疲れし者助け
そこにわれおりしか
天の夢より覚め
善きこと行え
計り知れざる喜びあり
愛と義務の恵み 5

わたしは恵まれてこれから紹介する出

来事を目
ま

の当たりにしました。これらの出
来事を通して，わたしは簡単な奉仕によっ
て，わたしたちと，わたしたちから影響を
受ける人々が，どのように助けられるかに
ついて学びました。天の御父は，わたし
たちが一人取り残され，暗闇

くらやみ

を手探りす
ることのないように，大切な決断のときに，
愛にあふれた助け手を送ってくださいま
す。これらの人々は模範と忍耐，愛によっ
てわたしたちを助けてくれます。そのこと
をわたしは経験から知っています。
わたしはとりわけ大切な決断をしたこと

を覚えています。専任宣教師として伝道
に出るという決断です。この決断を下すの
にかなり長い時間がかかりました。どち
らの道を選ぶべきか悩み苦しんでいたと
きに，家族，友人，神権指導者が助けの
手を差し伸べてくれました。わたしを激
励し，鼓舞し，わたしのために数え切れ
ないほど多くの祈りをささげてくれました。
専任宣教師として奉仕していた姉は定期
的に手紙をくれました。その手紙が滞る
ことはありませんでした。
今でも，わたしは善良な人々から支え
られています。だれもが同じような経験を
しているのではないかと思います。わた
したちは皆，天の家に戻ることができる
ように，ある程度まで，互いに依存し合っ
ているのです。
福音のメッセージを分かち合うことは，
わたしたちと信仰を異にする人々に奉仕
する最も報いのある方法の一つです。子
供のころに知り合った人の話をしましょ
う。ここでは彼をフレッドおじさんと呼び
ます。
わたしが6歳のころ，フレッドおじさんは
わたしにとって最悪の悪夢でした。おじ
さんは近所に住んでいて，いつも酔っ
払っていました。フレッドおじさんの大好
きな趣味の一つは，わたしの家に石を投
げ込むことでした。
母は料理がとても上手だったので，わ
たしたちの小さな支部の独身会員たちを
よく家に招きました。ある日のこと，フ
レッドおじさんが酒に酔っていないとき
に，独身会員たちはおじさんと仲良くなり，
わたしの家に招待しました。わたしは
ぞっとしました。家の外ではなく，中に
入って来るのです。そのようなことが何度
かあり，独身会員たちはフレッドおじさん
を説得して宣教師の話を聞くように導い
たのです。おじさんは福音を受け入れ，
バプテスマを受けました。フレッドおじさ
んは専任宣教師として奉仕し，名誉の帰
還を遂げ，教育を受け，神殿で結婚しまし
た。今では，義にかなった夫，父親，そし
て神権指導者となっています。今のフレッ
ドおじさんの姿からは，かつて彼が6歳の
男の子に悪夢をもたらしていたなんて，想



像できないでしょう。わたしたちが，福音
を分かち合う機会にいつも敏感でいられ
るように願っています。
わたしの母は，必要な物を与えて人を
助けるという点で偉大な模範でした。母
から大切なことをたくさん教わりました。
生涯にわたって最も影響を与えてくれた
一つの教訓は，我が家を訪れる貧しい人
はだれでも助けたいという母の心からの
願いです。多くの人がわたしたちの食べ
物，衣類，そしてお金すら持って立ち去る
のを見るのは嫌でした。わたしはまだ幼
く，家も貧しかったので，そのような光景
は見たくありませんでした。自分の家族の
分さえ十分ないのに，どうして他人に与え
るのだろう。自分たちの必要を先に満た
すことは間違っているのだろうか。わたし
たちはもっと快適な生活を送ってもいい
のではないだろうか。
何年もの間，わたしはそのような疑問を

抱いていました。母の教えが理解できた
のはずっと後のことでした。母は重い病
気に苦しんでいたときですら，困っている
人々に与えることをやめませんでした。
「それゆえ，善を行うことに疲れ果てて
はならない。あなたがたは一つの大いな
る業の基を据えつつあるからである。そ
して，小さなことから大いなることが生じ
るのである。」6 ほかの人々に奉仕するの
に，華 し々い出来事に携わる必要はあり
ません。周囲の人々を慰め，鼓舞し，励
まし，笑顔を送るといった，日々の何げな
い行為こそが奉仕なのです。
わたしたちが人に奉仕する機会をいつ
も見いだせますように，イエス・キリストの
御名
み な

によって祈ります。アーメン。

注

1．創世4：9；モーセ5：34

2．モーサヤ18：8－9

3．教義と聖約81：5

4．『悪魔の手紙』森安　綾・蜂谷昭雄訳，新

教出版社，55

5．「今日
き ょ う

われ善きことせしか」『賛美歌』

137番

6．教義と聖約64：33

テサロニケ人への第一の手紙第5
章で，パウロは聖徒となるにふ
さわしく行動するよう会員に勧

告しました。また，会員が身に付けるべき
属性や振る舞いを挙げ，19節では，次の
ような簡潔な助言を与えています。「御霊
を消してはいけない。」
興味深いことに，パウロが書簡を送る
約500年前，モルモン書に登場するヤコブ
という名の預言者が，ある反抗的な民に
イエス・キリストの福音を教えようとしまし
た。ヤコブはこの民に向かって，大胆にも
次のような質問を投げかけています。「預
言者たちの言葉を拒むのだろうか。……
キリストの善い言葉と……聖霊の賜物

たまもの
を

否定し，聖なる御霊を退け……るのだろ
うか。」1

パウロとヤコブの時代から数えて何世
紀も後に当たる今日

こんにち
，わたしたちも同じ

ように日々の生活で御霊を妨げたり，無視
したり，消したりしないように気をつけな
ければなりません。
強い力を持つこの世の誘惑は，細くて
狭い道からわたしたちの注意をそらそう
とします。敵対する者は，10代の若者で
あれ，ヤングアダルトであれ，成熟した男
女であれ，御霊のささやきに対するわたし
たちの感受性を鈍くしようと躍起になって
います。人生のどの時期にあっても，御霊，
つまり聖霊の果たされる役割はきわめて
重要です。
世の初めから，御父は御自身の霊の息
子娘一人一人に約束をされました。それ
は，わたしたち全員が，御自身の愛する
御子の贖

あがな
いと復活を通して神のみもとに

帰り，日の栄えの最高の階級において永
遠の命の祝福を受け継ぐ可能性を持つと
いう約束です。
わたしたちは皆，昇栄に至るこの旅が
長く，困難で，また時には孤独を伴うもの
となることを理解していました。しかしわ
たしたちは，これが独りきりの旅ではない
ことも知っていました。天の御父は，信仰，
悔い改め，バプテスマという条件を満た
すすべての人のために，聖霊という伴侶

はんりょ
，

また導き手を用意してくださいました。
永遠の命に至る道は平坦ではありませ
ん。それどころか，前進するには坂を登
り続けなければなりません。したがって，

内なる人を生かす
御霊
み た ま

を消してはいけない
七十人
キース・K・ヒルビッグ長老

聖霊を招き入れ，思いが光と知識で満たされると，聖霊はわたしたちを「生かし
てくださいます。」すなわち，わたしたちの内なる人に光を注ぎ，活気づけてくだ
さるのです。
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目的地に到達するには，霊的な理解力と
活力を常に増し加えることが求められま
す。サタンによる邪悪な妨害は絶え間な
く続くため，光を注いでくださる聖霊の導
きを常に受けることがきわめて大切です。
わたしたちは，自分から進んで聖なる御
霊の導きを妨げたり，無視したり，消そう
としたりはしないでしょう。しかし，聖霊
のささやきや，聖霊からもたらされる祝福
を日々の生活に取り入れることに関して
は，「その特権をほとんど生かしきれてい
ない」2 場合がよくあるのです。
高価な真珠の中でモーセは，バプテス

マと聖霊を受けたアダムが「内なる人にお
いて生かされた者となった」3 と記録して
います。
聖霊を招き入れ，思いが光と知識で満

たされると，聖霊はわたしたちを「生かし
てくださいます。」すなわち，わたしたち
の内なる人に光を注ぎ，活気づけてくだ
さるのです。4 その結果として，わたしたち
は自分の魂に計り知れないほどの違いが
生じたことに気づきます。強められ，平安
と喜びに満たされる思いがします。霊的
な力と熱意を持ち，それによって，生来備
わっている能力が高められます。自分の
力だけではできないことを達成できるよ
うになります。さらに聖

きよ
い人間になること

を切望します。
聖霊を受けた後に与えられる特権を得
るために，どのくらいの代価を支払えばよ
いか知りたいですか。その値段は事前に
決められても，固定されてもいません。そ
の額は，わたしたち一人一人が自分で決

めるのです。
自分の代価，つまり努力の度合いが少
ししかなければ，御霊から与えられる助
けのすべてを自分のものとすることはで
きないかもしれません。また，御霊を消
すようなことにもなりかねません！しかし，
たくさんの代価を払うなら，あなたは御霊
によって豊かな収穫を刈り取るでしょう。
わたしの言う代価とはお金のことではあ
りません。それは，個人の霊的な努力や
行動に対するさらに強い決心と熱意です。
現時点でどのくらいの代価を支払って
いるかは，次の質問に対してどのように選
択し，優先順位をつけているかで判断で
きます。

1．教会への出席や，召しを果たすことより
も，スポーツに多くの時間を割いてい
ないだろうか。

2．予定のない休日に，神殿に参入するこ
とを選ぶだろうか，それともショッピング
に行くだろうか。

3．家族や近隣の人々の役に立つような奉
仕をすることよりも，ゲームやインター
ネットをして時間を過ごしていないだろ
うか。

4．新聞は欠かさずに読んでいるのに，聖
文を毎日読むのは難しいということは
ないだろうか。

自分がどのくらいふさわしい選択をし，
優先順位をつけているかを明らかにして
くれる質問は，ほかに考え出すこともでき
るでしょう。
現時点での霊的成長の度合いにかかわ
らず，手の届くところにさらに高いレベル
が存在します。時間はきわめて貴重な財
産です。常に聖霊を伴侶とし，聖霊の影
響という恩恵をさらに十分に受けるため
に，もっとたくさんの時間を永遠にかかわ
る事柄に割くことを考えてみてください。
この勧めに対する答えがはいであるな
らば，まずはより霊性を高めるために，もっ
と霊感を強く受け，もっと聖くなりたいとい
う強い願望を持つようになります。この望
みが心に満ちるときに，わたしたちは天
からの助けを受けるために支払う代価を



増やすことを熱望するでしょう。
次に必要なのは，キリストと預言者の言
葉に没頭するという努力を絶えず払うこと
です。さらに熱心に研究するならば，日々
の生活にもたらされる聖霊の影響力はよ
り強いものとなるでしょう。ペンを手に持
ち，聖文を探求し，新たに気づいたこと，
感じたことをノートに書き，霊的な促しを
記録しましょう。そして，学んだことを個々
の生活に応用するように努めましょう。御
霊が内なる人を生かすようになります。そ
して，戒めに戒めを加えるように，新たな
理解を得ることができるでしょう。
御霊を消さず，むしろ招くために，もう一
つできることがあります。頻繁に，そして
熱烈に祈ってください。教義と聖約には，
救い主の優しく，包括的な約束が記され
ています。

●「わたしに近づきなさい。そうすれば，
わたしはあなたがたに近づこう。」

●「熱心にわたしを求めなさい。そうす
れば，あなたがたはわたしを見いだす
であろう。」

●「求めなさい。そうすれば，与えられる
であろう。」

●「たたきなさい。そうすれば，開かれ
るであろう。」

●「あなたがたがわたしの名によって父

に求めるもので，あなたがたにとって必
要なものは何でも，与えられるであろ
う。」5

兄弟姉妹，記されている順序に注目し
てください。わたしたちは厳密に戒めを
守るときに，救い主に近づきます。キリス
トの御名

み な
によって御父に心から嘆願しま

す。そうすることにより，聖霊の促しを通
して天からの指示を受け，理解の目が開
かれるのです。
断食を行い，聖餐

せいさん

式を通して聖約を新
たにし，神殿に参入するなら，さらに御霊
を受けることができます。このような状況
に身を置くときに，聖霊はその力強い影響
力を示してくださるのです。
神殿は，個人的な啓示を得ることので
きるすばらしい場所です。永遠に関する
栄光ある約束と期待に思いを巡らしつ
つ，可能なかぎり頻繁に参入し，注意深く
耳を傾けるならば，わたしたちのために
立てられた天の御父の計画について，よ
り深い理解をもって家路に就くことができ
ます。聖霊はわたしたちの視野を広げ，
その結果得られる永遠の観点は，わたし
たちの日々の決断に影響を及ぼします。
このような努力を払い，御霊を消さない
ようにするならば，わたしたちの内なる人
は生かされます。粘り強く努力するならば，

永遠の命が待っています。だからこそ，わ
たしたちは不従順や怠慢によって自ら御
霊を消すようなことはしないのです。そう
ではなく，個々の生活において聖霊がそ
の神聖で非常に重要な役割をさらに果た
してくださるようにしながら，「御霊によっ
て生き」ましょう6。真心から御霊を求め
るときに，静かでありながらもきわめて大
切な聖霊の働きを通して，わたしたちがよ
り豊かな恵みを受けられることを証

あかし
しま

す。イエス・キリストの御名
み な
によって，アー

メン。

注
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ツォー選（1954年）32

3．モーセ6：65
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この部会で先ほどバラード長老が
述べたように，様々な衝突や争
いなどが見られるこの世の中

で，末日聖徒イエス・キリスト教会への関
心はますます高まっています。主は，この
末日の業が「不思議な驚くべきわざ」1 と
なると昔の人々に言われました。まさにそ
のとおりです。すべての人に，この業がい
かに驚くべきものかをよく知ってもらいた
いと願っています。しかし残念なことに，
この業について調べながら，わたしたち
が「クリスチャン」だということを不思議に
思う人がいます。
一般に，わたしたちがクリスチャンかど

うかという議論の根本にあるのは，二つ

の教義上の事柄，つまり，わたしたちが
持っている神会についての概念と，啓示
は今も続いているという信念です。これ
が正しければ，聖文は完結したものでは
ないということになります。この点につい
て，わたしたちは弁解するかのように信仰
を擁護する必要はありません。しかし，誤
解を受けることは避ける必要があります。
そこで，今日

きょ う

は理解を深めていただくた
め，また，わたしたちがクリスチャンであ
ると世界にはっきりと宣言するために，こ
の二つの教義上の事柄のうちの一つ目に
ついて話します。
末日聖徒イエス・キリスト教会の信仰箇
条は，最初に次の信条を伝えています。
「わたしたちは，永遠の父なる神と，その
御子イエス・キリストと，聖霊とを信じる。」2

わたしたちは，一つの神会を構成するこ
の3人の聖なる御方が目的や手段，証

あかし

，使
命において一つであられると信じていま
す。この御三方は人類家族を救うための
方法，手段，献身の深さにおいても一つ
であり，神として憐

あわ

れみと愛，正義と恵み，
忍耐，赦

ゆる

し，そして贖
あがな

いについて同じ思い
をお持ちであると信じています。わたした
ちの信仰によれば，この御三方が永遠に
かかわる重要な事柄において，考え得る
限りのすべての点について一致してい
らっしゃると言って間違いありません。た
だし，わたしたちはこの御三方が結合し

て一体となっておられるとは信じていませ
ん。三位一体の概念は聖文のどこにも
載っていません。なぜなら，それは正しく
ないからです。
事実，信頼性の高さで定評のある『ハー
パー聖書注解』（Harper’s Bible Diction-
ary）には，次のように記録されています。
「4世紀から5世紀に教会の大会議で正式
に定義された三位一体の教義は，〔新約
聖書〕の中には見いだすことができな
い。」3

ですから，神，キリスト，聖霊に対する末
日聖徒イエス・キリスト教会の概念が現代
のキリスト教のそれとは異なるとする批判
があったとしても，それは末日聖徒が持つ
キリストに対する概念や信仰についての
議論にはなりません。むしろそれは，神
会に対するわたしたちの概念が新約聖書
以降のキリスト教史に登場するものでは
なく，イエス御自身の教えに基づくものだ
と認めていることになるのです（的確に認
めている，と言ってもいいでしょう）。ここ
で，新約聖書以降の歴史について説明す
ると理解しやすいかもしれません。
紀元325年，ローマ皇帝コンスタンティヌ
スはニカイア（ニケーア）公会議を招集し
ました。神が「三位一体であられる」とす
る，当時関心の高まっていた説の真偽な
どを討議するためでした。牧師や哲学者，
高位聖職者たちの間で熱を帯びた議論が
繰り広げられ，その結果生み出されたもの
が後にニカイア（ニケーア）信条として知ら
れるようになります（この信条は，さらに
125年の歳月と3回の公会議の後に完成し
ます）4。また，後には「アタナシウス信条」
などに形を変えていきました。こうして
様々に形を変え，改訂を重ねていったこ
の信条と，その後数世紀にわたって作ら
れた別の信条が宣言したのは次のような
ものでした。「父と子と聖霊は抽象的，絶
対的な存在で超越した能力を備えておら
れる。いかなる場所，いかなる時にも存
在し，同じ存在者の異なる表れであり，互
いに永遠の存在であり，不可知であり，体
も手足も感情もなく，時空を超越しておら
れる。」これらの信条によると，御三方は
別個であるにもかかわらず，一個の存在な

唯一のまことの神と，
その神がつかわされた
イエス・キリスト
十二使徒定員会
ジェフリー・R・ホランド長老

聖文から分かるように，父と子と聖霊が別個の御方であり，御三方が神であられ
ることは明白な事実であると宣言します。



のです。これが，よく言われる「三位一体
の謎」というものです。異なる御三方であ
られるにもかかわらず，3人の神ではなく
1人の神なのです。そして御三方は皆，理
解不可能な存在であり，かつ理解不可能
な御一方の神であられるというのです。
わたしたちは，少なくとも神に対するこ
のような概念が理解不可能であるという点
については，わたしたちを批判する人た
ちとまったく同感です。このように神の存
在について混乱を招くような定義が教会
に押しつけられていたのですから，4世紀
の修道士が次のように嘆いたのも驚きに
当たりません。「悲しいかな。わたしの神
が奪われてしまった。……これではだれ
を礼拝し，だれに祈ればいいのかも分か
らない。」5 理解不可能なうえに不可知の
御方をどのようにして頼り，愛し，礼拝す
ればよいのでしょう。その御方のようにな
るために努力するといっても，どのように
すればよいのでしょう。「永遠の命とは，
唯一の，まことの神でいますあなたと，ま
た，あなたがつかわされたイエス・キリス
トとを知ることであります」6 というイエス
が天の御父にささげられた祈りはどのよ
うに解釈したらよいのでしょうか。
わたしは，いかなる人の信条やいかな
る宗教の教義も軽んじるつもりはありま
せん。わたしたちが自分の信条を尊重し
てほしいと願っているように，わたしたち
もほかの人が持つ宗教の教義を尊重して
います（これは，この教会の信仰箇条にも
書かれています）。しかし，紀元4世紀か
ら5世紀の時代の神会に対する概念を受

け入れていないからという理由で，わたし
たちのことをクリスチャンではないと言う
人がいるのであれば，生けるキリストをそ
の目で見た初期のキリスト教の聖徒たち
について，どのように理解すればよいので
しょうか。彼らもそのような概念は持って
いませんでした。7

聖文から分かるように，わたしたちは，
父と子と聖霊が別個の御方であり，御三
方が神であられることが明白な事実であ
ると宣言します。先ほど述べた救い主に
よる執り成しの祈り，救い主がヨハネの
手からお受けになったバプテスマ，変貌

へんぼう

の山でのご経験，ステパノの殉教
じゅんきょう

。これら
の4つの例を挙げるだけでも，これが紛れ
もない真実であることが分かります。
これらの新約聖書の例や，ほかにも知
られている例8 について読めば，イエスの
次の言葉が何を意味するかは問うまでも
ないかもしれません。「子は父のなさるこ
とを見てする以外に，自分からは何事もす
ることができない。」9 別の場面ではこうも
おっしゃっています。「わたしが天から
下ってきたのは，自分のこころのままを行
うためではなく，わたしをつかわされたか
たのみこころを行うためである。」10 御自
分に敵対する者についてはこう言われま
した。「〔彼らは〕わたしとわたしの父とを
見て，憎んだのである。」11 そして当然な
がら，イエスは常に御父を敬い，その御心

みこころ

に従っておられたので，「なぜよい事につ
いてわたしに尋ねるのか。よいかたはた
だひとりだけである。」12「父がわたしより
大きいかたであるからである」13 とも言わ

れました。
「わが父よ，もしできることでしたらどう
か，この杯

さかずき

をわたしから過ぎ去らせてくだ
さい。」14「わが神，わが神，どうしてわた
しをお見捨てになったのですか。」15など，
苦しみの中で語られた言葉を含めて，イ
エスが地上におられた間，熱烈に祈り求
められた相手は一体どなただったので
しょうか。神会の御三方が完全に一致し
ていながらも別個の個性をお持ちだと認
めたからといって，多神教の罪を犯してい
ることにはなりません。むしろそれは，イ
エスが来られ，神の存在の本質について
明らかにされた偉大な啓示の一部です。
このことを最もよく表現したのは，恐らく
使徒パウロの次の言葉でしょう。「……キ
リスト・イエス……は，……神のかたちであ
られたが，神と等しくあることを固守すべ
き事とは思わ〔なかった〕。」16

これと関連して，末日聖徒イエス・キリ
スト教会をキリスト教の枠の中に入れよう
としない人がいるもう一つの理由は，神が
栄光に満ちた肉体を持っておられるとい
うわたしたちの信仰です。これは，古代の
預言者や使徒も信じてきたことです。17 聖
文に基づいたこの信条を批判する人に対
して，わたしは少なくとも次のような理論
的な方法で尋ねます。肉体をお持ちの神
という概念が受け入れ難いのであれば，
なぜ，主イエス・キリストが肉体をまとって
お生まれになり，贖罪

しょくざい

を行い，肉体の復活
をなさったことが，キリスト教のすべての
教派が持つ教義の中核であり際立った特
徴となっているのですか。神にとって肉
体を持つことが不必要なだけでなく望ま
しくないのであれば，なぜ人類の贖い主
が御自身の肉体を死と墓から贖われたの
ですか。この贖いによって，主の肉体と霊
はこの世でも永遠の世でも決して離れる
ことのないものとなったのです。18 肉体を
持っていらっしゃる神という概念を拒絶
するということは，死すべき体をお持ち
になったキリストと復活されたキリスト
の両方を否定するということです。真の
クリスチャンを自負する人にこれができる
でしょうか。
わたしの話を聞いている皆さんの中
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で，末日聖徒がキリスト教徒かどうかを疑
問に感じてきた人がいれば，わたしはこ
こで次のことを証します。イエス・キリスト
は，文字どおり生ける神の，生ける御子で
す。このイエスと呼ばれる御方は，わたし
たちの救い主であり贖い主であり，御父
の指示の下に天地とその中にある万物を
形造られました。わたしは証します。この
御方はおとめである母から生まれ，その
生涯に力ある奇跡を行われました。この
奇跡は大勢の弟子たちのみならず，敵対
する者たちも目

ま

の当たりにしています。わ
たしは証します。この御方は神であるた
めに死を制する力をお持ちだったにもか
かわらず，ある期間にわたって死すべき肉
体を持つことにより，わたしたちのために
進んで死に従われました。わたしは宣言
します。進んで死に従われたことにより，
救い主は世の罪を負い，アダムから世の
終わりに至るまですべての人の悲しみや
病気，心痛，不幸に対して無限の代価を
払ってくださいました。これによって，肉
においては墓に打ち勝ち，霊においては
地獄に打ち勝って人類を解放されたので
す。わたしは証します。イエスは文字どお
り墓からよみがえりました。そして復活の
すべての過程を終えるため御父のみもと
に昇られた後，旧大陸と新大陸にいる何
百という弟子たちに，イエスは繰り返し
御姿
みすがた

を現されました。わたしは知ってい
ます。イエスはイスラエルの聖者であり，
最後の日に栄光をまとって再び来られ，主
の主，王の王となって地球を統治するメシ
ヤであられます。わたしは知っています。
この御方の功徳と憐れみと永遠の恵みに
ひたすら頼ることによってのみ，19 わたし
たちは永遠の命を得ることができるので
す。わたしは，このほかには人を神の王
国に救う道も名も天下に与えられていな
いことを知っています。
最後に，この輝かしい教義について，も
う一つの証を付け加えます。末の日に迎
える福千年での統治に備えるために，イ
エスは荘厳な栄光ある肉体をまとってす
でに何度も地上に来られています。1820
年の春，14歳の少年が森に入り祈りをさ
さげました。ほとんどのキリスト教徒がい

まだに理解できずにいる，まさにこれら
の教義の多くに関して疑問を抱いたから
です。この少年がささげた心からの祈り
はこたえられ，後に預言者となるジョセ
フ・スミスの前に，御父と御子が肉体を持
つ栄光ある存在として御姿

みすがた

を現されまし
た。この日が，新約聖書に記されている
主イエス・キリストの真の福音の回復と，ア
ダムから今日

こんにち

まで続く預言者が教えてき
た真理の回復の始まりを告げたのです。
これまで述べた事柄が真実であること
を証します。そして，これと同じ確信を求
める者に天が開かれることを証します。
真理の御霊

みたま

を通して，「唯一のまことの神
と，〔その神がつかわされた〕イエス・キリ
スト」20 をすべての人が知ることができま
すように。また，聖霊によってこの知識を
得たならば，言葉だけでなく，実践によっ
て神とイエス・キリストの教えに従い，真の
クリスチャンとなることができますよう，イ
エス・キリストの御名

み な

によって祈ります。
アーメン。
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18．ローマ6：9；アルマ11：45 参照

19．1ニーファイ10：6；2ニーファイ2：8；

31：19；モロナイ6：4； ジョセフ・スミ

ス訳ローマ3：24参照

20．ヨハネ17：3

自宅前に立ち，日曜午前の部会の放送に徒歩で向
かおうとしているペルー，ワンカーヨの少女たち。



ヘンリー・B・アイリング管長とクエ
ンティン・L・クック長老，ウォル
ター・F・ゴンサレス長老にわた

したちの愛と賞賛をお伝えするとともに，
新しい召しを果たす3人のうえに主の祝福
が注がれるよう祈っています。
兄弟姉妹の皆さん一人一人に，わたし

たちは心から感謝をお伝えします。皆さん
の奉仕と哀れみの模範は，世界中で大い
に注目を浴びています。その一方で，多く
の人がこの教会の歴史や教義に疑問を抱
いています。そうした疑問を抱く人の中に，
モルモン書1 を中傷する人がいます。
モルモン書やそのほかの神聖な聖典を
軽視する人がいることを，わたしはひどく憂
慮しています。その憂慮について，今日

きょ う

は
「聖文の証」と題して話します。

定義

わたしはこの「聖文」という言葉を，聖書

と回復の聖文を指すものと定義しておきま
す。2 教会員は，「正確に翻訳されているかぎ
り，『聖書』は神の言葉であると信じる。また，
『モルモン書』も神の言葉であると信じ」3 て
います。回復の聖文と言う場合には，教義
と聖約と高価な真珠も指しています。
辞書によれば，名詞の「証」は「ある事
実や出来事の証明，証言」4 と定義されて
います。神の御言葉

み こ と ば

について当てはめた
場合，「証」という言葉には特別な意味が
生じます。聖書には次のような重要な宣
言があります。「すべての事がらは，ふた
りか三人の証人の証言によって確定す
る。」5 この聖句は，神の教義が二つ以上
の聖文の証によって確認されることを，神
の子供たちにはっきりと示しています。

聖文はイエス・キリストについて証する

聖書もモルモン書も，ともにイエス・キリ
ストについての証です。この二つの書は，
イエス・キリストが神の御子であられること，
人が模範とすべき生活を送られたこと，全
人類の罪を贖

あがな

われたこと，十字架の上で亡
くなり復活の主としてよみがえられたことを
教えています。つまり，イエス・キリストが世
の救い主であられる，と教えているのです。
聖文の証は互いの真実性を立証し合っ
ています。この考え方ははるか昔に，モル
モン書について書いた預言者の次のような
言葉に説明されています。「この記録を書
き記しているのは，〔聖書〕をあなたがたに
信じさせるためである。また，あなたがた
は〔聖書〕を信じるならば，〔モルモン書〕も
信じるであろう。」6 それぞれの書が互い
について言及し合っています。そしてそれ

ぞれが，神が生きておられ，預言者への啓
示を通じて神の子供たちに話しかけておら
れる証拠としての役割を果たしています。7

モルモン書を愛するならば，聖書も愛
するようになります。逆もまた然

しか

りです。
回復の聖文は聖書と対立するものではあ
りません。むしろ聖書を補完するもので
す。わたしたちは，聖書を人の手にもた
らすために命をささげてくれた殉教者た
ちに恩を受けています。聖書は，福音と
幸福の計画が永続するものであることを
世に示しています。そしてモルモン書は，
什分の一，8 神殿，9 安息日，10 神権11 などの
聖書の教義を回復し，強調しています。
一人の天使は，モルモン書12が聖書の真
理を立証すると宣言しました。13さらにまた，
今日
こんにち

わたしたちが手にしている聖書の記述
は，預言者や使徒たちが書いた元来のも
のと比べて欠けているところがあることを
明らかにしました。14 また，モルモン書は聖
書から取り去られた分かりやすくて貴い部
分を回復する，とも宣言しました。15

モルモン書に記された預言は，聖書以
外に聖文があるわけがないと主張する
人々に，警告しています。「ほかに聖書は
必要ない」16と考える人々は，神の次の勧
告についてよく考えてください。
「あなたがたは，国民は数多くあること
を知らないのか。主であり，あなたがた
の神であるわたしがすべての人を造った
こと，……またわたしが上は天で治め，下
は地で治めていること，そしてわたしの言
葉を人の子ら，すなわち地のすべての国
民にもたらすことを知らないのか。
……二つの国民の証が，わたしが神で
あることと，一つの国民をもう一つの国民
と同じように覚えていることの，あなたがた
への証拠となることを知らないのか。わた
しは一つの国民に語るのと同じ言葉を別
の国民にも語る。そして，……二つの国民
の証〔は〕合わせられるのである。」17

イエス・キリストの聖文の物語は，実際に
東西両半球で起こった物語です。東半球
にいたマリヤとヨセフがベツレヘムで聖な
る幼子

おさなご

の誕生に備えていたちょうどそのと
き，19 西半球にいたニーファイは現世にお生
まれになる前のメシヤから教えを受けてい

聖文の証
あ か し

十二使徒定員会
ラッセル・M・ネルソン長老

回復の聖文は聖書と対立するものではありません。むしろ聖書を補完するもの
です。
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ました。主はニーファイにこう言われました。
「元気を出しなさい。……明日，わたしは
世に来る。そしてわたしは，聖なる預言者
たちの口を通して語ってきたすべてのこと
を成就することを，世の人々に示す。」20

その第2の証であるモルモン書を疑う
人に対して，主はこう警告を発せられまし
た。「自分の受けたものを軽 し々く扱った
ために，……〔あなたがた〕が悔い改めて，
……『モルモン書』と，わたしが……与え
た以前の戒め〔聖書〕を思い起こし，……
わたしが記してきたものに従って行動す
るまで，〔あなたがたは〕依然としてこの罪
の宣告の下にある。」21

主はほかにも回復の聖文をお与えにな
り，22 その聖文の言葉も成就するであろう
と宣言されました。23 こうした聖文の証に
より，偽りの教義はやがて打ち負かされま
す。24 こうした聖文の証により，聖書の教
義は再確認されるだけでなく，いっそう明
確になるのです。

回復の聖文は聖書の言葉をさらに明確に
する

回復の聖文はどのように聖書の言葉を
さらに明確にするのでしょうか。数多くの
例が存在します。ほんの少しだけ紹介し
ましょう。まず，旧約聖書では，イザヤがこ
う書いています。「その時あなたは深い
地の中から物言い，低いちりの中から言
葉を出す。あなたの声は亡霊の声のよう
に地から出，あなたの言葉はちりの中か
ら，ささやくようである。」25 これ以上にモ
ルモン書をうまく描写している記述がある
でしょうか。「地の中から」出現し，現代
の民に向かって「ちりの中から，ささやく」
ものがほかにあるでしょうか。26

しかし，モルモン書について預言した
旧約聖書の預言者は，イザヤだけではあ
りません。エゼキエルはこう書いていま
す。「あなたは一本の木を取り，その上に
『ユダおよびその友であるイスラエルの子
孫のために』と書き，また一本の木を取っ
て，その上に『ヨセフおよびその友である
イスラエルの全家のために』と書け。これ
はエフライムの木である。
あなたはこれらを合わせて，一つの木と

なせ。これらはあなたの手で一つになる。」27

現在では，地上の数多くの国々に住む
聖徒たちが，彼らの手で一つに合わせら
れた聖書（ユダの木）とモルモン書（エフラ
イムの木）を持って，感謝を抱いています。
では新約聖書はどうでしょうか。モルモ
ン書は，新約の教えに対しても，「聖文の
証」の役割を果たしています。その例を挙
げてみましょう。ベツレヘムのみどりごの
奇跡的な誕生，28 山上の垂訓，29 救い主の
受けられた激しい苦しみ。30 さらに，復活
にかかわる教義は，聖書よりもモルモン書
の方で頻繁に言及されています。31

聖霊の必要性を訴えたパウロは，次のよ
うに尋ねています。「彼らに『あなたがたは，
……聖霊を受けたのか』と尋ねたところ，
『いいえ，聖霊なるものがあることさえ，聞い
たことがありません』と答えた。」32 この教義
は，もう一つの聖文の証によって明確になっ
ています。回復に携わった主の預言者が，
わたしたちは「按手

あんしゅ

による聖霊の賜物
たまもの

が存
在することを信じる」33 と教えているからで
す。この大切で強力な賜物に，再び神の子
供たちはあずかれるようになったのです。
パウロは，来世の栄光に3つの階級が
あることを述べて，こう教えました。「日の
栄光があり，月の栄光があり，星の栄光が
ある。」34 来世の栄光をかいま見たこの教
えは，もう一つの聖文の証でいっそう明確
になっています。主はこう啓示されました。
「太陽の栄光が一つであるように，日の栄
えの世界の栄光は一つである。
また，月の栄光が一つであるように，月

の栄えの世界の栄光は一つである。
また，もろもろの星の栄光が一つであ
るように，星の栄えの世界の栄光は一つ
である。」35

これらの王国のうちの最高のもの，すな

わち日の栄えは，その王国の律法を守る
人々のために用意されています。「キリス
トの律法によって聖

きよ

められない者は，別の
王国，すなわち月の栄えの王国か，星の栄
えの王国を受け継がなければならない。
日の栄えの王国の律法に従えない者は，
日の栄えの栄光に堪えられないからであ
る。」36

この栄光の3つの階級は，来世のことを
述べています。つまり，人が不死不滅であ
ることを述べていることになります。この
不死不滅という賜物は，イエス・キリストの
贖いにより，現実のものとなりました。贖
い（英語ではatonement）というこの重要
な言葉は，新約聖書の欽定訳には１か所
で使われているだけですが，38 モルモン書
には39回登場します。39

ヨハネは，新約聖書の黙示録を書くに
当たって，こう記しています。「わたしは，
もうひとりの御使

みつかい

が中空
なかぞら

を飛ぶのを見た。
彼は地に住む者，すなわち，あらゆる国
民，部族，国語，民族に宣

の

べ伝えるために，
永遠の福音をたずさえてき〔た。〕」40 一人
の特別な御使いが，モルモン書に関する
責任の鍵

かぎ

を持っていました。41 それが天使
モロナイです。回復の聖文によって数多く
の聖書の教義が明確にされましたが，こう
した例は，そのような教義のほんの一部
でしかありません。42

モルモン書──イエス・キリストについ
てのもう一つの証

わたしたちは世界中の人に喜んで回復
の聖文を紹介します。モルモン書には，復
活された主が古代アメリカの人 を々自ら教
え導かれたことが記録されています。主
が宣言された永遠の真理について，深く
考えてみてください。「見よ，わたしは神
の子イエス・キリストである。わたしは天
地とその中にある万物を創造した。わた
しは初めから父とともにいた。……
……わたしの来臨に関する聖文は成就
している。
わたしは世の光であり命である。」
救い主は続けてこう言われました。
「打ち砕かれた心と悔いる霊をもってわ
たしのもとに来る者に，わたしは……火と



聖霊によってバプテスマを授けよう。……
わたしは，世に贖いをもたらし，世の

人 を々罪から救うために世に来た。
それゆえ，悔い改めて幼子のようにわ
たしのもとに来る者を，わたしはだれでも
受け入れよう。神の王国はこのような者の
国である。……わたしは自分の命を捨て，
再びそれを得た。それゆえ……悔い改め，
わたしのもとに来て救われなさい。」43

主がなさったこの宣言の中には，御自
分が実際どういう御方なのか，そして，わ
たしたちにどのような者となるよう望んで
おられるのか，といったことが要約されて
います。主は，いつの日か，御自分のみも
とに戻って来たわたしたちを，栄光のうち
に愛の腕で抱いてやりたいと願っておら
れるのです。
わたしは聖文の証に心から感謝してい
ます。わたしはこれまで，主の教えを生活
に取り入れる人々にもたらされる大きな変
化をこの目で見てきました。そのような変
化が，やがて，永遠の命の祝福へとつな
がっていくのです。44

わたしは神が生きておられることを
知っています。イエスはキリストです。主
の福音はこの末日に回復されました。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長は，現代の
主の預言者です。以上のことをイエス・キ
リストの御名

み な

により証します。アーメン。

注

1．正式な書名は「モルモン書──イエス・キ

リストについてのもう一つの証」

2．回復はペテロ（使徒3：19－21参照），

ヨハネ（黙示14：6－8参照），パウロ（エ

ペソ1：10参照）によって予見されてい

た。預言者ジョセフ・スミスは，この最後

の神権時代に「世界が始まって以来，……

すべての聖なる預言者たちの口を通して

語られた，万物の回復」があると教えら

れた（教義と聖約27：6）。

3．信仰箇条1：8

4．Merriam-Webster’s Collegiate Dic-

tionary，第11版（2003年），“Witness”

1493

5．２コリント13：1。同様の表現がマタイ

18：16とエテル5：4にも見られる。

6．モルモン7：9

7．この神権時代の預言者に対して，主は

「この時代の人々は，あなたを通してわた

しの言葉を受ける」と宣言された（教義と

聖約5：10）。

8．アルマ13：15；３ニーファイ24：8－

10参照

9．2ニーファイ5：16；モルモン書ヤコブ

1：17；2：2；モーサヤ2：5－7参照

10．モーサヤ13：16－19；18：23参照　

11．2ニーファイ6：2；モーサヤ18：18；ア

ルマ6：1；13：1－3，6－11；3ニー

ファイ18：5；モロナイ3：1－4参照

12．モルモン書の目的は，「神の小羊が永遠

の御父の御子であって，世の救い主であ

られること，すべての人はこの救い主の

みもとに来なければならず，そうしなけ

れば救われないことを，すべての部族，

国語の民，民族に知らせる」ことにある

（1ニーファイ13：40）。

13．1ニーファイ13：40参照

14．1ニーファイ13：28－29参照

15．1ニーファイ13：40参照

16．2ニーファイ29：6

17．2ニーファイ29：7－8

18．イエス・キリストは「無数の世界」の創造

主であられるため（モーセ1：33），ほか

の地域からさらに聖文が出て来るのは，

十分にあり得ることである。

19．ルカ2：4－6参照　

20．3ニーファイ1：13

21．教義と聖約84：54，57

22．教義と聖約135：3参照

23．ジョセフ・スミス─マタイ1：31－35

参照

24.  2ニーファイ3：12；エズラ・タフト・ベン

ソン「キリストに対する新しい証人」『聖

徒の道』1985年1月号，6参照

25．欽定訳イザヤ29：4から和訳

26．イザヤは，末日に神が「不思議な驚くべ

きわざ」を行われることを先見していた

（イザヤ29：14）。イザヤのこの言葉は，

古代アメリカの住民にも伝えられてい

た。「主は御自分の民を，迷い堕落した

状態から元の状態に戻す業を再び始めら

れる。そのために，主は驚くべき業と不

思議を人の子らの中で行われる。」（2

ニーファイ25：17）その驚くべき業には，

モルモン書の出現や福音の回復も含まれ

る。イザヤの言葉はモルモン書で度々引

用されている。この引用部分の研究は手

間ひまがかかるものの，決して退屈な作

業ではない。モルモン書にある433節に

わたるイザヤの言葉のうち，234節が聖

書の該当箇所とは異なっている。

27.  エゼキエル37：16－17

28．1ニーファイ11：13－20；アルマ7：

10参照

29．3ニーファイ12－14章参照

30．モーサヤ3：7参照。キリストの苦しみに

関する直接的な記録が，末日の預言者に

与えられている（教義と聖約19：16－

19参照）。

31．「復活(resurrection)」という言葉は聖

書の欽定訳では40の節で登場するが，

モルモン書では50の節で登場している。

ジェフリー・Ｒ・ホランド, Christ and

the New Covenant：The Messianic

Message of the Book of Mormon

〔1997年〕,  238－241も参照

32．使徒19：2。使徒2：38も参照。ここに

は，聖霊の賜物が必要であることについ

教会指導者からの勧告を聴きに集った西インド諸島伝道部の16人の宣教師たち。彼らは，グアダルーペ島
においてフランス語で伝道している。
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先月，わたしは恵まれて，北アメリ
カ西地域の伝道部会長セミナー
に出席しました。そこに集って

いた伝道部会長の中に，息子のリーがい
ました。彼がその召しを受けたのは，わ
たしがヨーロッパ中央地域会長会で1年
の働きを終える前でした。わたしがほか
の責任でほんの数回息子の伝道部内を通
過するときに顔を合わせた以外は，息子
と時間を過ごすのは実に3年ぶりのことで
した。
伝道部会長夫妻全員と知り合うための
夕食会の後，妻とわたしは息子夫婦ととも
に，ホテルのわたしの部屋で話をしました。
当然のことながら，話題の中心は伝道で
した。リーは，宣教師になるためのふさわ
しさの基準を高めるとヒンクレー大管長が
勧告して以来，宣教師たちにどのような変
化があったかを話してくれました。彼のも
とに送られて来る宣教師の事前の準備

が，以前に比べ，明らかに改善されてい
るというのです。話していくうちに，リーが
高校に通っていたころの経験を思い出し
ました。
高校時代，リーは陸上チームで，短距離
と高跳びの選手でした。1968年にメキ
シコシティーで開催された夏のオリンピッ
クでは，世界は，無名の高跳び選手，
ディック・フォスベリーに魅了されました。
彼は新しい跳び方を試みたのです。そ
れは，バーに向かって斜めに助走し，体
をそらせて後ろ向きでバーを跳び越える
というものです。この跳び方は，やがて
フォスベリー・フロップと呼ばれるように
なりました。
ほかの多くの人と同じように，リーもこの
新しい跳び方に好奇心をそそられまし
た。しかし，新年度が始まるまでは練習
場所がありません。ある晩仕事から帰る
と，リーは地下室でフォスベリー・フロップ
を練習していました。いすを積み上げて
即席の支柱を作り，その上に渡したほうき
を跳び越えて，ソファの上に着地していた
のです。ソファが壊れるのは火を見るより
明らかだったので，家の中での高跳びは
すぐにやめさせました。代わりに，二人で
スポーツ用品店に行き，着地に使うマット
と，高跳び用の支柱とバーを買い，外で
練習できる用意を整えました。
リーはしばらくフォスベリー・フロップを
試していましたが，結局それまでのウェス
タン・ロールという跳び方に戻ることにしま
した。いずれにしても，夏の終わりから秋
にかけて，裏庭で何時間も高跳びを練習
し続けました。

バーを上げる
十二使徒定員会
L・トム・ペリー長老

宣教師の最低基準を楽にクリアし，常にバーを上げ続けると決意してください。

●神権部会
2007年10月6日

て，ペテロの教えが記されている。

33．History of the Church, 第5巻，499

34．1コリント15：41

35．教義と聖約76：96－98。教義と聖約

131：1も参照

36．教義と聖約88：21－22

37．モーサヤ16：10；アルマ42：23；モ

ルモン6：21参照

38．ローマ5：11参照（訳注──この部分の

日本聖書協会口語訳は「和解」となってい

る。）

39．欽定訳では，Atonement（贖罪，贖い）

が28回，a t o n e（贖う）あるいは

atoning（贖いの）が8回，atoneth

（atoneの古語）が3回登場する。場所に

よっては，atonementという語が2回以

上登場する節もある（2ニーファイ9：

7；アルマ34：9；42：23参照）。

40．黙示14：6

41．教義と聖約27：5；128：20参照

42．新約聖書にはこう記されている。「わた

しにはまた，この囲いにいない他の羊が

ある。わたしは彼らをも導かねばならな

い。彼らも，わたしの声に聞き従うであ

ろう。そして，ついに一つの群れ，ひとり

の羊飼となるであろう。」（ヨハネ10：16）

この教義はモルモン書でいっそう明確に

なっている。復活した主が古代アメリカ

の民に語りかけられる場面が記録されて

いるからである。そこで主はこう述べて

おられる。「『わたしには，この囲いにい

ない他の羊がある。わたしは彼らをも導

かねばならない。彼らもわたしの声に聞

き従うであろう。そして，ついに一つの

群れ，一人の羊飼いとなるであろう』とわ

たしが言ったその羊とは，あなたがたの

ことである。」（3ニーファイ15：21）

死者のバプテスマについてパウロが知っ

ていた事柄は，限られた範囲で新約聖書

に記されている（１コリント15：29参

照）。この神聖な教義は，回復の聖文に

よってのみ明確になっている（教義と聖

約124：29－30，41；128：1, 11－

12, 16－18；138：47－48）。

43．3ニーファイ9：15－16，18，20－22

44．3ニーファイ9：14；教義と聖約30：8

参照



ある晩，仕事から帰ると，リーが高跳び
の練習をしていたので「バーの高さは」と
聞きました。
「175センチ」と答えが返ってきました。
「どうしてその高さなの。」
「州競技会の出場資格を得るための最
低ラインだからね。」
「で，調子はどう。」
「毎回クリア。失敗ゼロだよ。」
「じゃあ，バーを上げて，どこまでやれ
るか試してみたら。」
「そしたら，失敗しちゃうよ。」
「バーを上げなければ，自分がどこまで
やれるか，どうやって分かるんだい。」
それから，179センチ，183センチとバー
を上げていき，さらに上を目指しました。
最低ラインをクリアするだけで満足しな
かったおかげで，リーはさらに上達してい
きました。たとえ失敗しても，バーを上げ
続けたいと思いました。そうすることで，
潜在能力を最大限に発揮できるようにな
ることが分かったからです。
息子のこの経験を振り返りながら，わ
たしは，M・ラッセル・バラード長老が2002
年の総大会の神権部会で話したメッセー
ジを思い出しました。バラード長老は教
会の若い男性に，教会史上最高の宣教師
になるように励ましました。その中で，宣
教師に求められる最低基準というバーが
上げられたことが発表されました。アロン
神権者は，高く設定された新しい基準を
クリアできるよう，もっと熱心に準備をしな
ければならないという指導を受けました。
また，父親やビショップ，ステーク会長は，
若い男性が専任宣教師になる備えができ
るように助けることについて，教えを受け
ました（「最高の宣教師を輩出する時代に
生きる若者たち」『リアホナ』2002年11月
号，46－49参照）。
その神権部会の最後の話者だったヒン

クレー大管長は，バラード長老の説教に
触れ，こう言いました。「バラード長老は
皆さんに宣教師について話しました。わ
たしは彼の話を支持したいと思います。
教会の若い男性や若い女性が，バラード
長老の提示したチャレンジにこたえるよ
うに願っています。わたしたちは，主イエ

ス・キリストの大使として全世界へ出て行
く人々のふさわしさと資格について，基準
を高くしなければなりません。」（「神権を
持つ男性たちへ」『リアホナ』2002年11月
号，57）
その後すぐに，2002年12月11日付けの

手紙で，大管長会は教会の指導者に専任
宣教師になるふさわしさに関する原則に
ついて指針を伝えました。そこにはこうあ
ります。「宣教師として奉仕することは大
管長の霊感に基づいて召された人々の特
権である。ビショップとステーク会長には，

メキシコ，メリダの少年たち。彼らは，世界各地で発展を続ける教会の力の表れである。
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ふさわしい，資格を備えた会員で，この神
聖な奉仕のために霊的，肉体的，情緒的
に準備ができており，無条件で推薦でき
る人を見つける重大な責任がある。専任
宣教師として働くうえで必要とされる肉体
的，知能的，情緒的な要求を満たすことの
できない人は，免除されるべきであって，
推薦してはならない。彼らにはほかのふ
さわしい召しを与える。」
教会指導者によってバーが上げられま
した。今や，道徳的に完全にふさわしくあ
ること，健康で体力があること，また，知
能的にも社会的にも情緒的にも成熟して
いることが，伝道に出るための最低条件
になりました。走り高跳びの試合では，競
技を始める際に，最初の高さが定められ
ています。それより低い高さから始める
ように要求することはできません。それと
同じように，伝道に出るための基準を下げ
てほしいと願い求めることはできません。
宣教師になりたいなら，最低基準をクリア
しなければならないのです。
しかし，最低基準に達しても，さらに
バーを上げていく必要があるのではない
でしょうか。昔，息子にした同じ質問を皆
さんにもします。「バーを上げなければ，
自分がどこまでやれるか，どうやって分か
るんだい。」皆さんに勧告します。宣教師
になるためにクリアしなければならない
最低基準がありますが，それで終わりでは
ないということを知ってください。教会史
上最高の宣教師も，バーを上げ続けなけ
れば，真の可能性に到達することはでき
ないでしょう。
宣教師になる備えをしている皆さん一
人一人が，バーを上げるためにできるこ
とを幾つか提案しましょう。
宣教師として奉仕するための肉体面で
の最低基準は，健康と体力に関するもの
です。例えば，宣教師推薦書には次のよ
うな質問があります。「あなたは毎日，12
時間から15時間働き，10キロから13キロ
歩き，16キロから24キロ自転車に乗り，
階段を上り下りすることができますか。」
伝道活動は過酷です。専任宣教師として
奉仕するためには，健康でなければなり
ません。肉体面でのバーを引き上げるに

は，健康状態をさらに良くすることが必要
です。
また，身だしなみを改善することも大切
です。宣教師の服装には一定の基準があ
り，こざっぱりとしていなければなりませ
ん。ふさわしい髪型で，きちんとひげをそ
り，清潔な白いワイシャツとネクタイ，よくア
イロンをかけたスーツとズボン，そしてよく
磨いた靴を身に着けます。専任宣教師の
身だしなみに倣

なら

って，今から専任宣教師
になる準備を始めてください。
知能面での準備についても，バーを上
げましょう。学校で熱心に学んでください。
知性をもって読み，話し，書く能力は大切
です。良書を読んで，周囲の世界に関す
る知識を広げてください。勉強の仕方を
身に付け，それを応用してさらに効果的
にイエス・キリストの福音を学んでくださ
い。常に，たゆむことなくモルモン書を読
んでください。
セミナリーやインスティテュートをおろそ
かにしないでください。クラスに出席し，
このすばらしい宗教教育の場で教えられ
る聖文から，できるかぎり学んでください。
それによって，皆さんが出会う人々に，回

復された福音のメッセージを伝える備え
ができるでしょう。『わたしの福音を宣

の

べ
伝えなさい』から，特に第3章の基本的な
教義を学んでください。教会の話や家庭
の夕べのレッスンをするときは，そこに記
されている基本的な教義を中心にしてく
ださい。
教義と聖約第11章21節で，主は言われ
ました。「わたしの言葉を告げようとしな
いで，まずわたしの言葉を得るように努め
なさい。そうすればその後，あなたの舌
は緩められる。それから望むならば，あ
なたはわたしの御

み

霊
たま

とわたしの言葉，す
なわち人々を確信に導く神の力を受ける
であろう。」宣教師になる前の時期は，イ
エス・キリストの福音の光と真理を得るこ
とによって知的な備えをしつつバーを上げ
ていくのに理想的な時期なのです。
伝道は，情緒的にも過酷であることを
理解しなければなりません。故郷を離れ
て世の中に出て行くとき，それまで頼りに
してきた人たちと離れることになります。
友達と遊んだり，独りになったり，コン
ピューターゲームをしたり，音楽を聴いた
りといった，ストレス解消のために今皆さ
んが使っている方法の多くは，宣教師の
ルールでは許されていません。人から拒
まれたり，落ち込んだりすることもありま
す。今から皆さんの感情の限界を知り，
宣教師が必ず経験する状況において，感
情をコントロールする方法を身に付けてく
ださい。そうすることによって，皆さんは
自分のバーを上げ，伝道中の情緒面での
試練に備えることができるのです。
ヒンクレー大管長は触れませんでした
が，これから宣教師になる人は，伝道中必
要とされる社交能力も備える必要があり
ます。ますます多くの若人が，直接人と話
す代わりに，コンピューターゲームに興じ
たり，ヘッドホンで耳をふさいだり，携帯電
話や電子メールや携帯メールだけをして，
孤立して過ごすようになっています。宣教
師になると，ほとんどの時間を，人と直接
顔を合わせて話すことになるので，社交
能力を高めるという点でバーを上げなけ
れば，将来準備不足を痛感することにな
るでしょう。簡単な提案をします。人とか



かわる仕事をしてください。目的意識を
高めるために，アルバイトやフルタイムの
仕事で十分な収入を得て，少なくとも伝道
資金の大半を賄うという目標を立ててくだ
さい。伝道資金の大半を自分で賄うすべ
ての若い男性には，社会的，肉体的，精
神的，情緒的，そして霊的に，大いなる祝
福が与えられることを約束します。
個人のふさわしさは，宣教師になるた
めの霊的な最低基準です。つまり，いかな
る点でも，神殿の神聖な聖約を交わし，
守るのにふさわしくあるということです。
この特別な召しにおいて奉仕する人々に
与えられる祝福を受ける資格を自ら失う
ようなことはしないでください。奉仕する
のに不適格となるような背きを犯さない
でください。
宣教師として説得力のある教え方がで
きても，人を改心させるのは御霊である
ことを理解してください。『わたしの福音
を宣べ伝えなさい』の中には，伝道活動が
的確に定義されています。「あなたはイエ
ス・キリストの正式な代表者として，『贖

あがな

い
は聖なるメシヤによって，またメシヤを通
じてもたらされる』こと，『聖なるメシヤの
功徳と憐

あわ

れみと恵みによらなければ，だ
れも神の御

み

前
まえ

に住める者がいないこと』
を力と権能によって人々に教えることがで
きます（2ニーファイ2：6，8）。」（2ページ）
多く与えられる者からは，多く求められ
るということを思い出してください。霊的，
肉体的，情緒的に必要な資格を備えたす
べての若い男性に，イエス・キリストの教
会の宣教師となるために備えて，出て来
るよう再度呼びかけます。宣教師の最低
基準を楽にクリアし，常にバーを上げ続け
ると決意してください。この偉大な召しを
さらに効果的に果たせるように備えてくだ
さい。
神の祝福があり，この総大会の神権部
会から帰宅するときに，このことが皆さん
の願望となりますように。そして，主イエ
ス・キリストの宣教師という栄えある奉仕
の業に，今から備えることができますよ
うに。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アー
メン。

今夜，この聴衆の中に3児の父親
であるわたしの長男がいます。
長男が11歳のとき，学校からあ

る宿題が出ました。それは家族の大好き
な料理のレシピを提出するというものでし
た。長男たち6年生は，春のバザーのとき
に，レシピ集を作って近所に配布すること
になっていたのです。教師はその計画に
ついて発表し，レシピは翌週の金曜日に
提出するようにと言いました。息子のブ
レットは，まだ時間がたっぷりあるから，
宿題を後回しにしても大丈夫だと思い，す
ぐにそのことを忘れてしまいました。週が
明けると，教師は金曜日の締め切りにつ
いて念を押しました。ブレットは，宿題は
木曜の夜に簡単にできるから，それまで
はもっと楽しいことをして過ごそうと考え
ました。
金曜の朝，教師は宿題のレシピを後ろ

から前の人に渡して提出するように言いま

した。何度も引き延ばしてきたブレットは，
宿題のことをすっかり忘れていました。慌
てて近くの席の友達にそのことを言うと，そ
のクラスメートはブレットを助けるつもりで
言いました。「ぼくは，もう一つ別のレシピ
を持って来ているから，それを使ってもい
いよ。」ブレットはそのレシピをさっと受け
取り，自分の名前を書いて提出しました。
これで準備不足の報いは免れたと思った
のです。
数週間後のある夕方，わたしは教会の
会合に行く前に少し休憩しようと思い，
いったん家に帰りました。何年間かビ
ショップを務めた後，数日前にステーク会
長に召されたばかりでした。近所の人は，
わたしたち家族を，信仰深い教会員として
見てくれていました。玄関に入るなり，妻の
ダイアンが言いました。「ちょっとこれを見
て。」妻から渡された冊子には『1985年，ノ
エラニ小学校人気レシピ集』と表題がつい
ていました。妻が印を付けたページにはこ
うありました。「ホールストロム家の人気レシ
ピ――バカルディ・ラム酒を使ったケーキ」
わたしたちの多くは，イエス・キリストの福
音に完全に改心するのを引き延ばしている
ために，単に恥をかくよりもはるかに深刻
な状況に自分を追い込んでいます。正し
いことをわきまえていながらも，怠惰や恐れ，
正当化，信仰の欠如などの理由で，全身
全霊で取り組むことを後回しにしているの
です。「いつかやる」と自分に言い聞かせ
ても，その「いつか」がいつまでたっても来
ない人が多く，後から軌道修正をする人も
いますが，取り返すことのできない損失や，
著しい後退に直面することになります。

今，実行しなさい
七十人
ドナルド・L・ホールストロム長老

今こそ，……贖
あがな

い主が与えてくださった「変わる」という憐
あわ

れみ深いプロセスを通じて，
神と和解する時です。
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次のように自問して，自分の霊的な引き
延ばし度を評価してみましょう。教会の集
会に出席しているときの自分の態度につ
いて考えてください。「研究によって，また
信仰によって」学び（教義と聖約88：118），
学んだことを実践していますか。それとも
「それはもう前にも聞いた」と考えて，御

み

霊
たま

が自分の思いや心に働きかけるのを妨げ
てしまい，引き延ばすことが当たり前のよ
うになっていませんか。
教会が回復されて間もないころの著名
な改宗者で，主の命令であれば何でもし
ますと聖約した人物についての次のよう
な記述があります。「そして，彼は喜んで
御
み

言
こと

葉
ば

を受け入れたが，サタンはすぐに彼
を誘惑した。そして，……世の思い煩いが，
彼に御言葉を拒ませた。」（教義と聖約
40：2）主の次の明確な言葉と比較してみ
てください。「わたしの律法を受け入れて，
それを行う者は，わたしの弟子である。」
（教義と聖約41：5）
アルマは心の底から宣言しました。「さ

て，わたしの同
はら

胞
から

よ，まことにわたしが心
痛を感じるほどにひどく心配するととも
に，心の底から願っていることがある。そ
れは，あなたがたがわたしの言葉を聴き，
罪を捨て，悔い改めの日を先に延ばすこ

とのないようにということである。」（アル
マ13：27）
アルマの友であり，ともに宣教したア
ミュレクは，そのメッセージをこのように強
調しました。
「見よ，現世は人が神にお会いする用意
をする時期である。まことに，現世の生涯
は，人が各自の務めを果たす時期である。
さて，……あなたがたにはすでに非常
に多くの証拠があるので，最後まで悔い
改めの日を引き延ばすことのないように切
に勧める。」（アルマ34：32－33）
アロン神権の教師のころ，数か月間，毎
週土曜の朝は父がわたしの部屋の窓の外
で庭仕事をする音で目覚めました。（なぜ
父がいつもわたしの窓のすぐ下で作業を
始めたのか，その理由はすぐには分かり
ませんでした。）わたしは，その音を無視
しようとしばらく努力してから，起き上が
り，庭の手入れを手伝うのです。庭の手
入れはわたしの毎週の責任でした。
すぐに起きない週がしばらく続き，恐ら

く，ほかの責任も，父から何度か言われな
ければ取りかかれないことがあったので
しょう。ある日，父はわたしと一緒に座り，
怠惰で有名なナマケモノという動物の大
きな写真を見せてくれました。それから

教義と聖約を開き，次の言葉をわたしに
読ませたのです。「見よ，わたしがすべて
のことを命じるのは適切ではない。すべ
てのことを強いられて行う者は怠惰で
あって，賢い僕

しもべ

ではない。したがって，彼
は報いを受けない。」（教義と聖約58：26，
強調付加）あの日以来，あの写真と教訓
は，人生の大切な宝となっています。
スペンサー・W・キンボール大管長は，

「実行しなさい」という簡潔な言葉でわたし
たちを奮い立たせました。後に大管長は，
引き延ばさないことを強調するために「今，
実行しなさい」という表現に変えました。
キンボール大管長はまた，次の深遠な
原則を教えています。「どの時代にあって
も，人の持つ最大の欠点の一つは引き延
ばすこと，すなわちその人自身の責任を
今進んで受け入れようとしないことです。
……多くの人はわき道にそれて，……精神
的，霊的に怠惰に陥り，この世的な喜びを
追い求めるようになっています。」（『歴代大
管長の教え――スペンサー・W・キンボー
ル』，5）
多くの人は安易な道，すなわち真剣な
努力や犠牲が要らない道を求めていま
す。実は，わたしはその道を見つけたこ
とがあります。ホノルル市を見下ろす緑の



丘を車で走りながら，ふと見上げると「お
気楽通り」という看板が目に入りました。
人生が一変するような幸運に出会えること
を期待しつつ，その瞬間を記念に残すた
めにカメラを取り出しました。でもファイン
ダーの先の大きな黄色い標識に，文字ど
おりにも，比

ひ

喩
ゆ

的にもピントが合ったとき，
現実に引き戻されました。「お気楽通り」
は行き止まりだったのです。
引き延ばしは，価値あることを達成する

ための努力から一時的に解放されるので，
楽なことのように思えるかもしれません。
しかし皮肉にも，引き延ばしは，じきに罪
悪感という大きな重荷やむなしさを生じま
す。引き延ばしをしていると，この世に関す
る目標も，さらに深刻なことに，霊的な目標
さえも，達成できなくなるのです。
今こそ，信仰を働かせる時です。今こ

そ，義に専心すべき時です。今こそ，望ま
しくない自分の状況を解決するために必
要なことをすべて行う時です。今こそ，人
類の贖い主が与えてくださった「変わる」
という憐れみ深いプロセスを通じて，神と
和解する時です。
以下の人々に心から申し上げます。
福音と末日聖徒イエス・キリスト教会が
真実であるという証

あかし

を受けたにもかかわ
らず，バプテスマと確認をまだ受けていな
い人 。々
アロン神権やメルキゼデク神権を保持
しているけれども，背きのため，あるいは
何もしていないために，神聖な誓詞と聖
約に反した生活をしている人 （々教義と聖
約84：33－39参照）。
エンダウメントを受けたけれども，現在

神殿推薦状を持つ資格のない人 。々
人の言動で気分を害してしまい，どのよ
うな形にせよ，教会との関係を絶ってし
まった人 。々
不誠実な生活をしており，未解決の罪
の重荷を背負っている人 。々
あなたも，そしてわたしたち全員も，今

変われることを証します。簡単ではない
かもしれませんが，わたしたちの苦難は
「キリストの喜びにのまれ〔る〕」ことが可能
なのです（アルマ31：38）。イエス・キリス
トの御

み

名
な

によって証します。アーメン。

数年前のある晴れた朝，カリブの
海岸を妻と歩いていると，浜に
引き揚げられた数隻の小さな

釣り船が見えました。二人で足を止めて
船を見ていたとき，わたしは釣りに関連し
て決して忘れられない大切なことを学び
ました。土地の漁師は，網や釣り糸や釣
り針の代わりに，金網でできた簡単なわ
なを使っていました。どのわなも箱のよう
な形をしていました。両端とも縦に8イン
チ（約20センチ）ほど切り込みを入れ，内
側に折り曲げてありました。そうしてでき
た細長い口から魚が入り込めるように
なっているのです。
このわなをどのように使うか，恐らく皆
さんも想像できるでしょう。漁師はえさを
入れたわなを海に運んで海底に沈めま

す。夕食に出てくるくらいの大きさの魚が
そばに来てえさがあることを察知すると，
端に入り口があるのを見つけ，金網の切
り込み部分をかろうじてくぐって中に入り
ます。ところが，すり抜けて中に入るのは
簡単だったのに，切り込み部分の鋭い先
端から外に出るのはきわめて難しいこと
に気づくのです。こうして魚は捕まります。
漁師が戻って来てわなを水からたぐり上
げれば，捕まった魚は程なく新鮮なシー
フードディナーになるというわけです。
旧約聖書には，同じようなわなにかかっ
た人についての記述があります。それは，
無敵の王ダビデです。彼に起きたことは，
聖文の中の最も悲しい話の一つです。
「王たちが戦いに出るに及んで，ダビデ
はヨアブおよび自分と共にいる家来たち，
並びにイスラエルの全軍をつかわした。
彼らはアンモンの人 〔々と戦った。〕……しか
しダビデはエルサレムにとどまっていた。
さて，ある日の夕暮

ゆうぐれ

，ダビデは床から起
き出て，王の家の屋上を歩いていたが，
屋上から，ひとりの女がからだを洗ってい
るのを見た。その女は非常に美しかっ
た。」（サムエル下11：1－2）
ダビデは女性の名前がバテシバである
ことを突き止めます。兵士である夫のウ
リヤはアンモン人たちと戦う軍とともに戦
場にいました。彼らの王であるダビデは，
本来ならその戦場にいるべきだったので
す。ダビデは人をやってバテシバを宮殿
に呼び入れました。二人は姦

かん

淫
いん

の罪を犯

心の清い人々は皆，
幸いである
七十人
L・ホイットニー・クレートン長老

「絶えず徳で思いを飾る」ために，心と思いを清く保とうとするわたしたちの誠実な努力
を，神が祝福してくださいますように。
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し，バテシバは妊娠します。するとダビデ
は，姦淫したことが知れることを恐れ始め
ます。罪を隠そうとしたダビデは，ウリヤ
をエルサレムに呼び戻す命令を出しまし
た。ウリヤは戻って来ましたが，自分の信
念に従い，家に帰ってバテシバと会うこと
を拒みました。そこでダビデは，ウリヤが
戦場で死ぬように画策しました。（サムエ
ル下11：3－17参照）こうした一連の恐ろ
しい決断の結果，ウリヤは命を落とし，ダ
ビデとバテシバはもちろん，最終的には
王国全体に悲惨な結果を招くことになりま
した。「ダビデがしたこの事は主を不快
にした」と，聖書には比較的控えめな表
現で書かれています（欽定訳サムエル下
11：27から和訳）。
ダビデがどのようにわなにかかったか
分かるでしょうか。宮殿の屋上にいて，眼
下にあった近隣の庭に，決して見てはい
けないものを見てしまいました。それが
敵対する者のわなでした。慎みと貞節，
正しい判断力があれば，ダビデはすぐそ
の場を離れて見ないようにしていたことで
しょう。しかし彼はそうしませんでした。
それどころか，禁じられた空想に思いを
馳せ，それが行動となって，事態は急速に
悪化し，破滅に向かっていったのです。

ダビデはわなにかかりました。彼にとっ
てその結果は永遠に続くものでした。
現代にもポルノグラフィーという霊的な
わなが存在します。その挑発的なメッ
セージに誘惑された多くの人が，命取りと
なるわなに入って行きます。どんなわなも
そうですが，このわなも入るのは簡単で，
出るのは困難です。害を受けない程度に
時折ポルノグラフィーを見るくらいなら大
丈夫だと正当化する人たちがいます。「そ
んなに悪くない」とか，「かまうもんか，大
したことないよ」とか，「どんなものかと
思って」と，最初は言います。でも，それは
間違いです。主はこう警告されました。
「情欲を抱いて女を見る者は，信仰を否定
するのであり，御

み

霊
たま

を受けることはない。
もしも悔い改めなければ，彼は追い出され
なければならない。」（教義と聖約42：23）
これはまさにダビデの身に起きたことで
す。彼はバテシバを見て，情欲を抱き，御
霊を失いました。目をそらしてさえいたな
ら，ダビデのその後の人生はまったく違っ
ていたことでしょう。
ポルノグラフィーを見ている人は，御霊だ

けでなく，広い視野に立って物を見る力と
判断力を失います。主には何も隠せない
ことを忘れて，ダビデ王のように罪を覆い

隠そうとします（2ニーファイ27：27参照）。
自尊心を保てなくなり，大切な人との間に
ひびが入り，結婚生活に支障が出て，無
実の犠牲者が増えるにつれて，結果が身
に迫ってくるようになります。これまで見て
いたものに満足できなくなると，さらに過
激なものを試すようになります。やがて本
人は気づかなくても，あるいはその現実
を否定していても，ゆっくりとポルノグラ
フィーへの依存度は増していきます。そし
てダビデ同様，道徳の標準が崩れ去ると，
行動はさらに悪化していくのです。
世界中の好ましい文化が廃れていくに
つれて，低俗なものがメディア，娯楽，広告，
インターネットにますますはびこってきます。
ですから，世の中の流行に照らして人気が
あるかどうかを物差しにして，何が正しく，
何が安全かを測るのは非常に危険です。
何百万という視聴者によく知られ，好まれ
ている映画やテレビ番組であっても，わ
いせつな映像や行為が描写されているか
もしれません。映画の中で「悪すぎない」
ものは，つまりは「あまり良いわけでもない」
という意味なのです。ですから，周囲の
人々が不適切な映画やウェブサイトを見て
いたとしても，わたしたちはそれを言い訳
にできません。神権者の生活は，世の標
準ではなく，救い主とその教会の標準に
倣
なら

ったものとすべきです。
救い主はこう教えられました。「心の清
い人々は皆，幸いである。彼らは神を見
るからである。」（3ニーファイ12：8）福音
の約束はわたしたちを高め，高貴にし，さ
らには昇栄に導きます。清く，道徳的に
正しい生活を送るよう定めた聖約を交わ
すことにより，わたしたちはこれらの約束
を受けます。正しい生活をし，心を清く
保とうと求めるとき，神と御霊に近づきま
す。今のこの世の中で神の存在を示すも
のをどれだけ見ることができるか，また，
清い者が「神を見る」という約束がいつか
自分の身に実現するかどうかは，わたし
たちの心の状態で決まります。わたした
ちは清さを追い求めなければなりませ
ん。使徒ヨハネはこう記しています。
「愛する者たちよ。わたしたちは今や
神の子である。しかし，わたしたちがど



うなるのか，まだ明らかではない。彼が
現れる時，わたしたちは，自分たちが神
に似るものとなることを知っている。その
まことの御

み

姿
すがた

を見るからである。
彼についてこの望みをいだいている者
は皆，彼がきよくあられるように，自らをき
よくする。」（1ヨハネ3：2－3）
すでにポルノグラフィーのわなに捕らえ

られている人がいるなら，今こそ，救い主
の助けを受けて自由になる時です。抜け
出る方法はあります。しかし，逃れるには
主の助けが必要です。完全に立ち直れる
かどうかは，完全に悔い改めるかどうか
にかかっています。すぐにビショップのと
ころへ行ってください。霊感された導き
を求めてください。ビショップは悔い改め
の計画を正しく実行するのを助けてくれ
ます。悔い改めによって自尊心を取り戻
すことができ，生活の中に御霊が戻って
来るでしょう。主イエス・キリストの贖

あがな

いに
よる癒

いや

しの力は，あらゆる苦難に及びま
す。ポルノグラフィー中毒にも及ぶのです。
誠心誠意，救い主に心を向け，ビショップ
の勧告に従うなら，必要な癒しを得ること
でしょう。救い主は誘惑に耐える強さと，
中毒を克服する力を得られるよう助けてく
ださいます。モロナイもこう教えています。
「……キリストのもとにきて，あらゆる善
い賜

たま

物
もの

を得るように，また悪い賜物や清く
ないものに触れないように……。
まことに，キリストのもとに来て，キリス

トによって完全になりなさい。神の御
み

心
こころ

に添わないものをすべて拒みなさい。も
しあなたがたが神の御心に添わないもの
をすべて拒み，勢力と思いと力を尽くして
神を愛するならば，神の恵みはあなたが
たに十分であり，あなたがたは神の恵み
により，キリストによって完全になることが
できる。」（モロナイ10：30，32）
「絶えず徳で思いを飾る」（教義と聖約
121：45）ために，心と思いを清く保とうと
するわたしたちの誠実な努力を，神が祝
福してくださいますように。救い主の贖い
の愛と，贖いが持つ清めの力について証
します。イエス・キリストの御

み

名
な

により，
アーメン。

ジェームズ・E・ファウスト管長から
妻とわたしにペルー・リマへの
赴任が告げられたとき，まさか

到着してほんの数日後の2007年8月15日
に壊滅的な地震を経験するとは夢にも思
いませんでした。この地震のすさまじい
力によって5万2,000棟以上の住宅が倒壊
しました。さらに悲しいことに，500人以
上の死者が出ました。そのうちの9人は教
会員でした。イカステーク，ピスコステー
ク，カニェテ地方部，チンチャ地方部の会
員たちは震災で大打撃を受けました。
教会は直ちに，教会員であるかないかを
問わず，人々に救援物資を送りました。教
会は，地震があった翌朝には被災地の会
員が食糧と衣類を受け取れるようにし，昼
前にはペルーの民間救援組織に人道支援
物資を寄付していました。住居を失った多
くの会員は教会の集会所に非難しました。
まったく予期していなかった大災害であっ

たにもかかわらず，被災者を支援するうえで，
神権組織は非常によく機能しました。
ステーク会長や地方部会長はビショッ
プとともに，地震が起きるとすぐに会員を
助けに出て行きました。これらの神権指
導者が出かけたときの悲惨な状況を説明
しましょう。夜中でした。停電になってい
て，至る所が破壊されており，余震は続い
ていました。これらのすばらしい神権指
導者たちは自分の家族の安全を確保する
と暗

くら

闇
やみ

の中を歩き，倒壊した家屋に囲ま
れてすすり泣く人々のもとへ行きました。
教会の指導者たちはその夜だけでなく，
その後何日も，頻発する強い余震や津波
警報が流れる中，出かけて行きました。
彼らは自分たちの命を顧みることなく瓦

が

礫
れき

や混乱の中を捜索し，すべての会員の
ところへたどり着こうとしたのです。一人
のビショップはこう語っています。「危険に
ついては考えませんでした。ひたすら教
会の兄弟姉妹や指導者を探して駆け回り
ました。」彼は全員を見つけることができ
ました。夜を徹して，捜索活動に当たっ
たのです。
これらの指導者に，自分の命を危険に
さらしてまで出て行って人々を助けるよう
駆り立てたものは何だったのでしょうか。
救い主とその教会を信じる彼らの強い信
仰が動機となっていたことは明らかです。
神権指導者としての自分の召しを理解し
ていたからでもあります。危機に直面し
たときではなく，地震が起きる前から生活
に刻まれていた福音の原則のおかげです。
それは墨によって書かれたものではなく，
御
み

霊
たま

の火によって「人の心の板」に刻み込

今がその時です
七十人
ウォルター・F・ゴンサレス長老

逆境のときに自分を支えてくれる福音の原則を心に刻むために，わたしたちは今何をして
いるでしょうか。
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まれたものです（2コリント3：3参照）。
地震が起きる可能性はいつもありまし
た。しかし，いつどのように起きるかはだ
れにも分かりませんでした。実際に地震
が起きたとき，それは壊滅的なものでした。
しかし神権者の指導の下で，皆その試練
に立ち向かいました。多くの場合，会員に
できないことがあれば，不足の部分を主
が補ってくださいました。白い衣服の男
性が救助活動を助けるのを見たと言う会
員もいます。別の会員は安全な場所へ誘
導する声を聞きました。教会で長年奉仕
してきたことは，組織を整えて互いに助け
合うための予備練習となりました。
人生についても同じことが言えます。
人はいつどのように人生の地震に直撃さ
れるか分かりません。この場合の地震と
は，ペルーであったような大地の揺れでは

なく，失業や深刻な病気をはじめ，誘惑，
罪，試練を伴う問題のことです。そのよう
な問題に襲われたときのために備える時
は，今です。備えをすべき時は，危機に迫
られたときではなく，今なのです。逆境の
ときに自分を支えてくれる福音の原則を
心に刻むために，わたしたちは今何をし
ているでしょうか。
例えば，エジプトに売られたヨセフが
純潔の律法を破るようにというポテパル
の妻からの誘惑を退けて「どうしてわたし
はこの大きな悪をおこなって，神に罪を
犯すことができましょう」と答えられたのは
（創世39：9），ヨセフが心にどのような種を
植えていたからでしょうか。神から命令
を受けたときに「わたしは行

い

って，……行
おこな

います。……道が備えられて〔いる〕ことを
承知しているからです」と答えられたのは

（1ニーファイ3：7），ニーファイが前もってど
のような種を植えていたからでしょうか。
これらの偉大な指導者は，御霊が福音
の原則を自分の心に刻めるようにしまし
た。福音の原則を心に刻むことは一夜に
してできることではありません。義の原則
に心をよく開くことは，霊的な地震に備え
るうえで大きな違いを生みます。深く考え
たり，悪い影響力を遮断したりすることで，
さらに大きく心を開くことができます。
預言者の教えや聖文を読むだけでな
く，それらを祈りの精神で熟考する時間も
取ると，永遠の原則が人の心に根付きま
す。例えば，ニーファイは座って深く考える
時間を取りました。そうすることにより，彼
は教義に含まれる貴重な真理を知りまし
た（1ニーファイ11：1参照）。主が命じてお
られる次のことをする時間を取りましょう。
「これらのことをあなたがたの心の中に大
切に蓄えておきなさい。永遠の厳粛さを
心にとどめなさい。」（教義と聖約43：34）
人からいっそう多くの時間を奪っていく世
の中にあって，家庭で深く考える時間を取
ることは，神聖な教義と原則を理解するう
えで不可欠です。救い主もこうおっしゃい
ました。「……自分の家に帰り，わたしが述
べたことを深く考えなさい。……理解でき
るように，また明日のために心が備えられ
るように〔し〕なさい。」（3ニーファイ17：3）
これに加えて，悪の影響力に関する主
の勧告に耳を傾けるなら，人はさらに多
くの教義と原則を受け続けるでしょう。不
適切な行動や考え方をするように圧力を
かけてくる人もいるでしょう。しかし，その
ような行動や考え方をしていると，いつか
地震に揺さぶられたとき，自分の準備が
不十分であったことを思い知らされること
になります。このことに関して，今後の人
生の浮き沈みに今からよく備えていくうえ
で役立つ鍵

かぎ

を，救い主は与えてくださいま
した。主はこう言われたのです。「だから，
もしあなたの片手が罪を犯させるなら，
それを切り捨てなさい。すなわち，あな
たの兄弟があなたに罪を犯させ，その罪
を告白することも捨てることもしないなら
ば，彼を切り捨てなければならない。」
（ジョセフ・スミス訳マルコ9：40）



幸いなことに，片手を切り捨てることの
意味を，救い主自らが教えてくださいまし
た。「切り捨てる」とは肉体への自傷行為
のことではなく，明日の地震に備えるのに
妨げとなる影響力を今日

きょ う

生活から取り除
くことです。わたしにとって悪い影響を及
ぼす友人がいるとしたら，わたしへの主
の勧めは明白です。「あなたとあなたの
兄弟が地獄に……投げ入れられるよりは，
兄弟抜きで命に入る方がよい。」（ジョセ
フ・スミス訳マルコ9：41）主は，危険な影
響を及ぼすようになった兄弟たちのところ
から出て行くようにニーファイに警告され
たとき，この同じ原則を当てはめられたの
です（2ニーファイ5：5参照）。
切り捨てることは，友人だけでなく，不
適切なテレビ番組，インターネットのサイト，
映画，印刷物，ゲーム，音楽など，悪い影
響力を持つあらゆるものに当てはまりま
す。この原則を心に刻み込むことにより，
悪の影響力に屈するようにという誘惑に
対抗することができます。
より多くの教義に親しむことにより，わ

たしたち神権者は福音の価値観と原則を
心に深く根付かせることができます。また，
予告なしに訪れる試練に立ち向かうため
に，よりよく備えることができます。神権者
としてわたしたちは，預言者エレミヤにな
された約束を実感するでしょう。「見よ，
わたしはきょう，この全国……の前に，あ
なたを堅き城，鉄の柱，青銅の城壁とする。」
（エレミヤ1：18）
そのとき，わたしたちはイカステークの
リンダ・クルサード姉妹のように感謝を示
すことができるでしょう。風雨にさらされ
て夜を過ごした彼女はこのようにつづっ
ています。「次の日の夜明け，天の御父は
早くから昇る暖かい太陽で御自身の愛を
示し，その日の夜には満天の星でわたし
を慰めてくださいました。」
わたしたちが雄 し々く立ち，救い主の
教えを真剣に熟慮することを決意すべき
時は，今です。主が生きておられ，わたし
たちが最善を尽くした後，足りない分を
補ってくださることを，わたしは知ってい
ます。そのことを，イエス・キリストの御

み

名
な

により証
あかし

します。アーメン。

今晩，わたしは世界のどこかに
いる少年に思いをはせていま
す。自分のような者に，神権

者の務めが果たせるだろうかと心配して
いる少年です。わたしも13歳か14歳のこ
ろ，同じように心配しました。
わたしが育ったのは，伝道が大いに必
要とされる地域でした。小さな支部が一
つしかなく，集会は我が家で行われてい
ました。やがてわたしの家族は，ステー
クが幾つもあり，ワードはどこも大きく立派
な礼拝堂のある地域に引っ越しました。
定員会の少年たちは，神権者の務めにつ
いて，わたしよりはるかに知っているよう
に見えました。聖

せい

餐
さん

をパスするのにも，複
雑な方式が定められていました。聖餐の
パスや準備をする順番が回ってきたら，

きっと失敗するだろうと思いました。
恐れと絶望から，独りになるために礼
拝堂の外に出たのを覚えています。心配
だったのです。神権を使って神に仕える
とき，失敗しないで済むように助けと確信
を求めて祈りました。
歳月は流れ，わたしがメルキゼデク神
権を受けてから50年以上たちました。し
かし，この数日間，あのときと同じ助けと
確信を求めて祈ってきました。大管長会
で奉仕するという，頂いたばかりのこの召
しを，失敗せずに果たせるように嘆願し
たのです。ほかの人たちの方がはるかに
有能で，備えられているように思えます。
しかし，今回祈っていると，昔あのエール
クレストワードの建物の外で受けたのと同
じ答えを感じることができました。皆さん
も自分の力が及ばないように思える神権
の召しを受けたとき，同じ答えを得ること
ができます。
そのメッセージは，具体的な言葉として
皆さんの思いに，あるいは皆さんの感情
に，あるいはその両方にもたらされるか
もしれません。いずれにせよ，そのメッ
セージには，皆さんが圧倒されるような召
しを果たすうえでなすべきことについて，
確信と導きを与えてくれる事柄が少なくと
も3つ含まれています。
第1に，確信は，危険や困難のときにこ
れまでに何度も天の御父から助けられて
きたという記憶からもたらされます。わたし
はこの数日間，そのことを実感しています。

神は忠実な神権者を
助けてくださる
大管長会第二顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

そのメッセージは，具体的な言葉として皆さんの思いに，あるいは皆さんの感情に，あ
るいはその両方にもたらされるかもしれません。〔それは〕……なすべきことについて，
確信と導きを与えてくれ……ます。
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わたしがまだニュージャージーに住んで
いた子供のころ，大勢の人が怒りをあらわ
にして我が家の前に詰めかけたことがあり
ました。母は，独りで対応しました。わたし
には彼らが非常に危険な人たちに見えま
した。母の言葉は聞こえませんでしたが，
数分後，彼らは穏やかに立ち去りました。
このことは，一つの奇跡を見たという記憶
として，今もわたしの心に残っています。
年を重ねてから経験した，もっと記憶に
新しい出来事もあります。そのときわたし
は，怒った人々に対処するという任務を大
管長会から受けていましたが，不思議な
ことに，彼らは突然，心を落ち着かせる御

み

霊
たま

を感じて，和解したのです。
また別のときに，合衆国内の教会間の

競合問題を解決するためにミネアポリス
に集まった諸教会の指導者と聖職者に向
けて話す割り当てを受けました。
到着して初めて，自分が話す割り当てを

受けていることを知りました。話のテーマ
は，「なぜ真の教会がジョセフ・スミスを通
して回復される必要があったか」というも
のでした。わたしは，集会の直前にニー
ル・A・マックスウェル長老の代役を務める
ことになったのでした。
集会の前夜，ミネアポリスに着いてプロ

グラムを見たわたしは，ヒンクレー大管長
に電話しました。この集会は3日間続くこ
と，多くの話者が同じ時間帯に別の会場
で話すこと，聴衆はどれに出席するか選
択できることを伝えました。そして，もし真
実を話せば，2度目の講演にはだれも来
ず，わたしは早々に帰ることになるかもし
れないと言いました。どうすべきだと思う
かと尋ねると，「最善の判断力を働かせて
ください」との答えでした。
わたしは夜を徹して祈りました。夜明
け近くになって，回復について「これが，
ジョセフ・スミスに起きたとわたしたちが

信じていることであり，そして，これが，そ
う信じている理由なのです」と言うのでは
なく，「これが，ジョセフ・スミスに起きたこ
とであり，これが，主がそうされた理由な
のです」と告げるべきだと確信しました。
その夜，どのような結果になるのかについ
ては，何の約束も受けませんでしたが，
「前に進みなさい」という明確な導きだけ
は受けました。
驚いたことに，わたしの演説の後，聖職
者たちがわたしと話すために列を作った
のです。入れ替わり立ち替わりやって来
る人が，皆，基本的に同じことを話しまし
た。それぞれ人生のどこかで教会員に会
い，感銘を受けていました。多くの人がこ
のように言いました。「あなたの教会のス
テーク会長は，わたしの住む地域で災害
が起きたとき，教会員だけでなく，被災地
全体を助けに来てくれました。」わたしに
とって面識がないばかりか，今後も会うあ
てもない人々について，「心からの感謝を
伝えてください」と頼まれたのです。
3日間の集会が終わるころには，ますま
す大勢の人が，回復された福音のメッセー
ジとイエス・キリストのまことの教会につい
て聞くためにわたしの講演に来てくれま
した。それは，彼らが福音のメッセージを
信じたからではなく，この教会の会員の生
活に現れている徳，すなわち回復された
福音の実を目にしていたからでした。
この何日間か祈っていたときに，そのよ

うな記憶が次 と々よみがえり，次のような
確信を抱くことができたのです。「わたし
は常にあなたを見守ってこなかっただろ
うか。わたしがあなたを憩

いこ

いのみぎわに
伴ったときのことを思い出しなさい。あな
たの敵の前で，宴を設けたときのことを思
い出しなさい。わざわいを恐れてはなら
ない。」（詩篇23篇参照）
ですから，新しい執事の皆さんにお伝
えします。主は皆さんが子供のころから
助け導いてくださいました。そのことを思
い出してください。新しい定員会会長の
皆さん，皆さんも思い出してください。子
供に手を焼いている父親の皆さんも，思
い起こしてください。恐れてはなりません。
主の業に就くとき，皆さんにとって不可能な



ことも，神の助けがあれば可能なのです。
皆さんが幼かったときからずっと，皆さんが
主に仕えたとき，主は力と御霊によって，皆
さんに先立って行き，皆さんの右または左
におられました（教義と聖約84：88参照）。
信仰を込めて祈り求めるなら，神が見守っ
てくださるという確信が得られます。わた
しはそのことを知っています。
難しい割り当てに助けを祈り求めるとき
に，皆さんが受ける第2のメッセージは，わ
たしがこの金曜日の早朝に受けたもので
す。自分の力不足を痛感したわたしは，皆
さんもそうするでしょうが，祈っていました。
受けた答えは，とても明確で，直接的で，
祈りについて反省を促すものでした。答
えはこうでした。「自分を忘れなさい。あ
なたが仕える人々のために祈りなさい。」こ
の答えに従えばすばらしいことが起こりま
す。聖霊が訪れられるのです。わたしは
そのことを証

あかし

することができます。
よく備え，時間を忘れて祈ってください。
そうすれば，仕える人々をさらに愛するよ
うになります。彼らやその家族の必要，望
み，心の痛みをさらに感じるようになりま
す。そして皆さんが祈るとき，きっとその
輪は，想像をはるかに超えて広がり，定員
会や家族だけでなく，彼らが愛する世界
中の人々へと波及していくでしょう。自分
を忘れて，自分の仕える人々のために祈
るとき，皆さんのする奉仕は皆さんの心に
影響し，奉仕の質が変わるだけでなく，皆
さんの心さえも変わるでしょう。なぜなら，
皆さんが召しを受け，仕えている御父と
御子は，皆さんの奉仕が及ぶ非常に多く
の人 （々たとえ皆さん自身には，ほんの少
数の人にしか思えなくても）のことをよく御
存じであり，愛しておられるからです。
難しい神権の召しに助けを求めるとき
に，皆さんが待ち望むことのできる第3の，
そして最後のメッセージは，わたしもこの
メッセージを受けたのですが，行って，実
行するということです。神権の力はほかの
人を祝福するために与えられました。で
すから，常に行って，実行しなければなら
ないのです。たいていは，何か困難な事
柄です。ですから皆さんは，神の助けが
得られるという確信と，自分自身を忘れな

さいという戒めと，さらに，行ってだれか
の生活を祝福するような何かを実行しな
さいという聖霊の明確な促しを期待して
よいのです。それは，皆さんが仕えるよう
に割り当てられた個人や家族，あるいは
定員会の会員を，祈りを込めて訪問すると
いうような分かりやすいことかもしれませ
ん。父親にとっては，子供の誤りを正すこ
とかもしれません。
皆さんのすることが，誤りを正すことで
あれ，イエス・キリストの福音を教えること
であれ，何が成功であるかに留意すれば，
よりよく実行できるでしょう。皆さんがだれ
かに仕えるとき，皆さんは，その人に永遠
の命を得させようとしておられる御父と御
子の助けをしているのです。そのために
は，皆さんの仕えている人々の心に，御霊
による証が根付かなければなりません。
その証に導かれることにより，どのような
困難や誘惑に遭っても，戒めを守ることを
選べるようになる必要があるのです。
そのことに留意していれば，皆さんは御
霊に導かれて，神権の力で教え，誤りを
正すことができるでしょう。自らを清く保
ち，御霊によって教えられるようになるこ
とでしょう。いつ，どのように正し，いっそ
う愛を示すべきかが分かるよう，御霊を祈
り求めるようになるでしょう（教義と聖約
121：43－44参照）。何を行うにしても，皆

さんが神権によって行う奉仕を導く原則，
そしてその成果を測る物差しは，人々の
生活と心に真理の証がどれだけ深く根付
いたか，またそれによって贖

あがな

いの効力が
十分に及び，その効力が持続しているか
ということです。
皆さんは自分の奉仕に確信を得ること
ができます。自分を忘れ，自分の仕える
人々のために祈り愛することができます。
そして，すべきことを選択し，仕える人々
の心がどれだけ変わったかで成功を測る
ことができるのです。
とはいえ，皆さんや皆さんの仕える人々
にとって，これは決してたやすいことでは
ありません。贖いの力によって人の心が
変わるためには，奉仕と悔い改めが欠か
せませんが，それらを行うには苦労がつ
きものです。それは，本質的に皆さんの
召しに含まれているものなのです。皆さ
んは救い主の業に携わっていますが，そ
の救い主について考えてみてください。
主の生涯の中でたやすくできた事柄が
あったでしょうか。主は弟子たちに容易
なことをお求めになったでしょうか。それ
なら，一体どうして，主の奉仕の業に携わ
ることや，主の弟子となることがたやすい
ということがあるでしょうか。
その理由は，「打ち砕かれた心」という
言葉に示されています。皆さんは今日

きょ う

そ
のことについてよく教えられました。聖文
は時 ，々人々が心を和らげたことについて
述べていますが，この「打ち砕かれた心」
という言葉は，たいてい，人が自分自身や
自分の仕える人に求める心の状態を描写
しているのです。このような心があれば，
自分に与えられた奉仕の召しや，自分に
とって必要で心から求めている悔い改め
が，容易でないことを受け入れやすくなり
ます。そして，証を人々の心に根付かせな
ければならない理由が，もっと理解できる
ようになります。キリストが自分の罪を
贖ってくださったという信仰が，心，すな
わち打ち砕かれた心の中に，根付かなけ
ればならないのです。
さて，わたしたちがこれからすることに
ついて今晩ともに心に決めましょう。どの
ような召しであれ，人は皆，自分の力の及
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ばない事柄に直面します。わたしにも皆
さんにも当てはまることです。それは，
「成功とは，人々に証を根付かせることで
ある」という単純な事実を見ても明らかで
す。わたしたちは人にそれを強制するこ
とはできません。神でさえ，だれにも強
制なさらないのです。
ですから成功するためには，わたした
ちの仕える人々が，御霊の証を心の中に
受け入れるという選択をする必要があり
ます。御霊はいつも用意ができています
が，多くの人は御霊を招く用意ができてい
ません。わたしたちに実行できる務めと
は，御霊をわたしたち自身の生活に招く
ことです。そうすることにより，わたしたち
の仕える人々が，わたしたちの生活の中
にある御霊の実を見て，自分の生活の中
にも同じ実が欲しいと思うのです。
そのことを踏まえて，わたしたちに選択
できる，することと，しないことについて提
案しましょう。わたしたちにできるある事
柄は，御霊を招きます。一方，御霊を退か
せる事柄もあります。皆さんは経験から
それを知っています。
成功を願っている神権者であれば，何

に目を向けるかに注意を払わなければな
りません。肉欲を駆り立てる画像に目を
向けると，御霊が退きます。クレートン長
老も警告したように，インターネットやメ
ディアによってさらされる，ポルノグラ
フィーの危険性については繰り返し警告
を受けています。不謹慎な事柄が蔓

まん

延
えん

し
ている時代において，御霊を寄せ付けな

い感情を生じるものには何であれ目を向
けないという意識的な選択，つまり自制心
が毎日求められています。
同じように，何を語るかについても注意
しなければなりません。語る言葉に注意
深くなければ，主の代弁者となることはで
きません。俗悪で，みだらな言葉は御霊
を不快にさせます。不謹慎さと同じように，
俗悪でみだらな言葉遣いも，今や当たり
前のようになってきています。以前は，主
の御

み

名
な

をみだりに唱えたり，俗悪な言葉
や品のない冗談を口にしたりするのは，
特定の場所に集まる特定のグループの人
のみでした。しかし現在では，そのような
言葉はどこにでもあふれ，以前と違って，
多くの人がそれらを社会的に容認するよう
になってきました。
ほかの人の言うことはコントロールでき
ませんが，自分が口にする言葉を変える
と決意することはできますし，そうしなけ
ればなりません。どんな恐ろしい状況で
あっても，主の助けが得られるということ
を，わたしは自分自身の経験から知って
います。昔，2年の間，空軍士官だったこ
とがあります。同じ事務所には，海兵隊大
佐，陸軍大佐，海軍中佐がいました。戦
時か平時かを問わず，彼らの言葉遣いに
わたしは不快な思いをしました。彼らの
用いる言葉は，聖霊を退けるものでした。
当時わたしは地方部宣教師で，夜の空い
た時間を使って福音に興味を持つ人を見
つけ，教えるために，御霊の影響を受け
たいと思っていましたが，それは非常に難

しいことでした。わたしは中尉で，彼らよ
りずっと下の階級です。彼らの言葉遣い
を変えさせる手立てはありませんでした。
そこで，助けを求めて祈りました。神がど
のようにしてそうされたのか分かりません
が，やがて彼らの言葉遣いが変わって
いったのです。少しずつですが，汚い言
葉が減り，次いで下品な言葉が聞かれな
くなったのです。アルコールが入ると以前
のような言葉遣いになりましたが，彼らが
お酒を飲むのは夜だったので，わたしは
その場を辞して伝道に出かければよかっ
たのです。
人生で困難に直面したときは，このよう
に神から助けを受けた経験を思い出し，
信仰の支えとすることができます。この邪
悪な世界にあって悪に目を向けず，悪い
言葉を口にしないと決意している忠実な
神権者を，神は助けてくださるでしょう。
悪から遠ざかるのは決して容易ではあり
ませんが，主の次の約束は，わたしにも
皆さんにも成就します。「絶えず徳であな
たの思いを飾るようにしなさい。そうする
ときに，神の前においてあなたの自信は
増し，神権の教義は天からの露のように
あなたの心に滴るであろう。」（教義と聖
約121：45）
皆さんとわたしに神の神権が与えられ
ていること，そして，神が祈りにこたえてく
ださり，よりよく主に仕えられるよう確信と
助けを与えてくださることを証します。そ
のことを皆さんに約束し，イエス・キリスト
の御名により証します。アーメン。



兄弟の皆さん，この壮大な建物の
端から端まで見渡して言えるこ
とは，ここから見る皆さんの姿

は実に壮観だということに尽きます。世界
中の何千という礼拝堂で，皆さんと同様に
神の神権を持つ人々が，衛星放送を通じ
てこの大会に参加していることは驚くべき
ことです。その国籍は異なり，話す言葉は
様々でも，わたしたちは共通の糸で結ば
れています。わたしたちは信任を受けて
神権を授かり，神の御

み

名
な

によって行動する
ことができます。神の信頼を受け，大きな
期待を寄せられているのです。
神の神権を持ち，それを尊ぶわたした
ちは，歴史上特別なこの時期に生を受け
るために取っておかれた霊です。使徒ペ
テロは，ペテロの第一の手紙の第2章9節
でわたしたちについて次のように語って
います。「しかし，あなたがたは，選ばれ
た世代，王国の神権者，聖なる国民，特

異な民である。それによって，暗やみか
ら驚くべきみ光に招き入れて下さったか
たのみわざを，あなたがたが語り伝える
ためである。」
わたしたちはどうすれば「王国の神権
者」という称号にふさわしくなれるので
しょうか。生ける神の真の息子の特質と
は何でしょうか。今晩，わたしはその特質
の幾つかを考えてみたいと思います。
時は移り，状況は変わるかもしれませ
ん。しかし，神のまことの神権者の特質は
不変です。
まず，わたしたち全員が将来への展望と

いう特質をはぐくむように提案します。あ
る作家はこう言いました。「歴史の扉は小
さなちょうつがいで動く。人生も，また，
同様である。」この格言を自分の人生に
当てはめるなら，わたしたち自身が幾つ
もの小さな決断の結果の集大成であると
言えるでしょう。実際，わたしたちは自ら
の選択の産物なのです。わたしたちは過
去を思い起こし，現在を評価し，未来を
見通す能力を伸ばさなければなりませ
ん。それは主がわたしたちに望んでおら
れることを人生の中で達成するためです。
アロン神権を持つ若い男性の皆さんは，
メルキゼデク神権を受ける日を心に描く
能力があるはずです。そして神の聖なる
メルキゼデク神権を受けるために，執事，
教師，祭司として自らを備える必要があり
ます。皆さんは，メルキゼデク神権を受け
るとき，宣教師として働く召しにこたえら
れるよう備えている責任があります。すな
わち，宣教師の召しを受け，それを全うす
る備えができていなければならないので

す。すべての少年，すべての男性が将来へ
の展望を持つようにと心から祈ります。
神のまことの神権者の特質として強調し
たい2番目の原則は，努力という特質です。
努力をしたいと望んだり，努力をしようと
口にしたりするだけでは不十分です。実
際に努力をしなければなりません。目標
を達成するには，考えるだけでなく，行わ
なければなりません。目標をいつまでも
先延ばしにするなら，それを達成すること
はありません。ある人はこう言いました。
「明日を当てにしてばかりいる人の生涯
は，昨日も今日も空っぽだ。」1

1976年7月，陸上選手のギャリー・ビヨー
クランドは，合衆国オリンピックチームの1万
メートル走の出場資格を得ようと固く決心
していました。モントリオールオリンピック
の出場資格です。しかし，厳しい予選
レースの途中で，彼の片一方の靴が脱げ
てしまいました。わたしたちが同じ経験
をしたら，どのように対応するでしょうか。
恐らく，彼は途中で断念して走るのをや
めることもできたでしょう。不運のせいに
して，人生の最も偉大な競争に参加する
機会を失うこともできたでしょう。しかし，
この一流スポーツ選手の取った行動は違
いました。片方の靴だけで走り続けたの
です。彼は，それまでの人生で走ったこと
がないくらい速く走らなければならない
ことを承知していました。競争が始まった
ときとは違って，ライバルたちが今や有利
な立場に置かれていることも知っていまし
た。シンダートラック（訳注――細かい石炭
殻を敷き詰めた競争用トラック）の上を，
片方の靴が脱げ，片方の靴を履いた状態
で走ったのです。ギャリーは3位でゴール
し，金メダルをかけたレースに出場する
機会を手に入れました。彼自身のタイム
は自己ベストでした。彼は目標を達成す
るために必要な努力を払ったのです。
神権者として，つまずいたり，精根尽き
果てたり，落胆や心痛に悩む日 も々あるで
しょう。そのようなときに，わたしたちが
堪え忍び，目標に向かってさらに大きな努
力を払えるよう望んでいます。
わたしたちは少なくとも生涯に1度，執
事定員会会長や，教師定員会書記，神権

王国の神権者
大管長会第一顧問
トーマス・S・モンソン管長

時は移り，状況は変わるかもしれません。しかし，神のまことの神権者の特質は不変です。
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アドバイザー，レッスン教師，ビショップな
ど，教会で召しを果たす機会にあずかり
ます。もっと多くの召しを挙げることはで
きますが，それは言わなくてもお分かりで
しょう。わたしは，まだ22歳のときにソル
トレーク・シティー第6・第7ワードのビ
ショップとして奉仕する召しを受けました。
1,080人の会員を抱えるワードで，処理す
べきすべての問題に対処し，ワードの会員
一人一人が自分もワードの一員であり，見
守られていると感じられるようにするに
は，たくさんの努力が求められました。き
わめて困難な責任ではありましたが，その
責任に押しつぶされることはありませんで
した。わたしはその務めに着手し，ほか
の人たちと同じように，自分の能力の限り
を尽くして奉仕するために精いっぱいの
努力を払いました。わたしたちは，どのよ
うな召しや割り当てであっても，同様のこ
とを行えます。
昨年，わたしは自分が1950年から1955
年にビショップとして奉仕したその地域
で，今でも残っている住宅が幾つあるの
か確かめてみることにしました。かつての
ワードに含まれていた区画を，一つ一つ

ゆっくりと運転して回りました。捜した結
果，驚いたことに，1,080人の会員が住ん
でいたすべての家屋やアパートの中で，依
然として残っているのはたったの3軒だけ
でした。その3軒のうち1軒は草が生い茂
り，木の枝は刈り込まれていませんでした。
また，だれもそこには住んでいませんでし
た。まだ残っていた2軒の家屋のうち1軒
は，窓に板が打ち付けてあり，空き家で
した。あと1軒には何かこぢんまりとした
事務所が入っていました。
わたしは車を止め，エンジンを切り，し
ばらくそこに座っていました。かつての家
屋やアパート，そこに住んでいた人たちが
心に思い浮かびました。家や建物はなく
なっていましたが，一つ一つの家に住んで
いた家族に関する思い出は，依然として鮮
やかに思い出すことができました。作家の
ジェームズ・バリーが語った次の言葉が頭
をよぎりました。「神が人に記憶を与えられ
たのは，人生の12月に6月のバラを思い出
せるようにするためである。」2 ビショップの
責任を受けて奉仕する機会があったことに
心の底から感謝しました。最善を尽くして
自分の与えられた召しを果たすならば，だ

れもが同じような祝福を受けられるのです。
努力という特質は，すべての神権者に
求められるものです。
わたしが強調したい3番目の原則は，信

仰という特質です。わたしたちは，自分
自身に対して，また，わたしたちが様々な
問題に取り組むときに祝福と導きを与え
てくださる天の御父の力に対して信仰を
持たなければなりません。詩篇の作者は，
ずっと昔に次の美しい真理を書きました。
こうあります。「主に寄り頼むは人にたよ
るよりも良い。主に寄り頼むはもろもろの
君にたよるよりも良い。」3 言い換えれば，
わたしたちを導く主の力を信頼するとい
うことです。御存じのように，人の友情は
変わることがあります。しかし，主が変わ
られることはありません。
シェークスピアは，その劇「ヘンリー8世」
の中で，ウルジー枢機卿を通してこの真理
を教えました。ウルジー枢機卿は，国王
との親しい関係のゆえに大きな威信と誇
りを手にした男でした。しかし，その関係
が終わりを告げるとき，ウルジー枢機卿は
権威をはぎ取られ，名声も威信も失って
しまいます。すべてを得，すべてを失って



しまうのです。悲しみのうちに，枢機卿は
僕
しもべ

のクロムウェルに真相を語ります。こう
言いました。

それにしても，なあ，クロムウェル
おれが陛下に仕えたせめて半分の熱意で
神に仕えていたら，こんな年になって，
素っ裸で敵の中に放り出されることは
なかっただろう。4

今晩，ここに集っている皆さんの心には
きっと信仰という特質があることでしょう。
わたしは自分のリストに美徳という特質

を付け加えます。主は絶えず徳でわたした
ちの思いを飾るようにとおっしゃいました。5

わたしは自分がアロン神権者だったとき
にソルトレーク・シティーのタバナクルで開
かれた神権会を覚えています。教会の大
管長が神権者に話をし，決して忘れること
のできないことを言いました。手短に言え
ば，大管長は，性的な罪，あるいはそのほ
かの罪を犯す人は，まばたきする間にそれ
を行うのではないと言ったのです。わたし
たちの行為には，それに先行する思いが
あることを強調し，罪を犯すのは，その特
定の罪を犯すことについて，頭の中で考え
ているからであると言いました。それから
大管長は，罪を避ける唯一の方法は，頭
の中を清く保つことだと宣言しました。聖
文には，人はその心に思うそのままであ
る，6と書かれています。わたしたちは美徳
という特質を持たなければなりません。
天の御父の王国で宣教師になりたいと
思うなら，神の聖なる御

み

霊
たま

を伴
はん

侶
りょ

とするに
ふさわしくあらねばなりません。主の御霊
は汚れた宮，すなわち聖

きよ

くない宮にはとど
まらないとはっきり言われています。
最後に，祈りという特質を付け加えさせ
てください。天の御父と交わりたいという
望みは，神のまことの神権者の特質です。
家族や個人の祈りを主にささげるとき

は，信仰をもってそれを行い，主を信頼し
ましょう。使徒パウロがヘブル人に与えた
戒めを忘れないようにしましょう。「なぜ
なら，神に来る者は，神のいますことと，
ご自身を求める者に報いて下さることと
を，必ず信じるはずだからである。」7 もし

もわたしたちの中に，常に祈りなさいとい
う勧告に熱心に従ってこなかった人がい
るならば，今こそ従う時です。ウィリアム・
クーパーはこう言明しました。「最も弱い
聖徒がひざまずいて祈るとき，サタンは，
震えおののく。」8 祈りは人間的な弱さを
示すと感じている人は，ひざまずいて祈っ
ているときほど人が固く立つことはないと
いうことを覚えてください。
次の歌を常に記憶にとどめましょう。

祈りは魂
たましい

の
見えぬ望み
述べても述べずも
胸に燃

も

ゆる

生命
いのち

，真理，道の主よ
われらに
教えさとしたまえ
祈りの道 9

祈りという特質をはぐくむならば，わた
したちは天の御父が準備しておられる祝
福にあずかるでしょう。
最後に，将来への展望を持ちましょう。

努力をしましょう。信仰と美徳を行いに表
し，祈りを絶えず生活の一部としましょう。
そうすれば，わたしたちは文字どおり王
国の神権者となるのです。これこそわた
しの祈りです。イエス・キリストの御名によ
り，アーメン。

注
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ここカンファレンスセンターや，遠く海
の向こうの教会，そのほか様 な々
場所にいる，愛する兄弟の皆さ

ん。わたしたちがカンファレンスセンター
で話す言葉を，南アフリカのケープタウン
のように遠く離れた場所にも届けることが
できるとは，何とすばらしいことでしょう。
今夜は，怒りというテーマについて話す
ことにしました。少々珍しいテーマです
が，時宜にかなっていると感じています。
旧約聖書の箴言にはこうあります。「怒
りをおそくする者は勇士にまさり，自分の
心を治める者は城を攻め取る者にまさ
る。」（箴言16：32）
問題が起こるのは，決まって怒っている
ときです。幹線道路に影響を及ぼす運転
中のいらいらは，怒りの表れです。あえて
言わせてもらいますが，刑務所にいる大
半の人は，怒りに任せて行

おこな

ったことのため
に，そこにいるのです。腹立ち紛れに，悪
態をつき，自制心を失い，そして何か恐ろ

しいことを，殺人ですら，犯してしまった
のです。罪を犯すのは一瞬でも，後悔は
何年も続きます。
チャールズ・W・ペンローズという人に
関する話です。彼は教会に改宗し，その
後，イングランドでおよそ11年間伝道しま
した。宣教師を解任されてから，持ち物
の一部を売って，シオンに行く旅費にしま
した。それを見た聖徒の何人かが，彼は
教会のものを盗んでいると言いました。
チャールズはとても腹を立てましたが，
家の2階へ上がり，腰を下ろして，皆さんも
よく知っている，次の詩を書きました（カレ
ン・リン・デビッドソン，Our Latter-day
Hymns: The Stories and the Messages
〔1988年〕，323参照）。

心を抑えよ，兄弟たちよ
知恵の声をもて，これを導け
力は静けき思いに宿り
怒りは理性も眼

め

も暗くする

心を抑えよ，敵をも愛せ
責めたる言葉を多く聞くとも
弁明を聞けよ，隠されてある
醜きもの見え，光はささん
心を抑えよ，兄弟たちよ
知恵をもて，これを導け
（「心を抑えよ」『賛美歌』198番）

その昔，わたしは鉄道会社に勤めてい
ました。ある日，ホームをぶらぶら歩いて
いる操車係を見かけたので，別の線路に
移動してほしい貨車があると言うと，彼は
火がついたように怒りだしました。帽子
をアスファルトの上に投げ捨て，酔っ払っ

た水兵のように，悪態をつきながら，何度
も飛び跳ねて帽子を踏みつけました。わ
たしはそこに立って彼の幼稚な振る舞い
を笑っていました。わたしが笑っている
のに気づくと，彼も自分のばかげた行動
を笑い始めました。そして，貨車移動機
に黙って乗り込むと，空の貨車をつない
で空の線路に移動させました。
わたしは伝道の書にある聖句を思い出
しました。「気をせきたてて怒るな。怒り
は愚かな者の胸に宿るからである。」（伝
道7：9）
怒りから実に多くの悪い行いが生まれ
ます。
朝刊からある記事を切り抜いておきま
した。次のような書き出しです。
「西暦2000年から今までの間に，25回
目の結婚記念日を迎えるはずだったアメ
リカ人の半数以上が，その大切な節目が
来る前に，離婚あるいは別居したり，死別
したりしている。」（サム・ロバーツ，“Most
U.S. Marriages Don’t Get to Silver，”
Deseret Morning News，2007年9月20日
付，A1）
死別については，もちろん当事者にはど
うすることもできませんが，離婚と別居は
どうにかすることができます。
あまりに多くの離婚が，怒りに端を発し
ています。男女がいわゆる恋に落ちて，
お互いをすばらしいと思い，その人以外
に恋をすることなどできないと感じます。
倹約してダイヤの指輪を買い，結婚します。
これ以上の幸せはありません。しばらくの
間はそうです。しかし，やがてささいなこ
とから批判が始まります。小さな欠点が
何倍にも大きく見えて，あら捜しの応酬と
なり，きずなが切れ，別居し，ついには恨
みと憎しみを募らせて離婚するのです。
このパターンが，何千組もの夫婦の間

で繰り返されています。実に痛ましいこと
です。そして，先ほど述べたように，その
大半が，怒りに端を発しているのです。
わたし自身の結婚を振り返ってみます。
わたしの永遠の伴

はん

侶
りょ

は3年半前に他界し
ましたが，わたしたちは67年間連れ添い
ました。妻と口論した記憶は一度もあり
ません。彼女はわたしと一緒に旅をして，

怒りをおそくする
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

主が皆さんを祝福し，霊感を与えてくださり，皆さんが怒ることがありませんように。



すべての大陸で話し，自制心や思いやり，
愛を実践するように熱心に勧めました。
何年か前に手にした冊子にこのような
記事がありました。
「新聞で中傷された男が，エドワード・エ
ベレット・ヘールのもとを訪ね，どうしたら
よいだろうと相談しました。ヘールの答え
はこうでした。『何もする必要はありませ
ん！ 新聞を買った人の半数はその記事自
体を見ていませんし，記事を見た人の半
数は読んでいませんよ。それに，実際に
読んだ人の半数は意味を理解していませ
んし，理解した人の半数はそんな記事を
信じていません。そして，信じた人の半数
はいずれにせよ取るに足りない人たちで
す。』」（Sunny Side of the Street，1989年
11月号。ズィグ・ズィグラー，Staying Up,
Up, Up in a Down, Down World〔2000
年〕，174も参照）
非常に多くの人が，小さなことで大騒ぎ

します。人はあまりにも簡単に気分を害
するのです。人の不快な言葉を気にも留
めないでわが道を行ける人は何と幸せで
しょうか。
恨みをためたままにすると，深刻な問

題になることがあります。それは慢性の痛
みのように，神経が片時も休まりません。
ギ・ド・モーパッサンの作品の中に，この問
題を描いた興味深い物語があります。
主人公のオーシュコルヌが，ある日，市場
にやって来ます。リューマチを患っていた主
人公は道につまずいたときに，目の前に
あったひもに気づきました。そしてそれを
拾い，ポケットに入れます。その様子を，主
人公と仲の悪い馬具師が見ていました。
同じ日に，町長はだれかの財布が盗ま
れたという報告を受けました。人々は
オーシュコルヌが拾ったものがその財布
であると決めつけ，彼を訴えました。オー
シュコルヌは懸命に否定しました。衣服を
調べても，拾ったひもしか出てきませんで
したが，中傷されたオーシュコルヌはいつ
までもその件が頭から離れませんでした。
彼は行く先々でその話をしました。あまり
にしつこい彼は，逆に人々から非難され，
それが原因で病気になってしまいました。
彼の精神はどんどん衰弱し，12月の末

メキシコ，メリダで大会の模様を視聴しに来た親子
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今朝，合唱団が「ミュージック・アン
ド・スポークンワード」の全国放
送の中で，救い主について歌っ

てくれたことを感謝しています。その中の
1曲である，「キリスト，神の御子」がジェー
ムズ・E・ファウスト管長の作詞であるのを
見てうれしく思いました。ニューエル兄弟
の隣に座ったとき，わたしは兄弟の方に
身を傾けて「お子さんは元気ですか」と尋
ねました。ニューエル兄弟はこう答えまし
た。「ファウスト管長がそこに座っておら
れたとき，いつもそう尋ねられました。」そ
れは驚くことではありませんでした。なぜ
なら，ファウスト管長は常に，今日

きょ う

「ミュー
ジック・アンド・スポークンワード」で語られ
たような，キリストの弟子の完全な模範で
あったからです。子供のころからいつもそ

う感じてきました。わたしはファウスト管
長のような人になりたいと思ってきました。
まだその時間はあるかもしれません。
子供がとても小さかったころに，わたし

は毎日の出来事を少しだけ書き留めるよ
うになりました。そのきっかけを話しまし
ょう。ある晩，教会の責任で夜遅くに帰宅
しました。辺りは暗く，玄関に向かって歩
いていると，近所に住む義理の父が突然
現れたので驚きました。義父は作業着姿
で水道管を肩に担ぎ，足早に歩いていま
した。義父が坂の下にある小川から，わ
たしたちの土地まで水をくみ上げる配管工
事をしていることは知っていました。
義父はほほえみ，優しく声をかけると，
作業を続けるため足早に通り過ぎ，闇

やみ

の
中に消えて行きました。義父がわたした
ちのためにしてくれていることについて考
えながら，わたしは家に向かいました。
玄関に着いた途端，次の言葉がわたしの
頭に聞こえました。それは自分の声では
ありませんでした。「わたしはこうした経
験をあなた自身のために与えているので
はない。書き留めなさい。」
わたしは家に入りました。疲れていまし
たが，床には就きませんでした。紙を何
枚か取り出し，ペンを走らせました。書い
ていると，頭の中に聞こえた言葉の意味
が分かってきました。将来いつの日か，神
の御手

み て

がわたしたち家族をどのように祝
福してくださったかを子供たちが読める
ように，わたしは自分が見てきたことを記

記憶にとどめ，
覚えておきなさい
大管長会第二顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

「記憶にとどめ，覚えておきなさい」と，モルモン書の預言者はしばしば懇願しま
した。1 皆さんに切にお願いしたいことは，神の優しさに気づき，覚えておく方法
を見つけることです。

●日曜午前の部会
2007年10月7日

ごろ，寝たきりになってしまいました。
彼は1月の初めに死にました。最後まで
身の潔白を訴えて，次の言葉をうわごとの
ように繰り返しました。『ただのひも切れ
なんです，ひも切れなんです，町長，これを
見てください。』」（“The Piece of String，”
http://www.onlineliterature.com/Maup
assant/270/参照）
ある人が誕生日にインタビューを受けま
した。その人はかなりの高齢に達してい
ました。記者たちは長生きの秘

ひ

訣
けつ

を尋ね
ました。
彼はこう答えました。「結婚したとき，

夫婦げんかになったらどちらかが家の外
へ出て頭を冷やそうと二人で決めました。
わたしが長生きできたのは，結婚生活を
通じて，外のさわやかな空気を何度も
吸ってきたからです。」
時には，怒りが正当化されることもあり

ます。聖典にはイエスが両替人を神殿か
ら追い払ったときにこうおっしゃったと書い
てあります。「『わたしの家は，祈

いのり

の家とと
なえられるべきである』……それだのに，
あなたがたはそれを強盗の巣にしてい
る。」（マタイ21：13）しかし，これは叱

しっ

責
せき

の
言葉であって，制し切れなかった怒りでは
ないのです。
さて，愛する兄弟の皆さん，結びに当
たり，わたしは心からお願いします。怒り
を制し，ほほえみをたたえてください。ほ
ほえみは怒りを和らげます。愛と平和，感
謝と敬意の言葉を語ってください。そうす
れば，皆さんの人生は悔いのないものと
なり，夫婦関係や家族関係が守られるで
しょう。もっと幸福になり，もっと多くの善
を行うことができ，すばらしい平安を味わ
えることでしょう。
主が皆さんを祝福し，霊感を与えてくだ
さり，皆さんが怒ることがありませんよう
に。いかなる形の憎悪も抱かず，友情，感
謝，愛をもって人に手を差し伸べて人生
を歩めますように。イエス・キリストの御

み

名
な

により，へりくだり祈ります。アーメン。



録しなければならなかったのです。義父
は，その作業をする必要はありませんでし
た。だれかに頼むこともできましたし，ま
ったく何もしなくてもよかったのです。し
かし義父は，家族であるわたしたちに奉
仕をしてくれました。主の弟子たちが常に
そうするように奉仕したのです。わたしは
それが真実だと知っていました。そして
子供たちがいつか必要なときに思い出せ
るよう，そのことを書き留めました。
わたしはそれから何年も，毎日少しず
つ書き留めました。どんなに疲れていて
も，翌朝どんなに早起きしなくてはならな
いとしても，一日も休みませんでした。書
く前には，次の質問を考えるようにしまし
た。「今日，神がわたしたち，子供たち，
家族に御手を差し伸べられ，触れられる
のを見ただろうか。」続けていくうちに，何
かが起き始めました。一日の出来事に思
いをはせると，神が家族の中のだれかの
ためにされたことで，日中の雑多の中では
気づけなかったことがよく分かるようにな
ったのです。そうなると，それは何度も起
きたのですが，覚えておこうと努力するこ
とで，神は御自身がなさったことを示して
くださることが分かるようになりました。
言い尽くせないほどの感謝の念が心に
芽生え始めました。証

あかし

が育ったのです。
天の御父が祈りを聞き，こたえてくださる
という確信が今までになく強まりました。
救い主イエス・キリストの贖

あがな

いによって人
の心が和らげられ，清められることに対
して，さらに感謝するようになりました。ま
た，そのとき気づかなかったり，関心を向
けていなかったりしたことも，聖霊はこと
ごとく思い起こさせることがおできになる
ということにも，今まで以上に確信が持て
るようになりました。
月日がたち，息子たちは大人になりまし

た。時折，息子の一人がこう言ってわたし
を驚かせます。「お父さん，あのときの日
記を読んでいたんだけど……。」そして，
昔の出来事を読むことで，神がその当時
してくださったことに気づくことができた
と話してくれるのです。
皆さんに切にお願いしたいことは，神
の優しさに気づき，覚えておく方法を見つ

けることです。それは皆さんの証を築きま
す。皆さんは日記をつけていないかもし
れません。自分の記録を，愛し，仕えてい
る人たちに見せていないかもしれません。
しかし，主がなさったことを覚えることで，
皆さんも皆さんが日記を見せる人たちも
祝福を受けます。時々歌うこの歌を覚え
ているでしょう。「かつて受けし主の恵み
数えてみなば驚かん。」2

覚えておくことは簡単ではありません。
前世の記憶なしで生きているわたしたち
は，天の御父とその愛子

あいし

イエス・キリストと
前世でともにいたときのことを思い起こす
ことができません。また肉の目や理性だ
けでは，神の御手を生活の中に見いだす
ことはできません。このようなものを見る
には，聖霊が必要なのです。そしてこの
邪悪な世にあって，聖霊を伴侶

はんりょ

とするた
めのふさわしさを身に付けることは容易で
はありません。

世の始まりから，神の子供たちの間で
神を忘れるということが常に問題となって
いるのはそのためです。モーセの時代に
ついて考えてみてください。神はマナを
与え，奇跡や目に見える方法で御自身の
民を導き，守られました。しかし預言者は，
これまでも，またこれからも常にそうする
ように，これほどまでに祝福された民に警
告しました。「ただあなたはみずから慎み，
またあなた自身をよく守りなさい。そして
目に見たことを忘れず，生きながらえてい
る間，それらの事をあなたの心から離し
てはならない。またそれらのことを，あな
たの子孫に知らせなければならない。」3

「覚えている」という課題は，豊かに祝
福されている人々にとって，常に最も難し
いものです。神に忠実な人は守られ，栄
えます。それは神に仕え，戒めを守って
いることの結果として生じます。しかし，そ
れらの祝福と同時に，その祝福がどなた
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から与えられたのかを忘れるという誘惑
もやって来ます。与えられている祝福を，
よりどころである愛ある神からではなく，
自分自身の力によって得たものだと感じ
るのは容易なことです。預言者はこの悲
しみについて繰り返し語っています。
「このことからわたしたちは，人の子ら
の心がどれほど不誠実で不安定であるか
を知ることができる。まことに，主を信頼
する者たちを，主が大いなる限りない慈し
みをもって祝福し，栄えさせられるという
ことも，わたしたちは知ることができる。
また，主が御自分の民を栄えさせられ
るまさにそのとき，まことに，民の畑と家
畜の群れを増し，金銀と，あらゆる自然の
貴重な品 と々人工の貴重な品々を与え，
民の命を助け，敵の手から民を救い出し，
また宣戦することのないように敵の心を和
らげ，要するに御自分の民の繁栄と幸い
のためにあらゆることを行われるそのと
きに，彼らは心をかたくなにし，主なる神
を忘れ，聖者を足の下に踏みつけるとい
うことが，わたしたちに分かるのである。
これは，彼らが安楽で，非常に豊かに繁
栄したためである。」

預言者は続けてこう述べています。
「まことに，何と高慢になるのが早いこ
とか。何と誇るのが早く，あらゆる罪悪
を行うのが早いことか。人の子らは何と
主なる神を思い起こすのが遅く，主の勧
告に耳を傾けるのが遅いことか。何と知
恵の道を歩むのが遅いことか。」4

悲しいことに，人が神を忘れるのは，繁
栄だけが理由ではありません。わたした
ちの多くがそうであるように，人生がうま
くいかないときにも主を覚えるのが難しく
なります。貧困に苦しむとき，または敵が
向かって来るとき，あるいは病気が治らな
いときに，わたしたちの魂の敵は，「神は
存在しない，いてもわたしたちのことは気
にかけておられない」という邪悪なメッセ
ージを送ることができるのです。そうなる
と，わたしたちが子供のころから受けて
きた祝福や，困難のただ中にあっても受
けてきた生涯に及ぶ主の祝福を，聖霊が
思い起こさせてくださるのは難しくなって
しまいます。
神とその祝福，そしてわたしたちへのメ
ッセージを忘れるというひどい病には，簡
単な治療法があります。イエス・キリストは，

十字架にかけられ，復活し，弟子たちの
もとを去って御父の栄光に昇って行こうと
しておられたときに，弟子たちにそのこと
を約束されました。弟子たちは，主がとも
におられない中で，どうやって堪え忍ぶこ
とができるのだろうかと心配していました。
これはその約束です。当時，その約束
は弟子たちの間で果たされました。現代
のわたしたちの間でも実現することがで
きます。
「これらのことは，あなたがたと一緒に
いた時，すでに語ったことである。しかし，
助け主，すなわち，父がわたしの名によっ
てつかわされる聖霊は，あなたがたにす
べてのことを教え，またわたしが話してお
いたことを，ことごとく思い起させるであろ
う。」5

証を得て，その証を保てるように物事を
覚えておくには，聖霊を伴侶として受ける
ことが鍵

かぎ

となります。神がわたしたちにし
てくださったことを理解できるようにしてく
ださるのは聖霊です。わたしたちの仕え
る人たちが，神がしてくださったことを理
解できるように助けることがおできになる
のも聖霊なのです。
天の御父は，聖霊を一度だけでなく，
日々の混沌

こんとん

の中で絶えず受けるための簡
単な規範を与えてくださいました。その規
範は，聖餐

せいさん

の祈りの中で繰り返されてい
ます。わたしたちはいつも救い主を覚え
ると約束します。御子の御名

み な

を受けると
約束します。戒めを守ると約束します。そ
して，その約束を守るなら，御子の御霊

み た ま

を
受けるという約束を受けます。6 わたした
ちが分を尽くすことで，これらの約束は一
体となり，すばらしい方法で証を強め，や
がては贖いによってわたしたちの性質を
変えていくのです。
イエス・キリストが天の御父の愛子であ
られることを証されるのは聖霊です。御
父はわたしたちを愛し，わたしたちが御
父とともに，家族として永遠の命を受ける
ことを望んでおられます。たとえその証を
得たばかりであっても，御父に仕えたい，
そして戒めを守りたいという望みを抱くよ
うになります。その望みを抱き続けること
で，奉仕をするうえで力を与えてくれる聖



霊の賜物
たまもの

を受けます。神の御手をさらに
はっきりと見るようになり，実にはっきり見
えるようになるので，やがてわたしたちは
主を覚えるだけでなく，主を愛するように
なり，贖いの力によって，主のようになって
いくのです。
こう尋ねる人もいるでしょう。「でも，神

をまったく知らず，霊的な経験をした記憶
がまったくないと言う人にとって，このよう
な変化はどうやって起きるのでしょうか。」
気づいていないだけで，だれにでも霊的
な経験はあるはずです。この世に生まれ
てくるに際して，すべての人にはキリストの
御霊が与えられています。その御霊の働
きについては，モロナイ書に説明されてい
ます。
「見よ，善悪をわきまえることができる
ように，すべての人にキリストの御霊が与
えられているからである。さて，その判断
の方法をあなたがたに教えよう。善を行
うように誘い，またキリストを信じるように
勧めるものはすべて，キリストの力と賜物
によって送り出されているのである。した
がってあなたがたは，それが神から出て
いることを完全に理解してわきまえること
ができる。
しかし，悪を行うように，キリストを信じ
ないように，キリストを否定するように，神
に仕えないようにと人に説き勧めるものは
何であろうと，それは悪魔から出ているこ
とをあなたがたは完全に理解してわきまえ
ることができる。悪魔はこのように働くか
らである。悪魔はだれにも善を行うように
説き勧めない。また悪魔の使いも，悪魔
に従う者も，そのように説き勧めない。
そこでわたしは，同胞

はらから

であるあなたが
たに，善悪をわきまえることができるよう
に，キリストの光の中で熱心に求めること
を切に勧める。もしあなたがたが善いも
のをことごとく手にして，それを非難しな
ければ，あなたがたは必ずキリストの子と
なる。」7

ですから，たとえ教会の会員として確認
され，聖霊の賜物を受ける権利を得る前
であっても，またバプテスマを受ける前で，
まだ聖霊を通して真理を確信していなく
ても，人は霊的な経験をしているのです。

子供のときから，キリストの御霊はすでに
善いことを行うように勧め，悪に対して警
告しているのです。たとえその経験がど
こから来ているのか気づいていなくても，
だれしもそのような経験を覚えているもの
です。そして宣教師やわたしたちが神の
御言葉
み こ と ば

を伝え，彼らがそれに耳を傾ける
ことにより，その記憶がよみがえってきま
す。福音の真理を教わると，喜びや悲し
みの感覚を思い起こすのです。そのキリ
ストの御霊による記憶は心を和らげ，聖
霊が証することがおできになるようにしま
す。そのことによって戒めを守るように導
かれ，救い主の御名を受けたいと望むよ
うになります。そしてバプテスマの水の中
で主と約束を交わし，神の権能を受けた
僕
しもべ

から確認を受け，「聖霊を受けなさい」
と言われるときに，神を常に覚える力は
増すのです。
この大会で真理に耳を傾けているとき
に感じる温かい気持ちは，聖霊から来る
ものであると証します。聖霊が与えられ
ると約束された救い主は，天の御父の愛
される，栄光をお受けになった御子です。
今晩と明日の晩，皆さんは祈り，深く考

えながら，次の質問を自分に問いかける
かもしれません。「神はわたし個人に向
けてメッセージを送られただろうか。自分
自身や子供たちの生活に神の御手を見た
だろうか。」わたしはそうします。そして，
わたしとわたしの愛する人たちが，神がど
れほど愛してくださり，わたしたちがどれ
ほど神を必要としているかを思い起こす
必要があるときのために，その記憶を残
す方法を探します。大半の人が気づいて
いる以上に主がわたしたちを愛し，祝福
してくださっていることを証します。これ
は真実であり，主を覚えることで喜びを得
られるとわたしは知っています。イエス・
キリストの御名により，アーメン。

注

1．モーサヤ2：41；アルマ37：13；ヒラマ

ン5：9

２．「み恵み数えあげ」『賛美歌』153番

３．申命4：9

４．ヒラマン12：1－2，5

５．ヨハネ14：25－26

６．教義と聖約20：77，79参照

７．モロナイ7：16－17，19
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愛する兄弟姉妹の皆さん，わたし
も皆さんとともにアイリング管長
とご家族への愛と支持を表明

します。木曜の夕方近くに，ヒンクレー大
管長から十二使徒定員会で奉仕するよう
召しを受けました。それ以来万華鏡のよ
うに複雑に変わる気持ちを的確に表現す
ることはできません。眠れぬ夜を過ごし，
多くの祈りをささげてきました。しかし，ヒ
ンクレー大管長が預言者であるという知
識と，教会の会員がわたしと家族のため
に祈ってくれることを思うと，わたしの霊は
鼓舞されました。
自分の無力さを痛感している，と言うだ

けでは今の気持ちを表せません。1996年
4月に中央幹部に召されたときも，とても自
分には務まらないと感じました。ニール・

A・マックスウェル長老から，王国で奉仕
するすべての人にとって最も大切な資質
は，救い主の神性を喜んで証

あかし

できること
であると教わりました。わたしはその言
葉を聞いて平安を感じ，それ以来，その
平安がとどまっています。救い主を愛して
いて，主を証できるような霊的な経験をこ
れまでしてきたからです。たとえ力不足で
はあっても，世界中でイエス・キリストを証
する機会があることをうれしく思います
（教義と聖約107：23参照）。
教義と聖約第68章の5節と6節にはこう
あります。
「見よ，おお，わたしの僕

しもべ

たちよ，これ
はあなたがたへの主の約束である。
元気を出しなさい。恐れてはならない。
主なるわたしはあなたがたとともにおり，
あなたがたの傍らに立つからである。あ
なたがたは，わたし，すなわちイエス・キ
リストについて，わたしが生ける神の子で
あること，わたしがかつており，今おり，や
がて来ることを証しなければならない。」
この安息日の朝に話すに当たり，聖霊
がともにいてくださるよう祈っています。
この召しを受けるに際して，ある感情
が波のように押し寄せています。それは，
わたしたちは恐れではなく，信仰によって
生きなければならないということです。使
徒パウロはテモテへの第二の手紙の中
で，テモテの祖母であるロイスと母ユニケ
の信仰について語っています。こう記して
います。

「というのは，神がわたしたちに下さっ
たのは，臆

おく

する霊ではなく，力と愛と慎み
との霊なのである。」（2テモテ1：7）
わたし自身も，今は幕のかなたにいる
先祖たちに敬意と感謝を表します。彼ら
は求められたものをすべて差し出し，地
上に神の王国を建設したのです。
わたしは生涯にわたって，救い主を愛
する人たちに囲まれてきたことを感謝して
います。心は家族への感謝でいっぱいで
す。妻のメアリーは，わたしの人生の喜び
です。妻の霊的な強さ，義にかなった模
範，ユーモアのセンス，そして愛ある支え
は，生涯を通じてわたしを祝福してくれま
した。3人の息子とその伴侶

はんりょ

はわたした
ちに充足感をもたらし，9人の孫とともに
大きな祝福となっています。子供たちの信
仰と祈り，生き方に表れる善良さは，妻と
わたしを元気づけてくれます。
ユタ州ローガン（ペリー長老がいつも語
るキャッシュバレーですが）で暮らした子
供のころを振り返ると，善良な家庭で育っ
たことがどれほど祝福だったかを思い知
らされます。信仰に満ち，義にかなった
母親と，愛ある父親，並外れた模範であり，
相談相手であり，友であった兄，いつも愛
し，支えてくれた妹。また，才能豊かで献
身的な教会指導者，教師，スポーツコーチ，
友人たちもすばらしい模範でした。
若いころ，イギリス伝道部で働く機会に
あずかりました。人生の転機となる経験
でした。優れた伝道部会長の影響力も，
回復された福音の偉大な奇跡の一つです。
数週間前，わたしは教会本部で誕生日カ
ードを受け取りました。かつてイギリスの
グロスターで福音を学ぶ手助けをした女
性からです。彼女とはずっと音信不通で
した。カードを読んでみると，ご主人共々
とても活発に教会に集っており，6人の子
供と20人の孫がいて，皆，聖約の子供だ，
とのことでした。これまで受け取った中で
最高の誕生日カードかもしれません。
メアリーとわたしは，カリフォルニア州パ
ロアルトにある法科大学院に入るために
ユタ州を出ました。卒業したらユタに戻
る予定でしたが，御霊

みたま

はカリフォルニアに
とどまるようにと指示しました。結局カリ

恐れではなく，
信仰によって生きる
十二使徒定員会会員
クエンティン・L・クック長老

恐れからほかの道を選ぶことなく，信仰をもってキリストに従うという道を選ぶ
とき，わたしたちは自らの選択に見合った結果をもって祝福されるでしょう。



フォルニアで33年間暮らし，子供を育てま
した。妻もわたしも多くの奉仕の機会を
得ました。キリストの福音に献身的に働く
多様な会員たちが大好きでした。人生に
すばらしい影響を与えてくれたカリフォル
ニアの聖徒たちに永遠に感謝し続けるで
しょう。
七十人として奉仕したこの11年半は，実

に実り多いものでした。定員会を去るに
当たり，同僚の兄弟たちに愛と感謝を伝
えます。彼らは地上の神の王国のために
献身と忠誠を尽くし，忠実に卓越した働き
をしています。ともに奉仕できたことは，
わたしにとって喜びでした。
わたしたちが預言者，聖見者，啓示者
として支持する兄弟たちを，わたしは心か
ら愛しています。これまでよく奉仕するこ
とで，彼らの重責をできるかぎり軽くしよ
うと努めてきました。大管長会と十二使
徒定員会の善良さと模範に満ちた生活，
忍耐と教え，親切に感謝します。また，天
の御父と御子イエス・キリスト，そして回復

された主の福音に対する彼らの愛に感謝
します。神がジョセフ・スミスを召してくだ
さったことに感謝します。彼を通して完全
な福音が地上に回復されたのです。
中央幹部としての経験を通して，わたし

の心は，世界中の聖徒の信仰と善良さへ
の感謝でいっぱいになりました。フィリピ
ンでは2年間奉仕しました。1961年4月，
当時十二使徒補助だったヒンクレー大管
長はマニラに最初の宣教師を派遣しまし
た。当時フィリピン人の神権者はフィリピ
ン諸島に一人しかいませんでしたが，今
では60万人に近い会員がいます。生活は
楽ではなく，物質的にはあまり恵まれてい
ませんが，救い主を愛しています。福音
には，彼らの生活を向上させるうえで計り
知れない力があります。彼らとともに働け
たことは大きな祝福でした。
太平洋諸島でも3年間奉仕しました。世
界中の全ポリネシア人のうち実に約4分の
1が教会員であるというのは驚くべきこと
です。彼らの信仰と霊性はよく知られて

います。クック姉妹とトンガ諸島のババウ
にいたときのことです。ステーク大会の一
般部会で預言者に従うことについて話し
ました。大会後の食事会で，気品のある
高齢の祝福師の隣に座りました。彼は預
言者が教えていることを聞けてとても感謝
している，と告げ，次のような話を聞かせ
てくれました。ババウは比較的小さな島
で，通常，十分な雨が降りますが，周期的
に深刻な干ばつに見舞われます。島には
長い入り江があり，険しい丘の下まで海
が迫ってきていました。干ばつで村に水
がなくなると，真水を手に入れて生き長ら
える方法は一つしかありませんでした。
何百年もの間，村人たちは山の切り立っ
た岩場を降りて，海中に数か所ある，水
のわき出る場所から真水をくんで来たの
でした。
トンガの男性たちは小舟で年輩の賢者
とともに出発します。賢者は舟の端に立っ
て，水のわき出る場所を探します。舟に
いる屈強な若者たちは，海中深く潜るた
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めに，ふた付きの容器を持って待機しま
す。舟が水のわき出る場所にたどり着く
と，賢者が両手を天に挙げます。それが
合図です。すると，若者たちはできるかぎ
り深く潜って容器に新鮮なわき水をくん
で来るのです。年老いた祝福師は，この
命を救う伝統をイエス・キリストの福音と
いう命の水に，そして賢者を地上の神の
預言者にたとえました。祝福師はこう言
いました。「その水は清く，新鮮で，干ば
つのときには命綱となりますが，見つける
のは難しく，訓練を積んだ目が必要です。」
この祝福師は預言者の教えを余すところ
なく知りたいと望んでいました。
今は危険な時代です。世界は，泉から

わき出る清らかな水，すなわちイエス・キ
リストの福音をぜひとも必要としています。
預言者に真剣に耳を傾けて選択する必要
があります。わたしが記録したノートによ
れば，ヒンクレー大管長は，主イエス・キリ
ストへの信仰を繰り返し強調しています。
その次に強調しているのが，家族を強め
ること，そして家庭において宗教的な習慣
を実践することです。預言者は「もし一つ
の原則に従うならば，その原則が真実で
あるという証を得，それによって信仰が増
すのです」と，繰り返し教えています。
皆さんの多くが，この難しい時代に子供

を育て，子供の信仰を強めることに不安
を感じていることをわたしは承知していま
す。妻とわたしがサンフランシスコの湾岸
地区で家庭を築き始めたころ，同じような
不安を感じました。そんなとき，わたしの
所属するステークの会員は，当時十二使
徒だったハロルド・B・リー長老から，以下
を行えば子供を義にかなって育てられる
と教わりました。

1．預言者に従う。
2．自分の心と家庭の中に福音の真の精神
を築く。

3．ともに暮らす人たちの中で光となる。
4．神殿で教えられる儀式と原則に集中し
て生活する。（教義と聖約115：5；ハロ
ルド・B・リー，“Your Light to Be a
Standard unto the Nations,”Ensign，
1973年8月号，3－4参照）

この勧告に従うことで，信仰が増し，恐
れが和らぎました。家庭の中で宗教的な
原則を教えるならば，世界のどこにあって
も，子供を義にかなって育てることができ
ると信じています。
伝道活動も，恐れではなく，信仰によって
歩むことのできる事柄です。今年8月1日
に七十人会長会に召されるまでの6年間，
わたしは宣教師管理部で働きました。最
近の3年間は，宣教師管理評議会の議長
であるM・ラッセル・バラード長老の下で，
宣教師管理部の管理ディレクターとして働
きました。
何人かの伝道部会長が，「多くのすばら

しい会員が，隣人や職場の同僚に自分が
会員だということを隠している」と言いまし
た。自分が何者であるか，または何を信

じているかについて，人に知られないよう
にしているのです。もっともっと多くの会員
が回復のメッセージを分かち合う必要が
あります。ローマ人への手紙第10章14節に
はこうあります。
「信じたことのない者〔つまり救い主〕
を，どうして呼び求めることがあろうか。
聞いたことのない者を，どうして信じる
ことがあろうか。宣

の

べ伝える者がいなく
ては，どうして聞くことがあろうか。」
15節にはイザヤ書にもあるすばらしい
メッセージが載っています。
「……ああ，麗しいかな，良きおとずれ
を告げる者の足は……。」（イザヤ52：7も
参照）
この祝福を得たいと望む会員たちは，
実際に行動し，声を上げなければなりま
せん。
伝道活動のガイドである『わたしの福音
を宣べ伝えなさい』が初めて紹介された
のは2004年10月でした。このガイドを導
入するに当たり，ヒンクレー大管長は，宣
教師は教義を学び，御霊によって福音の
原則を教える必要があると言いました。
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』の作成
に当たっては，大管長会と十二使徒定員
会の全員が非常に熱心に取り組みまし
た。バラード長老とわたしは，この偉大な
資料の作成の過程で，天の窓が開かれ，
主の霊感が注がれるのを感じました。会
員たちの手もとに届けられたこのガイドは
150万部を超えています。これはすばらし
い土台であり，宣教師は力強く霊的な教
師です。会員たちもまた，ヒンクレー大管
長の要請にこたえるために，恐れること
なく信仰をもって生活し，友人や周りの
人々に福音を伝える必要があります。
召しを果たす際も，恐れず信仰を持た
ねばなりません。
娘のキャスリンは，ソルトレーク・シティ
ーのワードで初等協会会長をしています。
先週，彼女のワードの聖餐

せいさん

会で行われた
初等協会の発表を妻と見に行きました。
「信仰もって主に従おう」というテーマで
子供たちが聖句や物語を紹介し，キリスト
への信仰に焦点を当てた歌を歌う姿に感
動しました。



集会の後で召しについて娘と話しまし
た。実は責任を受けたばかりのころは問
題が山積みで，毎週とても大変だったそ
うです。そこで会長会で話し合い，愛，信
仰，祈りの3つに重点を置くことにしました。
するとすぐに霊的な導きを受け，ある子供
や家族のことが頭に浮かんだそうです。
摩擦が消え，愛の精神が満ちるようにな
りました。御霊のささやきに従って行動し
た結果，初等協会に敬虔

けいけん

さと平安が生ま
れ，福音の真の学習が始まったと娘は話
していました。
人生の分かれ道で必要なのはイエス・

キリストを信じる信仰です。それは福音の
第一の原則です。キリストを信じる信仰が
なければ，どんなに努力しても，分かれ道
でタイヤが空回りし，貴重な時間を費やす
ばかりで，結局どこにもたどり着くことが
できません。わたしに従い，重荷を預け，
わたしのくびきを負いなさいと言っておら
れるのはキリスト御自身です。「〔主の〕く
びきは負いやすく，〔主の〕荷は軽いから」
です（マタイ11：30）。
イエスのほかに，人に救いを与えること

のできる名は天下に与えられていません
（使徒4：12参照）。わたしたちは主の御名

み な

を受け，主の面影を顔に受けなければな
りません。主の現れられるときわたした
ちが主に似た者となるためです（１ヨハネ
3：2；アルマ5：14参照）。恐れからほかの
道を選ぶことなく，信仰をもってキリストに
従うという道を選ぶとき，わたしたちは自
らの選択に見合った結果をもって祝福さ
れるでしょう（教義と聖約6：34－36参照）。
わたしたち一人一人が日々享受してい
る生命というかけがえのない賜物

たまもの

と，主
が毎日与えてくださる息をすべての人が感
謝することができますように。人生の分か
れ道に立ったとき，確信をもって，イエス・
キリストへの信仰を働かせることができま
すように。恐れではなく信仰によって生き
ることができますようにお祈りします。天
の御父である神と，わたしたちの罪を贖
ってくださった御子イエス・キリストのこと
を証します。イエス・キリストの御名によっ
て，アーメン。

1995年9月23日に大管長会と十二使徒定員会は，「家族──世界
への宣言」と題する文書を教会

と世界の人々に発表しました。その中か
ら引用します。「夫婦は，互いに愛と関心
を示し合うとともに，子供たちに対しても
愛と関心を示すという厳粛な責任を負っ
ています。」1 この勧告が実際にきわめて
重要となっている時代に，わたしたちは
生きています。多くの親は家族のために
過ごす時間がないと言います。テンポの
速い現代の生活様式と過剰な仕事は，最
も大切なこと，すなわち，自分よりも家族
のために時間を費やすことから，親の注
意をそらしています。
だれでも自分の家族を扶養する義務が
あると，主は教えておられます。2 しかし，

扶養するとは，必要な食物やその他の物
を家族に与えるという意味だけではあり
ません。家族を教える時間を取る必要も
あるのです。では，何を教えるべきでしょ
うか。
両親には子供に福音を教える義務があ
ると，天の御父は教えてこられました。3

預言者リーハイは，子供に教えるという義
務をよく理解していました。ニーファイは，
自分は「父が学んだすべてのことの中か
ら」4 教えを受けたと明言しています。
主は「世界への宣言」の中で預言者を
通して次のように語り，家族を扶養する方
法について教えられました。「両親には，
愛と義をもって子供たちを育て，物質的に
も霊的にも必要なものを与え，また互い
に愛し合い仕え合い，神の戒めを守り，ど
こにいても法律を守る市民となるように教
えるという神聖な義務があります。」5

わたしたちは，神が何世紀にもわたっ
て，家族を守り扶養する方法を教えてこら
れたことを知っています。また，敵対する
者が家族を攻撃してきたことも知っていま
すし，実際に目にしています。今こそ，神
のすべての教えを生活に取り入れる時で
あり，家族について神から与えられた務
めを果たす時です。
ジェームズ・Ｅ・ファウスト管長は，家族

を守り，強めるためにわたしたちにでき
る3つの重要な事柄を教えてくれました。
第1は，家族の祈りです。両親は，子供
たちが神の子であり，毎日神に祈らなけれ

今日
き ょ う

できることを
明日に延ばさない
七十人会長会
クラウディオ・R・M・コスタ長老

今こそ，家族について神から与えられた務めを果たす時です。
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ばならないことを教える必要があります。
第2は，家庭の夕べです。ファウスト管
長が教えたように，家庭の夕べはわたし
たちが人生のどの時期を迎えているかに
かかわりなく，わたしたちすべての人のた
めのものです。月曜日の夜は，家族として
集まるのを妨げる可能性のあるほかの活
動を一切行わないようにする必要があり
ます。
第3は，個人と家族の聖文研究です。こ
の基本的な習慣を通して，子供たちが信
仰と証

あかし

を強めるのを助ける必要がありま
す。6

ファウスト管長の賢明な勧告に従うと
き，主イエス・キリストへの家族の信仰と
証を強めるとともに，サタンの攻撃から家
族を守ることができます。
「家族の宣言」は次のようにも教えてい
ます。「神の計画により，父親は愛と義を
もって自分の家族を管理しなければなり
ません。また，生活必需品を提供し，家

族を守るという責任を負っています。また
母親には，子供を養い育てるという主要
な責任があります。これらの神聖な責任
において，父親と母親は対等のパートナ
ーとして互いに助け合うという義務を負っ
ています。」7

家庭においてこそ，家族は福音の原則
を学び，応用することができます。家族を
教え導くには，大きな愛が必要です。愛
に満ちた父親と母親は，神を礼拝するよ
う家庭で子供たちに教えます。礼拝する
という心構えが家族にでき，礼拝の精神
が家庭に満ちると，そのような心構えや精
神が家族一人一人の生活に浸透していき
ます。このようにして，神のみもとへ戻り，
家族として永遠に一緒に暮らす資格を得
るために必要ないかなる犠牲をもいとわ
ない，と思えるほどに備えていくことがで
きるのです。
わたしたちは互いに愛し合わなければ
ならないと，救い主は言われました。8「家

族の宣言」は，そのような愛とはどのような
ものかを理解する助けとなります。また，主
は「人がその友のために自分の命を捨て
ること，これよりも大きな愛はない」9 と言
い，この上ない愛の模範を示してください
ました。後に，主はわたしたちのすべての
罪を贖

あがな

い，最後にわたしたち皆のために
命を捨てられたのです。
わたしたちは愛する者のために命を捨
てることができます。それは，家族のため
に肉体的に死ぬという意味ではなく，家
族のために生きることです。時間を割き，
いつも一緒にいられるようにし，家族に奉
仕をしながら生きるのです。また，思いや
りや愛情，真実の愛を家族に，そして救い
主が教えられたようにすべての人に示し
ながら生きるのです。
明日，わたしたちの身に何が起きるか
は分かりません。だからこそ，今日

きょう

から，
伴侶
はんりょ

や子供たち，周囲の人々に愛を示し
ましょう。抱き締めたり，「愛しているよ」
と言葉をかけたりなど，ささやかな行いを
通してそれができます。
わたしは最近，「今日できることを明日
に延ばさない」という習慣をすぐに身に付
ける必要があることを訴えかける文章を
読みました。今年の7月にブラジル史上最
も悲惨な飛行機事故が起こりました。乗
員乗客，航空会社の社員，事故現場にい
た人など，死者は199人に上りました。こ
れから紹介する文章は，事故で亡くなった
ある客室乗務員の夫が航空会社の伝言版
に掲示したものだそうです。それは，ノー
マ・コーネット・マレックの詩を基にした「明
日が決して来ないなら」と題する次のよう
な文章です。

「もしこれが，きみの寝顔を見る
最後の時になると分かれば，
いつもよりしっかりときみを抱き締め，
きみを守ってくださるように
主に懇願するだろう。
もしこれが，きみが部屋を出て行くのを見る
最後の時になると分かれば，
きみを抱き締め，キスをし，
再び呼び止めて，もう一度抱き締め，
キスをすることだろう。



もしこれが，きみが祈る声を聞く
最後の時になると分かれば，
きみの仕草，表情，ほほえみ，言葉を
すべて録画し，
後で毎日聞くことができるようにするだろう。
もしこれが最後の時になると分かれば，
言わなくても分かるだろうと思い込まずに，
少し時間を取って，
『愛しているよ』と言うだろう。
もしこれが最後の時間，
最後のひとときになると分かるなら，
『きっとまた機会があるだろうから，
今日はやめておこう』と思わずに，
きみのそばにいて，
1日をともに過ごすだろう。
もちろん，人々には
物事を改める日は来るだろう。
物事をやり直す機会もあるだろう。
もちろん，『愛しているよ』と言える日は
また来るだろう。
『何かわたしにできることがありますか』と
互いに言える機会は，
きっとまたあるだろう。
でも，わたしには，そういう日はもう来ない。
きみはもうここにはいない。
今日が最後のお別れの日なのだ。
だから，伝えたい。
どんなにきみを愛しているかを。

決してそのことを忘れないでほしい。
老若
ろうにゃく

を問わず，
明日はだれにも約束されていない。
今日という日が，愛する人の手を握り，
自分の気持ちを伝える
最後の機会になるかもしれないのだ。
もし，明日にしようと思っているなら，
ためらわずに今日しよう。
もし，明日が決して来ないなら，
一生悔やむことになるからである。
少しの時間を割いて，
ほほえみ，語り合い，抱き締め，
キスをすることもなかったと。
忙しすぎて，相手に
最後の望みとなるものすら
与えられなかったと。
今日，愛する友人や家族を
しっかり抱き締め，
どんなに愛しているか，
そばにいてほしいかを耳にささやこう。
時間を取って，こう言おう。
『ごめんさない』
『お願いします』
『赦

ゆる

してください』
『ありがとう』
『どういたしまして』
『大丈夫です』
そうすれば，明日が決して来なくても，

今日，後悔することはない。
過去は戻らないし，未来は
来ないかもしれないのだから。」10

今日，伴侶や子供たち，兄弟姉妹に，
愛の気持ちを伝えましょう。神が生きてお
られることをわたしは知っています。イエ
スはキリストであられ，わたしたちの救い
主，贖い主です。わたしは，ジョセフ・スミ
スが主の預言者であり，ゴードン・B・ヒン
クレー大管長がこの地上における神の生
ける預言者であることを知っています。イ
エス・キリストの御名

み な

により，アーメン。

注

1．『リアホナ』2004年10月号，49

2. 教義と聖約75：28参照

3. 教義と聖約68：25参照

4. 1ニーファイ1：1

5. 『リアホナ』2004年10月号，49

6.「家族が直面しているチャレンジ」『世界

指導者訓練集会』2004年1月10日，

2－3参照

7. 『リアホナ』2004年10月号，49

8. ヨハネ13：34

9. ヨハネ15:13

10. http：//www.heartwhispers.net参

照。許可を得て掲載
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モルモン書には，非常に雄 し々く，
勇敢で，力強い2,000人の模範的
な青年たちについて書かれてい

ます。「まことに彼らは神の戒めを守り，神
の前をまっすぐに歩むように教えられてい
たので，誠実でまじめな者たちであった。」
（アルマ53：21）この忠実な青年たちはそ
の母親をたたえ，「母たち〔は真理〕を知っ
ていた」と語っています（アルマ56：48）。
司令官モロナイやモーサヤ，モルモン，ま
たそのほかの偉大な指導者の母親たちも
皆，真理を知っていたことでしょう。
今日
こんにち

，母親の課せられた責任を果たす
うえで，これほどまでに用心深くあるよう
求められたことはありません。人類史上，
これほどまでに母親が真理を知る必要に
迫られている時代はありません。子供た
ちは，「血肉に対するものではなく，もろも
ろの支配と，権威と，やみの世の主権者，
また天上にいる悪の霊に対する戦い」の

世に生まれて来ます（エペソ6：12）。1 しか
し，母親たちは恐れることはありません。
自分が何者であるか知り，神を知ってい
て，神と聖約を交わしていれば，母親たち
には子供たちを善へと導く力と影響力が
与えられるからです。

真理を知る母親たちは子供を産む

真理を知る母親たちは子供を産みたい
と望みます。世の文化の多くでは，子供に
対する「価値観が薄れて」2 きています。し
かし，福音の文化の中では，今でも子供
をもうけることを大切だと信じています。
この大会で支持された預言者，聖見者，
啓示者たちは，次のように宣言しています。
「すなわち，増えよ，地に満ちよ，という神
の子供たちに対する神の戒めは今なお有
効です。」3 エズラ・タフト・ベンソン大管長
は若い夫婦に対して，子供をもうけるのを
先送りにすべきではないと教え，次のよう
に言っています。「永遠の観点から見て最
も貴い宝は，所有物でも地位でも名声で
もありません。子供たちです。」4

忠実な神の娘たちは子供を望みます。
聖文には，エバ（モーセ4：26参照），サラ
（創世17：16参照），リベカ（創世24：60参
照），そしてマリヤ（１ニーファイ11：13－20
参照）が，子供を授かる前に母親として予
任されていたことが記されています。女
性の中には，この世で子供を産む責任が
与えられない人たちもいます。しかし，子
供が授かるように熱心に祈り求めた旧約
聖書のハンナのように（サムエル上1：11
参照），この世で母親となることに重きを
置く心と，女性たちが身に付けた母親と

しての特質は，復活のときに彼女たちと
ともによみがえるのです（教義と聖約
130：18参照）。現世で子供をもうける祝
福を望み，努力する女性たちには，その
祝福が永遠に約束されています。永遠は
現世よりずっとずっと長い期間です。母親
となることには永続する影響力と力があ
るのです。

真理を知る母親は聖なる儀式と聖約を守る

真理を知る母親は，聖なる儀式と聖約
を守ります。世界で最も困窮している地
域の一つで聖餐

せいさん

会に出席したことがあり
ますが，母親たちは，砂ぼこりの道を何キ
ロも歩き，粗末な交通手段を利用しなけ
ればならないにもかかわらず，細心の注
意を払って日曜の晴れ着に身を包んでい
ました。娘たちのドレスは清潔で，アイロ
ンがかけられ，髪の毛も完璧

かんぺき

にとかされ
ていました。息子たちはと言えば，白い
シャツにネクタイをして，髪型は宣教師の
ようでした。この母親たちは，聖約を新
たにするために聖餐会に出席することを
知っているのです。また，神殿で聖約を
結び，それを尊んでいます。もし子供たち
の目を神殿に向けさせていなければ，望
まれている永遠の目標に向かってはいな
いことを知っているのです。このような母
親には影響力と力があります。

真理を知る母親は養育者である

真理を知る母親は養育者です。これは，
幸福の計画 5 の下で彼女たちに与えられ
た特別な責任であり，役割です。養い育
てるとは，養い，世話をし，成長させると
いう意味です。ですから，真理を知る母
親は，家庭を霊的および物質的に成長で
きる環境に整えます。「養い育てる」に代
わる別の言葉は「家事」です。家事には，
料理，洗濯，食器洗い，家庭を整えること
などが含まれます。家庭は，女性がその
力と影響力を最も発揮できる場所です。
ですから，末日聖徒の女性こそ，世界一
の主婦であるべきです。子供と一緒に家
事をすれば，子供たちに見習ってもらい
たい資質を教え，模範を示す良い機会に
なります。養い育てる母親は博識ですが，

真理を知る母親
中央扶助協会会長
ジュリー・B・ベック

母親となることには永続する影響力と力があるのです。



どんなに高い教育があっても，霊的な成
長を促す環境を作る家事の能力がなけれ
ば何の役にも立ちません。最も成長を促
してくれるのは「秩序の家」です。女性は，
主の宮（教義と聖約109章参照）に倣

なら

って
家庭を築くべきです。養い育てるために
は，まとまりと忍耐と愛と働きが必要です。
養い育てることによって成長を助けること
は，まさに女性に与えられた力と影響力の
ある役割なのです。

真理を知る母親は指導者である

真理を知る母親は指導者です。対等な
パートナーの夫とともに，偉大な永遠の組
織である家族を導くのです。このような母
親は，この組織の将来に備えて計画しま
す。伝道や神殿結婚，また教育のために
準備をします。また，祈り，聖文研究，そし
て家庭の夕べを計画します。真理を知る
母親は，子供たちが将来良い指導者にな
れるように教え，自ら指導者のあるべき姿
を示す第一の模範となります。社会的な
圧力やこの世的な親の在り方に圧倒され
て，その計画を投げ出すようなことはしま
せん。このように賢明な，真理を知る母親
は，自分がかかわる活動を注意深く選び，
自分の影響力をいちばん重要なところで
最大限発揮できるように，限りある力を温
存します。

真理を知る母親は教師である

真理を知る母親は常に教師となります。
ベビーシッターではないので，その仕事に
終わりはありません。家庭でよく教えを受
けたある友人は，教会で習ったことで，家
で教わらなかったものはなかったと話し
てくれました。彼の両親は家族の聖文研
究，祈り，家庭の夕べ，食事の時間やその
ほかの機会を使って教えました。母親た
ちが家庭を宣教師訓練センターの予備校
と見なしたら，将来宣教師たちが発揮す
る力は，どれほどのものかを想像してみて
ください。そうすれば，宣教師訓練センタ
ーで教えられる福音の教義は復習であっ
て，初めて聞くことではなくなるはずです。
それこそ影響力であり，力です。

真理を知る母親は制限する

真理を知る母親は制限します。彼女た
ちは，永遠の観点から見て善い実を結ば
ないものを制限します。家庭においてメ
ディアを制限し，子供たちの気を散らすこ
とや，子供たちを家庭から遠ざける活動
を減らします。真理を知る母親は，少な

い収入で生活することを進んで選び，この
世的な物に対する消費を抑えようとしま
す。それは，子供たちと一緒にもっと食事
をしたり，もっと働いたり，もっと本を読ん
だり，もっと話したり，もっと笑ったり，もっ
と歌ったり，もっと模範を示したりする時
間を持つためです。このような母親は細
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心の注意を払って選び，何もかもしようと
はしません。彼女たちの目標は，イエス・
キリストの福音を全世界に広める，新しい
世代の若者を備えることにあります。また，
次の50年間にわたって主の王国の建設者
となる，将来の父親と母親を備えることを
目標にしているのです。それこそ影響力
であり，力です。

真理を知る母親は，力強く確固として立つ

このような義にかなった息子や娘たち
の世代を備えるのはだれでしょうか。末
日聖徒の女性です。主を知っていて，主
を愛し，主を証

あかし

する女性です。力強く確
固として，困難な時や失意の時にもあきら
めない女性です。わたしたちは霊感を受
けた神の預言者によって導かれており，預
言者は教会の女性たちに「主の計画から
見て適切かつ正しいことのために力強く
確固として立つ」6 よう呼びかけています。
預言者は，「まず自分の家庭」7 で，子供
たちに真理の道を教えるように求めてい
ます。末日聖徒の女性は，家族を支え，
養い，守ることにおいて世界一であるべ
きです。教会の女性がそれを実行し，
「〔真理を〕知ってい〔る〕」母親として世に
知られるようになることを確信しています
（アルマ56：48）。イエス・キリストの御名

み な

により，アーメン。

注

1．ゴードン・B・ヒンクレー，「力強く確固と

して立つ」『世界指導者訓練集会』2004

年1月10日，21参照

2．ジェームズ・E・ファウスト，「家族が直面

しているチャレンジ」『世界指導者訓練集

会』2004年1月10日，2

3．「家族──世界への宣言」『リアホナ』

2004年10月号，49

4．To the Mothers in Zion〔パンフレッ

ト，1987年〕3

5．「家族──世界への宣言」参照

6．ゴードン・B・ヒンクレー『世界指導者訓

練集会』2004年1月10日，20

7．ゴードン・B・ヒンクレー『世界指導者訓

練集会』2004年1月10日，20
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日イ々エス・キリストの福音に従っ
て生活し，最後まで堪え忍ぶ人
は永遠の命を得ます。これは主

の約束です。1 本質的に，福音は簡単で理
解しやすく，最も弱い者の能力に適するも
のです。2 モルモン書の預言者アルマは，
次のような的を射た言葉で表現していま
す。「記録を保存するのはわたしが愚か
だからであると，あなたは思うかもしれな
い。しかし……小さな，簡単なことによっ
て大いなることが成し遂げられるのであ
る。そして，……ごく小さな手段によって，
主は知者を辱め，また多くの人を救われ
る。」3

つい最近，わたしは恵まれて，スタンと
いう名の兄弟の人生が，このような形で福
音の祝福を受ける様子を目

ま

の当たりにし
ました。彼は45年ほど教会から遠ざかっ
ていました。善良な生活を送り，妻と息
子が忠実な教会員として活発に集えるよ

うに協力してきましたが，個人的な事情で，
自らは教会から遠ざかっていました。そ
れでも彼は，毎月ホームティーチャーを喜
んで迎えてくれました。
2006年2月，スタンのホームティーチャー
が替わりました。最初の訪問での雰囲気
は決して悪くありませんでしたが，福音や，
そのほか少しでも霊的なことが話題にな
ると，スタンはつまらなそうな顔をしまし
た。2回目の訪問のとき，スタンは少し打
ち解けましたが，ホームティーチャーの受
けた印象は，最初の訪問のときとほとんど
変わりませんでした。しかし3回目の訪問
のとき，スタンの表情や行動に明らかな変
化が見られました。大変驚いたことに，ホ
ームティーチャーがメッセージを伝える前
に，スタンの方からとても内容のある質問
を幾つかしてきたのです。その後の話し
合いで，彼は過去１か月の間に経験した
ことを話してくれました。妻とともにモル
モン書を1日に1章読むようになっていた
のです。
ブルース・R・マッコンキー長老は，スタ
ンのように霊的な目覚めを再び経験する
ことを次のような力強い言葉で言い表して
います。「ここに一人の人がいます。この
すばらしい書物を手に入れ，読み始め，
読み続け，……ついには読破し，飢えた
魂が命のパンに満たされます。もうこの書
物を捨てたり，その教えを無視したりする
ことはできません。それは，荒れた砂漠
であった魂に命の水が流れ込み，それま
で自分と神を隔てていた不毛で空虚な思
いを癒

いや

しているのと同じです。」4

ホームティーチャーは，モルモン書の持

小さな，簡単なこと
七十人
クリストフェル・ゴールデン・ジュニア長老

日々の祈りに秘められた神聖な力と人に確信をもたらすモルモン書の影響力を
改めて知り，聖餐

せいさん

を取るときに心から主に献身できるよう願っています。



つ驚くべき力について，また，この神聖な
書物を読むときに受ける主の御霊の影響
がまさに事実であることについて改めて
実感しました。また，預言者ジョセフ・スミ
スの次の宣言をいっそう深く理解できる
ようになりました。「……『モルモン書』は
この世で最も正確な書物であり，……人は
その教えを守ることにより，ほかのどの書
物にも増して神に近づくことができる。」5

回復された福音を学び，その価値を再
び見いだすことを熱烈に望んだスタンは
やがて，1日1章を超えるペースでモルモン
書を読むようになりました。また，自分の
気持ちや願いについて深く考え，熱烈な
祈りもささげました。時として，主は自分の
祈りをほんとうに聞いてくださるのだろう
か，と不安に思う人がいますが，そのような
人に救い主はこう諭しておられます。
「あなたがたのうちで，父であるものは，
その子がパンを求めるのに，石を与える
だろうか。あるいは，魚を求めるのに，魚
の代わりにへびを与えるだろうか。……
このように，あなたがたは悪い者であ

っても，自分の子供には，良い贈り物をす
ることを知っているとすれば，天の父はな
おさら，求めて来る者に聖霊を通して良
い贈り物を下さらないことがあろうか。」6

わたしたちの愛する預言者，ゴードン・
B・ヒンクレー大管長も次のように勧めて
います。「あなた一人ではできません。……
主の助けが必要です。すばらしいことに，
あなたには祈る機会が与えられています。
しかもその祈りが聞かれ，こたえられると
いう望みをもって祈ることができるので
す。……主はいつでもあなたを助けようと
待っておられます。」7

2006年8月，スタンは，これまで変わら
ぬ忠誠を示してくれた妻とともに，思い切
ってワードの聖餐

せいさん

会に出席することにしま
した。45年ぶりでした。聖餐式が始まる
と，スタンは祈るような謙虚な気持ちで，
若い祭司の兄弟たちがささげる簡潔な聖
餐の祈りに耳を傾けました。この最も神
聖な儀式の奥深さと意義を何かしら感じ
取り，自分はふさわしくないと思った彼は，
何週間も聖餐のパンと水を取らず，真剣に，
そして痛 し々いほどに何かを考え込んで

いました。
何年も前に，ジョセフ・フィールディング・

スミス大管長は，感情を込めて次のように
証
あかし

しました。「わたし個人の意見では，聖
餐会は教会のあらゆる集会の中で最も神
聖かつ聖

きよ

い集会です。救い主と使徒たち
が集まり，救い主が初めて聖餐を執行さ
れたあの記念すべき夜について思い巡ら
すときに……わたしは驚嘆の念で満たさ

れ，感動を覚えます。あの集まりのことを，
わたしは歴史が始まって以来，最も厳粛
ですばらしい集会だと考えています。」8

スタンはそれからも研究し，祈り，そして
教会に出席し続けました。ホームティーチ
ャーも引き続き必要な助言をし，励ましま
した。そして，ついにその時がやって来ま
した。手を伸ばして尊い聖餐を取る備え
ができたと感じた喜びの日です。神聖な
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聖餐を，ふさわしく，敬虔
けいけん

に，また深く考え
ながら取るときに，わたしたちはキリスト
の贖
あがな

いと聖霊の力によって，「神の性質」に
あずかる者となることができます。9

スタンは再び教会に熱心に集うようにな
りました。召しを受け，数か月後には長
老に聖任されました。そして2007年7月，
主の宮を訪れたスタンは，妻と聖壇を挟
んでひざまずき，神の権能と永遠の律法
によって，この世においても永遠にわたっ
ても結び固められました。10

兄弟姉妹の皆さん，日々の祈りに秘め
られた神聖な力を，そして人に確信をもた
らすモルモン書と聖文の影響力をわたし
たちが改めて知ることができますように。
そして日曜日に聖餐を取るときに，あらゆ
るものを与えてくださった御方である主に
心から献身できるよう願っています。11

わたしたちが不完全ながらも最善の努
力を払うとき，主の限りない慈しみのおか
げで「小さな，簡単なこと」を通して「大い
なることが成し遂げられる」のです。
最後に，これらの神聖な事柄に，わた
し個人の証と確信を付け加えます。イエ
ス・キリストの御名

み な

により，アーメン。

注

1．3ニーファイ27：13－18；教義と聖約

14：7参照

2．マタイ11：28－30；モルモン書ヤコブ

4：14；アルマ37：44；教義と聖約

133：57－58参照

3．アルマ37：6－7

4．A New Witness for the Articles of

Faith（1985年）414

5．History of the Church，第4巻，461

6．ルカ11：11，13。ジョセフ・スミス訳

の脚注13a参照

7．Teachings of Gordon B. Hinckley

（1997年）468

8．Conference Report 1929年10月号，

60－61で引用

9．2ペテロ1：4。3ニーファイ18：1－14

も参照

10．マタイ19：3－6；教義と聖約131：1－

4参照

11．モロナイ6参照
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子供のころの懐かしい思い出に，
母がモルモン書の物語を読ん
で聞かせてくれたことがありま

す。母の独特な語り口は，わたしの幼い
心に聖文の物語をいきいきと浮かび上が
らせました。わたしは，この神聖な記録
が真実であるという証

あかし

が母にあることを
疑いませんでした。母の話の中で特に覚
えているのは，復活された救い主のアメリ
カ大陸への訪れと，バウンティフルの地に
いた民への教えでした。母の誠実で堅実
な模範と証は，わたしの心に救い主とそ
の末日の教会を信じる信仰の火を初めて
ともしました。そしてわたしは，モルモン
書がイエス・キリストについてのもう一つの
証であり，完全な永遠の福音を載せたも
のであることを自分で知るようになりまし

た（教義と聖約27：5参照）。
今日
きょう

，皆さんと一緒に，モルモン書の中
でわたしが最も好きな出来事の一つであ
る，新世界に救い主が御姿

みすがた

を現されたこ
とについて学びたいと思います。そして，
主が群集に教えられた聖霊の聖

きよ

めの力に
ついて話し合いましょう。わたし自身と皆
さんのうえに，御霊

みたま

の導きがあるよう祈っ
ています。

新世界における救い主の務め

新世界における3日間の主の務めにお
いて，主は御自分の教義を教え，弟子た
ちに神権の儀式を執行する権能を授け，
病人を癒

いや

し，民のために祈り，子供たち
に愛を込めて祝福をお授けになりました。
そして，民との交わりの時が終わりに近づ
くと，救い主は福音の基本的な原則を簡
潔にまとめて教えられました。
こう教えられました。「さて，戒めは次
のとおりである。地の果てに至るすべて
の者よ，悔い改めて，わたしのもとに来て，
わたしの名によってバプテスマを受けな
さい。そうすれば，あなたがたは聖霊を
受けて聖められ，終わりの日にわたしの
前に染みのない状態で立てるであろう。」
（3ニーファイ27：20）
この聖句で主が説かれた基本的な原則
は，わたしたちが理解し，生活に応用す
べき重要なものです。最初は，「悔い改め」
すなわち「心と志を神に向け，罪を捨て
去ること」です（ Bible Dictionary,

手が清く，
心のいさぎよい者
十二使徒定員会
デビッド・A・ベドナー長老

わたしたちの霊的な目的は，罪と，罪を犯したいという望みの両方，すなわち，
汚れと，罪の支配の両方を克服することなのです。



“Repentance,”760）。贖
あがな

い主を信じる信
仰という霊的な賜物

たまもの

を，適切な方法で求
めて受ける人は，聖なるメシヤの功徳と
憐
あわ

れみと恵みに心を向け，それに頼るよ
うになります（2ニーファイ2：8参照）。悔い
改めとは，救い主を信じる信仰が結ぶか
ぐわしい実であり，神に心を向けて，罪を
捨て去ることを伴います。
復活された主は，続いて，キリストのみ
もとに来ることの大切さについて説明さ
れました。神殿に集まった群衆は，文字
どおり「一人ずつ」（3ニーファイ11：15）救
い主のみもとに進み出て，主の両手両足
にある釘跡

くぎあと

に触れ，わきに手を差し入れ
るよう招かれます。この経験をした人は残
らず，自分たちのもとに来られた御方が，
「主，〔すなわちイエス・キリスト〕であられ
ることを，確かに知って証した」とありま
す（15節）。
救い主はさらに，聖約を通じてみもとに
来るよう民に教え，彼らが「聖約の子孫」
であることを思い起こさせられます（3ニー
ファイ20：26）。また，バプテスマの儀式
（3ニーファイ11：19－39参照）と聖霊を受
けること（3ニーファイ11：35－36，12：6，
18：36－38参照）の永遠の重要性につい
ても強調されます。同じように，わたした
ちも，キリストに心を向け，キリストから学
び，回復された主の福音の聖約と儀式を
通じてキリストのみもとに来るよう勧告さ
れています。それを実践するなら，わたし
たちは最終的に，バウンティフルの地にい
た民と同様に，「神自身の時に，神自身の
方法で，神自身の思いに従って」（教義と
聖約88：68）キリストについて知るようにな
るでしょう（ヨハネ17：3参照）。
悔い改めて，聖約と救いの儀式を通し
てキリストのみもとに来ることは，聖霊を
受けることによって聖められ，終わりの日
に神の御前

みまえ

に染みのない状態で立てるよ
うになるための前提条件であり，備えです。
では次に，聖霊が生活においてわたした
ちを聖める影響力となられることに注目し
ましょう。

わたしたちの霊的な旅路

バプテスマの門は，細くて狭い道へと

通じ，主なるキリストの贖いにより生まれ
ながらの人を捨てて聖徒となるという目的
地へと導きます（モーサヤ3：19参照）。こ
の世の旅路の目的は，単に地上の景観を
眺めるためでも，与えられた時間を身勝
手な趣味に費やすためでもありません。
むしろ，「新しいいのちに生きるため」（ロ
ーマ 6：4 ），心を神に従わせることで聖め
られるため（ヒラマン3：35参照），「キリス
トの思い」を持つため（1コリント2：16）な
のです。
わたしたちは，聖霊の聖めの力を通し
て自らの堕落した性質が変わるような生
活を送るよう命じられ，また教えられてい
ます。マリオン・G・ロムニー管長はこう教
えています。聖霊による火のバプテスマ
は，「〔わたしたち〕を肉の存在から霊の
存在へと変える。それは人を清め，癒し，
汚れのないものとする。……主イエス・キ
リストを信じる信仰，悔い改め，水による
バプテスマは，すべて準備段階および前
提条件であって，その集大成が〔火による
バプテスマ〕なのである。〔この火による
バプテスマ〕を受けるということは，イエ

ス・キリストの贖いの血によって自らの衣
が洗い清められるということなのであ
る。」（Learning for the Eternities, ジョー
ジ・J・ロムニー編，〔1977年〕133；3ニーフ
ァイ27：19－20も参照）
つまり，わたしたちが再び生まれ，いつ

も主の御霊を受けられるよう努力するな
ら，聖霊がまるで火をもってするように，
わたしたちの霊を清め，汚れのないもの
としてくださるのです（2ニーファイ 31：
13－14，17 参照）。最終的に，わたした
ちは神の御前に染みのない状態で立つこ
とになります。
イエス・キリストの福音は，生活の中の
罪や悪影響を避けたり，克服したり，清め
たりすることだけにとどまらず，善を行い，
善良な者となり，より善い人となりたいとい
う思いを必然的に伴います。罪を悔い改
め，赦

ゆる

しを求めることは霊的に必要なこ
とであり，常にそうしなければなりません。
しかし，罪の赦しだけが，福音の唯一の
目的ではないのです。究極の目的でさえ
ありません。聖なる御霊によって心に変
化が生じ，ベニヤミン王の民のように「悪
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を行う性癖をもう二度と持つことなく，絶
えず善を行う望みを持つように」なること
こそ（モーサヤ5：2），わたしたちが聖約
により受け入れた責任です。この大きな
変化は，単に，これまで以上に働いたり，
自己を鍛錬したりした結果としてもたらさ
れるものではありません。それはむしろ，
わたしたちの望みや動機，性質が根本的
に変化することで生じるものなのです。こ
れは主なるキリストの贖いにより可能にな
ります。わたしたちの霊的な目的は，罪
と，罪を犯したいという望みの両方，すな
わち，汚れと，罪の支配の両方を克服す
ることなのです。
預言者たちは，時代を超えて，次の二
つの事柄を行うよう強調してきました。（1）
悪を避け，克服すること。（2）善を行い，
より善い者となること。詩篇の作者が問
いかける，次の鋭い質問について考えて
みましょう。
「主の山に登るべき者はだれか，その聖
所に立つべき者はだれか。
手が清く，心のいさぎよい者，その魂が

むなしい事に望みをかけない者，偽って
誓わない者こそ，その人である。」（詩篇
24：3－4）
兄弟姉妹の皆さん，手が清くありながら，
心は潔くないということもあり得ます。し
かし，主の山に登り，主の聖所に立つた
めには，手が清く，心が潔いことの両方が
求められていることに注目してください。
生まれながらの人を捨て，救い主の贖
いによって生活の中の罪や邪悪な影響を
克服することにより，手は清くなるのでは
ないでしょうか。そして善を行い，より善
い人となるために主の力によって強められ
ることで心の潔い者となるのではないで
しょうか。ふさわしい望みや善い働きは，
すべて欠かすことのできないものですが，
それ自身が清い手と潔い心を生むことは
決してありません。罪を克服できるよう清
め，贖う力と，自分自身の力だけに頼っ
ていては決して到達できない，より善い者
となれるよう聖別し，強める力の両方を
与えるのは，イエス・キリストの贖いなので
す。無限の贖罪とは，一人一人の中にあ
る罪人の部分と聖徒の部分の両方のため

にあります。
モルモン書には，イエス・キリストの使命

と贖いについて，ベニヤミン王のすばらし
い説教が残されています。王の簡潔な教
義を聞いた群衆は地に伏しました。「主
への畏

おそ

れが彼らに生じたからである。そ
して彼らは，自分たちがこの世的な状態
にあり，大地のちりよりも劣っていると思
った。そして彼らは皆，声を合わせて大
声で叫んだ。『おお，憐れんでください。
わたしたちが罪の赦しを受けて心が清め
られるように，キリストの贖いの血の効力
を及ぼしてください。わたしたちは，天地
と万物を創造され，また将来人の子らの
中に降

くだ

って来られる神の御子イエス・キリ
ストを信じています。』」（モーサヤ4：2，強
調付加）
この聖句でも，罪の赦し，つまり手が清

いことと，自らの性質が変わること，つまり
潔い心を持つことの二つの祝福について
語られています。
ベニヤミン王は，その教えのまとめとし
て，霊的成長の基盤となるこの二つの側
面の重要性を改めて強調しています。
「さて，あなたがたに語ってきたこれら
のことのために，すなわち，神の御前を
罪なく歩めるよう，日々罪の赦しを続け
て受けるために，……それぞれ持ち物を
貧しい人に分け与えるようにしてほしい。」
（モーサヤ4：26，強調付加）

わたしたちは，清い手と潔い心の両方
を持てるよう真心から願うべきです。つま
り，日々罪の赦しを受けることと神の御前
に罪なく歩むことの両方です。手が清い
だけでは，主の御前に立つには不十分で
す。主は，その心が潔く，「きずも，しみも
ない小羊のような」御方であって（１ペテ
ロ1：19），わたしたちのためにその尊い
血を惜しむことなく流されたのです。

教えに教え

この話を聞いたり，読んだりしている人
の中には，わたしが今語っている霊的成
長などというものは，一生かけても成し遂
げることはできないと考える人もいるでし
ょう。これらの真理は他人には当てはま
るが，自分には関係ないと考えるかもしれ
ません。
わたしたちはこの世の生涯で完成の域
に達することはありません。しかし，細く
て狭い道に沿ってキリストを信じながら力
強く前進し，永遠の行く末に向かって着
実に進んで行くことはできますし，そうす
べきです。人の霊的成長過程において主
が取られる方法は，「ここにも少し，そこ
にも少しと，教えに教え，訓戒に訓戒を
加えて」いくことです（2ニーファイ28：30）。
小さくとも着実に前進を続けていくことに
より，主はわたしたちが霊的に成長でき
るようにしてくださいます。神の御前に罪
なく歩むための備えは，死すべき生涯の
第一の目的の一つであり，生涯にわたっ
て追求すべきことです。それは決して，霊
的な活動にひととき集中したからといって
できることではないのです。
わたしたちが着実に進歩を続けられる
よう，救い主が強め，支えてくださることを
証します。モルモン書には，神の御前に
清く染みのない者が古代の教会に「大勢
おり，非常に多くの数に上った」と記され
ていますが（アルマ13：12），これはわたし
にとって励みであり，慰めでもあります。
この古代の教会の会員たちも，皆さんや
わたしと同じように，普通の人だったこと
でしょう。この人たちは罪を見て忌み嫌う
のを禁じることができなかったために，
「清められて，主なる神の安息に入」りまし

大会の部会に参加する南アフリカの会員たち。



た（12節）。そして，この霊的成長に関する
同じ原則，同じ過程が，いつでも同じよう
に，わたしたち一人一人に当てはまるの
です。

モロナイの最後の勧告

生まれながらの人を捨てて聖徒となり，
悪事を避け，克服して，善を行い，善良な
者となり，清い手と潔い心を持つようにと
いう教えは，モルモン書の中で絶えず繰
り返されているテーマです。事実，モロナ
イは，その書の最後に記した勧告の中で，
このテーマを要約しています。
「まことに，キリストのもとに来て，キリス
トによって完全になりなさい。神の御心

みこころ

に添わないものをすべて拒みなさい。も
しあなたがたが神の御心に添わないもの
をすべて拒み，勢力と思いと力を尽くして
神を愛するならば，神の恵みはあなたが
たに十分であり，あなたがたは神の恵み
により，キリストによって完全になることが
できる。……
さらにあなたがたは，神の恵みにより
キリストによって完全になり，神の力を否
定しなければ，神の恵みによりキリストに
よって聖められる。それはキリストの血が
流されたことによるものである。キリスト
の血が流されたのは，あなたがたの罪の
赦しのために御父が聖約されたことによ
るものであり，それによってあなたがたは
染みのない清い者となるのである。」（モ
ロナイ10：32－33，強調付加）
皆さんもわたしも真心から悔い改めて，
真にキリストのみもとに行くことができま
すように。救い主の贖いによって，わたし
たちが清い手と潔い心を持つことがで
き，それにより，染みのない聖い者となる
ことができるよう祈ります。イエス・キリス
トが永遠の御父の御子であって，わたし
たちの救い主であられることを証します。
染みのないその御方は，わたしたちを罪
から贖い，善を行いより善い者となるよう
強めてくださいます。以上のことをイエ
ス・キリストの聖なる御名

み な

により証します。
アーメン。

愛する兄弟姉妹の皆さん。わたし
たちはおもしろい慣習の中で
生きています。つまり，ソリスト

は同じ歌を何度も歌い，オーケストラは同
じ曲を何度も演奏します。しかし，話を
する人は，いつも新しい話題について話
すよう期待されているのです。わたしは今
朝この慣習を破り，以前，別の折に話した
ことを，幾分繰り返したいと思います。
この教会は，世界中に広がる一つの大
きな家族に発展してきました。現在，176
の国 と々地域に1,300万人を超える会員が
います。驚くべき，すばらしいことが起き
ています。ダニエルが示現の中で見たと
おりに，主の約束が成就しています。あた
かも人手によらずに山から切り出された
石が全地に満ちるまで転がり進むように，
福音が地の果てまで転がり進むであろう
という約束です（ダニエル2：31－45；教
義と聖約65：2参照）。大きな奇跡がわた

したちの目の前で起きているのです。
184年前の1823年に起きたことについ
てお話ししたいと思います。正確に言う
と，それは9月21日の夜から22日にかけて
の出来事でした。
その晩，少年ジョセフ・スミスは寝る前

に祈り，自分の軽薄さを赦
ゆる

してくださるよ
う主に願いました。すると，不思議なこと
が起きました。彼はこう述べています。
「わたしはこのように神に呼び求めてい
たとき，室内に光が現れたのに気づいた。
その光は次第に明るさを増し，ついにそ
の部屋は真昼の時よりも明るくなった。す
ると，すぐに一人の方がわたしの寝台の
傍らに現れ……
その方はわたしの名を呼び，自分は神

の前から遣わされた使者であること，そ
の名はモロナイであること，神がわたしの
なすべき業を備えておられること，またわ
たしの名が良くも悪くもすべての国民，部
族，国語の民の中で覚えられること，すな
わち，良くも悪くもすべての民の中で語ら
れることをわたしに告げられた。」（ジョセ
フ・スミス─歴史1：30，33）
少年は，自分が耳にしたことにさぞや
驚いたことでしょう。少年を知っている
人々の目には，彼は貧しく無学な農家の
少年としか映っていませんでした。実際，
何の財産もありませんでした。隣人たち
も少年と同様の境遇でした。彼の両親は
生活に苦しむ農民でした。住んでいた地
域はほとんどだれも知らない田舎でした。
一生懸命働いて何とか生計を立てようとし
ているごく普通の人々でした。
それにもかかわらず，神の天使は，ジョ

山から切り出された石
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長

主の約束は成就しています。あたかも人手によらずに山から切り出された石のよ
うに，福音が地の果てまで転がり進むであろうという約束です。
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セフの「名が良くも悪くもすべての国民，部
族，国語の民の中で覚えられる」と言った
のです。どうしてそんなことがあり得るで
しょうか。それは世界中に広まるという意
味なのです。
177年前にさかのぼり，教会が組織され
た当時を振り返ると，今までに起きた事
柄に驚嘆します。教会が組織された1830
年には，会員はたった6人しかいませんで
した。ほとんど無名の村に住む，わずか
ばかりの信者でした。今日

こんにち

，この教会は
北アメリカで4番目か5番目に大きな教会
となりました。どの主要都市でも集会が
開かれています。シオンのステークは合衆
国，カナダ，メキシコの各州，そして中央ア
メリカ，南アメリカ全土に広がっています。
イギリスやヨーロッパでも集会が行わ

れ，毎年，大勢の人が教会に加入していま
す。この業はバルト海諸国へ及び，ブルガ
リア，アルバニア，その他の地域に広がっ
ています。ロシアの広大な地域にも到達
しています。さらにはモンゴルおよびアジ
ア諸国に達し，太平洋諸国，オーストラリ
ア，ニュージーランド，そしてインド，インド
ネシアへと広がっています。アフリカ諸国
の多くでも御業

みわざ

は進展しています。
教会の総大会は衛星放送などの手段に

より，92か国語で放送されています。
しかしながら，この業はまだ始まった
ばかりです。今後も成長と発展を続け，
全地に広がるでしょう。モロナイがジョセ
フにした約束が成就するのなら，そうなる
はずです。
この業は，ほかに類のないすばらしい
ものです。わたしが知っているほかのど
の宗教的教義とも，根本的に異なってい
ます。
イエスが地上におられたとき，このよう
に言われました。「永遠の命とは，唯一の，
まことの神でいますあなたと，また，あな
たがつかわされたイエス・キリストとを知る
ことであります。」（ヨハネ17：3）
ジョセフは14歳のとき，栄光に満ちた最

初の示現の中で，記録上どのような人も経
験したことのない経験をしました。人類
史上初めて，永遠の父なる神と，神の愛
される御子，復活された主が，ともに地上

に御姿
みすがた

を現されたのです。
イエスがヨルダン川でヨハネからバプ
テスマをお受けになったとき，神の声が聞
こえましたが，御姿は見えませんでした。
変貌
へんぼう

の山でも，神の声は聞こえましたが，
御姿を現されたという記録はありません。
ステパノは御父の右に立っておられる主
を見ましたが，御二方は彼に語りかけた
り，教えを説いたりはなさいませんでした。
イエスは復活後，西半球のニーファイ人
に御姿を現されました。全能の神の声が
3度聞こえ，復活されたキリストを紹介さ
れましたが，このときも御父は御姿を現さ
れませんでした。
1820年の示現はまことにすばらしいも
のでした。ジョセフが森の中で祈ると，御
父と御子の御二方が彼の前に御姿を現さ
れました。そして，そのうちの御一方がジ
ョセフに語りかけ，彼の名を呼び，別の御
方を指して，「これはわたしの愛する子で
ある。彼に聞きなさい」と言われたのです
（ジョセフ・スミス─歴史1：17）。
そのようなことが起きたことは，それま
で一度もありませんでした。御父と御子
の御二方が御姿を現されることが，なぜ
それほど重要だったのかと不思議に思う
人もいるでしょう。わたしの考えでは，そ
れは福音の最後の神権時代，すなわちそ
れ以前のすべての神権時代の要素が一つ
に集められる「時満ちる神権時代」の到来
であったからです。これは，地上の全人
類に神がかかわってこられた長い歴史の
最終章となるものでした。
主が設立された教会は，救い主がこの
世を去られてから，次第に背教の道をた
どりました。イザヤの次の言葉が成就し
たのです。「地はその住む民の下に汚さ
れた。これは彼らが律法にそむき，定め
を犯し，とこしえの契約を破ったからだ。」
（イザヤ24：5）
神の真の属性を知ることの重要性に気
づいた人々は，神を定義する方法を見つ
けようと奮闘しました。学識ある聖職者た
ちは互いに論じ合いました。4世紀にコン
スタンティヌス帝がキリスト教に改宗し
たとき，神の真の属性についての理解に
到達できるだろうとの望みを抱いて，こう

した学者を大勢集めました。しかし，到
達できたのは，様々な見解の妥協にすぎ
ませんでした。その結果，紀元325年にニ
カイア（ニケーア）信条が発布されました。
この信条とその後に追加された信条が，
それ以降，大部分のキリスト教が信奉する
神の属性に関する教義の宣言書となりま
した。
わたしはそれらの信条のすべてを何度
も読みましたが，理解できませんでした。
ほかの人も同じだろうと思います。多くの
人が理解できないことを，主もきっと御存
じだったのでしょう。そこで1820年に，た
ぐいまれな示現の中で，少年ジョセフに
御父と御子が御姿を現されたのです。少
年が聞くことのできる言葉を語られ，少年
も御二方に話しました。御二方は見たり，
話したり，聞いたりすることがおできにな
りました。それぞれ別個の御方であり，実
在の御方でした。架空の存在ではなく，
肉体を持った御方でした。その経験から，
神の属性について，わたしたち独自の，
真の理解が生まれたのです。
1842年にジョセフが信仰箇条を書いた
とき，第1条として，次のように定めたのは
もっともなことです。「わたしたちは，永遠
の父なる神と，その御子イエス・キリストと，
聖霊とを信じる。」（信仰箇条1：1）
皆さんがよく御存じのように，ペテロの

預言どおり，長い歳月にわたって，まさし
く「証人〔の〕雲」が続きました（ヘブル12：
1参照）。
まず，モロナイです。彼がもたらした金
版からモルモン書が翻訳されました。こ
れは何と比類なきすばらしいことでしょ
う。金版についてのジョセフの話は驚嘆
すべきものです。信じ難い話であり，疑う
ことは容易です。モルモン書は，彼自身の
力で書かれたのでしょうか。兄弟姉妹，そ
れはわたしたちの手もとにあり，だれもが
見，触れ，読めるようになっています。そ
の由来について説明するあらゆる試み
は，ジョセフが述べたもの以外，失敗に終
わりました。彼はほとんど無学でした。
にもかかわらず，非常に短い時間でそれ
を翻訳しました。出版されたページ数は
英文で500枚を超えるものでした。



パウロはこう宣言しています。「すべて
の事がらは，ふたりか三人の証人の証言
によって確定する。」（2コリント13：1）
何世紀もの間，聖書に並ぶものはほか

にありませんでした。聖書は貴重なすば
らしい書物です。しかし，キリストの神性
を宣言する第二の証が世に出されたので
す。モルモン書はかつて出版された書物
の中で，次のような約束が書かれた唯一
の書物であることを，わたしは知っていま
す。すなわち，祈りの気持ちで読み，それ
について祈りを通して尋ねる人に，それが
真実であるという知識が聖霊の力によっ
て明らかにされるという約束です（モロナ
イ10：4参照）。
ニューヨーク州パルマイラにあった片田

舎の印刷所で最初に出版されて以来，1億
3,300万冊以上ものモルモン書が出版され，
105の言語に翻訳されました。つい先ごろ，
モルモン書は，かつて北米で出版された
最も影響力のある20冊の本の一つに選ば
れました。
最近，初版本が10万5,000ドルで取り引
きされました。でも，その言葉とメッセー
ジを愛する読者にとっては，最も安いペー
パーバック版も同様に貴重です。
長年，批評家たちはモルモン書につい
ての説明を試みてきました。批判したり，
あざ笑ったりしてきました。にもかかわら
ず，モルモン書はそれらをものともせずに
読み継がれ，今日

こんにち

，その影響は歴史上か
つてないほど大きなものとなっています。

これらの一連の出来事に続いて，神権
が回復されました。救い主が地上におら
れた当時，神権を持っていた人々が復活
し，授けたのです。これはジョセフがま
だ23歳であった1829年のことでした。
神権が回復された後，1830年4月6日に
教会が組織されました。ジョセフはまだ
25歳になっていない若者でした。教会の
組織も，従来のキリスト教とは異なるユニ
ークなものです。大部分が普通の信徒に
より運営されています。非常に独特なの
は，ボランティアの奉仕が中心だという点
です。教会が発展し，海外に広まるにつ
れ，無数の忠実で有能な人々がその活動
を指導してきました。
神から任命された預言者がまだ若く，
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この歴史的な大会の最後の部会が
始まるに当たり，新しい大管長会
の顧問としてヘンリー・B・アイリン

グ管長を，十二使徒定員会の会員としてク
エンティン・L・クック長老を，七十人会長会
の一人としてウォルター・F・ゴンサレス長老
を支持する特権にあずかれたことを，皆さ
んとともに感謝いたします。わたしは二人
を愛し，支持するとともに，彼らが「啓示と
預言の霊によって」1 生ける預言者ゴード
ン・B・ヒンクレー大管長を通して神から召
された人々であることを証

あかし

します。
この2日間の出来事は，主の業には啓
示が必要であり，わたしたち自身の生活
にも個人の啓示が必要であることを教え

てくれます。個人の啓示は，わたしたちが
生きていくうえで最も大切な真理を自分で
知ることのできる方法です。つまり，永遠
の父なる神とその御子イエス・キリストが
生きておられること，回復された福音が
真実であること，そして神はわたしたちに
対して目的と方向性を持っておられる，と
いうことです。
個人の啓示について，わたしは古代お
よび現代の預言者の模範から多くを学ん
できました。今日

きょ う

は，そのような個人の模
範について幾つか話します。この話が皆
さんを啓発するものとなり，わたしたち一
人一人が個人の啓示を生活の中で求める
ようになることを願っています。
わたしがまだ若く，地区代表を務めて
いたころ，マリオン・G・ロムニー長老がス
テーク会長会を再組織するのを補佐する
割り当てを受けました。大会が開かれる
会場までの長い道のりを，ロムニー長老と
ともに車で向かっていたとき，長老は穏や
かな会話の中で，自分たちの割り当ての
霊的な側面について触れました。ロム
ニー長老は，主がどのようにして啓示を与
えてくださるのか教えてくれました。「ロ
バート兄弟，主の用向きを受けているとき
には，主から申しつけられたことは，主が
祝福してくださるので，何であろうと果た
せるのです。」ロムニー長老は，さらにこ
う説明しました。「その遠くの町に着くと

個人の啓示――
預言者たちの
教えと模範
十二使徒定員会
ロバート・D・ヘイルズ長老

個人の啓示は，わたしたちが生きていくうえで最も大切な真理を自分で知ることのできる
方法です。

●日曜午後の部会
2007年10月7日

ほとんど世の人に知られていないときに，
神が彼に啓示された驚くべき事柄の数々
に，今わたしは畏敬

いけい

の念を抱いています。
これらの啓示に用いられた表現は，偉大
な知識を持つ人さえ，まねのできないもの
です。
わたしたちと異なる宗教の学者たちは，
この独特の教義を受け入れようとはしま
せんが，世界中の人々の心を動かしてい
る，この業の大きな進展ぶりに首をかし
げています。それはすべて，預言者ジョセ
フのおかげなのです。彼は聖見者，啓示
者であり，主イエス・キリストの使徒です。
ジョセフは，この神権時代に生まれてきて，
全能の神の手に使われる器となるよう，予
任されていました。救い主がパレスチナ
の道を歩いていたときに説かれた事柄を，
地上に回復するためです。
わたしは今日

きょう

，皆さんに，預言者ジョセ
フの召しと彼の業について，また，彼が永
遠の真理に対して，殉教

じゅんきょう

者として自らの
血をもって自分の証

あかし

を確実なものとしたこ
とついて，わたしの証を改めてお伝えし
ます。皆さんのだれもが同じことについて
証できることでしょう。皆さんもわたしも，
最初の示現とその後に起きた出来事が真
実だと受け入れるかどうかという単純な
問いと正面から向き合わねばなりません。
この教会の正当性は，最初の示現の真実
性を土台としているのです。もしそれが真
実であるなら，そしてわたしはそうだと証
しますが，わたしたちが携わっているこの
業は地上で最も重要な業であることにな
ります。
以上，話してきた事柄が真実であると
いう証を述べ，皆さんのうえに天の祝福
がありますようお祈りします。主が約束さ
れたように，天の窓が開かれ，祝福がふり
注がれますように。これは主の約束であ
り，それを成就させる力を主が持っておら
れることを，決して忘れないでください。
わたしの祝福と愛を皆さんに残し，わた
したちの贖

あがな

い主，主イエス・キリストの聖
なる御名

み な

により祈ります。アーメン。



わたしたちはひざまずいて祈り，神権者
たちと面接し，またひざまずいて祈ります。
すると，新しいステーク会長として主がお
選びになった人を聖霊が明らかにしてく
ださいます。」それは人生で最もすばらし
い霊的な経験の一つとなるでしょう，とロ
ムニー長老はわたしに約束してくれまし
た。実際，そのとおりでした。
わたしたちは皆，永遠の命を受けるに
ふさわしいことを証明するために天の御
父から地上に送られました。「永遠の命
とは，唯一の，まことの神でいますあなた
と，また，あなたがつかわされたイエス・
キリストとを知ることであります。」2 御父と
御子を自分で知るにはどうしたらよいで
しょうか。個人の啓示によって，知ること
ができます。個人の啓示こそ，天の御父
がわたしたちを助けてくださる方法であ
り，それによって天の御父と御子を知り，
福音を学んで実践し，義にかなった生活
をして最後まで堪え忍び，永遠の命を受
けるにふさわしい者となり，御父と御子の
みもとに戻ることができるのです。
こんな疑問を持つ人がいるかもしれま
せん。「個人の啓示を受けるためにはど
うしたらよいのだろう。」パウロは，世の
知恵ではなく御

み

霊
たま

に頼るようにと聖徒た
ちに教えています。3 御霊を得る方法は，
祈ることに始まります。ロレンゾ・スノー大
管長は，教会に入る前に福音を数年間学
びました。しかし，初めて証を受けたの
は，バプテスマを受けて2，3週間後に独

りになって祈ったときでした。「神の御霊
がわたしのうえに降

くだ

りました。何という喜
び，何という幸福を感じたことでしょう。
……わたしは神が生きておられ，イエス・
キリストが神の御子であられること，そし
て聖なる神権と完全な福音が回復された
ことに関する完全な知識を得たのです。」4

祈りが個人の啓示を受けるための堅固
な土台を据えることをわたしは学びまし
た。しかし，ほかにも必要なものがありま
す。これも地区代表だったころのことです
が，別の十二使徒，ボイド・K・パッカー長
老から学ぶ機会がありました。パッカー
長老とわたしは，ステーク会長会を再組
織する責任を受けていたため，まずひざ
まずいて一緒に祈りました。神権指導者
たちと面接して祈った後，パッカー長老は
建物の周りを歩きましょうとわたしを誘い
ました。一緒に歩きながら，パッカー長老
は個人の啓示を求めるという重要な原則
を実際に行

おこな

って見せてくれたのです。この
原則は，主がオリバー・カウドリにお教え
になったものです。「見よ，……あなたは
心の中でそれをよく思い計〔ら〕なければ
ならない。」5 わたしたちは課せられた割
り当てについてよく考え，話し合い，御霊
の声に耳を傾けました。そして戻って来
ると，祈ってさらに検討しました。こうして
初めて，わたしたちは啓示を受ける備え
ができたのです。
啓示は主の御

み

心
こころ

にかなったときにやっ
て来ます。これは，望む答えをすべて受

けてはいなくとも，信仰をもって前進しな
ければならないということをしばしば意味
します。中央幹部として，エズラ・タフト・ベ
ンソン長老の指示の下でステーク会長会
を再組織する責任を受けたこともありまし
た。祈り，面接し，検討し，もう一度祈っ
た後で，新しいステーク会長にはだれが
いいか分かりましたか，とベンソン長老に
尋ねられました。まだその啓示を受けて
いません，とわたしは言いました。ベンソ
ン長老はしばらくわたしの方を見た後，自
分もまだ受けていない，と話してくれました。
しかし，わたしたちは御霊に動かされて，
ステーク大会の土曜の夜の集会で話す割
り当てを，3人の立派な神権者に与えまし
た。そして3人目の話者が話し始めた途端，
「この人こそ新しいステーク会長である」
と御霊がわたしにささやきました。ベンソ
ン会長の方を見ると，涙が頬

ほお

を伝ってい
ます。わたしたち双方に啓示が与えられ
たわけです。信仰をもって前進し，天の御
父の御心を求め続けたからこそ，啓示を
受けることができたのです。
教会での奉仕を始めてまだ日が浅かっ
たころ，わたしが住んでいた地区で新し
いステークを組織するためにハロルド・
B・リー長老が来ました。そのときに，次
のような教訓を学びました。リー長老はわ
たしに，新しく支持されたビショップとし
て，ある記者会見に同席するよう誘ってく
れました。記者会見の席では，熱情的な
若い記者が，リー長老を困らせようとして
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こんな質問をしました。「あなたは御自分
のことを預言者だとおっしゃっています
ね。啓示を最後に受けたのはいつですか。
そして，それは何についての啓示でした
か。」リー長老は一息ついてから，記者を
真正面から見詰めて穏やかにこう答えま
した。「昨日の午後3時ごろです。わたし
たちは，新しいステークの会長としてだれ
を召したらよいか祈っていました。そして，
それがだれかが知らされたのです。」する
と，記者の心に変化が生じました。啓示
についてリー長老が力強く証したときに
その部屋に満ちた御霊の力を，わたしは
決して忘れないでしょう。主の御心を行
おうと忠実に求める人は，そのような啓示
を受けることができるのです。
忠実な子供や青少年，親，教師，指導
者として，わたしたちは自分が思っている
よりもっと頻繁に個人の啓示を受けること
ができます。個人の啓示を受けてそれを
認識する経験を重ねるにつれ，証は強く
なります。ビショップとしてワードの会員に
召しを与えるときに啓示を受ける度に，わ
たしの証は強まりました。その証は，中央
幹部や中央役員，地域七十人，ステーク
会長が召されたり，彼らが新しい割り当て
を受けたりする度に強められました。最
も重要なことは，わたしが神の息子，夫，
父親としての役割を果たすときに受ける
個人の啓示によって強められるということ
です。家族のことで導きを求めるときに御
霊が導き，道を示してくれることに心から
感謝しています。
預言者が啓示を受ける方法は聖文の中
で語られていますが，わたしたちが啓示
を受ける方法もこれと同じです。アダムと
エバは，主の御

み

名
な

を呼び求めて個人的な
啓示を受けました。これには救い主に関
する知識も含まれます。6 エノクやアブラ
ハム，モーセは，民の幸福を求めて祈りま
した。そして，高価な真珠に記録されて
いる驚くべき啓示を与えられたのです。7

エリヤへの個人の啓示は静かな細い声で
与えられました。8 ダニエルの場合は夢で
与えられました。9 ペテロは，個人の啓示
によってイエスはキリストであられるという
証を得ました。10 リーハイとニーファイは救

い主と救いの計画に関する啓示を受けま
した。実際，聖書とモルモン書に出てくる
すべての預言者が啓示を受けたと言って
よいでしょう。啓示は預言者とその民に
警告や教えを与え，彼らを力づけ，慰めて
きました。11 神殿で長い間祈った末に，ス
ペンサー・W・キンボール大管長は神権に
関する啓示を受けました。12 そしてヒンク
レー大管長は，もっと多くの教会員が神殿
の祝福にあずかれるよう祈った結果，小
規模神殿を建設することに関する啓示を
受けました。13

預言者は，個人の啓示を受けることに
よって自分が生きるうえでの助けと，教会
の地上における諸事を導く助けを得てい
ます。わたしたちの務めは，自分自身の
ためと主から与えられた責任を果たすた
めに，個人の啓示を祈り求めることです。
これまで何週間にもわたって，ヒンク
レー大管長は，この大会で発表されるこ
とになる召しについて啓示を祈り求めて
きました。1か月ほど前のことです。大管
長会と十二使徒定員会が集う木曜日の神
殿での集会で，ヒンクレー大管長が御霊の
導きを求めて簡素で誠実な祈りをささげ
るのを聞きました。大管長の心からの祈
りへの答えが，今こうしてわたしたち全員
に明らかにされたのです。
預言者たちが生活の中で啓示を受けて
いることが分かったでしょうか。また，啓
示を受ける同様の方式は，わたしたちの
生活の一部となっているでしょうか。
啓示を受けるこの方式が，贖

しょく

罪
ざい

を土台
としていることを，わたしたちは知ってい
ます。14 罪を悔い改めて戒めを守るとき，
わたしたちは贖罪の祝福を受けます。罪
を悔い改めて戒めを守ることはバプテス
マを受けたときに聖約したことであり，わ
たしたちはこの聖約を毎週聖

せい

餐
さん

を取ると
きに更新します。義にかなった生活を続
けていれば，ふさわしい者となり，サムエ
ルのように「しもべは聞きます。お話しく
ださい」と言えるようになります。15 すると，
主はこうお答えになるでしょう。「あなた
がたの目は見ており，耳は聞いているか
ら，幸いである。」16

預言者のように聖文を研究し，断食し，

祈り，信仰を築くことによって，わたしたち
は個人の啓示を受ける備えをします。信
仰が鍵

かぎ

です。最初の示現を受ける前に
ジョセフが準備したことを思い出してくだ
さい。
「あなたがたのうち，知恵に不足してい
る者があれば，その人は，……神に，願い
求めるがよい。……
ただ，疑わないで，信仰をもって願い求
めなさい。」17

揺るぎない信仰があれば，「奇跡が行
われるのは信仰による」ということが自分
で分かるようになります。18

一般に，紅海を分けたり，死者を生き
返らせたり，牢

ろう

の壁を崩したり，天の使者
が現れたりする奇跡は，神の力を物理的
に示すものではありません。ほとんどの
奇跡は本来，神の力が霊的に現れたもの
です。つまり奇跡とは，印象を受けたり，
考えが浮かんだり，確信が持てるように
なったり，問題の糸口が見つかったり，困
難に立ち向かう力が得られたり，失望や
悲しみに耐えられるよう慰めが与えられ
たりすることを通して，主の深い憐

あわ

れみが
穏やかに与えられることなのです。
こうした奇跡は，聖文の中で「信仰の試
し」19 と呼ばれているものをわたしたちが
堪え忍んでいるときに起こります。その試
しが，答えを受けるまでにかかる時間で
あることもあります。デビッド・O・マッケイ
大管長は若いころ，牛の世話をしながら，
証を祈り求めました。しかし，証が得られ
たのは，それから何年もたったスコットラ
ンドでの伝道中のことでした。マッケイ大
管長はこう述べています。「それは，わた
しがまだ若く疑い深かったころ，一人ひ
そかに，丘や牧草地で熱心にささげた祈
りに対する答えでした。この経験を通して，
心からの祈りは『いつか，どこかで』こた
えられるという確信を得ました。」20

「今はその時ではない……辛抱強く待
ちなさい」という答えもあるのです。
主がわたしたち一人一人に与えてくだ
さる御

み

言
こと

葉
ば

は必ず成就することを証しま
す。それは，丘や牧草地，森や自分の部
屋かもしれません。今すぐにかもしれま
せんし来るべき永遠の世でかもしれませ



ん。「求めよ，そうすれば，与えられるであ
ろう。捜せ，そうすれば，見いだすであろ
う。門をたたけ，そうすれば，あけてもら
えるであろう。」21 わたしたちはしるしを
求めてはならないと戒められています
が，「熱心に最善の賜

たま

物
もの

を求め……なさい」
と命じられています。22 この賜物には，聖
霊と個人の啓示も含まれます。その啓示
は「教えに教え，訓戒に訓戒を加えて」与
えられ，主が言われたように「〔主を〕受け入
れる者にさらに多く与え」られるのです。23

皆さん一人一人にお願いします。この大
会を終えて各会場を出て行くとき，神の御
霊をさらに祈り求め，さらに豊かに受ける
ことができるように努めてください。救い
主は，新大陸にいた弟子たちが御霊を受
けられるようにと祈られました。その後，主
は弟子たちの中から去って祈りをささげ，
御霊を与えてくださることを，全人類の模範
として，天の御父に感謝なさいました。24

救い主の模範に倣
なら

って，わたしたちの生活
の中にある御霊のすばらしい祝福を感謝
しつつ，神の御霊を求めて祈りましょう。
イエス・キリストは生きていて，生ける預
言者ゴードン・B・ヒンクレー大管長を通し
て主の教会を導いておられます。このこ
とをわたしは特別に証します。預言者
ゴードン・B・ヒンクレー大管長がこの教会
を啓示によって導いていることを，わたし
は確かに知っています。アルマの言葉を
借りて申し上げます。「見よ，わたしはあ
なたがたに言う。これらのことは，神の聖
なる御霊によってわたしに知らされている
のである。見よ，わたしは……幾日もの
間，断食をして祈ってきた。そして，これ
らのことが真実であるのを，わたしは今，
自分自身で知っている。主なる神が……
これらのことをわたしに明らかにされた
からである。わたしの内にある啓示の霊
によって知らされたのである。」25

わたしたち一人一人が御霊を受け，個
人の啓示という祝福を受けることができ
るよう，そしてこれらのことが真実である
ことを自分自身で知ることができるようイ
エス・キリストの御名によって心から祈りま
す。アーメン。
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Priesthood，”Tambuli，1978年7月

号，31；「神権に関する啓示と教会役員

の支持」『聖徒の道』1979年2月号，23

参照

13．「神殿，改宗者の定着，伝道活動につい

て」『聖徒の道』1998年1月号，57参照

14．使徒9章；モーサヤ27章；アルマ36章参

照

15．サムエル上3：10

16．マタイ13：16

17．ヤコブの手紙1：5－6

18．モロナイ7：37

19．エテル12：6

20．フランシス・M・ギボンズ，David O.

McKay : Apostle to the World,

Prophet of God（1986年），50で引用

21．マタイ7：7；ルカ11：9；3ニーファイ

14：7も参照

22．教義と聖約46：8

23．2ニーファイ28：30

24．3ニーファイ19：19－23参照

25．アルマ5：46
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真理は賢明な決断を可能にする
唯一の堅固な基ですが，何が
真理かということはどのよう

にすれば分かるのでしょうか。情報のあ
ふれかえる世の中で，賢明な判断を下す
ことがますます難しくなってきたと感じ
る人が増えています。わたしたちは「こう
すれば成功する」「これが正しい」「これを
買いなさい」といった声に絶え間なくさらさ
れています。メディアやインターネット，その
ほかの手段が複雑に絡み合い，情報の雨
を降らせているからです。何か問題があ
れば，解決策を載せた様々なメッセージ
が送られてきます。どれも非常に説得力
があり，巧みに出来ていますが，その中
の二つがまったく正反対のものであるこ
とも多いのです。どうしたらよいか分か
らず，正しい判断を下す自信のない人が

いるのも無理はありません。
さらに事を複雑にしているのは，わたし
たちの下す決断が，社会的に受け入れら
れ，だれの目にも公正なものでなければ
ならないと思い込ませようとする人がいる
ことです。この主張がいかに間違ってい
るかは，少し考えてみれば分かるでしょう。
社会構造や政治体制は国によって大きく
違いますし，時代とともに大きく変わりま
す。ですから，こうした方法で物事を決め
るのは明らかに愚かなことです。
真理を見いだす方法は二つあります。
それぞれの方法の基となっている律法に
従うかぎり，どちらも役に立ちます。一つ
目は科学的な方法です。これには，一つ
の理論を検証するためにデータを解析し
たり，実験を通して法則の妥当性を証明
したりする必要がある場合もあります。
科学的な方法は真理を探究するうえで有
益です。しかしこれには二つの限界があ
ります。まず，多くの場合，真理に近づい
てはいくものの，絶対的な真理に到達し
たかどうかを確認するすべがありません。
次に，どんなに努力してこの方法で探求し
たとしても，間違った答えにたどり着く可
能性もあります。
真理を見いだす最良の方法は明快で
す。すべての真理の源である御方のみも
とに行って尋ね，受ける霊感に従って行
動すればよいのです。1 この方法で真理を
見つけるには，次の二つの要素が欠かせ
ません。まず，すべての真理の源である御
方に対する揺るぎない信仰，もう一つは，

その御方と常に霊的な意思の疎通を図れ
るよう進んで神の戒めを守りたいという望
みです。先ほどロバート・D・ヘイルズ長老
は，この個人の啓示とそれを受ける方法
について話してくれました。

科学的なアプローチ 2

真理を発見するための科学的なアプ
ローチから，わたしたち人類は何を学ん
できたでしょうか。一つの例を挙げて説
明しましょう。聖なる天の御父エロヒムか
ら科学を通して解明することを許された
事柄は，広大かつ深遠で驚くほど雄大で
す。どんなに努力しようとも，その片

へん

鱗
りん

す
らわたしはまだ理解できません。地球を
離れて宇宙空間に出ることができたとし
たら，まずわたしたちは，宇宙飛行士のよ
うに地球を見ることができるでしょう。さ
らに地球から離れると，太陽とその周りを
公転する惑星がはっきりと見えるでしょう。
無数の星が輝く壮大な宇宙空間では，太
陽とその周りの惑星も複数の物体から成
る小さな円にしか見えないでしょう。さら
に遠くへ旅を続けると，わたしたちの銀河
系全体が見えるようになります。その中で
は，1千億個以上の星が円軌道上を回って
います。それらの星の軌道は，銀河系中
心部に密集した星の重力によって決めら
れているのです。さらに遠く離れると，お
とめ座銀河団と呼ばれる銀河の集まりを
見やることができるでしょう。地球から
5000万光年の距離にあると推測されるこ
の銀河団に，わたしたちの銀河系が属し
ていると考える人もいます。さらにその先
には，ハッブル宇宙望遠鏡が撮影した銀
河の世界が100億光年先まで広がってい
ます。光が1時間に11億キロ進むことを考
えると，これは気が遠くなるような距離だ
ということが分かります。これほど非日常
的な場所にまでやって来たとしても，父な
る神が造られた世界の果てにたどり着く
ことなどとうていできません。
宇宙の広大さを知ると畏

い

敬
けい

の念を抱か
ずにはいられませんが，天の御父の測り
知れない能力を同じように確認できる領
域がほかにもあります。今度は外ではな
く中へと視点を変え，物質の構造を探っ

真理――
正しい決断の基
十二使徒定員会
リチャード・G・スコット長老

真理に関する知識も，正しい決断ができるように役立てなければ無意味です。



てみましょう。すると，らせん構造のDNA
分子を間近で見ることができます。これ
は自己複製する驚くべき分子構造であり，
人間の肉体の資質はこれによって決まり
ます。さらに小さな世界へと足を進める
と，皆さんも聞いたことのあるプロトン，
ニュートロン，そしてエレクトロンから成る
原子の世界に到達します。
創造における最小単位のなぞにさらに
迫ろうとすると，現代の知識の限界に突き
当たるでしょう。過去70年間にわたって，
物質の構造については多くのことが解明
されてきました。基本素粒子とその相互
作用の標準モデルが作成されるようにな
りました。基礎となったのは，クウォーク
と名付けられた基本素粒子やそのほかレ
プトンと呼ばれる基本素粒子の存在を証
明した実験です。このモデルは，物質の
中で原子が結合したり分離したりする様
子を説明しているのですが，重力の説明
がまだ不十分です。また，現在の研究成
果を得るために使用されたものよりもより
高性能な装置が開発されれば，新たな基
本素粒子が発見されるかもしれないと考
える人もいます。ですから，科学的な方法
でまだ理解できていない天の御父の被造
物は，現在もたくさん残っているのです。
才能ある人々に主が霊感をお与えに
なったために，科学的な手法から広大な
知識がもたらされました。彼らは，どなた
の手によってこれらのものが創造された
のか，またそこにどのような目的があるの

かを知らないかもしれません。多くの科
学者は自分が霊感を受けていることにす
ら気づいておらず，自分たちの発見が神
のおかげなのだと考えることはないのか
もしれません。しかし，わたしは最近ヘン
リー・B・アイリング管長から，才能豊かな
彼の父親が優秀な科学者たちの集まりに
出席したときの経験を聞いてほっとしまし
た。彼は周囲の受賞者にこう尋ねました。
「研究を通して，万物を組織された英知の
存在を感じましたか。」すると皆，異口同
音にそのような英知を備えた御方の存在
を確信していると答えたのです。
わたしたちの理解は限られていますが，
これまでに得た御父の被造物に関する知
識は，この宇宙がほとんど何もない空間
からできていることを示しています。固体
であり，硬くて，触ることができると思う物
体ですら，非常に大きく拡大した宇宙の
視点で眺めたり，または非常に小さな視
点で眺めたりしてみれば，そのほとんどが
何もない空間なのです。わたしたちの父
なる神は，その崇高な目的のためにこれ
らの被造物を治め，お使いになっている
のです。

啓示された真理によるアプローチ
啓示を通して，わたしたちはどのような
真理を学んできたでしょうか。
何世紀も前，父なる神は聖なる御

み

霊
たま

を
通して，何人かの預言者に神が造られた
広大な世界をすべてお見せになりました。

また，それらを造った目的を説明されまし
た。「見よ，人の不死不滅と永遠の命をも
たらすこと，これがわたしの業であり，わ
たしの栄光である。」3 エノクはそのような
預言者の一人です。エノクは天の御父が
泣かれるのを見ました。サタンの力と影
響が大きく，地上の多くの人がそそのかさ
れて悪を行うようになっていたからです。
エノクは言いました。
「『あなたは，永遠から永遠にわたって
聖なる御方であるのに，どうして泣くこと
がおできになるのですか。
人が……この地球のような幾百万の地
球を数えることができたとしても，それは
あなたが創造されたものの数の始めにも
至りません。あなたのとばりは今なお広
がっています。それでも，……あなたは公
正な御方です。とこしえに憐

あわ

れみ深く，思
いやりの深い御方です。
……あなたの御

み

座
ざ

のある所には，ただ
平安と公正と真理だけがあります。憐れ
みはあなたの前を進み，終わりがありま
せん。どうしてあなたは泣くことがおでき
になるのですか。』
主はエノクに言われた。『これらあなた
の兄弟たちを見なさい。彼らはわたし自
身の手で造られたものである。わたしは
……彼らに知識を与えた。また，……人
に選択の自由を与えた。
わたしはあなたの兄弟たちに……互い
に愛し合うように，また父であるわたしを
選ぶようにという戒めも与えた。ところが

部会の合間に親交を深めるデンマークの会員たち。
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見よ，彼らは愛情がなく，自分の血族を憎
んでいる。」4

また，父なる神は，次のような見事な表
現を用いてモーセに語られました。
「無数の世界を，わたしは創造した。ま
た，わたし自身に目的があってこれらを創
造した。子によって，わたしはこれらを創
造した。子とは，わたしの独り子のことで
ある。……
……多くの世界がある。……それらは
人にとって数え切れない。しかし，わたし
にはすべてのものが数えられている。そ
れらはわたしのものであり，わたしはそれ
らを知っているからである。」5

真理に関する知識も，正しい決断がで
きるように役立てなければ無意味です。
少し考えてみましょう。体重を気にしてい
る人がパン屋のそばに来ました。おいし
そうなパンやドーナツが並んでいます。こ
の人の頭の中をのぞいてみましょう。「医
者からはこういうものをこれ以上食べては
いけないと言われている。体に良くない
ぞ。食べたって一時的な食欲を満たすだ
けだ。食べてしまったら今日

きょ う

はこれから
ずっとつらいぞ。もうこれ以上は食べない
と決めているのだから。」しかしその後
で，その人はこう言ってしまいます。「アー
モンドツイストパンとチョコレートドーナツ
を二つずつだけ食べよう。1度ならかまわ
ないさ。これを食べたら，もう二度と誘惑
には負けないぞ。」

信仰と人格
真理を見いだす過程では，途方もない
努力，そして御父と栄光ある御子への非
常に深い信仰が必要になることがありま

す。皆さんの人格を築くために神がこの
ような状況をお作りになるのです。人格
を磨くことにより，重大な決断をするとき
に御霊の導きに従順に従う能力が高まり
ます。皆さんは義にかなった人格を築い
ているのです。磨かれた人格は，皆さん
の持っているもの，学んできたこと，達成
してきたことよりも大切です。このような人
格は，人からの信頼を勝ち取ります。義
にかなった人格は霊的な強さの基盤とな
ります。試練や試しに遭っているときでも，
きわめて重要で難しい決断を正しく下す
ことができます。絶対に決められないと
思えることですら，正しく決定できるよう
になるのです。
サタンの力も，またそのほかのいかなる
力も，皆さんが伸ばしている人格を損
なったり破壊したりすることはできないと
証します。人格に傷が付くのは，皆さん自
身が不従順になるときだけです。
次の重要な原則を理解して生活の中で
実践してください。信仰を働かせることに
より人格が磨かれます。人格に磨きがか
かると，さらに大きな信仰を働かせるため
の能力が高まります。そして自分は正しい
決断を下すことができるという自信が増し
ていくのです。この過程を繰り返しなが
ら，わたしたちは強められていきます。人
格が磨かれるほど，信仰という力を働か
せる能力が増し，それがまた人格を磨く
のです。

わたしたちの御父と御子
分からないことが多すぎて，すべてを
理解することなどとうていできないと感じ
るなら，人知では測り知ることのできない

能力を持つ神がわたしたちの御父であら
れることに感謝しましょう。神は深い愛と
理解，哀れみと忍耐を持つ，わたしたち
の父であられます。御父はわたしたちを
その子供として創造されました。神は愛
する息子，娘としてわたしたちに接してく
ださいます。愛され，誉められ，価値があ
り，大切な存在であると感じさせてくださ
います。そして憐れみの計画 6 を与え，従
順であるという条件の下に，わたしたち
が正しい決断をすることができるようにし
てくださいました。神は，わたしたちがそ
の導きと影響の下で永遠にわたって生き，
成長し，進歩し，正しい道にとどまるため
の方法を，聖なる御子を通して用意してく
ださいました。
わたしは言葉で言い尽くせないほど天
の御父を愛しています。心からへりくだり，
厳粛に証

あかし

します。この比類のない力をお
持ちになる創造主は，哀れみに満ちたわ
たしたちの聖なる御父です。神の御子は
死の縄目を解くために父の御

み

心
こころ

に完全に
従って命を捨てられ，わたしたちの主，贖
い主，救い主となられました。御父と御
子がお持ちになる能力を完全に理解する
ことはできませんが，わたしは御二方が深
い愛を表されるときにお使いになる力の
幾分かは理解しています。へりくだり，御
父と御子が生きてわたしたちを愛してお
られることを厳かに証します。イエス・キ
リストの御

み

名
な

によって，アーメン。

注

1．モルモン書ヤコブ4：8

2．さらに詳しい情報は，McGraw-Hi l l

Concise Encyclopedia of Physics,

（2005年）；フィリップ・モリソン他，

Powers of Ten，（1982年）；http://

www.particleadventure.org および

http://www.atlasoftheuniverse.com

を参照

3．モーセ1：39

4．モーセ7：29－33

5．モーセ1：33，35

6．アルマ42：31



若いころ，わたしはユタ州南部と
アリゾナ州北部で，父や兄弟た
ちと一緒に牛と馬を飼っていま

した。わたしたちは父から，馬を1頭捕ま
えて乗りたかったら，穀物を一握りバケツ
に入れて何秒か振りさえすればいいと教
わりました。すると馬は，さくの中にいよう
が広い牧場にいようが，走って来て穀物
を食べるのです。そして，食べている間
に静かに滑らせるようにして馬の頭に馬
具を装着することができます。こんなにも
簡単にできるのかと，わたしはいつも驚
いたものです。
時々，穀物をわざわざ納屋まで取りに
行きたくないときに，土をバケツに入れて
振ったこともありました。穀物が食べられ
ると馬に思い込ませようとしたのです。し
かしだまされたと分かると，数頭を除くす
べての馬が走り去ってしまい，捕まえるこ

となどほとんど不可能になってしまいま
す。信頼を回復するにはしばしば数日か
かりました。わたしたちは，時間を取って
毎回きちんと穀物を与える方が馬の扱い
ははるかに楽になるということを学びまし
た。また，その方が馬に栄養を与え，体力
をつけてやれるということも分かりました。
牧場で働いていたころから何年もたち
ましたが，今紹介した経験は，わたしが次
のような質問を思い巡らすうえで役に立っ
ています。――教会の教師または指導者
として，わたしたちが仕える人々により多
くの教義的また霊的な養いを提供するた
め，わたしたちは何ができるだろうか。
ジェフリー・R・ホランド長老は次のよう
に教えています。「福音の知識を新たに幾
つか学んだり，友人に会ったりすることは
大切な要素ですが，単にそれだけを目的
に教会に来る会員はほとんど存在しませ
ん。会員が教会に集うのは，霊的な経験
を求め，平安を感じ，信仰を強め，新たに
希望を得たいと望んでいるからです。つ
まり，神の善い言葉で養われ，天の力によ
り強められるよう望んでいるのです。話
の責任や，教え，あるいは指導する責任を
受ける人は最善を尽くし，教会に集う目的
を満たせるようにする義務があります。」1

救い主とその僕
しもべ

たちは，「神の善い言葉
で養われる」ように人を助けることの大切
さを教えただけでなく（モロナイ6：4），教
え，指導するという責任を最もよく果たす
方法についても霊感あふれる指示をお与
えになっています。これに関する勧告は
数多くありますが，その一つは教義と聖約

第50章にあります。初期の教会の幾つか
の支部で起こっていた問題に言及された
救い主は，その解決法について指導者た
ちに指示をお与えになりました。次のき
わめて大切な問いかけから始まります。
「それゆえ，主なるわたしはあなたがたに
こう尋ねる。……『何のためにあなたがた
は聖任されたのか。』」（教義と聖約50：13）
よく知られている主の答えは，次の14節に
記されています。「御

み

霊
たま

，すなわち真理を
教えるために遣わされた慰め主によって，
わたしの福音を宣

の

べ伝えるためである。」
1831年に聖徒たちが直面していた問題
に対する答えは，今のわたしたちが取り
組んでいる課題にも当てはめることがで
きます。つまり，わたしたちもイエス・キリ
ストの福音を聖霊の力によって教えなけ
ればならないのです。
教義と聖約第50章には，わたしたちが
教え，導く人々を養うため，ぜひ行わなく
てはならない事柄が記されています。そ
の一つ目は，「わたしの福音を宣べ伝え
〔なさい〕」という救い主の教えにあります
（教義と聖約50：14，強調付加）。聖文は，
わたしたちが宣べ伝えるべき福音は「俗
世の知恵」ではなく（モーサヤ24：7），「キ
リストの教義」であるとはっきり教えてい
ます（2ニーファイ31：21）。イエス・キリスト
の福音にはあらゆる真理が含まれていま
すが，すべての真理が同等の価値を持つ
わけではありません。2 主の福音とは，第1
に主の贖

あがな

いの犠牲を指していると救い主は
明確に教えられました（教義と聖約138：2）。
また，主の福音は，キリストを信じる信仰，
悔い改め，バプテスマ，聖霊を受けること，
そして最後まで忠実に堪え忍ぶことを通
して贖いの祝福にあずかるようにと勧め
ています。3

馬は土の入ったバケツより穀物の方に
引かれると若いころに学んだように，わた
しは，栄養の点で穀物は干し草に勝り，
干し草はわらに勝ることを知りました。つ
まり馬にえさをやってはいても，栄養は与
えていないということが起こり得るので
す。教師や指導者にとって不可欠なのは，
聖文や末日の預言者の言葉の中で強調さ
れている根本的な教義と原則，またそれ

神の善い言葉で養う
中央日曜学校会長会第一顧問
ダニエル・K・ジャッド

わたしたちにとって不可欠なのは，聖文や末日の預言者の言葉の中で強調されている根
本的な教義と原則，またそれらを応用することに焦点を当てながら，わたしたちが教え，
導く人々を養うことです。
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らを応用することに焦点を当てながら，わ
たしたちが教え，導く人 を々養うことです。
重要度の低いそのほかの話題や資料に貴
重な時間を費やしてはなりません。
教師として学んだことですが，イエス・キ

リストの贖
しょく

罪
ざい

を中心にクラスで議論をす
る方が，現代の地形における古代の町ゼ
ラヘムラの正確な位置などといった話題
について話し合うよりもはるかに重要なの
です。また指導者会は，単にカレンダーを
見ながらスケジュールを調整するよりも，
キリストを信じる信仰を築き，家族を強め
るという目的をもって参加者全員が力を合
わせることを最優先する方が有意義なも
のとなります。このことをわたしは指導者
として学びました。
教義と聖約第50章にある主の御

み

言
こと

葉
ば

に
は，主が命じられた方法ではなく「何かほ
かの方法」によって教えるならば「それは
神から出てはいない」という警告が載って
います（教義と聖約50：18）。主は，教会

で奉仕するわたしたちに「預言者たちや
使徒たちが書き記したことと，信仰の祈り
によって慰め主により教えられることのほ
かは」何も教えてはならないと諭しておら
れます（教義と聖約52：9）。では，「わたし
の福音を宣べ伝えなさい」という救い主の
勧めに従うためには，クラスで教え，集会
で指導する内容を信仰と悔い改めに限ら
なくてはならないのでしょうか。
これと似た質問に対して，ヘンリー・
B・アイリング管長は次のように答えていま
す。「もちろん，そうではありません。しか
し教師と参加する人は常に，主の御霊が
同じ部屋にいる会員の心に注ぎ込まれ，
それによって皆の心が清められ，信仰と
悔い改めへの決心が生じるように望まな
くてはなりません。」4

わたしたちが教え，導く人々が「神の善
い言葉で養われ」る（モロナイ6：4）ために
わたしたちが行うべき二つ目の事柄も，
救い主の教えの中に見いだすことができ

ます。それは，「御霊，すなわち真理を教
えるために遣わされた慰め主によって，わ
たしの福音を宣べ伝え」なさいという教
えです（教義と聖約50：14，強調付加）。
救い主が指示されているのは，御霊の導
きに従って準備し，教えることだけではあ
りません。主は，どのような状況において
も御霊こそが最も効果的な教師であると
いうことについてもお教えになっています。
ジョセフ・フィールディング・スミス大管長
は次のように教えました。「人の霊に語り
かける神の御霊は，天界の存在者と接し
て真理が与えられる場合より，はるかに効
果的に分かりやすく真理を伝える力を
持っている。」5

数か月前，ある訓練集会に出席しまし
た。多くの中央幹部が話した後，デビッ
ド・A・べドナー長老は，それまでに語ら
れたすばらしい教えについて触れた後，
こう尋ねました。「わたしたちは語られた
言葉以外のものから何を学んでいます



か。」そして，これまで話した人やこの後
に話す人からの勧告を受け入れることに
加えて，わたしたちは言葉では語られない，
聖霊が与えてくださる気持ちにも注意深
く耳をそばだて，それらを記録するべき
だと説明しました。
愛する預言者ゴードン・B・ヒンクレー大

管長の次の言葉から，御霊によって教え
ることについてさらに学ぶことができま
す。「わたしたちは，……教師が書物の言
葉からでなく，心の底から語ることによっ
て，主とこの貴い業に対して抱いている愛
を伝えるようにさせなければなりません。
するとそれは不思議な方法で，生徒の心
に届くのです。」6

教義と聖約第50章にある主の御言葉の
中には，わたしたち一人一人が効果的に
教え，導き，学んでいるかどうかを測る霊
感に満ちたものさしもあります。22節には
このように書かれています。「それゆえ，説
く者と受ける者が互いに理解し合い，両者
ともに教化されて，ともに喜ぶのである。」
愛する兄弟姉妹の皆さん，わたしたち

一人一人が，回復された福音にある命の
パンと生ける水をもって，わたしたちが教
え，導く人々を強め，大切に養うことがで
きるよう心から祈ります。イエス・キリスト
の御

み

名
な

によって，アーメン。
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愛する兄弟姉妹，わたしが天の御
父に最も感謝していることの一
つは，メキシコシティー神殿の

レコーダーとして15年間働く機会があった
ことです。すべての神殿と同じように，こ
の聖なる場所で神権の力によって生者と
死者のために儀式が行われています。
1832年，預言者ジョセフ・スミスは神権に
ついて次のような啓示を受けました。
「また，この大神権は福音をつかさどり，
王国の奥義の鍵

かぎ

，すなわち神の知識の鍵
を持つ。
それゆえ，この神権の儀式によって神性
の力が現れる。」（教義と聖約84：19－20）
わたしは神殿の中で，これを立証する
すばらしい経験をしました。
1993年，メキシコ・トゥストラ・グティエレ

ス伝道部の会長としての奉仕を終え，家
族全員でメキシコ北部に住んでいるわた
しの両親に会いに行きました。その途中，
主に仕えることや伝道中の3年間に福音
を受け入れた人々の変化を見てうれし
かったことなどについて話し合いました。
バプテスマと確認を受けた人，神権を受
けた人，さらには神殿に参入し，家族とし
て永遠に結び固められた人々について話
しました。
そのとき末の息子から「お父さんはおじ
いちゃんとおばあちゃんに結び固められ
ているの？」と聞かれ，わたしはそのこと
について深く考えました。「おじいちゃん
は長い間教会に来ていないので，まだ神
殿でおばあちゃんと結び固めを受けてい
ないんだ」と説明しました。それから父が
活発に教会に集えるようにするために，あ
ることを思いつきました。子供たちにも手
伝ってもらおうと，その計画を皆に説明し
ました。父は毎週日曜日には必ず早く起
きて，母と妹を車で教会へ連れて行き，家
に帰って待ちます。そして集会が終わるこ
ろ，また迎えに行くのです。そこでわたし
は子供たちにこう言わせることにしまし
た。「おじいちゃん，ちょっとお願いがある
んだけど。」父はきっと「何でもしてあげ
るよ」と言うはずです。そこで，子供たち
は「教会へ一緒に行って，わたしたちが
証
あかし

するのを聞いて」と頼むのです。その日
はちょうど第1日曜日でした。父はおそら
く行かないための口実を作ることでしょ

神の神殿に
神性の力が現れる
七十人
オクタビアノ・テノリオ長老

天の御父と神聖な聖約を交わし〔た〕すべての人々に，神性の力が……現され〔ます〕。
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う。そこで，わたしが部屋へ入って行って
父を説得するという計画です。
計画実行の時は間もなくやって来まし
た。娘のスザナが父のところへ行き，お
願いをしました。父は予期したとおり，何
でもしてあげるよと言いました。すかさず
娘は教会へ誘いました。すると父は思っ
たとおり，「まだシャワーをしてないから，
行かれないよ」と言い訳をしました。そこ
で，ドアの陰に隠れていた妻とわたしは大
声で言いました。「シャワーが済むまで待
つから！」
それでもまだ決心がつかないのを見た
妻とわたしは部屋に入り，子供たちと一緒
にせがみました。「シャワー！ シャワー！」
間もなくわたしたちが望んでいたことが起

こりました。父は一緒に教会へ行って，集
会に出席し，子供たちの証を聞きました。
父の心は和らぎ，それ以来，毎週日曜日の
集会に欠かさず出席するようになりまし
た。数か月後，父は78歳で母と結び固め
られ，子供であるわたしたちとも結び固
められました。
神殿の儀式に現れた神性の力のおかげ
で，今やわたしは，たとえ死んでも両親と
再会し，永遠に一緒にいられるのです。
多くの場合，わたしたちは，苦難を経験

したり，救いの計画を知らなければ耐え
られないような悲しすぎる出来事に遭遇
したりするまでは，神殿の儀式の意味を
完全に理解することはできないものです。
結婚してまだ1年半のころ，最初の子供

の出産を間近に控えていました。妻の生
まれ故郷はチワワの町です。わたしたちは
そこで出産することにしました。そのころ
わたしはメキシコシティーで働いていたの
で，妻だけ出産の1か月前に故郷へ戻り，
わたしは後から行くことにしていました。
ついに出産の日が来ました。わたしの
勤め先に妻の父から電話が入りました。
良い知らせでした。「オクタビアノ，無事に
生まれたよ。とてもかわいい女の子だよ。」
わたしは有頂天で，すぐに職場の友人や同
僚に知らせました。それを聞いて，彼らは
赤ちゃんの誕生を祝って皆にチョコレート
を配ってはどうかと提案してくれました。
翌日，わたしは4階建てのオフィス中に
チョコレートを配りました。2階まで行った
とき，義父から再び電話がありました。今
度の知らせは最初のとは違っていました。
「オクタビアノ，母親は無事だけど，赤ちゃ
んは息を引き取ったよ。今日

きょ う

葬儀を行う
が，来られないだろう。どうするかね。」
妻のローザに電話を代わってもらい，大
丈夫かと尋ねました。彼女は「あなたが
大丈夫なら，わたしも大丈夫よ」と答えま
した。そして救いの計画について話し合
い，次の聖句を思い出しました。
「わたしはまた，責任を負う年齢に達す
る前に死ぬ子供たちが皆，天の日の栄え
の王国に救われるのを見た。」（教義と聖
約137：10）
「君はこれを信じてる？」と尋ねると，妻
は「ええ，信じてるわ」と答えました。そこで
わたしは言いました。「じゃあぼくたちは
喜ぶべきだね。愛しているよ。君さえよけ
れば，ぼくは2週間後に休みを取る。そし
て一緒に休暇を過ごしてからメキシコシ
ティーに戻ろう。」
わたしたちは神殿で神権の力によって
結び固められたのだから，いつの日か娘
と再会できることを理解していました。わ
たしは電話を切り，オフィスの皆へチョコ
レートを配り続けました。
これを見た同僚の一人が驚いて，あん
な悲しい知らせを聞いた後，どうしてこん
なことができるのかと尋ねました。そこで
わたしは答えました。「3時間あったら，な
ぜぼくがそれほど悲しがっていないのか，



死んだ後どうなるのかを教えてあげるよ。」
そのときは時間がありませんでしたが，後
に3時間どころか4時間も彼と話をしまし
た。やがて彼は福音を受け入れ，母親と
弟と一緒に宣教師の話を聞いた後，バプ
テスマを受けました。
神殿の儀式に現れる神性の力のおかげ
で，娘に再会できることを知っています。
わたしは彼女を胸に抱き締め，そしてわ
たしたちは今地上にいる3人の子供たち
と同じように，永遠に一緒にいることがで
きるのです。
マラキの言葉が好きです。
「見よ，主の大いなる恐るべき日が来る
前に，わたしは預言者エリヤをあなたが
たにつかわす。
彼は父の心をその子供たちに向けさ
せ，子供たちの心をその父に向けさせる。
これはわたしが来て，のろいをもってこの
国を撃つことのないようにするためであ
る。」（マラキ4：5－6）
この神権のおかげで家族は永遠になる

ことができます。ですからわたしは息子と
して，去年他界した父に心を向け，救い
主を通じて父に再会できるという希望を
抱きつつ，心安らかにしています。この神
権のおかげで，わたしは父親として，生後
間もなく他界した二人の子供に心を向け
て，心安らかにしています。救い主を通じ
て，いつかあの子たちに会い，その目を見
ながら愛しているよとささやくときに，彼ら
はわたしがこの世で彼らの父親であった
ことを知るでしょう。キリストへの信仰を
働かせ，罪を悔い改め，熱心に幸福を求
め，神殿に参入して天の御父と神聖な聖
約を交わし，地上でも天でもつなぐ聖な
る儀式を受けるすべての人々に，神性の
力がどのように現されるかを，わたしは聖
なる神殿の中で，神権を通して理解する
ことができました。
わたしは神殿の業を愛しています。神
は生きておられ，イエス・キリストはわたし
の救い主であられ，ゴードン・B・ヒンク
レー大管長は真の預言者です。イエス・キ
リストの御

み

名
な

により，アーメン。
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これまで，総大会で話している最
中に亡くなった人はいないと聞
いていますが，もしも今日

きょう

わたし
にそのようなことが起こったら，心からお
わびします。
徴兵されアルゼンチンで軍務に就いて
いたとき，ある本を読みました。著者の名
前は覚えていませんが，このように書いて
いました。「自分で選ぶことができるのな
ら，わたしは普通の人にはならないことを
選ぶ。わたしには普通とは違った特別な
人になる権利がある。」
普通とは違った特別な人になるという
ことは，成功した人，たぐいまれな人，傑
出した人になるということです。
この言葉はわたしの思いと心に刻まれ
ました。わたしがこれまでも，そして今も

感じているのは，イエス・キリストの教会に
属するわたしたちは，普通の男性や女性
にはならない道を選んだということです。
最初の「自分で選ぶことができるのなら」
という言葉を読むと，バプテスマと確認の
儀式を受けるだけでは十分ではなく，そ
の記念すべき日に主と交わした約束を果
たし，尊ばなければならないという気持
ちになります。
リーハイは，息子ヤコブにこのように教

えました。「そのため，人は肉においては
自由であり，人のために必要なものはす
べて与えられる。そして人は，すべての人
の偉大な仲保者を通じて自由と永遠の命
を選ぶことも，あるいは悪魔の束縛と力
に応じて束縛と死を選ぶことも自由であ
る。悪魔は，すべての人が自分のように惨
めになることを求めているからである。」
（2ニーファイ2：27）
確かに，自由と永遠の命こそが，わたし
たちの願い求めるものです。死と悪魔の
束縛について考えるだけで，わたしたち
は震えおののいてしまいます。
ニーファイは，わたしたちのなすべきこ
とをはっきりと教えてこう言いました。「そ
れは，わたしたちが最善を尽くした後，神
の恵みによって救われることを知っている
からである。」（2ニーファイ25：23）
「最善を尽く〔す〕」うえで，まず忘れてはな
らないのが，罪を悔い改めることです。罪
の中にとどまっていては，神から与えられた
能力を発揮することは決してできません。

8歳になりバプテスマを受けた日のこと
を懐かしく思い出します。バプテスマは，
南米で最初に教会堂の建てられたリニエ
ルスという支部で執り行われました。バ
プテスマの後，家族と家に帰る途中で，い
ちばん上の兄がいつものようにレスリング
を仕掛けてきました。わたしは叫びまし
た。「ぼくに触らないで，罪を犯したくな
いから。」しかし時がたつにつれ，罪を
犯さずに残りの生涯を送ることは不可能
だと分かるようになりました。
振りかかる苦難に耐えるのは難しいこ
とです。しかし，人生の真の苦しみは，自
分の至らなさや罪が招いた結果を身に受
けることです。
この苦しみから逃れるにはただ一つ，
心からの悔い改めという道しかありませ
ん。わたしが学んだのは，自分の罪に対
して神の御

み

心
こころ

に添った悲しみを感じ，へ
りくだり，過ちを悔い改めることによって，
打ち砕かれた心と悔いる霊を主に差し出
すなら，主は奇跡的な贖

あがな

いの犠牲によっ
てわたしの罪を消し去り，もはや思い起こ
すことはなさらないということです。
アルゼンチンの詩人，ホセ・エルナンデ

スは，有名な著作『マルティン・フィエロ』
（Martin Fierro）の中でこう書いています。
「人は多くのものを失っても
また見いだすこともあるだろう
しかし，おまえに伝えなければならない
このことは忘れないでほしい
失ってしまった羞

しゅう

恥
ち

心
しん

は
二度と取り戻すことができないのだ」
（La Vuelta de Martin Fierro, part 2
of Martin Fierro，〔1879年〕第32章。2か
国語版，C・E・ワード訳〔1967年〕，493）
悔い改めにおいて自分の罪や不義な行
いから生じる神の御心に添った悲しみを
味わうことがなければ，傑出した人への
道を歩み続けることはできません。
「最善を尽く〔す〕」うえで覚えておくべき
もう一つの大切な原則があります。それ
は，福音に従った生活がもたらすいろい
ろな機会を求め，生かすということです。
また，持っているものはすべて主が与えて
くださったということを認めることも必要
です。人生におけるすべての良いことは

わたしたちが
最善を尽くした後
七十人
クラウディオ・D・シビック長老

イエス・キリストの教会に属するわたしたちは，普通の男性や女性にはならない道を選
んだということです。



主のおかげなのです。
わたしたちの不変の責任とするべきも
う一つの事柄は，幸福の福音をすべての
人に伝えることにおいて「最善を尽く〔す〕」
ことです。
以前，スペインのガリーシア地方に住
むラファエル・ペレス・シスネロス兄弟か
ら，自身の改宗談をつづった手紙を受け
取りました。その一部は次のように書かれ
ています。
「わたしは，人生の目的や家族が何であ
るかについて何も知りませんでした。宣
教師が我が家を訪問することを不本意な
がら承諾したときも，彼らにこう伝えまし
た。『話は聞きましょう。でも言っておきま
すが，何があってもわたしは宗教を変え
るつもりはありません。』ところが，妻と子
供たちはこの最初の話に注意深く耳を傾
けていました。わたしは一人だけ取り残
されたように感じ，不安になりました。気
がつくと寝室に足が向いていました。ドア
を閉めると，それまでになかったほど必
死に，心の底から祈り始めました。『父よ，
あの二人の若い男性があなたの弟子であ
り，わたしたちを助けるために遣わされた

のなら，それがほんとうかどうかをわたし
にお知らせください。』その瞬間，わたし
は小さな子供のように泣き始めました。
涙がとめどなくあふれ，かつて経験したこ
とのない幸福感に包まれました。全身が
喜びと幸福に満たされました。わたしは，
神が祈りにこたえてくださったことを理解
しました。
その後，家族全員がバプテスマを受け，
スイス神殿で結び固めを受けるという祝
福にあずかりました。わたしは世界で最
も幸福な人間です。」
幸福の福音に従った生活を送るとき，
わたしたちは喜びという祝福を得ますが，
この話は，わたしたちがこの祝福を人に
伝えるために「最善を尽くし」たいという
望みを起こさせてくれるはずです。
最後に話したいのは，「最善を尽く〔す〕」

ことが，この試しの生涯が終わるまで続く
ということです。わたしたちは，ゴードン・
B・ヒンクレー大管長をはじめとする多くの
人の生きた模範を実際に見ています。彼
らは，普通なら第一線を退いて当然と思
えるような年齢にあっても忠実に奉仕を
続けています。

スペインのビルバオで伝道部会長とし
て奉仕していたとき，そこで出会った会員
の皆さんや宣教師の持つ資質に感銘を受
けました。彼らは世界中のほかの場所で
忠実に奉仕する多くの教会員と同じよう
に，すばらしい能力と愛をもって御業

みわざ

を推
し進めていました。すべての皆さんに，わ
たしは心からの尊敬と称賛を送ります。
主はこう言われました。「最後まで義を
もって真理にかなってわたしに仕える者
に誉れを与えるのを喜びとする。
彼らの受ける報いは大きく，彼らの栄
光は永遠である。」（教義と聖約76：5－6）。
ニーファイの次の言葉を，いつも思いと
心にとどめることができますように。
「目覚めよ，わたしの霊よ。もはや罪の
中でしおれるな。……
……わたしの神であり，わたしの救い
の岩であるあなたを喜びます。」（2ニー
ファイ4：28，30）
主から祝福を受け，わたしたちが選ん
だ「普通とは違った特別な」道にあって最
善を尽くせるようへりくだり祈ります。この
ことが真実であることを証

あかし

します。イエ
ス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。
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数年前，ある男性が重い罪に問
われました。検察側の3人の証
人は全員，犯行現場を目撃して

いました。しかし弁護側の3人の証人は，
だれも犯行現場を見ていませんでした。
司法経験のない陪審員たちは混乱してし
まいました。証人の数を見るかぎり，容
疑者が犯人である可能性は五分五分に思
えたのです。結局，その男性は無罪とな
りました。何百万という人が犯行現場を目
撃していない，というのは，無論まったく
関係のないことでした。証人は一人いれ
ば十分でした。
福音の計画の根幹で，究極的に必要な

のは一人の証人です。しかし，その一人と
は，皆さん自身でなければなりません。
周りの人の証は，信仰や証を得たいとい
う望みを起こさせ，はぐくむことはできる
でしょう。しかし最終的には，個々が自分
で証を得なければならないのです。だれ
も，借り物の光でいつまでも耐えることは
できません。
回復された福音は，1820年に一人の少
年が聖なる森から出て来たときに比べて，
今
こん

日
にち

の方がより真実であるということはあ
りません。真理は，それを受け入れる人
の数に左右されることなど決してないの
です。ジョセフが森から出て来たとき，父
なる神と御子イエス・キリストについての
真理を知っていたのは地上でただ一人で
した。しかし必要なのは，一人一人が自
分の証を得，その燃えるような証を次の世
に携えて行くことなのです。
23歳のヒーバー・J・グラントがトゥーエル
ステークの会長に任命されたとき，ヒーバー
は「福音が真実であることを信じている」と
聖徒たちに言いました。すると大管長会顧
問のジョセフ・F・スミス管長はこう尋ねまし
た。「ヒーバー，君は福音を信じていると
言ったが，福音が真実であることを知って
いるとは証しなかったね。君はこの福音が
真実だとはっきりとは知らないのかね。」
「はっきりとは分かりません」とヒーバー

は答えました。するとジョセフ・F・スミス
はジョン・テーラー大管長に向かって言い
ました。「わたしは，今朝の任命を午後に
は取り消したいと思います。この業の神
聖さに対して，完全で不動の知識を持っ
ていない人がステークを管理すべきでは
ないと思います。」
テーラー大管長は答えて言いました。

「ジョセフ，ジョセフ，ジョセフよ。〔ヒー
バーは〕あなたと同じように十分知ってい
ますよ。ただ，自分でそのことを知らない
だけです。」
何週間もしないうちに，若きヒーバー・
J・グラントは証を持っていることを認識
し，完全で，変わることのない，確固とし
た証が人生にもたらされたことに感謝の
涙を流しました。1

自分が知っていると認識すること，そし
て自分の証の光が人から借りたものでな
いことを理解することは偉大なことです。
何年も前，合衆国中西部に本部を置く伝
道部を管理していたときです。ある日，数
人の宣教師とともに，別のキリスト教会の
代表者と話をしました。この紳士は，自分
の教会の歴史と教義を話しながら，よく知
られた次の言葉を繰り返しました。「あな
たがたが救われたのは，恵みによるので
す。だれでも救われるには，キリストを信じ
る信仰を働かせなければなりません。」
その場に新しい宣教師が一人いまし
た。ほかの宗教についてまったく知識が
なかったこの宣教師は，こう尋ねました。
「キリストへの信仰がどういうものか分か
り，キリストを信じられるほど成長する前
に死んでしまう小さな赤ん坊はどうなるの
ですか。」その学識ある男性は頭を垂れ，
床を見詰めて言いました。「例外が，何か
抜け道があるはずです。何か方法がある
はずです。でも，何もないのです。」
宣教師はわたしに目を向け，涙を浮かべ
て言いました。「すばらしいです，会長，わ
たしたちの教会には真理がありますね。」
証に気づく瞬間，自分は知っているの
だと認識する瞬間は，穏やかで，崇高な
思いに満たされます。その証を養い育て
るなら，力となり守りとなるでしょう。光を
見るなら，それに包まれるでしょう。理解

わたしたちが
知っている事柄を
認識する
七十人
ダグラス・L・カリスター長老

周りの人の証
あかし

は，信仰や証を得たいという望みを起こさせ，はぐくむことはできるで
しょう。しかし最終的には，個々が自分で証を得なければならないのです。



の光が心と思いにともるのです。
ある立派な若者と話をしたことがあり
ます。彼は会員ではありませんでしたが，
1年以上も教会の礼拝行事に出席してい
ました。なぜ教会にまだ入らないのかと
聞くとこう答えました。「教会が真実かど
うか分からないからです。多分真実だと
は思います。でも，皆さんのように『わたし
は実際に真実だと知っています』と立ち上
がって証することができません。」
わたしは「モルモン書は読みましたか」
と尋ねました。モルモン書は読んだこと
があるという答えでした。
モルモン書について祈ったことは，という
問いには，「祈りの中でモルモン書につい
て口にしたことはあります」と答えました。
わたしはその友人に，もし漫然と読ん

だり祈ったりしているだけなら，いつまで
たっても答えを得ることはできないと伝え
ました。しかし，断食して熱心に求める時
間を取るなら，真理は胸の内に燃えて，自
分が真理を知っていることを認識するよう
になるのです。彼はそれ以上何も言いま
せんでしたが，翌朝，奥さんに断食をする
と告げました。そして次の土曜日にバプ
テスマを受けました。
自分が知っていることを認識したいの
であれば，代価が必要です。その代価を
払うのは自分自身です。儀式を死者に代
わって受けることはできますが，証は自分
で得なければなりません。
アルマは自らの改心を美しい言葉で述
べています。「わたしは自分でこれらのこ
とを知ることができるように，幾日のも間，
断食をして祈ってきた。そして，これらの
ことが真実であるのを，わたしは今，自分
自身で知っている。主なる神が神の聖な
る御

み

霊
たま

によってこれらのことをわたしに明
らかにされたからである。」（アルマ5：46）
証があることが分かると，証を持つ人
は，それを周りの人に伝えたいという強い
気持ちに駆られます。バプテスマを受け
たブリガム・ヤングはこう言いました。「主
の御霊が下ったので，人々に語らなければ，
骨が溶けてしまいそうに感じた。……わ
たしの最初の説教は1時間を超えた。わ
たしが口を開くと，主がそれを満たしてく

ださった。」2 炎がなければ火が燃えない
ように，証は人が述べないかぎり，存在で
きないのです。
後にブリガム・ヤングはオーソン・プラット
についてこう言いました。「たとえオーソン
兄弟の体が細かく切り刻まれても，断片の
一つ一つが『モルモンの教えは真実だ』と
叫ぶだろう。」3 父リーハイも気高い息子
ニーファイをこうたたえています。「彼が口を
つぐむことができないほど彼の口を開いて
語らせたのは，彼自身ではなく，彼の内に
ある主の御霊であった。」（2ニーファイ1：27）
証を述べる格好の機会と責任は，第一
に家庭の中にあります。わたしたちは，い
ちばん大切な聞き手である子供たちに，
イエスがまことに神の御子であられ，ジョ
セフが神の預言者であることを証し，子
供たちが親の目に輝く光と，親の証する
声を心にとどめ，感じたことを記憶できる
ようにすべきです。証を何度も伝えること
により，子孫はわたしたちが知っている事
柄を認識するはずです。
教会初期の指導者たちは，この神権時

代を確立するのに大きな代価を払いまし
た。わたしたちは彼らと次の世で会い，
彼らの証を聞くかもしれません。もし証を
するよう求められたら，何と言うでしょうか。
次の世には，霊的に未熟な者も，霊の巨
人もいるのです。光なしに生活するには

永遠は長すぎます。わたしたちに光がな
かったために周りの人が明かりをつけら
れず，伴

はん

侶
りょ

や子孫が同じように暗
くら

闇
やみ

にいる
ことになるとすればなおさら長く感じるこ
とでしょう。
わたしたちは毎日朝と夜，ひざまずいて
祈り，信仰や証や高潔な心をなくすことが
ないように主に願う必要があります。必要
なのは一人の証人です。しかし，その一人
とは，皆さん自身でなければなりません。
わたしには証があります。その証を伝
えたいと強く願います。生ける神の力が
この教会にあることを証します。わたしは
自分が何を知っているのかよく理解して
います。この証は真実です。イエス・キリ
ストの御

み

名
な

により，アーメン。
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デビッド・O・マッケイ大管長はか
つて，エーブラハム・リンカーン
の次の言葉を引用しました。

「今ある自分の姿，あるいは将来に望む自
分の姿はすべて，天使のような母のおか
げです。」1 この言葉はわたし自身が母に
対して抱いている気持ちをよく説明してい
ます。周囲からジーニーの愛称で呼ばれ
ていたビオラ・ジーン・ゴーツ・スノーは
1929年に生まれ，1989年，60歳の誕生日
を過ぎて間もなく亡くなりました。母はわ
たしを教え励ましてくれました。志があれ
ばどんなことでも成し遂げられることを心
から確信させてくれました。母はわたし
を鍛えてもくれました。わたしの息子たち
が自分たちの母親について言った言葉を
借りると，「母は子供に過ちを認めさせる
のがうまい人でした。」母はすばらしい母
親，偉大な模範でした。母について思い
出し，恋しくならない日は一日もありません。

亡くなる数年前に，母は癌
がん

と診断され
ました。母は非常に勇敢に病と闘いまし
た。わたしたち家族は，意外にも，その癌
が愛をはぐくむ病気であることを学びまし
た。癌は人間関係を修繕し，別れと愛を
伝える機会をくれます。母が死ぬ数週間
前，わたしたちは実家の居間で家族だん
らんのひとときを過ごしていました。母は
センスのよい人で，上品なものが好きでし
た。また，旅行好きでしたが，家計がつま
しかったために旅の夢を果たせずにいま
した。このことが頭にあったわたしは，母
に，やり残したことはないかと尋ねました。
わたしはてっきり，母がもっと大きな，もっ
とすてきな家が欲しかったとこぼしたり，
旅行に行けなかったことで悲しみと落胆
の表情をしたりするだろう，と予想しまし
た。母は少しの間，質問についてじっくり
考えてから，簡潔にこう答えました。
「もっと奉仕をしておけばよかったわ。」
わたしは母の答えに衝撃を受けまし
た。母はいつも教会の召しを引き受けて
きました。ワード扶助協会会長，日曜学校
教師，訪問教師として働き，そして初等協
会でも奉仕してきました。子供のころ，わ
たしたちはいつも近所の人やワードの会
員にキャセロールやジャム，果物の瓶詰
めなどを届けていました。わたしがこれ
らのことをことごとく思い出して伝えても，
母は納得しませんでした。「もっとできた
はずだわ。」彼女はひたすらそう言うだけ
でした。母は模範的で充実した人生を歩
んだ人でした。家族や友人に愛されてい
ました。そして，困難が付きまとう人生の
旅路で多くを成し遂げてきたうえ，病気に

よって命が削られました。それにもかか
わらず，母の最大の後悔は奉仕が足りな
かったことだと言うのです。わたしは地上
における母の働きが主に受け入れられた
こと，母が主に迎え入れられていることを
心から確信しています。とはいえ，亡くな
るほんの数日前に母がいちばん考えてい
たことが奉仕だったのはなぜでしょうか。
奉仕とは一体何でしょうか。イエス・キリス
トの福音においてそれほどまでに奉仕が
大切なのはなぜでしょうか。
第1に，人は互いに奉仕するように命じ
られています。
第一の戒めは神を愛することです。
「第二もこれと同様である，『自分を愛
するようにあなたの隣り人を愛せよ。』」2

人は助け合い，仕え合うときに愛を示し
ます。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長はこのよ
うに語っています。「人に助けの手を差し
伸べない，不親切な人は真の末日聖徒に
なることができません。親切であることは
福音の本質です。兄弟姉妹の皆さん，わ
たしたちは自分のためだけに生きること
ができないのです。」3

救い主はマタイによる福音書の中で弟子
たちにこの大切な原則を教えられました。
「『主よ，いつ，わたしたちは，あなたが
空腹であるのを見て食物をめぐみ，かわ
いているのを見て飲ませましたか。
いつあなたが旅人であるのを見て宿を
貸し，裸なのを見て着せましたか。
また，いつあなたが病気をし，獄にい
るのを見て，あなたの所に参りましたか。』
すると，王は答えて言うであろう。『あな
たがたによく言っておく。わたしの兄弟であ
るこれらの最も小さい者のひとりにしたの
は，すなわち，わたしにしたのである。』」4

奉仕は個人的な利得や報いを考えず
に，寛大な気持ちでささげられるべきで
す。都合の良いときではなく，必要とされ
るときに行うべきです。自分の欲求や必
要を気にかけるのが人のさがであるため
に，奉仕の機会に気づかないときもありま
す。わたしたちはそのような傾向を克服
し，奉仕の機会を探し求めなければなり
ません。病気，愛する者の死，その他の

奉 仕
七十人会長会
スティーブン・E・スノー長老

一見ささやかではあっても，その奉仕の行いによって人の生活を祝福する方法を探しま
しょう。



心痛に苦しむ人々を見舞うとき，単に「わ
たしにできることがあれば電話してくださ
い」と言うだけでは不十分です。一見ささ
やかではあっても，その奉仕の行いに
よって人の生活を祝福する方法を探しま
しょう。何もしないよりはささやかなこと
であっても行う方がよいのです。
第2に，わたしたちは教会の会員として，
地上で神の王国を築くために奉仕の召し
を受ける義務を負っています。様々な召
しで奉仕するとき，わたしたちは人の生活
に祝福をもたらします。伝道活動では，
人々がイエス・キリストの福音を学んでそ
れが真実であると証

あかし

を受けるときに人生
が変わります。神殿の神聖な業において
は，わたしたちよりも前にこの世を去った
人々に祝福をもたらすことができます。福
音における奉仕では，人々を教え，青少
年を強め，福音の簡潔な真理を学ぶ幼い
子供たちの生活に祝福をもたらすことが
できます。教会での奉仕を通じて，わたし
たちは自分をささげ，人々を助けることを

学ぶのです。
奉仕の偉大な模範を示したスペン
サー・Ｗ・キンボール大管長はこのように
述べています。「神はわたしたちを心に留
め，見守っておられます。しかし，神は普
通，だれかほかの人を通してわたしたち
の必要を満たされます。ですから，王国
で互いに仕え合うことがきわめて大切な
のです。」5 しかし，教会で奉仕する責任
があるからといって，家族や隣人に奉仕
する責任から免れられるわけではありま
せん。キンボール大管長はさらにこのよう
に警告しています。「わたしたちは皆，教
会で受ける割り当てで忙しすぎて，クリス
チャンとして隣人に目立たない奉仕をする
余裕がなくなるようなことがあってはなり
ません。」6

最後に，わたしたちには，地域社会で
奉仕をする責任があります。自分が住む
地域，学校，都市，町を改善するために働
く必要があります。支持している政党に
関係なく，わたしたちの生活を改善する

ために地域，自治体，政府で働いている
人々を称賛します。同様に，人の生活に
祝福をもたらして世の中をよりよくしようと
地域の価値ある活動や慈善活動を支援す
るために時間や財源を差し出している
人 も々称賛します。祖父は幼いわたしに
このように教えてくれました。「人がささげ
る社会奉仕は，地球に払う場所代である。」
奉仕を行うには，無私の心と，分かち
合い与えようとする精神が必要です。妻と
わたしはアフリカで奉仕していたときに大
切な教訓を学びました。わたしたちはウ
ガンダのジンジャでの地方部大会に出席
する割り当てを受けました。土曜日の早
朝，集会が始まる前に，その地域で新しく
建設された教会堂を見に行くことにしまし
た。建物に到着すると，3，4歳の男の子
の歓迎を受けました。その男の子はこれ
から何が始まるのかと思い，教会の敷地
に来たのです。男の子の満面の笑みを見
て感動したスノー姉妹は，バッグの中に
手を入れて包み紙にくるまれたバタース
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コッチのあめ玉を上げました。男の子は
大喜びでした。
数分間教会の中を見学してから外に出
ました。すると，十数人の子供たちが笑顔
で迎えてくれました。あめをくれる見慣れ
ない女性に会いたかったのです。
フィリスは最後のあめ玉を男の子にあ
げていたので，心を痛めました。申し訳
なさそうに，もうあめはないことを告げる
身振りをしました。すると，最初にわたし
たちと会った幼い男の子がスノー姉妹に
あめを返して，包みを開けてほしいという
身振りをしました。フィリスは沈んだ気持
ちで言われたとおりにしました。うらやま
しそうに見詰める友達の前で男の子がバ
タースコッチのあめを口に放り込むと
思ったからです。
ところが驚いたことに，彼は友達一人一

人のところへ行き，舌を出して待つ友達に
おいしいバタースコッチを1回ずつなめさ
せたのです。幼い男の子は自分も時々ひ
となめしながら，あめがなくなるまで輪の
中を順に回りました。
この分かち合いの行動が衛生的でない
と言う人がいるかもしれませんが，幼い男
の子が示した模範に異論を唱える人はい
ないでしょう。無私の心と，分かち合い与
えようとする精神は奉仕に不可欠です。こ
の子供はそれをよく知っていました。
わたしたちが皆，さらに奉仕できるよう

に願い，祈ります。奉仕の機会を逃せば，
回復された福音のすべての特権と祝福に
あずかる機会も逃してしまうのです。イエ
ス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。
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わたしたちのほとんどは，自分が
実際にできること以上のことを
行うよう期待されています。稼

ぎ手として，親として，教会で責任を果た
す者や会員として，時間やその他のものを
どう使うか，多くの選択肢に直面します。

I
「良いこと」だからというだけでは，行う
のに十分な理由にならないという現実を
認識することから始めましょう。わたした
ちにできる良いことの数は，それらを達成
するのに必要な時間数をはるかに超えて
います。良いこと以上により良いこともあ
り，わたしたちはそれらのことに，生活の
中で優先的に目を向けるべきなのです。
イエスはマルタの家でこの原則を教え

られました。マルタが「接待のことで忙が
しくして心をとりみだし」ていたとき（ルカ
10：40），妹のマリヤは「主の足もとにす
わって，御

み

言
こと

葉
ば

に聞き入ってい」ました（39
節）。妹が自分だけに接待させていると
マルタが不満を口にすると，イエスは彼女
の労をねぎらい（41節），こうお教えになり
ました。「無くてならぬものは多くはない。
いや，一つだけである。マリヤはその良い
方を選んだのだ。そしてそれは，彼女か
ら取り去ってはならないものである。」（42
節）「多くのことに心を配って思いわずらっ
てい〔た〕」マルタは称賛に値しましたが
（41節），主から福音を学ぶことは「より無
くてならぬもの」だったのです。聖文には，
あることはほかのことより幸いであると教
えられている箇所もあります（使徒20：
35；アルマ32：14－15参照）。
子供時代の経験から，選択肢の中には，
良いものもあれば，より良いものもあるこ
とを知るようになりました。わたしは2年
間，農場に住んでいました。街に行くこと
はほとんどありませんでした。クリスマス
の買い物は，シアーズ・ローバックの通販
カタログで済ませました。わたしは何時
間もカタログに没頭しました。当時田舎
に住む家族にとって，カタログは現代の
ショッピングモールやインターネットに匹敵
したのです。
カタログ商品の表示に関するあること
が，心に残っています。品質には「良い」
「より良い」「最も良い」の3段階があったの

良いこと，より良いこと，
最も良いこと
十二使徒定員会
ダリン・H・オークス長老

わたしたちは，より良いものや最も良いその他のものを選ぶために，良いことをあきら
める必要があります。なぜなら，より良いものや最も良いものは，主イエス・キリスト
への信仰をはぐくみ，家族を強めるからです。



です。例えば，ある紳士靴には，「良い」
（1ドル84セント），「より良い」（2ドル98セン
ト）「最も良い」（3ドル45セント）と表示され
ていました。1

様 な々選択肢を考慮するとき，「良い」と
いうだけでは不十分であることを覚えて
おく必要があります。「より良い」選択肢も
あれば，「最も良い」選択肢もあるのです。
選択肢の中には，他よりも多くの代価を必
要とするものもありますが，そのような選
択肢ははるかに優れた価値があり，最も
良い選択となります。
テレビを見たり，ビデオゲームをしたり，

インターネットで様 な々サイトを閲覧したり，
本や雑誌を読んだりするという選択肢に
費やす時間をどのように使っているか考
えてみてください。もちろん，健全な娯楽
を見たり，興味深い情報を得たりすること
は良いことです。しかしそのようなことす
べてが，そのために費やす時間に値する
わけではありません。それより良いことが
あり，最も良いこともあるのです。主がわ
たしたちに学問を求めるよう命じたとき，
「最良の書物から知恵の言葉を探し求め
……なさい」と述べられました（教義と聖
約88：118，強調付加）。

II
最も重要な選択肢には家族の活動が含
まれます。仕事のために家族との時間が
ほとんど取れないと心配する人が多くいま
す。家族と仕事のどちらを優先するかに
関して，簡単な公式はありません。しかし，
自分の職業人生を振り返り「もっと仕事を
しておけばよかった」と言う人をいまだか
つて知りません。
家族との時間をどう過ごすか選択する
うえで，単に良いことのために利用できる
時間を使い切ってしまい，より良いことや
最も良いことを行う時間がなくならないよ
うに気をつけなくてはなりません。ある
友人が夏の間，まだ子供たちが幼い自分
の家族を，史跡巡りを含めたいろいろな
旅行に連れて行きました。友人は夏の終
わりに，これらの良い夏の活動の中でど
れがいちばん楽しかったか10代の息子に
尋ねました。父親はその息子の答えから
学び，その話を聞いたわたしたちも皆学
びました。息子はこう答えたのです。「こ
の夏でいちばん楽しかったことは，お父
さんと一緒に芝生の上に寝転んで，星を
見ながら話をしたことだよ。」豪華な家族
の活動は子供たちにとって良いことでは
ありますが，愛に満ちた親と一対一で接

する時間よりも良いものとは限りません。
親子の時間は，習い事や，スポーツ，そ
の他の学校やクラブ活動に吸い取られて
しまうので，これらは注意深く制限する必
要があります。そうしなければ，子供たち
は予定でいっぱいになり，両親は疲れ
切って，いらいらしがちになるでしょう。
両親は，家族の祈りや，家族の聖文研究，
家庭の夕べ，そのほかの一緒にいる時間
や一人一人と一対一で過ごす貴重な時間
を確保するよう行動するべきです。それら
は家族を結びつけ，子供の価値観を永遠
に価値あるものに定着させます。両親は
子供たちと一緒に行う事柄を通して，子
供に福音を土台とした優先順位を教える
べきです。
「子供の過密スケジュール」に対して家
族の専門家は警告しています。昨今の子
供たちは以前よりかなり忙しくなり，家族
と過ごす時間が極端に減っています。こ
の気がかりな傾向を示す物差しの一つ
に，習い事としてスポーツをする時間は倍
になっているものの，子供の自由時間は
週に12時間も減り，子供たちが外で遊ぶ
時間は50パーセントも減少したという報告
があります。2

「家族全員が一緒に夕食を取る」と答え
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る家庭の数は，33パーセント減少してい
ます。これは最も懸念されることです。な
ぜなら，家族が家庭で一緒に食事を取る
時間は，子供の優れた学業成績と心理的
な順応性に比例していることを如実に表
しているからです。3 また，家族の食事時
間は，子供たちを喫煙，飲酒，薬物の使
用から守る堅固なとりでであることも示さ
れています。4 両親へのこの忠告には，霊
感を受けた知恵が含まれています。「子
供がほんとうに夕食で求めているものは，
あなたなのです。」
ゴードン・B・ヒンクレー大管長はこう嘆

願しました。「わたしたちは親としての責
任を，あたかも人生のすべてがそこに懸
かっているかのように，果たさなければな
りません。実際，人生のすべてがそこに
懸かっているのです。」そして続けてこう
述べています。「特に男性の皆さん，立ち
止まって，自分が夫，父親，家長としての
務めをどれほど果たしているかを考えて
みてください。導きと助け，指示を祈り求
めてください。そしてすべての責任の中で
最も重大な務めを果たすに当たって導い
てくれる御

み

霊
たま

のささやきに従ってください。
家庭における皆さんの指導の結果は，永

遠に影響を及ぼし続けるものなのです。」5

大管長会は親に「全力を尽くして」，子供
たちを福音の原則の中で教え育てるよう
に求めています。家庭は義にかなった生
活の基であり，ほかのどのような手段も，
神から与えられたこの責任に取って代わ
ることはできません。大管長会はこう宣言
しました。「必要とされるその他の事柄や
活動がどれほど価値のある適切なもので
あったとしても，それらは，親と家族だけ
が全
まっと

うできる天与の義務に取って代えら
れるものでは決してありません。」6

III
教会指導者は，ワードやステークが，数
ある教会プログラムの中の，実現可能で
良いことをすべて会員に行わせようとすれ
ば，教会の集会と活動が複雑かつ負担に
なりすぎてしまうことを認識しなくてはな
りません。そこにおいても優先順位が必
要です。
十二使徒定員会の会員は，教会のプロ
グラムと活動において霊感に基づいた判
断をすることの大切さを強調しています。
L・トム・ペリー長老は，2003年に行われた
第1回世界指導者訓練集会で，この原則に

ついて教えました。リチャード・G・スコッ
ト長老は2004年に，この同じ指導者たち
に勧告してこう言いました。「活動が地元
の状況や資材・人材に見合ったものとなる
よう調整してください。……第一に必要と
することが確実に満たされるようにしてく
ださい。しかし良いことをあまりにも多く
生み出そうとして，第一に必要なことが達
成されないようなことはしないでくださ
い。……忘れないでください。やることを
拡大するのではなく，簡素にするのです。」7

昨年の総大会でM・ラッセル・バラード
長老は，霊的な支えとならない無益な活
動に過度の時間を費やすことから生じる
家族関係の荒廃を警告しました。バラー
ド長老は，「多大な時間やお金，労力を消
費する不必要な飾りもの」で教会の奉仕を
複雑なものにしてしまうことを警告してい
ます。「自分の召しを尊んで大いなるもの
とするという指示は，尾ひれを付けて物
事を複雑にしなさい，という意味ではあり
ません。また，創造力を発揮するという言
葉は，必ずしも膨らませるという意味を持
つのではなく，往々にして簡素化すること
を指しています。……教会の責任の最も
重要なことは，報告するための統計やミー



ティングではなく，救い主がなさったよう
に，一人一人を教え導くことです。一人一
人が高められ，力づけられ，最終的に変わ
ることができたかどうかということです。」8

ステーク会長会とビショップリックは権
能を使い，ステークやワードの会員に折に
ふれて課せられている過剰で無益な忙し
さを除去する必要があります。教会のプ
ログラムは，家族が「天与の義務」を果た
すために必要な時間を過度に侵害するこ
となく，彼らが割り当てられた目的を達成
するうえで最も良いもの（最も効果的なも
の）に焦点を当てるべきです。
しかし，ここに家族への警告があります。
教会指導者が，家族がともに過ごせる時
間を増やすために教会の集会や活動に必
要な時間を削減したと仮定してください。
たとえそうなったとしても，家族の一人一
人，特に両親が，家族でともに過ごす時間
や一対一で過ごす時間を積極的に増やさ
ないかぎり，その意図された目的を達成
することはできません。習い事としてのス
ポーツやビデオゲーム，インターネットのよ
うな科学技術が生んだ玩具は，すでに子
供や青少年の時間を奪っています。イン
ターネットで様々なサイトを閲覧すること
は，主に仕えたり，家族を強めたりするこ
と以上にすばらしいことではありません。
一部の若い男性や女性は，サッカーチー
ムに参加したり，様 な々娯楽を追及したり
するために，教会の青少年の活動に行か
なかったり，家族の時間を削ったりしてい
ます。若い人々の中には，死ぬほど，つま
り霊的な死に至るほど娯楽にふけってい
る人もいるのです。
個人と家族の時間の使い方にも，より良
いものもあれば，最も良いものもあります。
わたしたちは，より良いものや最も良いそ
の他のものを選ぶために，良いことをあき
らめる必要があります。なぜなら，より良
いものや最も良いものは，主イエス・キリ
ストへの信仰をはぐくみ，家族を強めるか
らです。

IV
以下は，良い，より良い，最も良い選択
に関する別の例です。

天の御父のまことの教会に属し，主の
戒めをすべて守り，義務をすべて果たす
ことは良いことです。しかし，これを「最
も良いこと」にするためには，愛をもって，
そして傲

ごう

慢
まん

さを捨てて行わなければなり
ません。すばらしい賛美歌にあるように
「わたしたちの善を兄弟愛で飾り」9，わた
したちが影響を与えるすべての人に愛と
関心を示さなくてはなりません。
何十万人もいるホームティーチャーや訪
問教師の皆さんへ，割り当てられた家族
を訪問することは良いことですが，教義や
原則を教える短い訪問をすることの方が
より良いことであり，訪問先の人の生活
に影響を及ぼすことは，何よりも最も良い
ことなのです。同様の課題は，わたした
ちが開く多くの集会にも適用されます。集
会を開くことは良いことですが，原則を教
えることはより良いことであり，集会の結
果，実際に生活を改善することができる

なら，それは最も良いことなのです。
2008年が近づき，メルキゼデク神権定

員会および扶助協会の来年の教科過程に
移りますが，『歴代大管長の教え』のテキ
ストの使い方に関して再び警告します。
何年もの霊感に満ちた作業が行われ，
2008年度に用いる，この神権時代の最初
の預言者『ジョセフ・スミスの教え』が制作
されました。これは教会の重要な書籍と
なります。過去において一部の教師は『歴
代大管長の教え』の中の1章だけを簡単
に採り上げ，後は自分が選んだレッスンを
代わりに行っていました。それは良いレッ
スンだったかもしれませんが，容認できる
慣習ではありません。福音の教師は，与
えられている霊感に満ちた教材から指定
されたテーマを教えるよう召されています。
教師が『ジョセフ・スミスの教え』を用いて
できる「最も良いこと」は，クラス一人一人
の必要に特に合う原則に関する預言者の
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言葉を選んで引用し，それらの原則を生
活に当てはめるにはどうしたらよいかをク
ラスで話し合えるよう指揮することです。
天の御父について証

あかし

します。わたした
ちは御父の子供であり，御父の計画は，
わたしたちが「永遠の命……神のあらゆ
る賜

たま

物
もの

の中で最も大いなるもの」にふさわ
しくなるように定められたことを証します
（教義と聖約14：7。教義と聖約76：51－
59も参照）。また，イエス・キリストの贖

あがな

い
がそのことを可能にすることを証します。
わたしたちは，預言者であるゴードン・
B・ヒンクレー大管長とその顧問によって導
かれていることを証します。イエス・キリス
トの御

み

名
な

により，アーメン。
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338番
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わたしの愛する兄弟姉妹の皆さ
ん，これで，このすばらしい大会
を閉会します。わたしたちは教

化され，高められました。わたしたちは霊
感を受け，このすばらしい福音をさらに深
く理解しました。音楽も，説教も，祈りも，

すべてほんとうにすばらしいものでした。
これから家路に就きます。車の方は，
どうぞ注意して運転してください。事故に
よって，このすばらしい経験が台なしにな
らないようにしましょう。
この大会の模様はすべて，来月の『エン
サイン』（Ensign）と『リアホナ』に掲載さ
れる予定です。大会の説教を，家庭の夕
べで読み返し，家族で話し合うように，皆
さんにお勧めします。どの説教も多くの祈
りと瞑

めい

想
そう

を経てつむぎ出されたものであ
り，深く考える価値のあるものです。
次の大会は，6か月後に開かれます。
来年の4月にお会いすることを楽しみにし
ています。わたしは97歳ですが，わたしも
次回の大会に出席したいと望んでいます。
それまでの間，天の祝福が皆さんとともに
ありますよう，へりくだり，心から，わたし
たちの贖

あがな

い主，主イエス・キリストの御
み

名
な

によりお祈りします。アーメン。

閉会に当たり
ゴードン・B・ヒンクレー大管長

わたしたちは霊感を受け，このすばらしい福音をさらに深く理解しました。



愛する姉妹の皆さん，わたしは心
の中で祈りながらこの厳粛な責
任に臨んでいます。わたしには

回復されたイエス・キリストの福音が真実
であるという証

あかし

があります。救い主はわ
たしたちの導き手，模範，岩であり，力，
そして弁護者であられます。わたしの人
生において，主と主が聖任された預言者
を支えるためにできることは，どのような
ことであれ祝福です。わたしは扶助協会
の姉妹たちをいつも深く愛し尊敬してい
ます。教会の女性は世界で最もすばらし
く，有能だと確信しています。この教会に
属する特別な女性の皆さんをわたしがど

れほど愛しているかを知ってほしいと思
います。
ヒンクレー大管長は，世界指導者訓練
集会でこのように述べました。「この教会
の扶助協会に匹敵する組織はどこを探し
ても見当たらないとわたしは確信してい
ます。そこには全世界で500万人を超える
会員がいます。彼らが一つとなり，声を一
つにして語るとき，その力は測り知れませ
ん。……教会の女性が主の計画から見て
適切かつ正しいことのために力強く確固
として立つのは，この上なく重要なことで
す。」1

この霊感に満ちた務めについて，わた
しは深く考え，研究しました。そして，教
会の女性がヒンクレー大管長の勧めに従
い，その約束を実現するにはどうしたらよ
いか，答えを探してきました。適切かつ正
しいことのために声を一つにして語り，力
強く確固として立つにはどうすればよいで
しょうか。主の計画において，末日聖徒
の女性が行わなければならない具体的な
事柄が幾つかあります。姉妹たちが神の
娘であり，「世界〔の〕歴史上きわめて困難
な時期」2 と言われる時に地上へ来るよう
に選ばれたからです。
主の計画の下で与えられた役割を果た
すために，わたしたちは「信仰」において
力強く確固として立ち，「家族」において

力強く確固として立ち，「人を助けること
（扶助）」において力強く確固として立たな
ければなりません。この大切な3つの事柄
に優れた者となる必要があります。それ
により，主の弟子として際立った存在にな
るのです。扶助協会を通して，わたした
ちはキリストの弟子となることを実践しま
す。主の望まれることを学び，主の望まれ
ることを行い，主の望まれるような人にな
るのです。このことに重点を置いて集ま
るとき，わたしたちはそれぞれが置かれ
ている状況に関係なく，扶助協会としてふ
さわしい業を行うことができます。それは
18歳でも88歳でも，独身者でも既婚者で
も，子供がいてもいなくても，住んでいる
場所がユタ州バウンティフルでもインドの
バンガロールでも同じです。

「信仰」において力強く確固として立つ

まず，末日聖徒の女性は信仰において
力強く確固としていなければなりません。
主イエス・キリストと主の回復された福音
についての証を生活に生かすこと，また
伝えることにおいて優れた者となることが
できますし，またそうすべきです。そのた
めに，次の事柄を行います。

1．主と聖約を交わして守る
2．神殿に入るふさわしさを身に付け，神
殿で礼拝する

3．聖文や預言者の言葉から主の教義を研
究する

4．聖霊を受けるふさわしさを備え，その
声を聞き，従う

5．主の福音を伝え，擁護する
6．個人や家族で心から祈る
7．家庭の夕べを行う
8．自立および賢明な生活の原則を実践する

これらは最も大切な事柄であり，ほか
のなくても済む事柄よりも優先して行わ
なければなりません。どれもが簡単で，欠
かすことのできない事柄です。日常のささ
いなことのように扱われがちですが，これ
らはキリストの弟子であることのしるしで
あり，いつも扶助協会の姉妹たちを支え
る土台となってきました。代わりに行って

末日聖徒の女性が
秀でている事柄──
力強く確固として立つ
中央扶助協会会長
ジュリー・B・ベック

わたしたちは「信仰」において力強く確固として立ち，「家族」において力強く確
固として立ち，「人を助けること（扶助）」において力強く確固として立たなければ
なりません。

●中央扶助協会集会
2007年9月29日
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くれる人はいません。これらは個人個人
の行動，習慣であり，正しいことのために
力強く確固としている者としてわたしたち
を際立たせます。
もし末日聖徒の姉妹一人一人が聖約を
交わし，その聖約を新たにし，守ることに
優れた者となるなら，また神殿推薦状を得
るにふさわしくなり，より頻繁に神殿で礼
拝するなら，聖文とキリストの教義を研究
し，いつどこにおいてもその教義を教え，
擁護できるほど精通するなら，この世界，
そして教会はどれほど変わることでしょ
う。すべての姉妹が毎朝毎晩心から祈り
をささげ，さらには主が命じられているよ
うに絶えず祈るなら，一つに結束したわ
たしたちの力はどれほど大きいことでし
ょう。すべての家族が毎日家族の祈りを
行い，毎週家庭の夕べを開くなら，わたし
たちはさらに強くなります。すべての姉妹
が知識や才能，持てるものを惜しみなく
与えられるまでに自立するなら，そしてキ
リストの弟子であることが言葉と服装に
表れるなら，わたしたちは正しいことにお
いて確固としていられるでしょう。

「家族」において力強く確固として立つ

2番目に，末日聖徒の女性は家族にお
いて力強く確固としていなければなりませ
ん。わたしたちは，家族を築き支えるこ
とにおいて，だれよりも秀でた者となるこ
とができますし，そうなるべきです。また
キリストの弟子として，家族を支え，養い，
守ることに世界で最も秀でた者となること
ができますし，そうなるべきです。そのた
めに，次の事柄を行います。

1．女性の神聖な役割を理解し，擁護する
2．神権の祝福を受ける
3．永遠の家族を築く
4．安定した結婚生活を続ける
5．子供を産み，育てる
6．家族一人一人への愛を表し，家族を養う
7．義にかなった若者を育てるという責任
を受け入れる

8．家族に関する教義を知り，実践し，擁護
する

9．親族の情報を調べ，神殿の儀式を行う

イエス・キリストの弟子である教会のす
べての女性には，家族を支え，養い，守
る責任が与えられています。女性には創
世の前から与えられた明確な役割があり
ます。皆さんも知っているように，聖約を
守る末日聖徒の女性として，家族に関す
る普遍の原則3 を守るために声を上げる
ことは，世界中で家族を強めるために欠
かすことができません。
女性の神聖な役割を知り，擁護するこ
とは，女性の本質についての偽りのメッセ
ージがあふれている世界にあって，とても
重要です。テレビやラジオには，女性問題
の権威や女性の代弁者を自称する人が登
場します。こうしたメディアの流す情報に
は真理の一端が含まれていることがある
ものの，大部分は個人的満足や自己崇拝
という教えにすぎず，女性の本質や優れ
た価値について，女性を誤った方向へ導
くことが多いのです。こうした声がもたら
すのは見せかけの幸福であり，その結果，
多くの女性が悲劇や孤独，混乱に陥るの
です。
幸福の計画の中で末日聖徒の女性が果
たすきわめて大切な役割について，彼女
たちが学ぶことのできる完全な真理は，
この教会と教義の中以外にはありません。
前世での大きな戦いで，わたしたちは救
い主イエス・キリストの側につきました。
それは，永遠の家族の一員となるという可

能性を守るためでした。わたしたちは自
分が神の娘であること，そして何をするべ
きかを知っています。救いの計画の中で
果たすべきそれぞれの役割を理解し，喜
んで果たすときに，女性は真の幸福を見
いだします。教会では，女性が秀でるこ
とのできる事柄，また秀でるべき事柄を
擁護し，それを臆することなく教えていま
す。わたしたちは家族が永遠の存在とな
れることを信じています。それは結婚が正
しいことであると信じるという意味です。
増えよ，地に満ちよという戒めは，今なお
有効だと知っています。すなわち，わたし
たちは子供をもうけることが正しいと信じ
ているのです。主の助けにより，立派に
子供を育て，教えることができると信じて
います。これらのことは幸福の計画の中
でとても大切な責任です。女性はこうした
役割を受け入れ，心を尽くして責任を果
たすときに幸福になれるのです！ 家族に
ついての真理を知り，擁護することは，こ
の教会に集うすべての姉妹に与えられた
特権なのです。
家族は永遠です。ですから，家族の関
係に無関心であったり逆に自己満足に浸
っていたりする余裕はありません。これま
で扶助協会が行ってきた偉大な業のほと
んどは，末日聖徒の女性が家族を強めら
れるようにすることを主眼としていました。
特に，家事，子育て，親の務め，夫婦関係
においてさらに向上するための方法が強
調されてきました。家族を築くには努力
が伴いますが，それはまた偉大な努力で
す。わたしたちはこの責任を恐れません。
扶助協会の姉妹であるわたしたちは，家
庭を築き，支えることについて最も秀で
た者とならなければなりません。わたし
たちは家族を支え，養い，守るのです。

「人を助けること（扶助）」において力強く
確固として立つ

3番目に，末日聖徒の女性は，人を助け
ることにおいて，力強く確固としていなけ
ればなりません。わたしたちの組織は扶
助協会であり，人を助けることに世界で最
も秀でた者となるべきです。助けの手を
差し伸べることは，扶助協会の創立当初



から特に重視されてきました。「扶助」
（relief）という言葉には，「持ち上げる，軽
くする」という意味があります。また「引き
上げる」という意味もあり，「『窮地にある
（人を）救い出す』という考え方につながり
ます。」4 わたしたちが行う奉仕と援助は，
自分が主の弟子であり，回復された主の
まことの教会に属しているというしるしで
す。「扶助」するという言葉を持つ，この世
界的な女性の組織の一員であることは特
権です。
ジョセフ・スミスは「貧しい者や，悲しん

でいる者，夫を亡くした女性や孤児に手
を差し伸べるため，またあらゆる慈善を
目的とした行いをするため」5 また，「貧し
い者を助けるだけでなく，人の霊を救う
ために」6 この教会の女性たちを組織す
ると述べました。そうした扶助の活動に
ついて，ジョン・A・ウイッツォー長老はさら
に，「貧困，病気，疑い，無知など，女性の
喜びと進歩を妨げるすべてのものから解
放する」ことであると定義しています。7

扶助協会は過去にも重要な扶助活動を
行ってきましたが，この教会の女性にとっ
て最も偉大で大切な業はこれからやって
来ます。地球は主イエス・キリストを受け

入れる備えをする必要があります。戦争，
混乱，天災や増え続ける悪のただ中にあ
って，わたしたちはこの備えを後押ししな
ければなりません。これほどまでに全面
的な規模の扶助活動が必要となるのは，
世界史上初めてのことです。わたしたち
はイエス・キリストの弟子であり，主と聖約
を交わしています。その時点で，人を助け
るという決意をすでに表しているのです。
皆さん一人一人は特別で貴重な存在で
す。それぞれ重荷や問題を抱えています
が，それは助けを求めて主に心を向ける
という祝福をもたらします。また，人を助
けることにより，わたしたちは主に仕える
という機会にも恵まれます。人を助けるこ
とは，寂しさや失望を何よりも早く克服す
るための解決策であり，御霊

みたま

を伴侶
はんりょ

とす
る確かな方法です。人を助けたいと思っ
たときは，ただひざまずいてこう尋ねれば
よいのです。「わたしの助けを必要として
いるのはだれでしょうか。」既婚か独身，ま
たは年齢を問わず，人を助ける業におい
て，すべての姉妹が必要とされています。
わたしたちは，ほかのだれよりも人を助け
ることに秀でた者となる必要があります。

力強く確固とした指導者

これから，扶助協会会長会で忠実に奉
仕しているすばらしい姉妹の皆さんに話
します。皆さんは神からの信頼を受けて，
胸躍る扶助協会の業を推し進めていま
す。皆さんには，末日聖徒の女性たちが
「信仰」，「家族」，「人を助けること（扶助）」
において優れた者となれるよう助ける義
務があります。教会の姉妹たちが福音に
対して抑え難いほど強い関心を持つよう
に，また，家事，子育て，夫婦関係におい
て常に向上し，自分の家庭で福音を十分
に実践できるように助けてください。
召しを受けて聖任された扶助協会の指
導者の皆さんには，この霊感された責任
を果たし，皆さんが仕える人々の必要を
十分に満たすために，神から霊感を受け
る権利と権限があります。8 最も大切な事
柄に焦点を当てるときに，聖なる御霊の
助けを受け，必要ではない事柄を切り捨
てる勇気を与えられます。
この世において，家族がなんらかの中
毒や負債，不誠実や不従順といった嵐

あらし

の
ただ中にいることは，指導者のだれもが
知っています。救い主はわたしたちの時
代を「産みの苦しみの初め」9 と呼ばれ，

家族を強めることの大切さを学ぶブラジル，サンパウロの会員たち。
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多くの人が惑わされ，戦争と戦争のうわさ，
飢饉
ききん

，地震，疫病が起こると言われました。
こうした事柄はまさに現代の様子をその
まま表しています。この教会の女性は，あ
らゆる点で備えるという責任を固く守らな
ければなりません。
扶助協会の指導者は，すべてのワード

や支部に集うすべての家庭のすべての姉
妹が自立できるよう助けることができま
す。姉妹たちは，万一の事態に自分と家
族を支えられるよう貯蓄や貯蔵を行い，技
術を磨くべきです。これから自立を目指
そうとする人へのパンフレットなど，教会
はとても役立つ資料を用意しています。
このような形で姉妹たちを助けることも指
導者である皆さんの責任です。
皆さんは神権指導者と力を合わせ，彼

らと話し合い，このような嵐を避け，身を
守るための対策を練り，皆さんが仕える
人々の実情に合わせて助けの手を差し伸
べる計画を立てる特権があります。そうし
た努力の中で生まれる友情や交わりは人

生をさらに豊かにしてくれるでしょう。人
を助けることに焦点を当てるなら，きっと
良い関係を築くことができますが，良い関
係を築くことばかりにとらわれていると，
必ずしも人を助けることはできません。
目的は何であれ，貴重な時間と神聖な

基金を使って扶助協会の名の下に集まる
ときは，わたしたちが最も秀でるべきことを
姉妹たちが行えるように助けなければなり
ません。日曜日の扶助協会の集会では，
開会行事は短く，御霊を招くようなものとす
べきです。女性としての責任を最もよく果
たせるように，可能な限りの時間を使って，
ともに福音を研究する必要があります。扶
助協会のすべての大会，活動，集まり，集
会は，わたしたちが最も秀でるべきことを
姉妹たちが行えるようにすることに焦点を
当てていなければなりません。ヒンクレー
大管長は次のように強く勧めています。
「わたしたちには，自分で認識している
以上に大きなチャレンジがあります。……
……『できる限りのことを行（ってくださ

い。）』それは持てる力をすべて出し切る
という意味です。そのことを強調したいと
思います。……わたしたちには，はるかに
優れたことを行う力があるのです。……
……ひざまずいて主に助けと力，導き
を求めなければなりません。そして自分
の足で立って前進しなければなりませ
ん。」10

愛する姉妹の皆さん，わたしが心から
支持している預言者はこの世の方法より
も良い方法があると述べ，ともに義のため
に立つようにと教会の姉妹たちに呼びか
けました。また，わたしたちが一つとなり，
声を一つにして語るとき，その力は測り知
れないものになると言いました。わたし
は，この教会の女性たちが，イエス・キリス
トと主の回復された福音を信じる信仰に
おいて，また家族を支え，養い，守ること，
そして助けの手を差し伸べることにおい
て力強く確固として立つことを預言者に伝
えました。女性にとって最も大切なこの業
に携わるときに，主がわたしたちを祝福
してくださるように祈ります。イエス・キリ
ストの御名

み な

により，アーメン。
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皆さんの前に立ち，心に感じてい
る事柄を分かち合う機会を頂
き，へりくだる思いです。世の標

準で言えば，わたしはごく平凡で，取るに
足りない者ですが，非常に憐

あわ

れみ深い主
は，たぐいまれな機会や一つの貴重な賜

たま

物
もの

を絶えずわたしに与えてくださいました。
わたしが受けているその賜物とは，主の
福音が真実であり，イエス・キリストが実在
の御方であり，主の贖

あがな

いの犠牲が現実の
ものであるということです。まだ14歳のと
きに，初めて宣教師の話を聞いてモルモ
ン書を読んだときからずっと聖霊の導き
と影響を感じてきました。わたしの証

あかし

は
常に心の中で燃えており，わたしの信仰
は確固としたものです。このような信仰と
証という賜物によって，わたしの人生は大
きな祝福を受けてきました。
わたしは今日

きょう

，世界中で最もすばらしく，
最も価値ある女性たちの中に立っていま

す。この瞬間，自分の肩にかかる責任の
重さを感じています。この機会に，主がわ
たしを通して皆さんに告げようとされる言
葉を語れるように，霊感を求めて祈り，聖
文を研究して深く考えてきました。
扶助協会会長会は，扶助協会の歴史と
目的について何度も学び，深く考えてきま
した。このたぐいまれな組織は，教会の
女性たちに仕え，祝福するために，神が
預言者を通じて組織されたものです。扶
助協会は，当時の女性たちの優しい心の
望みにこたえて霊感によって生まれまし
た。この組織には，二つの明確な目的が
あります。すなわち，貧しい人 を々援助し，
人 を々救うということです。1

ベック姉妹は，教会の女性は上手に人
を助けることができるし，そうするべきだ
と述べました。
ヨハネによる福音書第21章15節から17
節で教えられている原則について考えて
みましょう。主はペテロにこのようにお尋
ねになりました。「わたしを愛するか。」ペ
テロは答えました。「わたしがあなたを愛
することは，あなたがご存じです。」そして
主はこのようにおっしゃいました。「わた
しの小羊を養いなさい。」主はペテロにも
う一度お尋ねになりました。「わたしを愛
するか。」ペテロはまたこのように答えまし
た。「わたしがあなたを愛することは，あ
なたがご存じです。」主はペテロに言われ
ました。「わたしの羊を飼いなさい。」主
は3度目に言われました。「わたしを愛す
るか。」ペテロはこのように答えました。
「主よ，あなたはすべてをご存じです。わ
たしがあなたを愛していることは，おわか

りになっています。」イエスは彼に言われ
ました。「わたしの羊を養いなさい。」
わたしたちもキリストの弟子として，主
を愛していると宣言しています。それでは，
どのようにして主の羊を養うのでしょうか。
扶助協会の姉妹たちは，家庭訪問を行
うことによって主の羊を養うことができま
す。家庭訪問の目的は，一人一人の姉妹
といたわり合う関係を築き，援助し，相手
を慰め，友情を築くことです。2 この目的を
達成するために，訪問教師は次の事柄を
行うべきです。

1．割り当てられた姉妹を定期的に訪問す
る（可能であれば，毎月，担当の姉妹の
家を訪問します）。

2．その姉妹と家族の霊的な必要や物質
的な必要を知る。

3．適切な援助を提供する。
4．毎月のメッセージを通して霊的な教え
を伝える。3

主は女性に，愛，思いやり，親切，慈愛
という天与の特質を祝福しておられます。
訪問教師としての毎月の訪問の際に，愛
と親切の手を差し伸べ，思いやりと慈愛
の賜物をささげるときに，一人一人の姉妹
を祝福することができます。個人的な状
況がどうであれ，わたしたち一人一人に
人を教化し，養う機会があるのです。
わたしは中南米の多くの国々やカリブ
海，スペインで暮らしたことがあります。
家庭訪問のために，遠くまで歩いたり，バ
ス，地下鉄，汽車などで訪問したりする様
子を見てきました。コスタリカに住む友人
のアンナは，子供が小さかったころも，毎
月家庭訪問を行いました。大雨の中を歩
いて訪問したことも何度もあります。30年
たって孫が生まれた今でも忠実な訪問教
師です。彼女は多くの人々の生活を祝福
してきました。
姉妹たちを毎月訪問することにより，愛，

友情，信頼のきずなを結ぶことができま
す。御霊

みたま

の促しに耳を傾けるなら，人の
必要にさらに敏感になることができるでし
ょう。御霊の促しに従って行動するなら，
助けの必要な人を祝福することができま

「わたしの羊を養いなさい」
中央扶助協会会長会第一顧問
シルビア・H・オールレッド

姉妹たちを毎月訪問することにより，愛，友情，信頼のきずなを結ぶことができます。
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す。そのためには，わたしたちは持ち物
や時間を進んでささげなければなりませ
ん。人生の真の価値は，どれほど得たか
ではなく，どれほど与えたかによって測ら
れるのです。互いの肉体的，霊的，精神
的必要に寄り添うとき，家庭訪問は与える
機会となります。
ドミニカ共和国に住んでいたころ，わたし

は，ある姉妹を訪問しました。彼女は3人
目の子供を出産し，退院したばかりでした。
上に二人の幼い子供がいるにもかかわら
ず，とても元気で落ち着いているので驚き
ました。しばらく言葉を交わした後で，扶
助協会の姉妹たちが数日間毎日手伝いに
来てくれるので，とても心強く感じている
のだと話してくれました。彼女は愛されて
いると実感していました。
わたしはコスタリカのサンノゼにいたと
きに何度か出産しましたが，生まれたば

かりの赤ん坊を抱いて退院してくる度に，
訪問教師がいつもだれよりも早く会いに
来て，食事を持って来てくれました。
ボイド・K・パッカー会長は，扶助協会で
行われる奉仕は個々の姉妹を尊んで大い
なる者として聖別すると語りました。また，
どんな社交クラブや同様の団体よりも扶
助協会の奉仕を優先するようにと勧告し
ています。4

家庭訪問は会員の定着や最活発化にお
いても大いに力を発揮します。あるヤン
グシングルアダルトの姉妹はこのように述
べています。「『リアホナ』の大管長会メッ
セージを読んでいたとき，家庭訪問の割
り当てについて思い出しました。同僚と
は親しかったのですが，予定がなかなか
合いませんでした。その朝，わたしは担
当の姉妹に電話で訪問の約束を作り，同
僚の予定が空いていることを願いました。

残念なことに，同僚の時間は空いていま
せんでした。一緒に訪問できる人がいな
いかどうかルームメートに聞いてみました
が，だれも都合がつきません。家庭訪問
を一人で行うことは理想的でないので中
止にすることも考えましたが，翌月まで待
つよりは一人で訪問する方がよいだろうと
いう結論に至りました。
アレハンドラの家に着たわたしは緊張
しながらドアに近寄りました。アレハンド
ラとはほとんど面識がありません。電話で
はとても好意的だったので，教会で会っ
たことがあるのかもしれないと思いまし
た。アレハンドラはわたしを抱きしめ，満
面の笑みを見せてくれました。初対面で
した。アレハンドラはまた教会に集いた
いと思っていたことや，ここ数か月間，だ
れかが訪問してくれるように願っていたこ
とを話してくれました。訪問教師が訪ねて
来たのはこれが初めてだとのことでした。
わたしたちは福音の原則について少し話
し合い，それからその月の家庭訪問メッセ
ージについて話し合いました。アレハンド
ラは次の週から教会に来る決意をしまし
た。そして，実際に来てくれました。（しか
もボーイフレンドまで連れて来たのです。）
以来，アレハンドラとわたしは良い友人
になりました。家庭訪問の担当は変わり
ましたが，月に2回以上行き来しています。
アレハンドラは教会や家庭の夕べに出席
し，インスティテュートにも通っています。
今，わたしには，家庭訪問についてか
つてないほど強い証があります。聖霊か
ら静かに促され，アレハンドラのような親
切で愛ある友人のもとへ導かれたことに
感謝しています。二人ともこの経験によっ
て強められました。この経験はわたした
ち二人が霊的に進歩するために必要なも
のでした。」5

一人の羊飼いが関心を寄せるなら，迷
い出た羊の多くを取り戻すことはまだ可能
です。彼らは群れに戻る招きに応じてく
れるかもしれません。
モロナイ書第6章4節には，バプテスマ
を受けてキリストの教会に入った人々を
覚えて養うようにという勧めがあります。
毎月訪問して福音のメッセージを分か

デンマークの二人の姉妹。彼女たちは，友情と親睦が密接に関連していることをよく理解している。



ち合うことにより，信仰と証が築かれます。
福音の原則，聖句，預言者の教えについ
て話し合いながら，深く理解したことや個
人的な経験を述べるときに，伝える方も
聞く方も，ともに教化されます。
さらに，家庭訪問の同僚となる二人の

姉妹は，親しい友人になり，互いに教化
し合えるという祝福もあります。ともに奉
仕することにより，互いに学び，愛し合う
ようになるのです。
わたしたちは意味のある援助をするこ
とができますし，そうするべきです。わた
したちは福音を通して生活を見ることが
できます。善いことを行うようにと神から
促しを受けます。家庭訪問を効果的に行
うことを決意しましょう。わたしたちは，
物質的，霊的な養いを与えることができ
ます。わたしたちは教義を理解して教え
ることができますし，またそうするべきで
す。わたしたちは霊的に飢えている人々
を助け，羊を養うことができます。羊を養
うとは，新会員や，あまり活発でない会員，
あるいは活発な会員でさえも強め，養うこ
とを意味するかもしれません。
わたしたちは，神とその子供たちへの

愛で心を満たし，無私の心で，静かに，喜
んで奉仕するべきです。群れを飼い，キリ
ストのみもとに招くためには，純粋な心遣
いがなければなりません。
わたしたちが主体的に，喜んで家庭訪
問を行うに際して，愛と思いやりの腕を差
し伸べて，互いを祝福し，助け，強めると
いうさらに大きな決意をすることができま
すように。イエス・キリストの御名

み な

により，ア
ーメン。
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数か月前にベック姉妹から，「い
ろいろな家族との経験を少し
交えながら，家族について話し

てもらえませんか」と頼まれました。わた
しは独身で，子供はいません。きっとベッ
ク姉妹は，わたしが自分自身の子供のこ
とで失敗したことがないので，家族につ
いて話す資格があると思ったのでしょう。
自分には失敗した経験がないと言える女
性はあまりいないでしょう。
わたしはソーシャルワーカーの仕事を
通して，長年にわたり多くの家族と接して
きました。ほとんどの家族は，もめ事や難
しい問題を抱えていました。肉体的にも
情緒的にも子供がひどく傷つけられるよう
な状況を見て，胸が張り裂けそうになった
ことも何度かあります。親がアルコールや

薬物におぼれて，見捨てられたりほうって
おかれたりした子供たちも目にしました。
里親の援助を受けて育ち，今は愛にあふ
れる家族の助けや支援もなく，自立して生
活する18歳の人たちにも会いました。
ありがたいことに，教会員であるわたし
たちの大半には虐待や育児放棄といった
問題はありません。しかしどの家族も，病
気や死，不従順，経済問題といった，何ら
かの困難を経験することになります。
これらの問題を前にすると，次のような
真剣に考えるべき疑問が心に浮かびます。
家族に何が起きているのか。安定した家
族と，不安定な家族の違いは何か。家族
を助けられる簡単な事柄として何がある
だろうか。だれが家族に助けを与えるこ
とができるのか。
今日
きょ う

わたしは，これらの疑問に短く触
れて，長年の経験から分かったことを幾つ
か話したいと思います。それらが皆さん
の助けになるようにと願っています。

家族に何が起きているのでしょうか

サタンは家族を攻撃しようと躍起にな
っています。結婚は重要ではない，子供
に父親や母親は要らない，堅固な家庭な
ど重要ではないとささやきます。道徳を
重んじる姿勢などというのは時代遅れで，
ばかげていると告げます。そして，問題が
起きると，サタンはわたしたちに，信仰を
捨て去り世の道に倣

なら

うようにとささやくの
です。名声や富でそそのかし，どうすれ

わたしはあなたを強くし，
あなたを助ける
中央扶助協会会長会第二顧問
バーバラ・トンプソン

家族を強めるうえで最も大きな助けになるのが，キリストの教義を知り，それに従
〔う〕ことです。
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ば怠惰に暮らしていけるかを告げます。
神への信仰を攻撃し，最も堅固で愛のあ
る家族さえも落胆させようとします。わた
したちがほんの少しでも屈すると，サタン
は喜びます。

安定した家族と不安定な家族の違いは何
でしょうか

安定した家族は，自分たちが何者であ
り，どこに行こうとしているのか，何を達成
したいのかをよく理解しています。不安定
な家族は，自分たちが何者であるかを理
解しておらず，計画やよりどころを持たず，
方向性を決める価値観や標準という核も
ありません。
不安定な家族の親の中には，すぐれた
価値観を教えられたにもかかわらず，アル
コールや麻薬などの中毒を引き起こすも
のの摂取によって，適切な判断力や，正し
い決断力を失ってしまった人々もいます。
一方，安定した家族にあって，愛に満ち
た両親は，ただ何かをするように言うだけ
ではなく，模範によって教えます。子供と
ともに行い，どのように成し遂げるべきか
を示すのです。

家族を助けられる簡単な事柄として何が
あるでしょうか

子供がいかに貴い存在かを心に留めて
ください。彼らは神の霊の子供なのです。

わたしはこれまで，どうやって生き延びら
れたのか想像を絶するような状況にある
子供たちを通して，人の魂の回復力が輝
きを放つのを見てきました。
愛する姉妹の皆さん，皆さんの子供た
ちを愛し，養い育ててください。愛してい
ることを伝えてください。腕に抱き締めて
ください。体を使って適切に愛を伝える
なら，奇跡が起きるでしょう。優しい言葉
をかけてください。どのように働くべきか
を模範で示してください。祈るように教え
てください。ジェームズ・Ｅ・ファウスト管長
はこう言いました。「一緒に祈ることにより，
家族に対して親近感を抱くことができま
す。幼い子供は両親や年上のきょうだい
が祈るのを聞いて祈る方法を学びます。
……個人と家族の幸福にとって個人の祈
りと家族の祈りはなくてはならないもので
す。」1

子供たちに聖文を読んで聞かせてあげ
てください。聖文が生涯にわたって導い
てくれることを学べるように助けてくださ
い。ともに家庭の夕べを開いてください。
家族とともに過ごす時間が皆さんにとって
とても大切であることを子供たちに伝え
てください。
一般的に子供は両親や，両親の犯す過
ちに対して非常に寛容です。大人よりもず
っと早く赦

ゆる

し，忘れ，前に進むことができ
ます。後ろめたく思わないでください。

過ちを犯したときは謝りましょう。子供に
赦しを請うのです。改めるべき事柄は改
め，前に進みましょう。
子供を育てるには，様々な面で忍耐が
求められることを忘れないでください。子
供はとても貴い存在である一方で，時に
は皆さんを怒らせたり，いらいらさせたり，
いたずらをしたりすることもあります。そ
のようなときに，後で後悔するような言動
を慎むためには，大変な忍耐と自制心が
必要です。深刻な過ちを避けるためには，
「一時休止の時間」を取る必要があるでし
ょう。少しの間部屋を離れるのは，自制
心を取り戻すのにとても役立ちます。
「家族──世界への宣言」2 の中で与え
られている勧告ほど，すばらしいアドバイ
スはありません。ぜひ読んで研究し，家族
の標準として取り入れてください。家庭の
夕べのレッスンで何度も採り上げ，家族は
どのように機能するべきかについて，家族
全員がよく理解できるようにしてください。

だれが家族に助けを与えることができる
でしょうか

子供を教え，家族を強める第一の責任
は，明らかに両親にあります。しかし，ほ
かにも多くの人が助けることができます。
例えば，わたしにはすばらしい両親がい
ますが，二人だけでわたしを育てたわけ
ではありません。



ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長が，1995
年9月に開かれた中央扶助協会集会にお
いて，家族への宣言を最初に発表したと
き，わたしはタバナクルにいました。すば
らしい集会でした。メッセージの重要性
を実感しました。また，そのときこのよう
に考えました。「これは親に対するすばら
しい導きであると同時に，大きな責任で
もある」と。また，自分は結婚していない
し，子供もいないから，自分にあまり関係
がないと，一瞬考えました。しかし，すぐ
に考え直して「でもやはり自分にも関係が
ある。わたしは家族の一員だ。娘であり，
姉であり，おばであり，いとこであり，めい
であり，孫娘なのだ。わたしにも責任が
あり，祝福もある。なぜなら，わたしも家
族の一員なのだから。たとえ家族の中で
生きているのがわたしだけだとしても，そ
れでも神の家族の一員であり，ほかの家
族を強めるのを助ける責任がある」と考
えました。
ロバート・Ｄ・ヘイルズ長老はこのように言
いました。「家族を強めることは，わたした
ち両親や子供，親族や指導者，教師，個々
の教会員にとって，神聖な義務です。」3

扶助協会の姉妹として，わたしたちは
家族を強めるために助け合うことができ
ます。様々な分野で奉仕する機会を得て
います。わたしたちが提供できるものを
ちょうど必要としている子供や若人に，絶
えず接する機会があります。年配の姉妹
の皆さんは，多くの良いアドバイスや経験
談を若い母親たちに伝えられるでしょう。
若い女性の指導者や初等協会の教師の言
動が，親の教えようとしていることを強調
するうえでまさに必要なことであったりも
します。また，友人や隣人に助けの手を
差し伸べるのに，特別な召しは必要あり
ません。
家族を強めるうえで最も大きな助けに
なるのが，キリストの教義を知り，それに
従い，主に頼って助けを求めることです。
わたしは問題を抱える家族を助ける中で，
彼らが救い主について知っていたら，ま
た彼らが子供たちにイエス・キリストの教
義を教えることができたらどんなによい
だろうと思ったことが何度もありました。

「見よ，この御方は数々の試練に耐え，
肉体の苦痛や飢え，渇き，疲労に耐えら
れるが，それは，人にとっては死ぬ以外に
耐えようのないものである。」4

キリストは，すべてを身に受け，わたし
たちの想像を超えた苦しみをお受けにな
りました。わたしたちの思いを御存じで
あり，理解してくださっています。そして，
助けてくださいます。
聖典は，キリストがこれまでどのように
助けてくださり，これからどのように助け
てくださるかについて，数々の例で満ちて
います。わたしの好きな聖句を幾つか分
かち合いましょう。
「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとに来なさい。あなたが
たを休ませてあげよう。」5

「神に頼る者はだれであろうと，試練や
災難や苦難の中にあって支えられ，また
終わりの日に高く上げられるということを
わたしは知っているからである。」6

「あなたは謙遜
けんそん

でありなさい。そうすれ
ば，主なるあなたの神は手を引いてあな
たを導き，あなたの祈りに答えを与えるで
あろう。」7

「〔あなたは〕尋ねる度に，わたしの御霊
みた ま

からの教えを受けてきたからである。」8

「神の戒めを忠実かつ熱心に守りなさ
い。そうすれば，わたしはあなたをわた
しの愛の腕の中に抱くであろう。」9

ヒンクレー大管長は次のように言いまし
た。「家族を絶対にないがしろにしない
でください。家族ほど大切なものはあり
ません。……結局のところ，後の世に持っ
て行くことができるのは，この家族関係な
のです。」10

救い主の偉大な愛を覚えてください。
主はイザヤ書第41章10節でこう言われま
した。「恐れてはならない，わたしはあな
たと共にいる。驚いてはならない，わた
しはあなたの神である。わたしはあなた
を強くし，あなたを助け……る。」そして，
再び13節で，「わたしはあなたを助ける」
と言われ，そしてもう一度14節で「わたし
はあなたを助ける」と繰り返されました。
救い主を信じてください。主はわたし
たちを助けてくださいます。主はわたし
たちを愛し，わたしたちが幸せであるよう
に願っておられます。
わたしたちの主，救い主は生きておら
れることを証します。主がわたしたちを助
けてくださることを証します。主はわたし
を何度も助けてくださいました。そして皆
さんを助けてくださいます。このことを知
っています。イエス・キリストの御名

み な

によっ
て，アーメン。
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今晩，わたしたちの魂は天に届
いています。美しい音楽と霊感
されたメッセージを聞くことが

できました。今ここに主の御霊
みたま

があります。
ジュリー・ベック姉妹，シルビア・オール
レッド姉妹，バーバラ・トンプソン姉妹。皆
さんの両親，教師，そして青少年時代の指
導者たちは，皆さんの可能性に気づいて
いました。
つまりこういうことです。

一人の少女の偉大さは，
今はまだ，だれにも分からないけれど
どんなに偉大な女性でも
かつては，みんな一人の少女だった 1

こうして皆さんとともに集えることはす
ばらしい特権です。カンファレンスセンタ
ーにいる姉妹たちだけでなく，衛星放送
を通じてこの集会の模様を見聞きしてい

る何千人もの姉妹たちにもごあいさつい
たします。
男性であるわたしは少数派ですから，
口を慎まなければなりません。ある男性
が本屋に行き，店員である女性に「『女は
男に従うもの』という本はありますか」と尋
ねました。店員は彼の目を真正面から見
て，皮肉たっぷりに答えました。「もしあ
るとしたら，空想小説のコーナーですね。」
教会の女性である皆さんを心から称賛
します。ウィリアム・R・ウォレスが述べたよ
うに，確かに「揺りかごを揺らす手は世界
を支配する」のです。2

1901年，ロレンゾ・スノー大管長はこう
述べました。「扶助協会の姉妹たちは……
苦しんでいる人々を助け，孤児や，夫を亡
くした女性を愛の腕に抱き，自らは世の
汚れに染まらずに，身を清く保ってきまし
た。わたしは，世界のどこを探しても，扶
助協会の姉妹たち以上に純粋で，神を畏

おそ

れる女性はいないと証
あかし

できます。」3

スノー大管長の時代と同様，現代にも，
訪問し，愛の言葉をかけ，心の飢えを満
たしてあげるべき人々がいます。わたし
は今日

こんにち

の扶助協会について深く考え，皆
さんに話すこの特権にへりくだりつつ，天
の御父の導きを求めました。
そして，世界中の扶助協会の姉妹一人
一人に，次の3つの達成すべき目標を話す
ようにとの促しを受けました。

1．熱心に学ぶ。
2．真剣に祈る。
3．喜んで奉仕する。

一つ一つの目標について考えてみまし
ょう。まず，熱心に学ぶです。世の救い主
はこう教えられました。「最良の書物から
知恵の言葉を探し求め，研究によって，ま
た信仰によって学問を求めなさい。」4「聖
文を調べなさい。あなたがたは，聖文の
中に永遠の命があると思っているが，聖
文は，わたしについてあかしをするもので
ある。」5

聖文の勉強は，わたしたち自身と家族
一人一人の証を強めます。今日

こんにち

の子供た
ちが育つ環境には，「正しい事柄を捨て
て，この世の楽しみを追い求めなさい」と
いう声があふれています。イエス・キリスト
の福音に基づく堅固な土台や，真理への
証，義にかなった生活をするという決意
がなければ，子供たちはそういった声に
影響されてしまいます。子供たちを強め，
守るのはわたしたちの責任です。
今の子供たちは，危機的と言えるほど，
インターネットやその他のメディアの影響を
受けています。アメリカでは，子供がテレビ
を見る時間は1日平均4時間で，そのほと
んどの番組に暴力やアルコール，麻薬，性
の描写があふれています。さらにその4時
間のほかに，映画やテレビゲームに時間
が費やされるのです。6 ほかの先進国の
統計も，ほぼ同じです。テレビや映画，そ
の他のメディアが流す情報の大半は，わ
たしたちが子供の心に植え付けたいと願
っている価値観とは正反対のものです。
健全な精神を宿し，正しい教義に堅くつ
くように子供を教える責任はわたしたち
にあります。しかし，それ以上に，子供が
外からの強い影響に対抗して，正しい道
にとどまれるように助ける責任が，わたし
たちにはあるのです。時間と努力が必要
です。そして自分以外の人を助けるには，
まず自分自身が，氾濫

はんらん

する悪に立ち向か
うための，霊的，道徳的勇気を持たなくて
はなりません。
第2ニーファイの第9章に現代が描写され
ています。
「おお，人の虚栄と意志の弱さと愚かし
さよ。人は学識があると自分は賢いと思
い，神の勧告に聞き従わない。そして自分
独りで分かると思って神の勧告を無視す

あなたを導く3つの目標
大管長会第一顧問
トーマス・Ｓ・モンソン管長

皆さんの影響力は，皆さん自身や皆さんの家庭をはるかに超えて，世界中に及ん
でいます。



るので，彼らの知恵は愚かであって役に
立たない。そして彼らは滅びるのである。
しかし，神の勧告に聞き従うならば，学

識のあるのはよいことである。」7

あざけられても，主の標準に堅くつく勇
気が必要です。長年大管長会の一員であ
ったJ・ルーベン・クラーク・ジュニア管長は
次のように語りました。「信仰があると見
なされ〔る〕人々の中にさえ，自分の信仰を
全部断言すると信仰のない仲間からばか
にされるので，自分の信仰を修正するか，
言い逃れるか，あるいは極端に薄めてし
まうか，捨て去ったかのように見せかける
人が少なからずいます。そのような人は，
……偽善者です。」8

新約聖書の第2テモテ第1章7節と8節の
力強い聖句が心に浮かびます。
「神がわたしたちに下さったのは，臆

おく

す
る霊ではなく，力と愛と慎みとの霊なので
ある。
だから，あなたは，わたしたちの主の

あかしをすること……を，決して恥ずかし
く思ってはならない。」
霊的な勉強に加えて，この世の学問も

欠かすことができません。将来何が起こ
るか分からないので，不慮の事態に備え
る必要があります。統計を見ても，夫の病
気や死，あるいは経済的な必要から，皆
さんが家計を支えなければならなくなる
可能性もあります。皆さんの中にはすで
にそのような役割を果たしている人もいま
す。今教育を受けていない，あるいはこ
れまで十分に受けてこなかった皆さん
は，必要な状況になったときに収入を得
られるように，ぜひとも教育を受けてくだ
さい。
学ぶことによって，皆さんの才能は伸び
ていきます。家族の勉強をさらに助けて
あげられるようになります。そして，人生
で遭遇するかもしれない出来事に対する
備えができているという安心感を持つこ
とができます。
繰り返します。熱心に学んでください。
第2の目標は，真剣に祈るです。主は
言われました。「常に祈りなさい。そうす
れば，わたしはあなたに御霊を注ごう。
そして，あなたの祝福は大いなるものとな
る。」9

祈ること，そして家族に祈るように教え
ることが，今ほど必要な時代はありません。
祈りは誘惑に対する防御です。心からの
真剣な祈りを通して，必要な祝福と助けを
受け，困難やチャレンジの多いこの現世の
旅路を進むことができるのです。
祈りの大切さを子供や孫に教えるとき
には，言葉と模範の両方が必要です。祈
りに関して模範の大切さをつづったある
母親の手紙を紹介しましょう。「親愛なる
モンソン管長，わたしは時々不安になりま
す。子供に良い影響を与えているという自
信がないのです。特にわが家は母子家庭
で，わたしは二つの仕事を掛け持ちして
何とか家族を養っています。仕事から帰
宅すると家の中がめちゃくちゃに散らかっ
ていることもありますが，希望だけは捨て
ません。」
手紙はこう続いています。「あるとき，子
供たちと一緒に総大会のテレビ中継を見
ていると，モンソン管長が祈りについて話
をしておられました。すると息子がこう言
いました。『このことは，もうお母さんが教
えてくれたよね。』わたしが『どういう意味
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なの』と聞くと，息子は答えました。『お母
さんは，お祈りするようにって教えてくれた
し，お祈りの仕方も教えてくれたよ。それ
に，この前の夜，聞きたいことがあってお
母さんの部屋に行ったら，お母さんはひ
ざまずいて神様にお祈りしていたんだ。
もしお母さんにとって神様が大切なら，ぼ
くにとっても大切なんだと思うよ。』」彼女
の手紙は次の言葉で結ばれています。
「子供は，親が自分に教えたことを，親自
身が行っているのを見るときに，親から
影響を受けるのですね。」
数年前，アトランタで開かれたボーイス
カウトアメリカ連盟の年次会議に出席しま
した。ソルトレークをたつ前に，スカウト
連盟の役員に渡すために，青少年向けの
教会機関誌『ニューエラ』（New Era）を持
って行くことにしました。アトランタのホテ
ルに着いて機関誌の包みを開けてみると，
秘書が特に理由もなく， 6月号だけ2冊余
分に入れていたことに気づきました。神殿
結婚の特集号でした。わたしはその2冊を
ホテルに残し，それ以外は予定していた
人たちに配りました。
会議の最終日，わたしは，予定されてい
た昼食会に出ないで部屋に戻った方がよ
いと強く感じました。部屋に入ると，電話

のベルが鳴っています。ある姉妹が，わ
たしがアトランタに来ていると聞いて電話
をかけたのです。彼女は自己紹介をした
後，10歳の娘に祝福をしてもらえないだろ
うかと聞いてきました。わたしが喜んで
引き受けると伝えると，その姉妹は，夫と，
娘と，息子と一緒に，すぐにホテルに来る
と言いました。待っている間，わたしは助
けを求めて祈りました。祈り始めると，会
議での高揚した気分は鎮まり，平安な気持
ちに包まれました。
やがてドアをノックする音が聞こえ，そ

の特別な家族に会う特権にあずかりまし
た。10歳の少女は松葉杖

まつばづえ

で歩いていまし
た。癌

がん

のために，左足を切断したのです。
しかし，少女の顔は明るく輝き，神を固く
信頼していました。祝福を施しました。
母親と息子はベッドのそばにひざまずき
ました。父親とわたしは小柄な少女の頭
に手を置きました。神の御霊に導かれ，
わたしたちはその力に圧倒されました。
涙がわたしの頬

ほお

を伝い，神の美しい娘
の頭の上に置いた手にこぼれ落ちまし
た。わたしは祝福の中で永遠の儀式と家
族の昇栄について述べました。主から促
され，家族で神の聖なる神殿に入るよう
にと力強く勧告しました。祝福の後，もう

すでに，家族で神殿の儀式を受けに行く
計画があるということを聞きました。彼ら
は神殿について尋ねてきました。そのと
きわたしは，天の声も聞かず，示現も見ま
せんでしたが，「『ニューエラ』を見なさい」
というはっきりとした思いが浮かびまし
た。ドレッサーの方に目をやると，神殿特
集号の『ニューエラ』が2冊あります。わたし
は1冊を少女に，もう1冊を両親に渡して，
一緒に読みました。
その家族が帰って行くと，部屋は再び
静まり返りました。感謝の祈りが口から
自然に出てきました。そして，わたしはも
っとよく祈ることについて決意を新たにし
ました。
愛する姉妹の皆さん，自分の力に見合
った務めを祈り求めるのではなく，務め
を果たせるだけの力を求めてください。
そうすれば，皆さんの働きよりも，皆さん
自身が奇跡となるでしょう。
心から祈ってください。
最後の目標は喜んで奉仕するです。皆
さんは，善を行う力強い器です。その強
さは世界でも最高水準に数えられます。
皆さんの影響力は，皆さん自身や皆さん
の家庭をはるかに超えて，世界中に及ん
でいます。通りを越え，町を越え，国や大
陸や海を越えて，皆さんの兄弟姉妹に届
いています。「愛はいつまでも絶えること
がない」という扶助協会のモットーを皆さ
んは体現しています。
皆さんは，奉仕の機会に囲まれていま
す。時には，奉仕の機会が多すぎて圧倒
されることもあるでしょう。どこから始め
るべきか，どうすればすべてを行えるか，
多くの必要がある中でどのように選択し，
どこで，どのように奉仕すべきか，といっ
た具合です。
人を高め，祝福するためには，ほんの
小さな奉仕で十分なことがよくあります。
相手の家族について聞く，ちょっとした励
ましの言葉をかける，心から褒める，短い
感謝の手紙，簡単な電話などです。よく観
察し，気づき，御霊の促しに従って行動
するなら，大いに善を行うことができます。
でも時には，さらに多くを行う必要がある
のです。



ある母親が，子供がまだ小さかったこ
ろに愛ある奉仕を受けたことについて話
してくれました。彼女は子供の世話で，母
親の皆さんがよく経験するように，真夜中
に起きることがよくありました。そのような
日の翌日には，向かいに住む友人が来て，
こう言ってくれたそうです。「夜中に明か
りがついていたから，きっとまた子供の世
話で起きていたんだろうと思ったの。うち
で子供を預かってあげるから，少し昼寝
をしたらいいわ。」彼女はその経験を振り
返り，感謝しながらこう語りました。「そ
う言ってもらって，どんなにありがたかっ
たことでしょう。何度かそうしてもらって
いるうちに，彼女がわたしの家の明かりを
見たということは，きっと彼女も子供の世
話で起きていて，同じように昼寝が必要な
んだということに気づきました。わたしは
彼女からすばらしいことを教わりました。
以来わたしも，周りに注意を払い，奉仕す
る機会を探すようにしています。」
扶助協会の訪問教師という大きな組織
が，数え切れないほどの奉仕の業を行っ
ています。数年前，二人の訪問教師につ
いて聞きました。彼女たちは，わたしの
いとこの孫娘のアンジェラが，夫を亡くし
て嘆き悲しんでいたときに助けてくれた
のです。アンジェラの夫は，友人と二人で
スノーモービルに乗りに行き，雪崩に遭っ
て命を落としました。二人の妻はどちら
とも妊娠していました。アンジェラは初め
ての子供でしたが，もう一人の女性には，
おなかの子に加えてよちよち歩きの子供
がいました。アンジェラの夫の葬儀で，ビ
ショップはこのように語りました。「事故の
知らせを聞いてすぐにアンジェラの家に
駆けつけると，間もなく呼び鈴が鳴り，ド
アの外にはアンジェラを担当する二人の
訪問教師の姉妹が立っていました。二人
は愛と慰めの言葉を伝えました。二人の
訪問教師とアンジェラはともに涙を流しま
した。このすばらしい訪問教師が，アンジ
ェラのことを深く心にかけていることは容
易に見て取れました。恐らく女性だけに
できることだと思いますが，彼女たちは，
請われたわけでもないのに，自分たちが
具体的にどのように助けようとしようとして

いるのかを穏やかに述べました。アンジ
ェラが必要とするかぎり，この二人がそば
にいてくれることは明らかでした。」ビショ
ップは，この二人の姉妹がこれからもアン
ジェラの心の支えになってくれることを知
って，心から感謝していました。
このような愛と憐

あわ

れみの業が，教会の
すばらしい訪問教師によって繰り返され
ています。毎回このような劇的な状況で
はないでしょうが，心を込めて行われてい
ることに変わりありません。
優しい手と思いやりの心で，飢えた人
に食物を，裸の人に服を，家のない人に住
む場所を与えている皆さんを称賛します。
すずめが落ちるのを御存じの主は，その
ような奉仕を心に留められます。人を高
め，喜んで助け，分け与えたいという気持
ちは，愛に満ちた心から湧き上がります。
喜んで奉仕してください。
愛する預言者，ゴードン・B・ヒンクレー
大管長は，皆さんについて次のように語
っています。「神は女性の心に神聖なもの
を植え付けておられ，それは穏やかな強
さ，気品，平安，慈しみ，徳，真理，愛とし
て表れます。」10

愛する姉妹の皆さん，皆さん一人一人
に天の御父の祝福が注がれて，既婚者も
独身の方も，家庭の中で，家族の中で，そ
して人生を通じて，「良い忠実な僕

しもべ

よ，よく
やった」11 という世の救い主の栄えある
御言葉
み こ と ば

を聞くことができますように，イエ

ス・キリストの御名
み な

により，祈り，皆さんを
祝福し，また今夜前列に座っている親愛
なるジェームズ・E・ファウスト夫人，彼の
最愛の妻，ルース姉妹とご家族を祝福し
ます，アーメン。
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人は皆，自分の生活を変える力が
与えられています。主の大いな
る幸福の計画においては，物事

を決断する選択の自由を個々に持ってい
るのです。わたしたちはより良い行動を
取り，より善い人になると決意することがで
きます。ある意味でわたしたちは皆，変わ
る必要があります。つまり，ある人は家庭
でもっと親切にし，利己心を抑え，よく耳
を傾け，思いやりをもって人に接する必要
があります。改めるべき習慣のある人が
います。自分にとって，また周囲の人にとっ
て害となる性癖を持っている人がいます。
変わるためには，時には心理的ショックが
必要な場合もあるかもしれません。
サウロはダマスコに向かっていたとき
劇的な変化を遂げました。サウロは「主の
弟子たちに対する脅迫，殺害の息をはず
ませ」ていました（使徒9：1）。ダマスコに
向かって歩いていると，天から光がさして，

サウロを巡り照らしました。
「彼は地に倒れたが，その時『サウロ，サ
ウロ，なぜわたしを迫害するのか』と呼び
かける声を聞いた。
そこで彼は『主よ，あなたは，どなたで
すか』と尋ねた。すると答

こたえ

があった，『わた
しは，あなたが迫害しているイエスであ
る。』」（使徒9：4－5）
暴徒がステパノを市外へ引き出し，石
を投げつけ，自分たちの上着をサウロの
足もとに置いたとき，サウロの心は和らい
でいたのかもしれません。そしてダマスコ
への途上で，「わたしは，あなたが迫害し
ているイエスである」という主の声を聞い
たときには，サウロには何の疑いもありま
せんでした。
サウロはおののき，驚いて主に，自分に
何をさせようとしておられるのか尋ねまし
た。すると主は言われました。「さあ立っ
て，町にはいって行きなさい。そうすれば，
そこであなたのなすべき事が告げられる
であろう。」（使徒9：6）サウロは立ち上
がったときには目が見えなくなっていまし
た。そこで人々に手を引かれてダマスコ
へ行きました。ダマスコで再び見えるよう
になったサウロはバプテスマを受けまし
た。サウロは直ちに「諸会堂でイエスのこ
とを宣

の

べ伝え，このイエスこそ神の子であ
ると説きはじめた。」（使徒9：20）後にパウ
ロと呼ばれるようになったサウロは，あら
ゆる面で，徹底した変化を遂げ，生涯揺
らぐことはありませんでした。

改心によって変わる
皆さんはこのような経験をしたことがな

いでしょうし，わたしもありません。ほとん
どの人にとって改心はこれほど劇的なも
のではありませんが，力強く，意義深いも
のであるはずです。改心して教会に加わ
る人は普通，バプテスマのときに霊的な
気持ちになります。ある人はそれを次の
ように説明しています。「心に感じた高ま
りを忘れることができません。神の子供
として清くなり，新しくスタートする。……
それは特別な気持ちでした。」1

まことの改心は生活を変えます。幼い
ときに不幸な家庭生活を送っていたとい
うある若い女性は次のように記していま
す。「酔った父が，怒りに任せて母や弟や
妹に暴力を振るう度に，悲しくて仕方あり
ませんでした。」彼女は14歳のとき，両親
を敬うことも神の戒めであることを教わり
ました。どうすればこの戒めを守れるか
をよくよく考えた彼女は，勉学に励み，学
生の本分を果たし，町一番の良い娘にな
ることがその方法だと感じました。
家庭にはほとんど何の変化も起きませ
んでしたが，彼女は目標を決して見失い
ませんでした。そして，18歳のときに，専
門的な勉強を始めるために家を出ました。
そして3週間後に家に帰ってきたときのこ
とを，こう回想しています。
「母はわたしを見ると泣きだしました。
何か大変なことが起きたのかもしれない
と思いましたが，母はわたしを抱き締め
てこう言いました。『あなたが勉強で家を
出てから，お父さんはお酒を一切口にし
なくなったのよ。』
……母の話によれば，わたしが家を出
た日の晩に，モルモンの宣教師がやって
来ました。……
父は幼子

おさなご

のようになりました。悔い改め，
謙虚になっていることが父の目から見て取
れました。父は完全に変わっていました。
たばことアルコールを同時にやめて，宣教
師から教えられた戒めを守ろうと努力して
いました。わたしを女王のように，母と弟
たちや妹たちを王族のように扱いました。
……そして，家族全員がバプテスマを
受けました。……父は40歳にして，世界一
の父親になったのです。」2

福音の力はまことにわたしたちの生活

変わる力
ジェームズ・E・ファウスト管長（1920－2007年）
大管長会第二顧問
ファウスト管長は他界する2007年8月10日の数か月前にこの記事を準備していました。

変わる力は間違いなく実在します。それは神から授けられる大いなる霊の賜物
たまもの

なのです。



を変え，悲しみや絶望から連れ出して幸
せと喜びを与えてくれます。

悔い改めによって変わる
背きは苦痛と悲しみをもたらします。け
れども，「苦汁と罪悪のかせ」から抜け出
す方法があります（モーサヤ27：29）。主
に心を向けて主の御名

み な

を信じるならば，
わたしたちは変わることができます。主
は，生活を変える力，邪悪な思いと感情
を心から追い出す力を与えてくださいま
す。「最も暗く深い淵

ふち

」を出て，「神の驚く
べき光を見」ることは可能です（モーサヤ
27：29）。赦

ゆる

しを受け，平安を見いだすこ
とは可能なのです。
現在名誉中央幹部であるマリオン・D・
ハンクス長老は数年前に，悔い改めて一
夜にして生活を変えた人について述べて
います。
「その人は息子を連れて，ある家族のも
とを訪れました。息子が野球のトーナメン
トに出る間，泊めてもらうことになってい
た家族です。しかし息子は，世話になる
家庭に父親と一緒に行くことをためらって
いるようでした。その様子を見た父親は，
息子がその家族につらく当たられている
のではないかと心配になりました。父親
がその家のドアをノックしているとき，息子
は後ろでびくびくしながら立っていました。
けれども家の中に入ると，少年は家族か
ら温かく迎えられました。息子が彼らを心
から愛していることがよく分かりました。
後日，迎えに来た父親は，どうして玄関
先でびくびくしていたのか尋ねました。……
すると，息子はこう答えました。
『お父さんがうっかりして，あの家で汚
い言葉を使うんじゃないかって心配して
いたの。あの家の人たちは汚い言葉を使
わないし，ほんとうに立派な人たちだよ。
お互いに優しく話し合うし，よく笑うし，食
事のときや朝晩は必ずお祈りするし，ぼく
も一緒にお祈りさせてくれたよ。』
父親はこう言いました。『息子はわたし
のことを恥じていたのではありません。わ
たしを心から愛していたので，わたしのこ
とを悪く思われたくなかったのです。』
この父親は，生活の改善を目指すよう手

を差し伸べてくれた同世代の誠実な人々
に背を向けていましたが，父を思う幼い息
子の優しさに心を打たれたのです。」3

変わる力が非常に強く働いたので，この
父親は，再び熱心に教会に集うようになり，
さらには，ステークの指導者になりました。

依存症から立ち直ることによって変わる
もう一つ採り上げたい変化は，囚

とら

われ
となっている習慣から立ち直ることです。
これにはアルコール，薬物，たばこ，食べ
ること，ギャンブル，不適切な性行為，ポ
ルノグラフィーを見ることが含まれます。
依存症がいかに人々を弱めるかについて
最近出版された書籍から引用します。「合
衆国において，避けられたはずの病気や
死のおもな原因となっているのが薬物乱
用である。薬物の誤用は家庭崩壊を招き，
生産力を何十億ドルも下げ，医療制度を
ひずませ，ひいては生命を奪っている。」4

それは社会に下されたのろいです。
依存症には様々な形があります。重大

な中毒症状に陥っている人は，思考その
ものから変えなければならないため，抜
け出すのが難しい場合があります。依存
症に関して最近発表された論文にはこう
あります。「中毒症状にある人の脳内では，
前頭
ぜんとう

前野
ぜん や

の活動が低下し，それにより，合
理的思考によって衝動を抑制する力が弱
まっている。」5 一部の依存症は，神から
与えられた選択の自由を取り上げてしま
うほど，人を支配する力を持っています。
サタンの強力な武器の一つは，わたした
ちを支配する方法を見つけることです。で
すから，何であろうと，主が人に対して
持っておられる目的をくじくものや，永遠
の祝福を危機にさらすものから離れなけ
ればなりません。わたしたちは，霊によっ
て肉体を支配するためにこの世で生活し
ているのであり，その逆のためではない
のです。
何であれ依存症に陥ると，苦痛と苦悩
という高い代償を払わなければなりませ
ん。霊にも影響を与えることがあります。
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しかし，希望があります。ほとんどの依存
症は十分な時間をかければ克服できるの
です。変わることができます。しかし，そ
れには困難が伴います。
最初に，変わると決意します。助けが
必要なことを認めるには勇気と謙虚さが
必要です。けれども自力で立ち直れる人
はほとんどいません。教会には依存症を
克服するためのプログラムがあります。
「無名のアルコール依存症者たちの12の
ステップ」（Twelve Steps of Alcoholics
Anonymous）を，教会の教義と信条を基
に改訂したものです。この12段階は『依存
症からの立ち直りと治癒の手引き』（A
Guide to Addiction Recovery and
Healing）に載っています。神権指導者と
会員はこの手引きを入手することができま
す〔日本語版は2008年に刊行予定〕。
ライフスタイルを全面的に変える必要が
あるかもしれません。有害な依存症を克
服することを，心と思いと力を尽くして望
まなければなりません。習慣性を持つ物
質や行動を100パーセント完全に捨てるこ
とを決意しなければなりません。
これまでに，大勢の人が薬物依存から
立ち直りました。3児の母であるスーザン
は自分の問題を子供たちに気づかれない
ようにするため，薬物を週末にだけ用い
ていました。しかしやはり子供たちがそ
れに気づいて，やめるように熱心に頼みま
した。3年後，子供たち，特に7歳の息子
の特別な助けと支えによって，彼女は薬物

を絶ちました。彼女は過去を振り返って，
天の御父が彼女を救い出し，福音を学ぶ
準備をさせてくださったのだと悟りまし
た。そして次のように述べています。
「福音はわたしの心，外見，態度，気持
ちを変えてくれました。そしてわたしは祈る
ことを覚えました。問題が起きるといつも
天のお父様のみもとへ行って，『助けてくだ
さい』と言います。お父様がずっと見守って
くださっているのです。……今，わたしは
顔を上げて歩いています。なぜなら，天の
お父様がいつもわたしとともに歩んでくだ
さることを知っているからです。……
今わたしは新しい日を生きています。
薬物の世界に浸っていることを望んだた
めに多くのものを失いました。アパートを
失い，火災によって息子はもう少しで命を
失うところでした。結婚生活が破綻

はた ん

し，幸
せは完全にわたしから離れていきました。
けれども，幸せが戻って来たのです。天
のお父様は再出発するチャンスを与えてく
ださいました。そして今，わたしはすっか
り新しくなりました。隅から隅までまった
く新しい自分です。」6

夜が明ける度に，その新しい日を，変わ
るための新しい日とすることができます。
わたしたちは，環境を変えることができま
す。古い習慣を新しい習慣に置き換える
ことによって生活を変えることができま
す。いっそう清い思いと気高い行いに
よって人格と未来を形作ることができま
す。かつてだれかが述べたように，「変わ

れる可能性はいつもあります。平安，幸福，
より良い生き方という目に見えない約束が
そこにあります。」7

依存症は御霊
みた ま

を退けます。一部の依存
症には専門家による治療が必要です。し
かし，神権の祝福と祈りによって得られる
霊的な助けを見過ごしてはなりません。
主はこう約束しておられます。「わたしの
前にへりくだるすべての者に対して，わた
しの恵みは十分である。もし彼らがわた
しの前にへりくだり，わたしを信じるなら
ば，そのとき，わたしは彼らの弱さを強さ
に変えよう。」（エテル12：27）変わる力は
間違いなく実在します。忘れないようにし
ましょう。それは神から授けられる大い
なる霊の賜物なのです。
悔い改めとその後に続く義にかなった
生活を通して，また主イエス・キリストの力
によって，究極的な変化がわたしたちの
体にもたらされること，そして主が「万物
をご自身に従わせうる力の働きによって，
わたしたちの卑しいからだを，ご自身の
栄光のからだと同じかたちに変えて下さ
る」ことを証します（ピリピ3：21）。
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ヘンリー・ベニオン・アイリ
ング管長は，予想もし
ない道を進んで来た

自身の人生について深く考えな
がら，次のことに対する知識があ
ることをうれしく思っています。そ
れは，恐れや力不足を感じるこ
とがあっても，神は御自身の子
供たちの人生に奇跡を起こすこ
とがおできになるということです。
この知識は，「きわめて大切な
責任」と自ら表現する大管長会
の召しに臨む今も，力を与えてく
れます。アイリング管長は，2007
年8月10日に亡くなったジェーム

ズ・E・ファウスト管長の後任を務
めることになりました。
アイリング管長は，ゴードン・
B・ヒンクレー大管長，トーマス・
S・モンソン管長のさらに近くで
奉仕できる機会を楽しみにし
ながらも，ファウスト管長がいな
いことを寂しく感じています。
「ファウスト管長の代わりを務
めようとは思わないようにしていま
す。それは不可能だからです」と
アイリング管長は言います。「ファ
ウスト管長はまさにこの職を果た
すために備えられた，非常に有
能な大管長会第二顧問でした。

管長は，彼にしかない賜物
たまもの

を備
えていました。」
10月6日，召しの発表を受け
て開かれた記者会見で，アイリン
グ管長は1995年4月1日に十二
使徒定員会に召されて間もなく，
ファウスト管長の執務室に招か
れたときのことを回想しながら
語りました。励ましの言葉をか
けてくれるだろうという期待に反
して，ファウスト管長は天を指さ
し，ほほえみながらこう言いまし
た。「わたしにではなく，御父に
話してくださいね。」このことにつ
いてアイリング長老は次のように
語っています。「ファウスト管長は，
わたしの抱えていたいろいろな
問題を解決しようとする代わり
に，わたしの心を神に向けてく
れたのです。ファウスト管長は，
人の気持ちを敏感に理解し，親
切にするという賜物を持ってい
ました。心から慕う親友であり，
最高の助言者でした。」
主から信頼を受けていること，
またヒンクレー大管長の信任に
感謝を込めて，アイリング管長は
こう語ります。「わたしが愛し，預
言者，聖見者，啓示者として支
持し，また主イエス・
キリストのまことの使
徒として支持する人々
とともに奉仕できる
のはまたとない……
機会です。」
主がその手をもっ
て支えてくださること
に感謝しながら，ア
イリング管長はこう
語ります。「ヒンクレ
ー大管長はいつも
『物事はきっとうまく
いく』と言います。こ
のきわめて大切な責
任を前にして，わたし
もそのような信仰を
持っています。」

ヘンリー・B・アイリング管長
は，1933年5月31日，ニュージャ
ージー州プリンストンで，ヘンリ
ー・アイリング，ミルドレッド・ベニ
オン・アイリング夫妻の間に，3人
息子の次男として生まれました。
世界的な化学者であった父親
は，息子たちに科学の道に進
むよう勧めました。アイリング管
長は物理学の学士号を取りまし
たが，合衆国空軍で2年間の軍
役に就いた後は，ハーバード大
学の経営学大学院に進み，経
営管理学で修士号および博士
号を取得しました。
ハーバード在学中だった1961
年の夏，ボストンでサマースクー
ルに通っていたキャスリーン・ジョ
ンソンと出会います。その夏の間
デートを重ね，彼女がカリフォル
ニアの実家に帰ってからも文通
を続けた二人は，1962年7月に
ユタ州ローガン神殿で結婚しま
した。この年，アイリング管長は
スタンフォード大学の経営学大
学院で准教授になり，1962年か
ら1971年まで教鞭

きょうべん

を執りました。
管長はアイリング姉妹のことを

「最善を尽くしたいと常に思わせヘンリー・B・アイリング管長
大管長会第二顧問
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てくれる人」と表現しています。
この特質は，1971年のある真
夜中の出来事によく表れていま
す。彼女はアイリング管長を起
こすと「あなた，自分の人生でほ
んとうになすべきことをしている
と思う？」と聞きました。そして，
当時教会教育システム（CES）教
育委員長だったニール・A・マッ
クスウェル長老のもとで働くべき
なのではないかと言いました。
スタンフォード大学で教え，ア
イリング姉妹の実家の近くに住
み，スタンフォード第1ワードのビ
ショップとして奉仕するなど，アイリ
ング長老は当時の生活に満足し
ていましたが，妻の言葉につい
て祈り始めました。その数日後，
アイリング家と面識のなかった教
育長のマックスウェル長老から，
アイリング管長にソルトレーク・シ
ティーに来てほしいという電話が
ありました。そこでアイリング管長
はBYU（ブリガム・ヤング大学）ア
イダホ校の前身であるリックスカ
レッジの学長になってほしいとの
依頼を受けます。アイリング管長

はこの要請を受け入れ，間もなく
家族でアイダホ州のレックスバー
グに移りました。その家族も今
では，4人の息子と2人の娘，そ
して孫は25人になりました。
6年後にCES副教育委員長，
その3年後にはCES教育委員
長となり，1985年4月に管理ビシ
ョップリック第一顧問に召される
までその責任を果たしました。
1992年9月，再びCES教育委員
長に任命され，その1か月後，
教育委員長の仕事を続けなが
ら七十人第一定員会の一員と
して召されました。
心のこもった説教と深い思い
やりで知られるアイリング管長は，
十二使徒定員会で奉仕した12
年間に，天の御父の子供たちを
助けることに関して大切な教訓
を学んだと語ります。
「自分の思いや行いを天の御
父と救い主の望まれることと一致
させることさえできれば，それまで
よりもはるかに良い成果を上げる
ことができるという確信が，十二
使徒定員会での経験を通して増

し加えられました。神
はわたしたちを通し
て，自分の期待以上
に効果的な方法で
人々の生活に影響を
与えてくださるでしょう。
また，想像をはるかに
超えるほど，わたした
ちの人生を豊かにして
くださるでしょう。」
恐れや力不足を感
じていようと，天の御
父はわたしたちを導
いてくださるとアイリ
ング管長は語ります。
「信仰をもって前進
し，謙虚であるなら，
主の御声

み こ え

を聞くこと
でしょう。」◆

十二使徒定員会会員の
召しは想像もしてい
なかった，と語るク

エンティン・ラ・マー・クック長老
ですが，若いころから，救い主
イエス・キリストの証人として生
きることを学んできました。
「これまでの生涯，救い主を
愛する人たちから祝福を受け
てきました」とクック長老は語り
ます。
クック長老は，1940年9月8日，
ユタ州ローガンで，Ｊ・バーノ
ン・クック，バーニス・クック夫妻
のもとに生まれました。愛に満
ち，献身的な会員である両親

への感謝を込めて，長老はこう
語ります。「〔父母は〕救い主を
愛し，わたしたちを義にかなっ
て育てるために何でもしてくれ
ました。」
長老は，兄と妹にも感謝して
います。15歳のとき，兄のジョ
ーと真剣に話し合い，救い主
に対する証

あかし

が重要な結果を生
むことに気づきました。ジョー
は伝道に行くために，医学部
への入学を延期すべきかどう
かという決断を迫られていまし
た。「兄との会話の後，祈りを
通して，この教会が真実であり，
イエス・キリストが神の御子で
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あられるという確信を得まし
た。そのことは，わたしの人生
を大きく決定づける出来事とな
りました。」
こうして兄は伝道に出まし
た。後にクック長老も伝道に出
て，イギリス伝道部で奉仕しま
した。そのとき，二人の伝道部
会長から大きな影響を受けま
した。その一人が，当時七十
人第一定員会の会員であった
マリオン・D・ハンクス長老です。
「救い主への証を持つこと
と，救い主を愛する人 と々交わ
ることはとても重要です」と語
るクック長老は，もう一人そのよ
うな人を見つけました。メアリ
ー・ギャディーという名の女性
と出会ったのです。二人は
1962年11月30日にユタ州ロー
ガン神殿で結婚しました。
ユタ州立大学で政治学の学
位を取得して卒業した後，二
人はカリフォルニアへ移り，クッ
ク長老は，スタンフォード大学
で法学博士号を取得しました。
3人の子供を育てながら，企業
弁護士として働き，サンフランシ
スコ湾岸地帯にある法律事務

所の共同経営者となり，その後，
カリフォルニア・ヘルスケア・シ
ステムの会長兼最高経営責任
者（CEO）となりました。そして，
最後にはサター・ヘルス・システ
ムの副会長を務めました。
その間，ビショップ，ステーク
会長，ステーク会長会顧問，地
区代表，地域七十人として奉仕
しました。ステーク会長会の一
員として働いたときは，英語だ
けでなく，スペイン語，トンガ語，
サモア語，タガログ語，北京語，
広東語など，様 な々言語の人々
を管理する責任がありました。
「わたしたちは，イエス・キリ
ストの福音に全力を注ぐ多様
な会員たちが大好きでした。
彼らはわたしの人生にすばら
しい影響を与えてくれました。」
しかし，仕事においては，と
もに働くほとんどの人が教会員
ではありませんでした。そのよ
うな中にあって，長老は次のこ
とを学びました。「教会外にも
救い主を愛する人が非常に大
勢います。彼らの多くからも良
い影響を受けました。ですか
ら，わたしが善良な人 と々付き

合うことについて話
すとき，世の中から
離れて生活すること
を意味しているわけ
ではありません。」
1996年4月6日に
七十人第二定員会に
召され，続いて1998
年4月4日に七十人
第一定員会に召され
た後，クック長老は，
フィリピン／ミクロネ
シア地域会長会顧
問，太平洋地域会長
会会長，北アメリカ
北西地域会長会会
長を歴任しました。
中央幹部として奉
仕する中で，「どこにあっても，
救い主を愛する善良な人々を
見つけることができる」という
確信を強めました。クック長老
は，そのような人を見つける方
法は，謙虚に，しかし臆

おく

するこ
となく福音に従って生きること
だと信じています。
「ほとんどの末日聖徒が陥る
最大の過ちは，自分が何者で
あるかを隠してしまうことです」
とクック長老は語ります。「多く
の会員が友人や知人に，自分
が何者で，何を信じているかを
伝えず，とても面倒な立場に追
い込まれています。自分が末
日聖徒であり，どんなことを信
じているかをはっきりと伝えて
いる人は，抱える問題がはるか
に少ないのです。」
またクック長老は，そのような
人がより良い会員伝道をしてい
ることも知りました。それは，
2007年8月に七十人会長会に召
される前，宣教師管理部の管
理ディレクターとして奉仕してい
たときに分かったことでした。
2007年10月6日に使徒として
召され，初めての大会説教の

中で，クック長老は「自分が会
員だということを隠している」
会員の問題について触れなが
ら，「恐れることなく信仰をもっ
て」生活するようにと励ましま
した。
「『見いだす場所を知らない
ということだけで真理を得られ
ずにいる』人が大勢います」と
彼は言います（教義と聖約
123：12）。「そして，寛容で親
切な態度で，率直に語るとき，
驚くほど多くの人がそれにこた
えてくれるでしょう。」
クック長老は，新しい召しに
おいても，人々が同じようにこ
たえてくれるよう願っています。
そして，自分の至らなさを実感
しながらも，恐れではなく信仰
によって生活し，人々に自分が
何者であり，キリストの特別な
証人として何を信じているかを
知らせなければならない，と感
じています。
「わたしは救い主を愛してい
ます」と長老は語ります。「世界
中の人にイエス・キリストの証を
伝えられる機会を喜んでいま
す。」◆
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ウォルター・ファーミン・
ゴンサレス長老は，奉
仕は祝福をもたらすと

いう強い証
あかし

を持っています。ゴ
ンサレス長老は「わたしたちは
常に主に恩を受けています。
なぜなら，どんな奉仕を行って
も，報いの方が常に大きいか
らです」と語っています。
ゴンサレス長老の奉仕への
備えは，教会に入る前の，人生
の早い時期に始まりました。9歳
になると，母親から英語を習っ
た方がよいと言われました。
両親は教会員ではありません
でしたが，長老は，自分が将来
受けることになる召しに備える
に当たって，母親が「神の手に
使われる者」となったと信じて
います。
「その9年後にわたしが教会
員になるとは，だれも知りませ
んでしたし，いつの日かわたし
が中央幹部に召され，英語を

話さなければならなくなること
を知っている人もいませんでし
た」と長老は語ります。
1952年11月18日，ウルグアイ

のモンテビデオで，ファーミン・
ゴンサレス，ビクトリア・ゴンサ
レス夫妻の間に生まれたゴン
サレス長老は，18歳のときにバ
プテスマを受けました。そして
1975年2月28日にモンテビデオ
でズルマ・アナイールと結婚し，
1979年にワシントンD.C.神殿で
結び固めを受けました。4人の
子供がおり，近々誕生する初孫
を楽しみにしています。
ウルグアイのリパブリカ大学
とアルゼンチンのフラテルニダ
ッド大学で学び，インディアナ
大学ブルーミントン校で学士号
を取得しました。
ゴンサレス長老は，2007年
10月6日に七十人会長会の一
員として支持されました。これ
まで，ブラジル北地域と南アメ
リカ西地域の会長，また南アメ
リカ北地域とブラジル北地域
会長会の顧問として奉仕しまし
た。そのほか，南アメリカ北地
域で地域七十人，エクアドルで
伝道部会長，ウルグアイでステ
ーク会長，南アメリカ北地域で
地域広報ディレクターとして奉
仕しています。
教会教育システムに勤務し，
南アメリカ北地域の地域ディレ
クターとしても働きました。◆

ウォルター・F・ゴンサレス長老
七十人会長会

中央補助組織会長会

会長
チャールズ・W・ダールクウィスト2世

第一顧問
ディーン・R・バージェス

第二顧問
マイケル・A・ナイダー

会長
A・ロジャー・メリル

第一顧問
ダニエル・K・ジャッド

第二顧問
ウィリアム・D・オズワルド

会長
ジュリー・B・ベック

第一顧問
シルビア・Ｈ・オールレッド

第二顧問
バーバラ・トンプソン

会長
スーザン・W・タナー

第一顧問
イレイン・S・ダルトン

第二顧問
メアリー・N・クック

会長
シェリル・C・ラント

第一顧問
マーガレット・S・リファース

第二顧問
ビッキー・F・松森

日曜学校

扶助協会

若い女性

初等協会

若い男性



以下は『アロン神権3』および『若

い女性3』のレッスンを補足する

ための参考資料であり，同レッスンに

代わるものではありません。本ガイドに

掲載された『神への務め』および『成

長するわたし』の活動の幾つかは，レ

ッスン中に実施することもできますし，

家庭で行うよう定員会の会員またはク

ラスの生徒に勧めることもできます。

レッスンはテキストに掲載されてい

る順番に教えてください。教師用手

引きには，復活祭のための特別なレ

ッスンは掲載されていません。復活

祭のための特別なレッスンを教えた

い場合は，救い主に焦点を絞った

聖句や大会説教，教会機関誌の記

事，絵，賛美歌を活用することを検

討してください。

インターネットを使用して，英語以外

の幾つかの言語でこのリソースガイド

を探す場合は，http://www.lds.org

にアクセスし，“Language”（言語）を

クリックした後，言語を選択してくださ

い。次に『リアホナ』をクリックし，2007

年11月号を選択してください。（訳注

──日本語の場合は，http://www.

ldschurch.jpにアクセスし，「教会員

の方へ」「ライブラリー」の順に選択して

ください。あとは上と同じように『リア

ホナ』をクリックし，2007年11月号を選

択してください。）リソースガイドの英語

版を閲覧する場合は，http://www.

lds.orgを開き，“Gospel Library”

（「福音図書館」）をクリックしてください。

開いた画面の右の欄にリソースガイド

へのリンクがあります。

『アロン神権3』用
リソースガイド
第1課――神会

ゴードン・B・ヒンクレー「御父と

御子と聖霊を信じる」『リアホナ』

2006年7月号，2。神会を構成する

アロン神権者および若い女性用
リソースガイド

メ
ルキゼデク神権と扶助協

会の第4日曜日のレッスン

は，「わたしたちの時代の

ための教え」を学ぶ時間です。各

レッスンは，最近の総大会で語ら

れた，一つまたは複数の説教を基

に準備します。ステーク会長および

地方部会長は，レッスンに用いる説

教を指定することができます。また

は，この責任をビショップおよび支

部会長に委任することもできます。

神権指導者は，メルキゼデク神権

者の兄弟と扶助協会の姉妹が同じ

日曜日に同じ説教を学ぶことの大

切さを強調するべきです。

第4日曜日の集会の出席者は，

最新の教会機関誌の総大会特集

号をよく研究し，クラスに持参する

よう奨励されています。

説教に基づいてレッスンを
準備する際の提案

説教を研究し教えるに当たり，

聖なる御霊
み た ま

がともにあるよう祈って

ください。教師はほかの資料を使

ってレッスンを準備したくなること

があるかもしれません。しかし，大

会説教は承認された教科課程用資

料です。教師の務めは，人々が最

新の総大会で教えられた福音を学

び，それに従って生活できるよう助

けることです。

クラスの生徒の必要に合った原

則と教義を探しながら，説教の内

容を検討してください。また，その

ような真理を教えるのに役立つ説

わたしたちの時代のための教え

月

2007年11月―

2008年4月

2008年5月―

2008年10月

第4日曜日のレッスン教材

『リアホナ』2007年11月号掲載の説教*

『リアホナ』2008年5月号掲載の説教*

*これらの説教は，http://www.lds.org から（多くの言語で）アクセスすることができます。（訳注──日本
語版の総大会号を閲覧するには，http://www.ldschurch.jp にアクセスし，「教会員の方へ」「ライブラリー」
「リアホナ」の順にクリックしてください。）

教から，物語や参照聖句，声明を

探してください。

原則と教義を教えるための大ま

かな計画を立ててください。計画

には，クラスの生徒が以下のことを

行ううえで役立つ質問を取り入れて

ください。

● 説教に含まれる原則と教義を探

す。
● それらの意味について考える。
● 理解したことや考え，経験，証

あかし

を

分かち合う。
● それらの原則と教義を実生活に

応用する。 ■

129／ 2 0 0 7 年 1 1 月 号



130

御三方についての話し合いを深め

るためにこの記事を用います。

『神への務め──執事』「霊的な

面での成長」の3；『神への務め──

教師』「霊的な面での成長」の4；

『神への務め──祭司』「霊的な面

での成長」の10

第2課――救いの計画

L・トム・ペリー「救いの計画」『リ

アホナ』2006年11月号，69。「救い

の計画は，わたしたちの栄光と昇

栄のためにある」の項を教える際，

話し合いを深めるためにこの記事

を用いることを検討します。

『神への務め──執事』「定員会活

動」の6。

第3課――生ける神の息子たち

ジェフリー・R・ホランド「偉大な神

の性質」『リアホナ』2003年11月号，

70。「天父の性格と属性」の項を教

える際，話し合いを深めるために

この記事を用いることができます。

『神への務め──執事』「霊的な

面での成長」の10

第4課――選択する能力と自由

ロバート・D・ヘイルズ「思いのまま

に行動する──選択の自由という

賜物
たまもの

と祝福」『リアホナ』2006年5月

号，4。「行いの結果に責任を持つ」

の項を教える際，話し合いを助け

るためにこの記事を用いることがで

きます。

第5課――天より落ちたルシフェル

ダリン・H・オークス「欺かれてはな

らない」『リアホナ』2004年11月号，

43。「サタンの手段」の項について

教える際，話し合いを深めるために

この記事を用いることを検討します。

第6課――アダムの堕落

ディーター・F・ウークトドルフ「帰還

可能点」『リアホナ』2007年5月号，

99。悔い改めについての項を教え

る際，この説教を補足資料として用

いることができます。

第7課――死と地獄に勝利を収めた贖罪
しょくざい

ボイド・K・パッカー「主なるわた

しはもう〔あなたの罪〕を思い起こ

さない」『リアホナ』2006年5月号，

25。レッスンの終わりに，パッカー

会長の説教の最終段落を用いるこ

とができます。

第8課――復活と裁き

トーマス・S・モンソン「主は生け

りと知る」『リアホナ』2007年5月号，

22。レッスンの始めに，モンソン管

長が語った家族に関する話を用い

ることについて検討します。

『神への務め──執事』「定員会

活動」の6 

第9課――正義と憐
あわ

れみ

リチャード・G・スコット「贖
あがな

いは，

平安と幸福を確固としたものとす

る」『リアホナ』2006年11月号，40。

レッスンの終わりに，正義と憐れ

みに関するスコット長老の言葉を

用いることを検討します。

『神への務め──執事』「霊的な

面での成長」の1

第10課――「大きな変化」

デビッド・A・ベドナー「あなたが

たは再び生まれなければならない」

『リアホナ』2007年5月号，19。レッ

スンの始めにジョセフ・スミスの言

葉を述べた後，話を深めるために

「大きな変化」の見出しで始まる箇

所を用いることを検討します。

『神への務め──執事』「家族の

活動」の2

第11課――永遠の命を得る信仰

ヘンリー・B・アイリング「幼子
おさなご

のよ

うに」『リアホナ』2006年5月号，14。

「信頼と確信は真実の信仰の条件

である」の項を教える際，夜通し祈

り続けたアイリング長老の経験を分

かち合うことができます。

『神への務め──執事』「霊的な面

での成長」の3；『神への務め──祭

司「霊的な面での成長」」の1と10

第12課――悔い改め

リチャード・G・スコット「贖いは，平

安と幸福を確固としたものとする」

『リアホナ』2006年11月号，40。イザ

ヤ1：18について話し合った後，ス

コット長老が述べたロッククライミ

ングのたとえを分かち合います。

『神への務め──教師』「家族の

活動」の3；『神への務め──祭司』

「家族の活動」の5

第13課――赦
ゆる

す者が赦される

ジェームズ・E・ファウスト「赦しの

もたらす癒
いや

しの力」『リアホナ』2007

年5月号，67。ハンクス長老の言葉

を引用した後，アーミッシュの人々

に起きた悲劇についてのファウスト

管長の言葉を読みます。

『神への務め──教師』「家族の

活動」の3

第14課――聖餐
せいさん

トーマス・S・モンソン「聖なる神

権の義務」『リアホナ』2006年5月

号，54。「会衆を代表して働く祭司」

の項の一部として，モンソン管長が

記事の最後で述べた二つの物語

を用いることを検討します。

『神への務め──執事』「定員会

活動」の7；『神への務め──祭司』

「定員会活動」の1

第15課――終わりまで堪え忍ぶ

ヘンリー・B・アイリング「主の力を受

けて」『リアホナ』2004年5月号，16。

ベンソン大管長の説教を紹介した

後，アイリング長老の4つの簡単な提

案を付け加えることを検討します。

第16課――世の命であり，光であられ

るイエス・キリスト

ジョセフ・B・ワースリン「言い尽

くせない賜物」『リアホナ』2003年

5月号，26。レッスンの最初の話し

合いをする際，キリストの光に関す

るワースリン長老の説明を用いる

ことを検討します。

『神への務め──執事』「霊的な面

での成長」の1

第17課――聖霊

ヘンリー・B・アイリング「幼子のよ

うに」『リアホナ』2006年5月号，14。

アイリング長老が述べている聖霊に

関する説明と例を用いてレッスンを

補足することを検討します。

グレン・L・ペイス「あなたは知って

いますか」『リアホナ』2007年5月号，

78。「死すべき人間に及ぼす聖霊

の影響」の項を教える際，ペイス長

老の経験談を用います。

『神への務め──祭司』「霊的な

面での成長」の6

第18課――祈り

リチャード・G・スコット「祈りという

天与の賜物を用いる」『リアホナ』

2007年5月号，8。必要であればレ

ッスンを補足するためにこの記事を

部分的に用いることを検討します。

『神への務め──教師』「家族の

活動」の3

第19課――断食

トーマス・S・モンソン「最善を尽くし

て義務を果たす」『リアホナ』2005年

11月号，56。レッスンの終わりに，執

事をウェルフェアスクウェアに連れて行

ったビショップの話を分かち合います。

『神への務め──執事』「定員会活

動」の2

第20課――什分
じゅうぶん

の一――霊的な試し

ダニエル・L・ジョンソン「什分の

一の律法」『リアホナ』2006年11月

号，35。レッスン中のクイズをする

代わりに，什分の一に関するジョン

ソン長老の3つの質問をすることを

検討します。

第21課――定員会の役割

L・トム・ペリー「定員会とは何で

すか」『リアホナ』2004年11月号，23。

「神権定員会の会員であることによ

り，どのような恩恵が受けられるで

しょうか」の質問に答えるのにペリ

ー長老が挙げた事柄や例を用いる

ことを検討します。

ヘンリー・B・アイリング「神権定員

会」『リアホナ』2006年11月号，43。

定員会の大切さを説明する際，ア

イリング長老の話に述べられてい

る例を用いることができます。

第22課――祭司の義務

ジェームズ・E・ファウスト「神の知

識の鍵
かぎ

」『リアホナ』2004年11月号，

52。外形上の儀式を執行する力を

持つことの意味について話し合う

際，アロン神権の若い男性にどの

ように権能と責任が与えられてい

るかについての，ファウスト管長の

言葉を用いることを検討します。

第23課――メルキゼデク神権に備える

トーマス・S・モンソン「聖なる神

権の義務」『リアホナ』2006年5月号，

54。レッスンの導入部で紹介する

物語の代わりに，モンソン管長がメ

ルキゼデク神権を受けたときの経

験や神権の誓詞と誓約についての

話を紹介します。

第25課――すべての若人は伝道に出

るべきである

M・ラッセル・バラード「もう一人」

『リアホナ』2005年5月号，69。「伝

道に備えなければならない」の項

を教える際，宣教師が備えておけ

ばよかったと述べた事柄の一覧を

確認します。

『若い女性3』用
リソースガイド
第1課──父なる神

ゴードン・B・ヒンクレー「御父と御

子と聖霊を信じる」『リアホナ』2006

年7月号，2。レッスンの「わたしたち

は御父の子供であり，相続人であ

る」の項を教える際，「神にかたどっ

て」の見出しで始まる箇所を用いて

補足することを検討します。



『成長するわたし』「徳質の体験──

『選択と責任』」の1 

第2課──救い主を知る

デビッド・A・ベドナー「あなたがたは

再び生まれなければならない」『リアホ

ナ』2007年5月号，19。レッスンの導入

部の代わりに「大きな変化」の見出しで

始まる箇所を用いることを検討します。

ロバート・D・ヘイルズ「主イエス・キリ

ストへの信仰を見いだす」『リアホナ』

2004年11月号，70。黒板に書く図の

代わりにヘイルズ長老が提案するパ

ターンを書きます。このパターンに従う

ことから生じる結果について数人の

若い女性に話してもらうこともできます。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『信仰』」の5

第3課──日々福音に従う

ディーター・F・ウークトドルフ「キ

リストのような属性──翼の揚力と

なる風」『リアホナ』2005年11月号，

100。レッスンで言葉を書いた紙を

使った活動の代わりに，ウークトド

ルフ長老の飛行機の操縦と福音の

原則に従うことの類似点に関する

話を用いることを検討します。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『選択と責任』」の1と2

第4課──永遠の伴侶
はんりょ

となる準備

ジェームズ・E・ファウスト「結婚生活

を豊かにする」『リアホナ』2007年4月

号，2。武と香織の話を読んだ後，二

人がファウスト管長の6つの質問を活

用していれば二人の経験がどのよう

に変わっていたか話し合います。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『神から受け継いだ特質』」の2

第5課──家庭に霊的な雰囲気を作る

M・ラッセル・バラード「福

音を伝える家庭を築く」『リアホ

ナ』2006年5月号，84。「霊的な

家庭環境を作るには，準備と努

力が必要である」の項を教える

際，バラード長老の話で補足す

ることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『善い行い』」の4

第6課──女性としての教える責任

M・ラッセル・バラード「親の神聖

な責任」『リアホナ』2006年3月号，

10。クロフト長老の話の代わりに

「幸福で確固とした家庭を築く」の

見出しで始まる箇所を用いることを

検討します。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『信仰』」の2

第7課──人生の目的

L・トム・ペリー「救いの計画」『リ

アホナ』2006年11月号，69。レッス

ンの導入としてペリー長老が話の

冒頭で述べている物語を用いるこ

とを検討します。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『神から受け継いだ特質』｣の1

第8課──永遠の家族

ラッセル・M・ネルソン「結婚のき

ずなをはぐくむ」『リアホナ』2006年5

月号，36。「今から永遠の家族とな

る準備をしなければならない」の項

を教える際，結婚のきずなを強め

る方法としてネルソン長老が述べた

3つの提案を紹介して補足します。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『神から受け継いだ特質』」の3

第9課──家族の一致をはぐくむ

W・ダグラス・シャムウェー「結婚と

家族──わたしたちの神聖な責任」

『リアホナ』2004年5月号，94。亜紀

子の物語の代わりに，家庭の夕べ

についてのシャムウェー長老の話を

用いることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『神から受け継いだ特質』」の3

第10課──楽しい家族の活動

L・トム・ペリー「家族の大切さ」『リア

ホナ』2003年5月号，40。家族のお

楽しみ袋の活動の代わりに，ペリー

長老の指針に基づく家族活動として

若い女性が提案するものを用います。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『神から受け継いだ特質』」の3

第11課──親族の輪を広げる

ジェームズ・E・ファウスト「自分

という驚くべき存在」『リアホナ』

2003年11月号，53。フェザーストー

ン長老の話の代わりに，ファウスト

管長が冒頭で述べている物語を

用いることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『個人の価値』」の5。

第12課──神権の祝福

ダリン・H・オークス「家庭と教会に

おける神権の権能」『リアホナ』2005

年11月号，24。このレッスンで用いる

引用や物語をより新しいものにするた

めにオークス長老の話を用います。

第13課──神権は家族を祝福する

ジェームズ・E・ファウスト「神の

知識の鍵
かぎ

」『リアホナ』2004年11月

号，52。神権者がどのように家族

を導くべきかについて話し合う

際，ファウスト管長の8つの約束を

紹介することを検討します。

第14課──わたしたちにはすばらしい

伝統がある

L・トム・ペリー「回復のメッセージ」

『リアホナ』2007年5月号，85。レッス

ンの第3の項の代わりに福音の回復

について説明するペリー長老の言

葉を抜粋して用いることを検討しま

す。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『信仰』」の黒丸3

第15課──イスラエルの家に与えられ

る祝福

リチャード・G・ヒンクレー「悔い改

め──会員であることの祝福」『リア

ホナ』2006年5月号，48。レッスンの

導入として，ヒンクレー長老の模範

に倣
なら

って「末日聖徒イエス・キリスト

教会の会員であることは，わたし

にとってどのような意味がある〔の

か〕」について書き出すよう若い女

性に勧めます。

第16課──エンダウメント

ヘンリー・B・アイリング「結ばれた

心」『リアホナ』2005年5月号，77。

「神殿の神聖な目的」の項の話し合

いや引用文の代わりにアイリング長

老が祖父とした経験について紹介

することを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『誠実』」の1

第17課──神殿参入への備え

ジョセフ・B・ワースリン「人生で

学んだ教訓」『リアホナ』2007年5月

号，45。レッスンの終わりに，神殿

参入の目標を絶えず考えることの

たとえとしてライバルとのフットボ

ールの試合を紹介します。

『成長するわたし』｢徳質のプロジ

ェクト──『誠実』」の黒丸4

『個人の価値』｣の3

第18課──神殿結婚

ラッセル・M・ネルソン「結婚の

きずなをはぐくむ」『リアホナ』2006

年5月号，36。実物を使ったレッス

ンの一部として，結婚生活を堅固

にすることに関するネルソン長老

の提案を用います。

『成長するわたし』「徳質の体験──

『選択と責任』」の3

第19課──伝統

ジェフリー・R・ホランド「若い女性

の皆さんへ」『リアホナ』2005年11

月号，28。最初の引用文の代わり

にホランド長老の話の第4段落を用

い，その意味について話し合うこと

を検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『個人の価値』」の5

第20課──宣教師の責任を理解する

デビッド・A・ベドナー「宣教師に

なる」『リアホナ』2005年11月号，44。

導入の代わりに「頻繁に受ける質問」

の項で述べられているベドナー長老

の勧告を用いることを検討します。

第21課──福音を分かち合うことを学ぶ

ジェームズ・E・ファウスト「あなた

がたの光──もろもろの国民のため

の旗」『リアホナ』2006年5月号，

111。プロテスタントの牧師につい

ての話の代わりにビッキーの話を

用いることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『善い行い』」の7

第22課──永遠を見通す目

ディーター・F・ウークトドルフ「初

めから終わりを知る」『リアホナ』

2006年5月号，42。レッスンの導入

として，空軍に入隊したときのウ

ークトドルフ長老の経験を分かち

合うことを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『信仰』」の5と6

第23課──障害を乗り越える

リチャード・G・スコット「邪悪が

はびこる世界で正しい生活を送る

方法」『リアホナ』2004年5月号，

100。スコット長老が述べた物語や

勧告をレッスンの各項目に置き換

えて用いることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『選択と責任』」の2

第24課──選択の自由

ロバート・D・ヘイルズ「思いのま

まに行動する──選択の自由とい

う賜物と祝福」『リアホナ』2006年

5月号，4。レッスンの最後で述べる

物語の代わりに，選択の自由を取

り戻すことに関するヘイルズ長老の

提案を紹介することを検討します。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『選択と責任』」の3

第25課──従順

ヘンリー・B・アイリング「霊的な備

え──早くから始め，絶えず積み重

ねる」『リアホナ』2005年11月号，37。

ヒーバー・J・グラントの引用文の後，

アイリング長老が述べた「速やかに，

たゆまず主に従えるよう訓練する」

4つの方法について話し合います。

『成長するわたし』｢徳質の体験──

『信仰』」の7 ■
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「この業はまだ始まったばかりです。今後も成長と発展を続け，全地に広がるで
しょう。」ゴードン・B・ヒンクレー大管長は第177回半期総大会の話の中でこう語
った。今大会では，前進する主の業の一端として新たな大管長会が支持された。
（表紙）──ヒンクレー大管長（中央）。第一顧問のトーマス・S・モンソン管長（左）。
第二顧問のヘンリー・B・アイリング管長。上──今大会の土曜午前の部会終了後
に行われた記者会見に臨むクエンティン・L・クック長老とアイリング管長。クック
長老は十二使徒定員会に召された。
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